大 菩薩 峠 

勿 来の 巻 


中 里 介 山 


駒 井 甚三郎 は 清澄の 茂 太郎の 天才 を、 科学的に 導い 

て やろうとの 意図 は 持って いません けれど、 その 教育 

法 は、 おのずからそう なって 行く のです。 

駒 井 は 研究の 傍ら、 茂 太郎を 引きつけ て 置いて、 こ 

れに 数の 観念 を 与えよう とします。 

天文 を 見る 時 は、 暗記 的に、 星座 や 緯度 を 教え、 航 

海 術に 及ぶ 時 は、 星 を 標準と しての 方位 を 教え込もう 

とする の を 常と します。 

茂 太郎は 教え られ たと ころ をよ く 覚える こと は 覚え 


ます けれども、 駒 井の 期す ると ころの ように、 その 頭 

が、 数と、 理 で練リ きれな いのは、 不思議と 思う ばか 

りでした。 

たとえば、 星座 を 数える 方便と して、 支那の 二十 八 

宿 だの、 西洋の オリオン だの、 アンド ロメ ダス だのと 

いうの を、 形状と、 歴史 を 以て 指し示す と、 その 位置 

より は、 伝説と しての 空想の 方に、 頭 を 取られて しま 

レます 

駒 井に 教え込まれて、 茂 太 郎の星 を 見る 想像力が、 

グッと 別な ものに なりました。 

彼 はすで に、 古人に よって 定められた 星座の 形に 満 


足しないで、 なおなお さまざまの もの を 見る ようです- 

星と 星との 距離と、 連絡 をた どって、 古人が 定めた 以 

外の、 さまざまの 現象 を 描いて みる こと を 覚えました- 

そうして、 科学的に 教えられた 星座の ほかに、 自分 

の 頭で、 それぞれの 星座 を 組み立て、 それに 命名 を ま 

で 試みて いるよう です。 

その 命名 も、 たとえば、 拍子木 座と 言い、 団扇 座と 

言い、 人形 座と 言い、 大福帳と 言い、 両国 橋と 言い I 

I そうして、 毎夜 毎夜、 その 独特の 頭 を 以て、 星座 を 

眺めて は、 即興 的に 出鳕 目の 歌 をうた うこと は 少しも 

あき 

改まりません から、 駒 井が 呆れて しまいました。 


きょうせ い 

せっかく この 即興 的の 出鳕目 を、 科学的に 矯正し 

て やろうと している あとから、 教えられた 知識 を 土台 

にして、 また 空想の 翼 を 伸ばす の だから やりきれ ませ 

ん。 

しまいに は、 ただ、 自分が 天体 を 観察して いる 時、 

望遠鏡に さわる こと を 恐れて、 近くで 足踏み をす る こ 

とだけ を 禁じて、 出鳕 目の 歌に は 干渉 を やめました。 

今や、 茂太郎 は、 星 を 一 層 深く 見る こと を 覚え、 そ 

てんかく 

うして 眺めた 星の 一 つ 一 つ を 点画と して、 自分と して 

の 空想 を 描き出す ことで、 毎夜の 尽くる ことなき 楽し 

み を 覚えました。 


つまり、 今まで、 禽獣 虫 魚 を 友と していた と 同じ 心 

で、 日月 星辰 を 友と する 気になって しまいました。 お 

のおの の 星が、 これで みんな 異 つた 色と 光 を 持ち、 異っ 

た 大きさと 距離 を もって、 おのおの 個性的に かがやき 

つつ、 それ を ながめて いる 自分 を 招いて いる こと を 見 

ると、 嬉しくて たまりません。 

彼 は 星 を 見る のでな く、 星と 遊ぶ 心です。 

従って、 星の 中の 一 つ、 月と いう もの を 見る 見方 も 

全く 変り ました。 今まで は、 月と いう もの は、 星の 中 

の 最も 大きな ものと 見て いたのが、 今 は、 星の 中の、 

いちばん 近い もの だと 見る ようになりました。 


手 を さし 延べれば 届く のが、 あの 月 だ。 星の 中で、 

いちばん 近いから、 いちばん 大きく 見える ので、 いち 

ばん 大きい から、 それで 星の 王と いう わけで はない。 

悪 獣 毒蛇で も、 馴染めば なじめる の だから、 日月 星 

辰に も、 近寄ろう とすれば 近寄れない 限り はない と 想 

い つ つあります。 

太陽 は あの 通 リ赫々 たる もの だから、 狎れる わけに 

は ゆかない が、 月 は あの 通り 涼しいで はない か、 星 は 

あの 通リ クル クルと 舞って いるで はない か、 毎夜 毎夜、 

人間と 遊びたがって、 大空に やさしく 出て 来る ではな 


茂太郎 は、 今 は、 天空 を 仰いで、 星の またたきと、 

月の さやけ さと を ながめて、 戯れ 遊ぶ こと だけで は 我 

慢が でき なくなりました。 

手 を 取って 遊ばなければ ならぬ、 星が あの 通り 招い 

ている の だから、 こっち も 行つ て やらな いのは 噓 だ！ 

と、 こんな 空想から、 その 星の 中の 最も 近くして 最も 

明るい、 あの 月に 乗って、 それから 星に 遊ぶ —— こん 

な 空想の ために、 月が 出る と 矢も楣 もた まらず、 月 を 

めがけて ま つ し ぐらに 馳せ 出す の を 常と します。 

二 


茂太郎 は、 月に 乗り 得ない と は 信じて いない。 こう 

して、 走り かかれば、 早晚、 月に 抱きつく ことができ 

ると 信じき つてい るが  いくら 走っても、 月の 方へ 

走る と 海に なって しまう。 海 は 深く して 広い こと を 

知っている。 

月に は 至り 得る こと を 信ずる けれども、 海 は 越えら 

れな いという こと を 知つ ている。 

そうして、 月 をめ がけて 一散に 走って、 海に 至る と 

ぼうぜん 

はじめて、 茂 太郎が 呆然と して 自失して しまいます I 

I 今宵 もまた、 海に 妨げられて、 月に 至る こと を 得ず 


して 浜辺 を 帰る 清澄の 茂太郎 は、 

遼東 九月、 蘆 葉 断つ 

遼 東の 小児、 蘆 管 を 採る 

あ はれむべし 

可憐 新 管、 清に して 且つ 悲 なること 

一 曲、 風 翻りて 海 頭に 満っ 

せラ さく  しも 

海樹簫 索、 天 霜 を 降らす 

れ うりやう  さう さう 

管 声 寥亮、 月 蒼々 

白 狼 河北、 秋 恨に 堪へ 

玄兎城 南、 皆 断腸 —— 

この 詩 を、 高らかに 吟じ はじめました。 

これ は出鳕 目で もな く、 即興の 反芻で もな く、 岑参 


の 詩 を、 淡 窓の 調べ もて、 正格に 吟じ 出で たもので あ 

リ ます。 そうして、 この 詩句と 吟調 とが、 田 山 白雲に 

よって、 茂 太郎に 教えられ ている というより は、 白雲 

が 興に 乗じて 吟じ 出で たの を、 茂太郎 が、 その 音楽 的 

天才の 脳 盤の 中に、 早く も 取 込んで しまった その レ 

コ ー ドが、 偶然、 このところに 於て、 廻転し 出した と 

見れば よいので す。 

ですから、 この 詩と、 吟 とに は、 批点の 打ちよう が 

ありません。 もし 間違って いると すれば、 それ はレ 

コ ー ドの 誤りで、 茂 太 郎には 何の 罪 もない ことでした。 

彼 はこの 唐詩 を 高らかに 吟 じつつ、 海岸 を 走 リ戻リ 


ましたが、 詩が 尽きて、 道 は 尽きず、 次に うたうべき 

いま  かん 

ものが、 未だ 唇 頭に 上らざる が 故に、 その 間、 沈黙に 

して 走る こと 約 二 丁に して、 たちまち、 その 病が 潮の 

如く こみ上げて 来ました。 

皆さん  

元来、 私 は 

ェ ロイ 力の 名称に よ つ て 

知られて いる 

ベ— ト— ベ ンの 

第三 シム フォ 二— が 

大好きで あります …… 


と、 海の 方へ 真向きに 向って、 半ば は 独語の 如く、 半 

ば は 演説の 如く 叫び 出した のが、 尋常の 声で はあり ま 

せん。 

無論、 誰も 聞く 人 はない、 また 聞かせようと 思って、 

呼びかけ たもので はない のです。 

第八シ ムフォ 二— よりも 

第五 シム フォ 二 ー よりも 

いわん や 非 音楽 的な 

あの 第九シ ムフォ 二 ー よりも 

この 第三と 第 七と が 

最も 好きであります 


そこで、 私 は 

幾度と なく、 

この 曲 を 聴いたり 

或いは その 解剖 を 

している 間に 

昔から エロイカに 就て 

論ぜられて 来た 

この シム フォ 二— 特有の 

神秘 II 換言すれば 

謎に 対して 

人並みに 気になり 出して 


来た 次第であります …… 

出鳕 目で あるが、 その 声が すみ、 おのずから 調子が 

ととのい、 それに 海の 波の 至って 静かな 夕べでした か 

ら、 出 鰭 目の 散文が、 やはり 詩の ようになって 聞え ま 

した。 

出鳕 目と はいえ、 即興と は 申せ、 これ はまた 途方 も 

ない。 しかし、 この 少年 は、 いっか 一度 耳に 触れた こ 

と は、 脳に よって 消化 されても、 されな くっても、 時 

はんすうて き  の ど 

に随 つて、 必ず 反芻 的に 流れ出して、 咽喉 を 伝わって 

空気に 触れし めねば やまない 特有の 天才 を 備えて いる 

のです から、 いつ、 何 を 言い出す か、 それ は 全く 予測 


を 許されな いのです けれども、 いかに 天才と いえ ども、 

無から 有 を 歌い 出す こと はでき ますまい。 

二 

清澄の 茂太郎 はこうして 竜燈の 松の そばまで 来た 時、 

突如と して 脱兎の 如く 走り出しました。 

いつもな らば、 馴染の 竜燈の 松に 腰う ちかけ て、 即 

興 詩の 一 つも あるべき ところ を、 今宵 は その 松の木の 

前 を 脱兎の 如く、 全速力で、 眼 をつ ぶって 走り去る の 

は、 问か 怖 ろしい もの を 感じた からでしょう。 怖ろ し 


いものと いっても、 この 子 は、 すでに 世間並みが 怖れ 

ると ころの 猛獣 毒蛇 を さえ 怖れない し、 日月 星辰 を も 

友達 扱いに しょうと する ほどの イカ モノです から、 特 

に そんなに 怖れる もの は 無い はず だが —— さて は、 い 

あま  こ 

っぞ やお 杉の 女 ッ児を おびやかした 海 竜で も、 本当に 

出現した のかな。 

ところが、 その 海 竜 は、 この 子に は 恐怖の 対象で は 

なくして、 風説の 製造元で あつたの だから、 海 竜 もま 

た 親類で あるべき はず。 

では、 何 を 怖れた か。 つまり、 この 子の 怖れる もの 

は 人間の ほかに はない のです。 人間に つかまえられて、 


人気者に 供され る 以上の 恐怖 は、 この 子に は 無い。 

甲 州の 上野 原で も、 こんなよ うに 無邪気に なって い 

ると ころ を、 不意にがん りきの 百 蔵なる ならず者 につ 

かまって、 いやおうなしに 江戸へ 拉し 去られて しまつ 

たで はない か。 幸い、 江戸に 於て 田 山 白雲 を 見出して、 

その 背に 負われて、 この 房 州へ 連れられて 来たが、 怖 

れる ところの もの は、 右 様の 人間の ほかに は、 この 少 

年の 前にはありません。 

うさん 

多分、 そんなよ うな、 胡 散な 者 を、 たった今 眼前に 

いちもくさん 

於て、 感得し たれば こそ、 彼 はかく も 一 目 散に 走り 過 

ぎた ものと 思われる。 


そうして、 夢中に、 ものの 二 町 ほど も 走った が、 幸 

きた  けしき 

いに、 何物 も 後 を 追い 来る 気色が ありま せんから、 そ 

こで、 安全 圏内に 入った つもりで、 歩調 を ゆるめて し 

ほ， R け 

まいました。 ここへ 来る と、 行 手に 遠見の 番所の 火影 

が ボン ャリと 見えて いる。 万一 の 場合、 大きな 声 を 出 

しさえ すれば、 誰か 番所から 龃 けつけ て くれる。 それ 

でも 間に合わない 時 は、 殿様のお 部屋に 鉄砲が ある I 

I そんなよ うな 安心で、 茂太郎 はまた 歌の 人となり ま 

した。 

チ ー カロン ドン、 ツァン 

パッカ ロンドン、 ツァン 


と、 口拍子 を 歩調に 合わせて、 

姐 在 房中 

シゥ リア ンシ ウファ ャ ィャァ 

繡※ 繡 花鞋※ 〔# 「口  + 下」、 〔# 「ロ  + 下」、 
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フ ラテン メン ワイ 

忽聴 門外 

サ ン ミ ンス ヘン スェン 

算命 先生 

キヤウ リャ ウイ シン 

叫 了 一  声 

キヤウ リャ ウイ シン 

叫 了 一  声 

と 勢いよ く 唱え 出して、 

トデ ャゥ、 パン テン 

ス ヘン スェン 


ニイ ツイン ゾ オヤ ァ 

ヌ ネン、 バズ ゥ 

ゴ テ、 ス ヘン スェ ン 

ニイ、 ツエ テン ジャ 

ニイ、 ツエ テン ジャ 

茂太郎 として は出鳕 目です けれども、 これ は 立派に 

支那の 端 唄に な つ ていました。 

こんな 出 鳕目を 器量 いっぱいに 歌いつ づけた 時に、 

茂 太 郎は行 手の 右の 方の、 こん もりと 小高い 丘の 上に 

真黒に 盛り 上った 森の 中から、 ポ— ッと 火の手の 上る 

の を 見ました。 


それ は、 狼煙の ように —— 風が 無い ものです から、 

思う さま 高く 伸びき つて、 のん のん と 紅い 色 を 天に 

向って 流し 出した のです。 

「あれ、 天神 山で 火が 燃えた」 

時なら ぬ 火で ある。 一時 は 火事 かと 思った が、 火事 

まつり 

ではない。 お 祭礼で もない はずな のに、 誰が、 何の 必 

要あって、 あんなに 火 を 燃やし 出した？ 

茂太郎 は、 思いがけなく 火の 燃え 出した の を、 非常 

時として 見る より は、 その 火の 色が 特別に 赤い 色 をし 

ている ことに、 美し さ を 感じて、 一時 は 見 とれた よう 

に 立ち 尽 しました。 


火 は、 いよいよ 盛んになって、 やがて パチパチと 竹 

の ハネル 音まで 聞え 出した 時、 茂 太郎の 唇の 色が 変つ 

て、 

「あ、 そうだ、 マドロス 君が 焼き殺され てるんだ ぜ、 

あの 火 は …… 」 

そこで、 茂太郎 は、 声 も、 身体 も、 震え 上って しま 

いました。 

「マドロスが、 焼かれて いるの かも 知れない、 たしか 


にそう だ、 そんなよ うな 気がして ならない、 そうだと 

すれば 大変 だ！」 

な  すべ  どうてん 

ほとんど 為さん 術 を 知らない ほどに 動顚 したら しい。 

そこで、 すっかり、 空想 も、 幻想 も、 打ち こわされ 

せんりつ  いかん 

て、 失神に 近い ほどの 戦慄と、 恐怖 を、 如何と もす る 

ことができない らしい。 

というの は、 今、 あの マドロスが、 村民の 無頼漢の 

手に 捕われて いる、 そうして 天神 山へ 連れて行かれて、 

今日明日 のうちに 焼き殺して しまう が、 どうだい とい 

う、 かけ 合いが あつたと か、 なかった とか 聞いて いた 

が、 それが 本当で あつたか。 


昨今、 駒 井の 殿様 を 中心とする、 この 海辺の 世界で 

は、 造船 は 着々 と 進行す る、 動力の 研究まで が 目鼻が 

ついて くる、 働く 人 はみ な 殿様に 心服して いる、 やが 

て 船が 完成 すれば、 それに 乗って 行くべき 人の 人選 も、 

ようやく 定まりつつ あるの 時に、 その 周囲から、 よう 

やく 圧迫が 出て 来た ことの 形勢が、 うすうす この 茂 太 

郎 にも わか つてい るので した。 

最初 は、 充分の 好意と、 好奇と を 持って、 駒 井の 新 

事業に 便宜 を 計って くれた 附近の 人が、 このごろに 

なって、 険しい 見方 をす るよう になった の は、 たしか 

に 黒幕が あるの だ、 と 駒 井の 殿様 も 言った、 それ をお 


嬢さん が、 またよ く 註釈して 言って 聞かせた、 

「茂ち やん、 もう、 昼間で も、 うっかり 外へ 出る の を 

およしよ、 あぶない から。 この 近所の 人 は、 漁師 や、 

お 百姓さん で、 何も 知らない けれど、 うしろに 黒幕が 

あって、 殿様の 仕事 を 邪魔して やろうと いう 空気が 濃 

くな つ てきました から、 どうも 今までの ように 安心し 

ちゃ いられな いのよ。 黒幕が、 ばくち 打 を 使ったり、 

ならず者 をけ しかけた りして、 殿様の 仕事 を 妨害す る 

ん ですからね」 

「黒幕と いうの は 何です、 お嬢さん」 

「それ は 土地の 代官 だと か、 神主、 坊さん、 儒者と い つ 


たような 人た ちだろう と 思 うんです」 

「それが、 ナゼ 妨害す るんだろう」 

「つまり、 この 殿様の なさる ことが、 わからな いんで 

けとう 

すね。 どうも、 あれ は、 毛唐の 廻し 者で、 毛唐が 黒船 

で 日本 を 攻めて 来る 時に、 こっちから 裏切り をす るた 

めに、 ああして、 軍艦 や 大砲 を こしらえて いるんだ… 

…なんて、 けし かけて いるんで すと さ」 

「黒船が かェ」 

「ええ、 そこへ もってき て、 あの マドロスの 奴が、 だ 

らしが な いんでしょう、 言葉が わからな いし、 あの 

つらが ま 

面構えで、 鶏 を 盗んだ リ なんかす る もんだ から、 あれ 


は 切支丹の、 魔法使いの 毛唐 だと 言って るんで すと さ」 

「マドロス 君 もよ くない！」 

「よく はない けれども、 そんな 根強い 悪人で もなん で 

もない のよ、 たあいない 男な のよ。 それ を 憎んで、 あ 

いつを 取 捕まえて 焼き殺 してやれ、 メリ ケンの 国で は、 

くろんぼ 

黒人 を 取 捕まえる と 焼き殺して しま うんだ から、 日本 

でも 毛唐 を 取 捕まえて 焼き殺した つ て かまわね え …… 

なんて、 この頃 中から マドロス を、 土地の バ クチ 打 や、 

ならず者が 狙って いたんです とさ」 

こんな 話 を、 茂太郎 は、 兵 部の 娘から 聞かされ たの 

は、 ここへ 飛び出して 来る、 少し 前の ことでした。 


マドロスが この 娘に 対して 暴行 を 働き、 行方不明に 

なって いた こと、 それが 一旦 捕まって、 村民の ために 

また さらわれて 行った こと、 それ はもう 少し 以前の こ 

とでした が、 茂太郎 も、 マドロスに はもう 多少の 憎悪 

を さえ 感じて いたの だから、 あんまり 心配 もして やら 

ないで いたのに、 ここへ 来て 天神 山の 火 を 見る と、 紅 

色 をした 鮮 かな 火 焰の 色と、 スッ テン 童子の 髪の毛と 

を 思い出しました。 

マドロス 君 も、 いけない に はいけ ない が、 焼き殺す 

というの はヒド い。 焼き殺され るの は、 全く かわい そ 

うだ …… 


お嬢さん に対して 働いた 暴行 は、 憎い に は 憎い が、 

そうかといって、 焼き殺さ ねばならぬ ほどに 憎い と は 

思えない。 

こうむ 

現に、 再三、 その 暴行 を 蒙った お 嬢 様 自身 すらが、 

それ を 許して いるで はない か。 

ほう 

駒 井の 殿様が ああして、 物置へ マドロス 君 を 抛リ込 

んで 置いた の は、 焼き殺して おしまいな さるつ もりで 

はない。 再三の ことで、 あまりと いえば 許して おけな 


いから、 当座の 懲 しめの ために 相違ない の を、 大勢が 

やって来て、 担ぎ出し、 それ を 天神 山で 焼き殺す とい 

うこと にな つてい る。 

村民た ちに、 そんな 刑罰 を 行う 権利が 与えられ てい 

るの か。 タカが、 マドロス 君が 飢えに 迫って、 ぉ櫃を 

かっぱらった とか、 鶏 を 盗んだ とかいう 程度が、 村民 

の 蒙って いたす ベての 被害で はない か。 それに 向って 

私刑 を 加える —— 十 や 十五の 叩き 放しなら まだし も、 

焼き殺して しまう というの は、 それ は あんまり 酷い や 


いやいや、 マドロス 君 を 村民が 焼き殺して しまおう 


という 理由 は ほかに ある。 それ は、 マドロス 君が 毛唐 

である からだ。 

毛唐と いう もの は、 つまり 日本の 国 を 取りに 来る も 

の だ。 それ だから、 当代、 二本差し ている 憂国の 志士 

はみ な 毛唐 を 斬りたがる。 毛唐 を 一 人で も 斬れば 斬る 

き  いくさ 

ほど 幅が利く、 まして 毛唐に 向って、 戦 をし かければ 

しかける ほど、 その 大名の 威勢が あがる。 

なまむ ぎ 

相 州の 生 麦と いうと ころで、 薩 摩の 侍が 毛唐 を 斬つ 

て、 それから、 薩州 様と 毛唐と が 戦争 をした。 長 州で 

いくさ 

も 負けない 気になって、 下 関で 毛唐と 戦 をした。 こ 

れらの 大名 連 は、 毛唐と 戦 をす る だけの 勇気が あるが、 


将軍 様に は それが 無い —— と 言って、 多くの 人た ちが 

止 i 嚙み をして いる。 

だから、 毛唐 は 殺すべき もの だ。 毛唐 を 殺せば 殺す 

ほど、 侍と して は 勇者で あり、 国と して は 名誉で ある _ 

そこで、 この 浦辺の 漁民た ちまで が、 その 気になって 

いるの か。 それでも、 あたしに は、 それが わからない 

のです ね。 

あたしが つきあつ ている マドロス 君 は、 眼の 色 こそ 

変って いる、 言葉 こそ 違って いるが、 やっぱり 日本人 

と 同じ ことの 人情 を 備えて いる。 人情の 長所 も 備えて 

いるし、 短所 も 備えて いる。 この 人 は、 あんまり エラ 


ィ人 ではない、 ドコの 国に も ある、 あたりまえの 労働 

者 だ。 酒 を 呑みた がるの も 無理 はない し、 飲めば む や 

みに 女が 好きになる ところなん ぞも、 毛唐 だから 特別 

かど 

という 廉 はない。 日本人 だって 大抵 そんな もので はな 

ヽ/. T  O 

レ 力 

毛唐 は 日本の 国 を 取りに 来た 者 だと は 言う けれど、 

マドロス 君 一人で は、 日本の 国が 取れ やしない、 よし 

取って みたって、 一人 じ や 背負い 切れまい。 

毛唐 だからと て 憎まねば ならぬ という 理窟 は、 どう 

も 茂 太郎に はわから ない。 

それならば、 毛唐のう ちの メリ ケン人 は、 黒人と 見 


れば取 捕まえて 焼き殺す から、 おれたち も メリ ケンを 

取 捕まえて 焼く の だ、 というの も 理窟に はならない。 

いったい、 人間同士 という もの は、 そんなに 憎み 合 

わないで もい いじ やない の。 そんなに おた がいに こわ 

がらない でもい いじ やない か。 人間 はどう も 物 を 怖が 

リ 過ぎて いけない。 獣 や、 虫なん ぞ でも、 こちらが 害 

心さえ 無ければ、 向う も 大抵お 友達 気取りで 来る もの 

を、 人間が 彼等 を 怖れ 過ぎる から、 彼等 もまた 人間 を 

怖れ 過ぎる。 

本来、 この辺の 浦人なん ぞは、 そんな 惨酷な こと を 

する 人間で はなく、 最初から、 我々 に は 好意 を 持って 


いて くれた ものが、 急に こんなにな つたの は、 お 嬢 さ 

んの 言う 通り、 黒幕と いう 奴が させる のだろう。 

黒幕が 悪い の だ。 

と、 茂太郎 はよう やく 黒幕へ 持って いって、 責任の 

帰す ると ころ を 求めようと しました。 

そんなら 黒幕 を^:: してし まい さえ すれば、 いい じ や 

、 ゝ o 

る レカ 
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黒幕 を 外して しまえ。 


それ は 田 山 先生が いいだろう、 田 山 先生 は 強いから、 

きっと その 幕 を 外せる だろう。 黒幕と いうの は 一体、 

どこに どう 張って あるか 知れない が、 さがせば わかる 

に違いない。 

それ は それと して、 今 眼前、 焼き殺されよう とする 

マドロス 君が かわい そうだ —— - 

茂太郎 は、 今にな つて、 全く マドロスに 同情して し 

まいました。 立ちのぼる 紅 の 炎に、 無限の 恨み を 寄 

せて います。 

その 時に、 左の 一 方 は 海です から、 絶えず ザブ リザ 

プリと、 寄せて は 返す 仇 波が、 月の 色 を 砕いて、 おき 


まりの 金波 銀波 を 漂わせつつ、 極めて 長閑に 打た せて 

いたので すが、 陸なる 紅の 炎 を 見る ことに、 心の 全部 

を 吸い取られた 茂太郎 は、 今し、 全く 閑却して いた そ 

の 海の 方 を、 あわただしく 向き 直りました。 

それ は 彼の 俊敏な 五官の 一 つに 響いて 来た ものの 音、 

やや 遠く 近く、 櫓 拍子の 音が、 この 海から 聞え 出した 

力ら てす 

そこで、 くるりと 海の 方へ と 向き 直った 茂太郎 は、 

直ちに、 程遠く も あらぬ ところに、 一 艘の 小舟が 櫓 を 

押して 通り 過ぐ るの を 認めました。 どうも、 今時、 こ 

の 海 を、 岸づ たいと は 言いながら、 あの 小舟で 乗りき 


る ことに、 少々 の 意外 さ を 感じながら、 きっと 闇 を 通 

して 見た の は、 その 舟の 中です。 

茂 太 郎の眼 は、 たしかに 異常です。 異常な の は 眼 だ 

けではありません が、 その 眼 は 特別に よく 働く 機能 を 

授けられ ている。 それに このごろ は、 天文 を 見る こと 

星 を 数える ことに、 毎夜の 如く 慣らされて いるから、 

その 感覚が 一 層 精練され て 来て いるよう です。 

それです から、 暗夜で も 物 を 見る の は、 さして 苦と 

しないの を、 今夜 は 形の 如き 月夜です から、 眼の 前 を 

通る 舟の 中 を 見定めて しまう こと は、 なんでも ありま 

せん。 


「あ！」 

そうして、 ここで もまた、 あつ！ と 驚かねば なら 

ない もの を 発見し ました。 

今、 現に、 櫓 を 押してい る その 人 は …… それ こそ、 

自分が 現に 極度の 同情 を 寄せて いた マドロス 君 その 人 

ではない か。 

そうして また 一 方、 舳 の 方に、 もう 一 人い る。 それ 

とても 別人で はない、 昨今、 遠方から ここへ お 客に 来 

ている 七兵衛 というお じさんで はない か。 

さしもの 茂太郎 が、 そこで 途方に 暮れて しまい まし 

た。 


あの 天神 山で 焼き殺され ている マドロス 君が マ ドロ 

ス 君であるなら ば、 今、 ここ を 小舟で 通り過ぎ ている 

マドロス 君が マドロス 君 であり 得る はずが ない！ 

どうしたの だろう？ 

そこで 思い乱れた 茂太郎 は、 前後の 思慮 もな く、 大 

声 を あげてし まいました、 

「マドロス さあ ー ん」 

舟の 櫓 拍子 は 相 変らず 聞え る けれども、 返事 はあり 

ません。 

では、 あの 過ぎ行く 舟の 中の 人 は マドロスさん では 

ない のか —— いや、 たしかに、 あれが マドロス 君で な 


ければ、 ほかに マドロス 君が あろう はず はない。 

もしかして、 自分の 眼に 誤りが あつたの かと、 ちょ つ 

と 眼 を そらして 天の 方 を 見る と、 いつも 見る カシオ ぺ 

ャも、 オリオン も、 月光に 薄れながら はっきりと 見え 

る。 海の 波 も、 陸の 色 も 変り はない。 ひと リ、 この 眼 

で マドロス 君 だけ を 見誤る はずがない。 そこで、 茂 太 

郎は 二度、 大きな 声で 呼んで みました、 

「そこへ 行く の は マドロス さんじ やない かェ、 マ ドロ 

ス さん！」 

けれども、 いっこう 手答えが なく、 舟 は そのまま グ 

ン ダンと 力 限りに 漕がれて 行って しまう。 しかし、 漕 


がれて 行く先 は、 遠く 外洋へ 出で ようとい うので はな 

い、 近く 岸に 沿うて、 そうして、 遠見の 番所、 造船所 

の 下の 方へ と、 筋 を 引いて 行って しまう のです。 

七 

あぜん 

啞 然として、 岩角に 隠れた 舟 を 見送って いた 茂太郎 

が、 またも 思い返して 天神 森の 方 を 見る と、 さきほど 

の 火 は 大分に 薄れて ゆき ましたが、 この 時、 ちょうど、 

くも  ま 

蜘蛛の 子 を 散らした ように、 柿の 実 を バラ 蒔いた よう 

に、 その 真黒な 天神 森から、 点々 として、 多くの 火影 


が 飛び出し たの を 認めました。 

ちょうちん  たいまつ 

提灯 か、 松明 か 知らないが、 おのおの 小さな 火の 子 

を 手に して、 多くの 人数が、 崩れ 出した こと はたし か 

です。 

そうして、 見て いるう ちに、 右の 火の 子が、 四方へ 

散り乱れた けれども、 やがて それが ほぼ 一 つに なって、 

長蛇の ような 形で、 こちらへ 向いて 来る こと もた しか 

です。 

茂太郎 は、 今 それ を 怖れ 出しました。 

とにかく、 一  目 散に、 番所まで 逃げ込む ことが 急務 

だと 考えた ものです から、 また、 息せ き 切って 砂の 海 


岸 を 真一文字に、 遠見の 番所まで 走せ 戻った ものです。 

番所まで 一 目 散に 走りつ くと 共に 茂太郎 は、 まず こ 

のこと を、 誰に 向って 語ろうかと 案じわず らいました。 

駒 井の 殿様に 申し上げる のが 本当だろう けれども、 

殿様 はま だ、 マドロス 君 を 許して おられな いの だ。 田 

山 先生 はいない、 金 椎君は 話した つて 無益、 どっちみ 

ち、 お 嬢 様に 話して みてから の 上 …… そのお 嬢 様と い 

う 人 は、 いま 眠って いるに 違いない から、 それ を 起す 

の も 気の毒 だ。 

そこで、 茂太郎 はまず、 小 使 部屋へ 飛び込んだ。 見 

ると、 そこの 炉辺に、 思いがけない 人が 一人い るの を 


認めました。 

あんどん 

キャンドル を 入れた 行燈が 明るく、 炉 中の 火 も賑ゃ 

かに 燃え、 大 鉄瓶の 湯 も チン チンと 沸いて、 いずれも 

気持よ く 室 中の 気分が 熟して いる 中に、 炉を 前にして、 

お膳 を 置き、 傾けつ くした と 見える 徳利 を 一 本 飾 りこ 

み、 悠然として、 お茶 漬を搔 きこんで いると ころの 一 

人 を 発見した ものです から、 茂太郎 が、 

「おや、 おじさん、 いつ 帰った の？」 

「はい、 もうち つと 先に 帰り ましたよ」 

「そう  」 

茂太郎 はなん とも 解せない 面で、 この 悠々 とお 茶漬 


を搔 込んで いる 中老 人の 面 を、 しげしげと 見やり まし 

た。 

それ は、 このごろ、 ここへ お 客に 来た、 武 州の 田舎 

の 七兵衛 というお 爺さん だからです。 

そのお 客さん だから、 特に 解せない という わけで は 

ない。 お客さんに 来ても、 帰らない 以上 は、 ここに 泊つ 

ている の は あたりまえ だし、 泊って いる 以上 は、 お茶 

漬を 食べる こと も 不思議で はない が、 茂 太郎が ど う し 

て も 不思議で たまらな いので、 しげしげと、 この 空に 

した 徳利 を 一本 前へ 飾りつ けて、 お 茶漬 を 食べて いる 

お客様 を ながめた まま、 引 込みが つかないで いるの は、 


この 人 こそ、 つい たった今、 小舟の 中で 見た 人 だから 

です。 

ろ  みよし 

マドロス 君が 櫓 を 押して、 このお じさんが 舳の方 

に 坐って、 そうして、 こちらが 呼べ ども 知らん 面に、 

造船所の 方へ 行って しまった その 舟の 中で、 たしかに 

見た このお じさんが あのお じさんです。 果して、 この 

おじさんが あのお じさんで あると すれば、 どこへ あの 

舟 をつ けて、 いっこ こまで 来たの だろう。 たとえば、 

あの 時に、 造船所の 前へ 舟 を 着けた としても、 それ か 

ら この 番所まで は 相当の 距離が ある。 走って 来たと し 

て も、 相当 息切れが していなければ ならない のに、 も 


う 徳利 を 一本 空に して、 悠々 とお 茶漬 を 食べて いる。 

もし、 舟の 中の あのお じさんが、 このお じさんで な 

いとしたならば、 ここにい る このお じさん は 誰 だ？ 

マドロス 君と 言い、 この 七 兵衛と 称する おじさんと 

言い、 今日は 実に、 解し きれない 変幻 出没 —— さすが 

の 茂 太郎が 当惑し きって、 

「おじさん、 いっこ こへ 戻って 来たの」 

「たった今 …… 」 

「だって、 お 茶漬 を 食べて いる じ やない か」 

「お腹が すいた から、 いただいた のさ」 

「だって …… 」 


この 時、 屋外が 騒がしくな りました。 
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そっと 窓 を 押して、 二人が 外 を 見る と、 すぐ 眼の 下 

なる 浜辺 は、 白昼の 如く かがやいて いるの を 認め まし 

た。 

たきび 

それ は、 地上で は 盛んに 焚火 をして、 上に は 高張提 

灯 を 掲げ、 何十 人 もの 村民が、 竹槍、 蓆 旗の 勢いで、 

そこに 群がり、 しきりに 言い 罵 つて、 この 番所 を 睨み 

合つ ている の を 見ます。 


さすがに、 ひた ひたと 押 寄せて は 来ない が、 この 番 

所に 向っての 示威運動 である こと は 確かであります。 

わらにんぎょう 

そのうちに、 大きな 藁人形が 二つ、 群集の 中に、 こ 

ちらへ 向けて、 高く 押 立てられました。 さながら 弥次 

郎兵衛 のように 竹の 大串 にさして、 突立て たの を、 下 

に 薪 を 積み はじめた ところ を 見る と、 この 藁人形に 

少ぁ 

火焙りの 刑 を 施さん とする ものら しい。 

その 挙動に よって 察する と、 彼等 は マドロス を 捕え 

て 焼き殺す ことに、 何 か 失敗が あった その 腹き せか、 

そうでなければ、 首尾よく マドロスに 私刑 を 加え 終つ 

て 後、 こうして 駒 井の 番所 近く、 第二の 示威と して 藁 


人形 を 焼き立てよう とする ものら し い。 

二人で、 じっと見て いると、 彼等 は 皆 相当に 昂奮し 

きってい るよう です。 その 昂奮に 油 を そそぐ ように、 

立 廻って いるの は、 幾多の バ クチ 打と、 ならず者の 類，^ 

と 見える。 

やがて、 藁人形の 下に 積み重ねた 薪に 火 をつ ける と、 

火 は 勢いよ く 燃え 上る。 それと 同時に、 ドッと 喚声が 

湧き上りました。 

この 騒ぎで は 多分、 駒 井 甚三郎 も 目 を さました で 

しょう。 兵 部の 娘の ベッドの 枕 も、 動かされ たに 相違 

ない。 


こちらの 番所の 中の 人 は、 挙げて みんな、 窓越しに、 

じっと これ を 眺めて いるに 相違ない。 そこが、 群集の 

つけめで、 第一 の 藁人形に こうして 火 をつ ける と、 第 

二の 藁人形に 火 をつ けて 置いて、 以前に も 増した 喚声 

を 上げる。 

その 火の 色と、 喚声と を 聞きつ けて、 この 場へ 蚯け 

いっき 

つける もの は、 一揆の 暴徒ら しい やから のみでな く、 

どん ど 

浦の 女子供 も 群がって 来る こと、 爆竹の 祝いみ たよう 

な ものです。 

こちらの 番所で は、 ただ、 静まり返って 見て いる だ 

けです が、 あちらで は、 必死になっての 示威運動です。 


口々 に 罵り 騒ぐ の を 聞いて いると、 切支丹 だと か、 

毛唐 だと か、 太え 奴 だ、 国 を 取りに 来 やが つた —— と 

か、 黒ん坊 同様に 一 人 残らず 焼き殺せ とか、 番所 も、 

いかく 

船 も、 ブチ壊せ とか、 口 を 極めて、 物騒 千万な 威嚇 を 

試みて いるが、 威嚇しながら も、 自分た ちに 相当の 警 

戒 があって、 二の足を踏んで いるよう でも あり、 つい 

に は、 奮激の 虚勢 も、 悪罵の 言いぶ り も、 やや 種切れ 

ちんじゅ 

の 気味で、 その 時分に、 鎮守の 社から 下げて 来たらし 

い 太鼓が 届く と、 それ を 打 鳴らし、 やがて、 この 群集 

がお どり 出しました。 

それ は 示威運動 だか、 お祭り 騒ぎ だか、 わからな く 


なって しまって いるう ちに、 押 立てた 高 張 提灯の 一 つ 

に、 どうした ハズミ か、 火が ついて バッと 燃え 上る と、 

それ を 揉み消そう として 混乱が 起る と、 それの ハズミ 

で 何 か 物 争いが 起った ようです。 

暄々 として 物 争い を はじめた の は、 仲間同士でした。 

それ は、 なんの 原因 だか 分らない が、 ホンの 足 を 踏 

んだ とか、 踏まれた とか、 手が さわった とか、 さわら 

なかった とかいう いき はりなん でしよう。 やがて、 す 

さま じい 仲間同士の 物 争いに なった のです。 

そこで 取組み 合いが はじまる、 仲裁が 出る、 という 

おきまりで、 こちらへ 対する の 示威 はフッ 飛んで しま 


い、 仲間 喧嘩に 花が 咲いて、 その 騒々 しさ 言うべく も 

ない。 

こちらの 番所で 見て いる 者 は、 ここに 至る と 

しょうしせんばん 

笑止千万に 堪えられないでしょう。 

無論、 駒 井 甚三郎 も 研究室の 力— テン を 掲げて、 最 

初から この 形勢 を 見て いました が、 今し、 仲間 喧嘩が 

酣 わにな つたの を 見て、 力— テン を 下ろして しまい、 

また キャンドル を 消して しまいました。 


しばらく すると、 扉 を ハタ ハタと 叩く ものが ありま 

すから、 駒 井が、 

「お入りなさい」 

と 言いました。 

「御免下さい まし」 

と、 いんぎんに 現われた の は 七兵衛 です。 

七兵衛 は、 主人の ほかに 客用の ものが ある 椅子へ は、 

すすめても 腰を下ろさないで、 敷物の 上へ かしこまる 

の を 例と します。 ただ、 手に 一本の 矢 を 持って いる こ 

とが、 いつもと 違います。 

「おお、 七兵衛 殿」 


「只今 は、 随分お 驚きに なり ましたで ございましよう」 

「 少々、 驚いた ね」 

「でも、 あのく らいで 納まって よろしう ございました 

どうやら、 仲間 喧嘩で もしで かした 様子で > J ざ いまし 

た」 

「いや、 本来、 あの 連中の やる こと は、 根が あってす 

る わけで はない の だから、 たあいがない」 

「でございますが、 たしかに おだてる 奴が ある もので 

すから、 御油 断 はなり ませぬ」 

と 言って 七兵衛 は、 右の 手に 持って いた その 矢 を、 駒 

井の 方へ 差 出して、 


「只今、 小 使 部屋と、 お 廊下との 間へ、 こんな もの を 

射 込んだ ものが ございました」 

「はは あ、 矢文 だな」 

駒 井 は、 七 兵衛の 手渡す 矢 を 受取って 見る と、 そこ 

に 結び 封が 結えつ けて ある。 それ を 外して、 くり ひろ 

げ ながら 読んで いる。 その 読む 時間 を 遠慮して、 七 兵 

衛は差 出る こと をし ないで いたが、 駒 井 は、 さほど 長 

くも あらぬ 矢文 をス ラスラと 読んで しまっても、 別段 

変った 色な く、 さっと、 机の 上へ 投げ出し たの をき つ 

かけに、 七兵衛 が、 

「おだてる 奴が ある もので ござ いますから、 御油 断 は 


なりません、 万一 のために、 明日 は ひとつ、 お 船の 方 

から 人 を 呼んで、 この 御 番所の まわりに、 厳重な 柵 を 

お作りに なって はいかが かと 存じます、 わたくし もお 

手伝い をいた します から」 

「用心に しく はない が、 まあ、 そうする までに は 及ぶ 

まい」 

「しかし、 うまく おだてられて いるんで ございま すか 

ら、 調子に よって は、 何 をし でかさな いもので も ござ 

いません。 実は 只今 も ああして、 押し かけて 来て、 な 

ん でも 一気に この 御 番所へ 荒れ こんで、 火 をつ けて し 

まえ、 という ことだった そうで ございま すが、 なかに 


この 御 番所に は 大筒が ある、 大筒 をブッ 放されて はた 

まらない、 という こと を 言う 者が ございまして、 そこ 

つら あ 

で、 あんな 面当て だけにと どめた と いう ことで ござい 

たびたび 

ますから、 今後、 また 度々 いたずら をす るに きまって 

おります、 そうし ますと、 時の ハズミ で、 ヮ— ッ とこ 

れへ 乱入して 来ない 限り は ございません。 そこで、 塀 

なり、 柵な り を かけて 置けば、 そこで 必ず 多少の 遠慮 

をす るに きま つ ております る  そうして いるう ちに 

鉄砲の 音の 一 つも させて やれば、 怖れても う 寄りつ き 

は 致しますまい、 こちらから 征伐 も 大人げ のう ござい 

ますが、 籠 成の 用心 だけ はして おきません と …… それ 


からめて  いくた 

に は、 搦手 は 大丈夫で ございま すが、 海に 向いた 生 田 

の 森が 手薄で ございます、 早速、 明日に も、 あれへ 柵 

をお かけに なって おいた 方が、 安心で ござります」 

七兵衛 は、 いんぎん にこう 言って、 駒 井に 進言 をし 

うなず 

てみ ましたが、 駒 井 は それ を 聞いて、 頷く だけで、 

「たとえ 黒幕が あるに しても、 おだてる 奴が あるに し 

て も だ、 人気が こうな つて は モウい かんな、 斯様な 人 

気の 中で、 我々 は 安心して 仕事 をす る わけに は ゆかん。 

我々 の 仕事 は、 鉄条網 を 一方に つくって、 人民 を 敵視 

しながら、 研究 を 続けて 行かねば ならん、 という 性質 

の もので はない の だ。 彼等 は おだやかに あしらっても、 


威力 を 以て あしらって みても、 どのみ ち、 我々 に 対し 

て、 ああい う 根本的の 誤解が 人気に なった 以上 は、 そ 

れを 釈明す るの は 容易の ことじ やない。 不可能の こと 

じ やない にしても、 それ を 納得させる 努力 を、 ほかで 

用いた 方が よろしい から、 結局 —— この 地 は、 我々 の 

方より 一 応 退散した 方が 勝ち だ」 

十 

駒 井 甚三郎 は、 その 時に 矢文の 紙片 を 取って、 七 兵 

衛に 読み聞かせました —— 


「ソノ 方 事、 江戸 ヲ 追放 サ レテ、 当地 二 来 タル 仔細 

むほん 

ハ、 毛唐 二 渡リヲ ッケテ 謀叛 ノ志 アル コト 分明 ナリ、 

ヒソカ 二軍 艦ヲ 製造 シ 大砲 ヲ錶 造シテ 毛唐 ノ 侵入 ヲ 

きんじう 

待チ、 事ヲ挙 ゲテ、 ヮガ 神国 ヲ 禽獣 ノ徒ニ 向 ッテ奴 

隸トナ サン コトヲ 企ッ、 言語道断 ノ 次第 ナリ、 シカ 

ノ ミナ ラズ、 毛唐 ノ 無頼漢 ヲ雇 ヒテ、 善良 ナル 村人 

ノ 財物 ヲ 剽掠セ シメ、 婦女 ヲ犯サ シメ、 切支丹 ヲ流 

行シ、 禽獣 ノ行ヒ ヲスス メテ改 メシメ ザ ルハ、 一 二 

ソノ 方ノ責 ナリ、 ョッテ 近日 中、 汝トソ ノー  味ノ者 

二 向ッテ 天誅 ヲ 加へ、 世ノ ミセ シメト ナスべ シ、 覚 

悟 セョ」 


こういう 文句が、 かなり 達筆に 認められて あるの を、 

駒 井 は 読み 且つ 見せて、 七 兵衛に 向って 言いました、 

「ごらんなさい、 文章 は 体 をな さない もの だが、 文字 

は、 なかなか よく 書いて あります、 この辺の 浦の 漁師 

たちな どに 書け る 文字で はない のです」 

「神主 様 かなに か、 お書きに なった ので ございま すか」 

「神主 様と 限った もので は あるまい が、 こうい う 思想 

あお 

を 煽って、 無智の 人民 をけ しかける 者が 志士と いって、 

今の 世に は 到る ところに 充満して いる」 

「怪しからん ことじゃありません か、 そんな 奴 を ひと 

つ、 御 退治な すつ ちゃ あ、 いかがで ございま すか」 


「しかし、 それが まあ、 今の 世の 一般の 空気に なって 

いるの だから、 逆らわな いがよ かろうと 思う」 

「でも、 そんな わからず 屋の おどかしに 怖れてば かり 

いて は、 つけ 上る ような こと は ございますまい か、 一 

つ、 御 威光 を 見せて おやりな すつ ちゃい かがです か」 

七兵衛 は、 駒 井の 言う こと を 齡 痒い ように 思います _ 

こういう 場合に こそ、 空で もなんでも いいから、 大 

筒の 一発 もブッ 放して 見せて やれ、 彼等の コケ おどし 

は、 一 たまり も あるまい と 思われる のに、 目 を 驚かす 

ばかりの 精鋭な、 船 も、 武器 も 持って おりながら、 み 

すみす こんな 威嚇に 屈服して 争わない 駒 井の 殿様の 態 


度 を、 七 兵衛も 歯痒い ように 思いました。 

ところが 駒 井 甚三郎 は、 内心に 於ても 激昂して いる 

様子 はなく、 かえって、 七兵衛 をな だめる ような 語気 

で、 

こも 

「わしが、 ここへ 籠った の は、 江戸から も 遠からず、 

周囲 も 静かで、 何かと 便宜が あるから ここ を 選んだ ま 

での こと だ、 周囲が うるさく なった 後、 それと 抗争し 

たり、 釈明したり してまで、 この 地に 執着して おらね 

ばなら ぬ 理由 は 少しも 無い の だ。 それに 仕事の 方 も、 

ほぼ 完成した。 船 は 燃料の 問題 だけで、 動かそう とす 

れば、 今にも 動く までにな つてい る。 ホンの 自衛の 


印に こしらえた 大砲 も 据えつ けが 終って いる。 今 は 

船中 生活の 器具 類と、 食料品と を 積み こめば、 出帆に 

差支えな いの だ。 この 上 は 乗組の 人員と、 目的地の 針 

路 だが、 乗組員の 方 は ほぼ 予定が ついている。 この 際、 

田 山 君が 戻って 来な いのは 残念 だが、 香 取 鹿 島までの 

旅 だから、 今日明日に 戻って 来る だろうと 思う。 あの 

マドロス は 仕方のない 奴 だが、 鍛え 直せば 役に は 立つ 

の だ、 お前の 骨折りで、 あの マドロス を 暴徒の 手から 

取 戻して くれたの はいい ことであった。 そういう わけ 

だから、 この 際、 思い切って、 船 卸し を やって しまい、 

我々 はこの 地 を できるだけ 早く 立 去りたい の だが、 そ 


のぞみ 

れ について 七兵衛 殿、 お前 も 希望 通り、 この 船に 乗り 

ます 力」 

とたず ねられて 七兵衛 が、 

「それ は、 願っても ない 仕 合せで ございま すが、 私よ 

り も、 沢 井に ござる 登 様と、 お 松と を、 ぜひお 連れ 下 

さい ませ、 それが 叶いますならば、 これから 私が 沢 井 

へお せ 戻って、 登 様 をお 連れ 申して まいります」 

「うむ」 

「では、 これから 一 ッ 走リ、 登 様のお 迎えに 行って 参 

りましょう、 そうして 登 様と、 お 松と、 この 七 兵衛め 

をまで、 このお 船の 中へ お連れ 下されば、 こんな 有難 


いこと は ござり ませぬ。 だが 御 当地 をお 立ちに な つ て、 

どちら へ 船 をお 廻し になり ますので ございます」 

十 一 

「この 船 は、 いかなる 大洋 を も 乗り きれる つも リ だか 

ら、 ひとたび 出帆した 以上 は、 どこへ 行こうと も 勝手 

だが、 それに は 燃料と、 食物の 関係 も あるから、 今の 

ところ はそう 遠くまで は 行けない、 わしの 考えで は、 

当分、 近くの しかるべき ところへ 落着け て、 なお 修理 

と 改良 を 加えたい の だ …… その 候補地が 二つ ある。 一 


する が  いしの まき 

っは駿 河の 国の 清水 港で、 一 つ は 陸 前の 石 巻 の 港 だが、 

やす 

清水 港 はよ いところ だが、 今のところ、 目に 立ち 易い 

心配が ある、 その 点で は 陸 前の 石 巻が よかろうと 思う。 

そこで、 昨晚 いろいろ 考えて、 それに きめてし まった 

ような もの だ」 

と 駒 井 甚三郎 が、 行く先 を 説明して 聞かせた 上に、 か 

の 地に は、 曾て、 高 島 門下で 自分と 同窓の、 木 野徳助 

という ものが あって、 土地で 有数な 船乗りで あり、 よ 

く 自分 を 諒解して いて くれる、 それに 土地 も 辺鄙 だか 

ら、 この辺より はなお 一層 人目に 立つ ことが 少ない、 

もしもの 場合に は、 一同が 船中 生活 をして いて、 外へ 


さえ 出なければ 危険の ありそうな はずがない、 万 一 危 

険が ありと すれば、 帆 を かけて 海に 避ける までの こと 

だ …… という こと を 駒 井が、 七 兵衛の 得心の ゆく まで 

説いて 聞かせました。 

駒 井と して は、 その 辺に 十分の 自信 を 持って いて、 

帆 前の 用意まで 怠 り はない の だが、 それにしても 心 

にか かるの は 燃料の ことで、 遠洋の 航海 をす るのに、 

その 燃料の 貯蔵と、 補給と に は、 念に 念 を 入れねば な 

ら ぬと 考えて いるので す。 

しかし、 それ は 石 巻へ 着いて からの 研究で も 間に合 

う。 それと、 もう 一 つ は、 結局の 目的地の こと …… こ 


れは きまった ような、 きまらな いような 現在で は ある 

が、 きめて 置いて、 かえって 失望す るよう な こと はな 

いか。 きめないで 置いて、 かえって 理想に 近い 新 陸地 

を 発見し、 そこに 水入らずの 一 王国 か、 或いは 民主国 

か 知れない が、 そういう ものの 種 を 蒔いて みる こと は、 

また 男児の 快 心事で はない か。 

この 点に 於て、 駒 井の 近況 は、 必ずしも 冷静な 科学 

ちみつ 

者で も、 緻密な 建造 家で もな く、 一種の ロビンソン 的 

空想家と なって いないで はない。 そこで かなり 正確な 

数理と、 着実と を 以て、 諄 々と 話しつつ あるに かか 

わらず、 七 兵衛の 頭に おのずから 熱 を 伝え、 実際的に 


信頼ので きる 根拠が ある だけに、 七 兵衛の ロマン 味 を 

も 刺戟す る こと 一方で はない と 見え、 老巧な 七兵衛 が、 

海 を 説かれて、 少年の ような 興味 を 植えつ けられて、 

勇み をな した 有様が、 瞭々 として わかります。 

この 話が きまる と 七兵衛 は、 早速 旅装 を ととのえて 

洲崎を 出発し ましたが、 その 馬力の かかった 足 許の 躍 

り 方まで が、 い つもより 違った 若 やか さ を 感ずる の は、 

不思議と 思 われる ばかりです。 

今までの 七兵衛 は、 千里 を 突破す る 早い 足 を 持って 

いたのに は 相違ない が、 その ゆくて は、 いつでも 真暗 

でした。 こうして 乗り かける ところ は 結局、 三尺 高い 


木の 上に 過ぎない。 いかに 早く 走った からと て、 いつ 

か は、 自分 は そこまで 追い つめられて、 いやおうなし 

に、 その 台の 上へ、 この 首 をのつ けて しまわね ばなら 

ぬ。 

いつ 出 でても、 ゆくて は夕暮 である。 

どんな キラ キラした 天日 も、 七 兵衛が 走りながら 仰 

ぐと 暗くな つて 見え、 自分 は それ を 観念しつつ、 幼少 

より 今日に 至る まで、 明るい 世界 を 全く 暗く 歩み、 生 

涯、 この 暗黒から 救われる 由な き 運命の ほど を、 自ら 

哀れみ もし、 自ら あきらめ もして いたのが —— 時と し 

げんぜん 

て、 旅の 半ばに、 前後 を のぞみ 見て、 泫 然として 流る 


る 涙 を 払った こと もないで はなかった のです。 

子供の 時分、 名主 様に 舌 を 捲 かせ、 貴様 は日吉 丸に 

あき 

なる か、 石 川 五右衛門になる かと 呆れさせ たことの あ 

る 自分 も、 よく 通れば、 日吉丸 ほどで なくと も、 五 右 

衛 門の 出来 そこないに はならなかった に 相違ない …… 

それが かくして 今、 こうして 暗く 歩んで いる。 

それ を 考えて、 七兵衛 のいた だく 天地に、 かって 明 

るい ことがなかった のです が、 今日は、 全く 別な 世界 

を 歩み はじめた 気持です。 

この 世界に は、 この 足 を 必要と しないで 歩み 得る 世 

界が ある。 それ は 海 だ！ 


そこ は、 自分の 特長 は 全く 無用 視 される が、 自分の 

身に 安心が 予約され るで はない か。 

船と いう もの は 全く 別の 世界に なり 得る！ 

十二 

な こそ  せき  たそがれ どき 

田 山 白雲が 勿 来の 関に 着いた の は、 黄昏 時で ありま 

した。 

おな はま  ひらかた 

勿 来の 関 を 見てから、 小名 浜で 泊る つもりで、 平 潟 

ここつら  こせき 

の 町 を 出て、 九 面から 僅かの 登り をの ぼって、 古 関の 

あとへ 立 つ て 見る と、 白雲 は 旅情お さえが たきものが 


あります。 

音に 聞く、 勿 来の 関の 古 関の 址。 

誰が 書いて、 いつ 立てた か、 「勿 来 古 関 之址」 と、 風 

雨に 曝された 木 柱の 文字。 それ を 囲んで 巨大なる 松の 

木が 五六 本、 おのずからなる 離合の 配置 おもしろく 生 

い 立って いる。 

桜 はと 眼 をつ けて 見た が、 あちらに 半ば 枯れた 大木 

と、 あとから 植えた ものら しい 若木が 十本ば かり、 半 

ば 紅葉して 見えた だけの もの。 さて、 東に は 海 を見晴 

じょうばん 

らし、 西に は 常 磐の 連山。 海 は 遠く、 山 は 近く、 低い 

雲に 圧され 気味な、 その 日の、 その 時刻。 


古 関の 木 柱の 前に 立ちつ くして、 雲霧と 海山と をな 

がめ 渡して、 白雲 は ホッと 息をつきました。 

これ は 疲労 を 感じた から、 ホッと 息をつい たので は 

ない。 夕暮の 雲煙が、 いと ど 自分の 旅情 を 圧迫して、 

やはり、 旅情と いう もの を、 いよいよ おさえ 難き もの 

にした からでしょう。 

「遠く も 来つ る もの かな」 

な こそ 

彼 はこうい う 表情 をして、 勿 来の 古 関の 上に、 往を 

おも  ていかい こまう 

感じ、 来 を 懐うて、 いわゆる 抵徊顧 望の 念に 堪え やら 

ぬ ものの ようです。 

実際、 遠く 来て しまったな —— という 感じ は、 その 


旅 中の 気分の 中に 充ち 満ちて いる だけに、 古来の 「勿 

来」 の 文字が、 大手 を ひろげて、 なに か 彼に 向って、 

前路の 暗示 を 与えても いるものの ようです。 

「遠く も 来つ る もの かな」 

暗雲 低く 垂れて、 呼べば 答えん とする ものの ほかに、 

その 感懐 を訴 うべき、 人煙 は 無い。 

吹く 風なら ぬ 白雪に 

勿 来の 関 は 埋もれて 

萩の うら 葉 もうら 淋し 

白雲 はこうい つて、 微吟 しながら、 その 豪快なる 胸 

きた 

臆のう ちに、 無限の 哀愁 を 吸引し 来る ことにた えない 


らしい。 

それにしても、 「勿 来」 の 関 は、 王朝 以前の 勿 来の 関 

で、 近代の 勿 来の 関で はない はずです。 

たとえ、 田 山 白雲 ほどの 男で も、 王朝 以前の 時に 当つ 

あずま じ  ひたちお ぴ 

て、 はるばる 都 を 出で て、 東路の 道の 果てなる 常 陸 帯 

をた ぐリ つくして、 さて これよ リ北 は胡沙 吹く ところ 

しょうれい  いた  なか 

瘴癘 の 気 あ つ て 人 を 傷まし める が 故に 来る 勿れの 標 

示 を 見て、 我ながら 「遠く も 来つ る もの かな」 と 傷心 

の 感懐 を 洩らす の は、 無理と は 言えないだろう が、 黒 

船の 海 を 行く 今日の 世で は、 もはや 「勿 来」 は 名残り 

だけの ものです。 


江戸が 天下の 政治の 中心地と なって しまい、 常 陸に 

は その 宗 藩が 置かれ、 その 常 陸 を 僅か 一 歩 抜け出した 

こがね 

ところの 「勿 来」 の 関。 これから 奥に はま だ、 黄金 花 

咲く といわれる ところに、 伊達 を 誇る 都 も あるし、 

えぞまつ まえ 

蝦夷松 前と いっても、 名 もな き 漁船 商船で さえが、 常 

路の 如く 往来 をして いる この 際に、 白雲 ほどの 豪傑が、 

ホッと 息をついて、 「遠く も 来つ る もの かな」 は 女々 し 

いで はない か。 

吹く 風なら ぬ 白雪に 

勿 来の 関 は 埋もれて 

萩の うら 葉 もうら 淋し 


但し、 ここで 白雲の 口頭に 上った 微吟の 歌に は、 な 

んらの 意義がない。 さし 当り 口 を 突いて 出て 来た 調子 

のま まに、 口 あたりよ き 雅言が、 詠歎 的に 歌 調 をな し 

たまでの ことで、 つまり 多少と も、 清澄の 茂太郎 にか 

ぶれた ものと 見て おけば よい。 

そうぼう 

立ち 尽 して、 白雲 はた だ 蒼茫た る 行 手の 方の み を、 

暫く 見つめて いました。 

「遠く も 来つ る もの かな」 

やはり その 旅情 を、 如何と もす る ことができな いら 

しい。 


十三 

西に 眼 を 転じて、 自分 は、 安房の 国、 洲崎 浜の 駒 井 

いとま 

甚三郎 の 食客と なって いる 身で、 それに 相当の 暇 を 

おも 

告げて、 立ち 出で て 来た 旅 中の 旅路で ある こと を 憶い 

ました。 

駒 井に 暇 を 告げる 時 は、 香 取 鹿 島から、 水郷に しば 

しの 放浪 を 試み、 数日に して 帰るべき を 約して 出て 来 

た 身な のです。 それが、 鹿 島の 浦で 興 を そそられて、 

奥州 松 島 を 志し、 「勿 来」 の 関まで 来て しまった ことが、 

我ながら 「遠く も 来つ る もの かな」 の 自省 を 促さざる 


を 得ない ものと なった のでしょう。 

かぎ 

更に 東へ 眼 を 転ずる と、 そこ は涯リ のない 海です。 

海 はいつ も 同じような こと を 教える。 渺 たる 滄海 

いちぞく  しゅゆ 

の 一 粟、 わが 生の 須臾なる を 悲しみ、 と 古人 は 歌う が、 

わが 生 を 悲しまし むる ことに 於て は、 海よりも 山 だと 

ささや 

白雲 は 想う。 海 は 無限 を 教えて 及びな きこと を 囁く。 

人間の 生涯 を 海洋へ 持って行って 比べる こと は、 比較 

級が 空 漠 に 過ぎ るよう だ。 

いわき 

左に 磐 城の 連山が 並ぶ、 その上に 断 雲が 低く 迷う I 

I 多くの場合、 人間 は 海よりも 山 を 見て、 人生 を 悲し 

みたくなる。 それ は 特に 山に 没入す る 時より は、 山 を 


遠く ながめる 時に 於て、 山と いう ものの 悠久 性が、 海 

というよ うな ものの 空漠 性より は、 遥かに 人間の 比較 

級に 親しみが 深いから でしよう。 海 を 見ても 泣けない 

時に、 かえって 山 を 見て 泣かねば ならぬ ことが ありま 

こうべ  さんせん 

頭 を あげて 山川 を 見 

頭 を 低れ て 故郷 を 思う 

このたびの 旅行に 於て、 海 は 白雲の ために 友で あり、 

師 であって、 絶えず これと 共に 歌い、 これに 励まされ 

きた 

来った ようです が、 山が かえって この 男 を、 人間の 悲 

哀に 向って 誘い込む らしい。 


かなた  みちの く 

磐 城の 連山の 雲霧の 彼方に、 安達 ケ 原が ある、 陸 奥 

のしの ぶ もじず りが ある、 白 河の 関が ある、 北海の 波 

ね ず  せき 

に 近く 念珠 ケ関 もなければ ならぬ。 

それ を 西北に 廻れば、 当然、 那須、 塩 原、 二 荒の 山々 

でなければ ならぬ。 そうして、 やがて 上 州の 山河 …… 

「遠く も 来つ る もの かな」 と 感傷の ため 息をつい たの 

は、 白雲 もま だ 人間並みに 故郷と いう もの を 思い出で 

たからでしょう。 おれに も、 これで 妻子と いう ものが 

あつたの だ、 その 妻子に も、 幾年 月の 苦労 を させた も 

の だな、 という 人間 感が、 犇と 胸に 迫った から、 それ 

が、 白雲の 面に、 見る に 忍びぬ、 一 脈の 傷心の 現われ 


を 隠す ことができなかった ものに 相違ない。 

事実、 この 男に は 妻子が あつたの です。 その 妻子 を 

故郷に 預けて 来て いる こと を、 「勿 来」 まで 来て、 はじ 

めて、 思い出す の はいいが、 思い出される 妻子と いう 

ものの 身に な つ て も 辛かろう。 

斯様な 人間に 附属せ しめられた 妻子と いう もの こそ 

は、 全く 気の毒の 至りです。 その 気の毒な 運命の ほど 

は、 嘗めさせられ ている 当の 妻子た ち は 無論の こと だ 

が、 嘗めさせつつ 我 を 忘れて いる 当人 も、 他所 目 ほど 

に は 楽で も あるまい、 妻子に は 済むまい —— 

自己の 豪 興 半ばに して、 白雲 は、 ふいと この 気分の 


ために、 心 を 傷めぬ という こと はない のです。 

旅に 出ても、 若干の 収入 さえ ありさえ すれば、 自分 

は 食わな くと も、 それ を 妻子に 仕 送る 心がけ だけ は 忘 

れ なかった もの だ。 幸いに して、 この頃 中 は、 あの 山 

かんな 女 興行師に つかまって、 あの 女の ために 思わぬ 

大金 を 恵まれた。 それ を そっくり 故郷の 妻子に 届けて 

あるから、 あれで 当分の 生活に はこと 欠くまい  と 

いう 安心が、 一 つ は 白雲 を 駆って それから それと、 陸 

奥の 旅まで も 突進 させた のです が、 もう 一 つの 動力 は、 

まさに 「狩 野 永徳」 のさせる 業で なければ ならぬ。 

かんらん てい 

陸 前の 松 島の 観瀾亭 に、 伊達正宗が 太閤から 貰って、 


もたらして 来た 永徳の 大作が あると いう 噂 を 聞いた 

ことが、 一 気に そこまで 白雲 を 突進 させよう として、 

ここ 勿 来の 古 関の あとに 立た しめた 本当の 道筋で あり 

ました。 

十四 

かしまな だ 

こうして、 鹿 島洋で 得た 豪 興が、 一 気に 田 山 白雲 を、 

ここまで 突進 させて しまった けれど ここ へ 来て みると 

右 様の 始末で、 「勿 来」 の 文字が、 帰る に 如かず を 教え 

る ことしき りです。 


駒 井 殿 も 心配して いるだろう、 妻子に も 逢いた く 

なった —— ガラ にもな く、 この 帰心の ために 田 山 白雲 

の 心が 傷みました。 

松 島に は 狩 野 永徳が 待って いる —— 扶桑 第一 とうた 

われた、 その 松 島の 風景 的 地位と いう もの も 見定めて 

おきたい し、 黄金 花 さくと いう 陸 奥の 風物 は 一として 

がのう  みやげ もの 

わが 画囊に 従来な か つ た 土産 物 を 以て 充 たしめ ざる は 

ない に 相違ない —— が、 前途、 路は 遥か だ。 

「帰る に 如かず」 の 心が、 白雲の 逸る 心 を 乗越え 乗越 

えして、 堪え難い ものと するとと もに ここまで 来て… 

…引返す と いう ことの 意気地の なさ を、 自分ながら 後 


ろめ たい ものに もす る。 そこで、 結局、 行くべき もの 

か、 帰るべき もの か、 白雲 ほどの 男が、 抵徊顧 望して、 

ふんぎ 

全く 踏切りが つかない 始末です。 

そこへ、 峠の 彼方から —— 峠と いう ほどで はない が、 

関の 彼方から、 うた をうた つて 来る ものが ある。 その 

歌 は、 何だか 知らないが、 うら 若い 娘の 声で、 人の 無 

いの を 見て、 ひとり 興に 乗って うたう、 この辺 ありき 

たりの 鄙 唄で あるら しい。 

「姉さん、 おい 姉さん」 

松の 間から 見えた、 里の 乙女と 言い つべき 若い 娘。 

ぼち やぼち やした 面の、 手拭 を かぶ つ て 背に は 籠 を 背 


負って いたのが、 峠と いう ほどで ない にしても、 上下 

一里 は ある 山路の 中 を、 いい 気になって、 鄙 唄 をうた 

いながら 来たの を、 こちらから 呼び止め たの は、 雲 を 

つく 田 山 白雲で したから、 

「え！」 

その 当座、 右の 姉さん は、 ぴったりと 唄 を やめて、 

棒立ちに なり、 同時に ヮ ナヮナ とふる え 出した ものの 

ようです。 

「姉さん I— 」 

娘 は 動きません。 白雲 はこ ちらで 手招き をす る。 

娘 は 動かない。 


白雲 は、 なお 手招き をす る。 

娘 はジリ ジリと 足ず り をす る。 しかも、 前へ は摺ら 

ないで、 うしろへ 摺る。 

白雲 は、 莞爾として、 娘 を 迎えよう とする。 

しかも 娘 は 蒼くなる。 

白雲 は、 怖い もの じ やない よ、 という 表情 をして 見 

せて、 再び 小手 招き をす る。 

娘 は、 また 足摺 リを する。 やはり、 後ろへ 向って、 

こっそり 足摺り をして いたのが、 やや 小刻みに、 二足 

ほど 引く。 それでも、 姿勢 は 棒立ちに なった 心 持。 

松の 立 木と、 萩の 下 もえと を 間にして、 その 間 約 半 


いかに 白雲が、 好意 を 示し、 小手 招き をしても、 娘 

は 近寄らない。 この間、 しばし。 

やがて、 三 足、 四 足と、 急速に 踵 を 返す と、 まっし 

ぐらに、 身 をね じ 向けた 娘、 そのまま 真一文字に、 も 

と 来た 道へ 馳せ 下って しまいます。 その、 処女に して 

同時に 脱兎の 如き 文字通りの 退却ぶ り を 見て、 白雲 は 

あいた 口が ふさがらな いのです。 

だが、 その 心 持と、 進退の ほど はよ くわ かる。 申す 

まで もない、 恐怖が させた 業で、 彼女の 恐怖の 的と なつ 

ている の は 自分 —— 男性で さえ、 この 御面相で はかな 


り 避けて 通す ことにな つてい る この おれと いう ものに、 

この 時節、 こんなと ころで、 不意に 呼び かけられて、 

あの 態度 を 取る こと は、 先方の 身に なって みれば、 ちつ 

とも 不思議で はない。 

しかし、 気の毒な 思い を させた。 こちら は、 不意に 

出逢わせて はかえ つて 虫 を 起す だろう、 ヮ ザと 遠く か 

ら 予備 意識 を 与えて、 この 自分と いう ものが、 見かけ 

りょうか い 

ほどに 怖ろ しい 男で はない、 という 諒解 を 与えて お 

こうと した 好意が、 かえって 仇と なって、 娘 を 逃がし 

てし まった、 気の毒な こと をした よ —— と 苦笑し なが 

ら、 その 逃げ去った あと を 見つめる と、 何 か 落し もの 


をして いる。 

十五 

きんから かわ 

傍へ よって 落した もの を 見る と、 それ は 金 唐 革の 香 

箱でした。 

「やれやれ、 かわいそうな こと をした わい」 

白雲が 大事に 拾い上げて 見る と、 箱の 中には、 鼈甲 

の櫛笄 だの、 珊瑚 樹の 五分 玉の 根が けだのと いう も 

のが 入って いる。 

あの 娘が、 後生大事に 抱えて 来た もの だ。 


風呂敷へ も、 籠へ も 入れず、 こうして 持って 歩いた 

の は、 途中 も 嬉しい ことがあって、 時々、 取り出して 

はなが め、 取り出して はなが めずに はおられない 理由 

という ほどの ものが あって、 自然に 下へ は 置け なかつ 

たのだろう。 

あちらの 町から 買って、 こちらの 村へ 戻る の 途中と 

いうより は、 あちらの おばさん なり、 姉さんな りと い 

う ものが あって、 それが、 今まで 秘蔵して いた この 品 

を、 仔細あって、 あの 娘に 譲って くれた もので はない 

か。 それ は、 かねての 長々 の 約束で あつたか、 或いは 

一時の 話の はずみから 出来た のか も 知れない が、 今日 


という 日に、 この 品が 確実に あの 娘の 手に 落ちた ので、 

それ を 持ち帰る 途中、 嬉しく つて、 幾度 も 幾度 も 取り 

出して はなが め、 とり 出して はなが め、 ここへ 来て は、 

その 嬉し さが 鼻唄と なって、 宙に かかえ 込んで 来たと 

ころへ、 雲突く ば かりの 男が 出て 行 手 を さ えぎ つた！ 

それまでの 光景が、 白雲の 眼に、 手に とる 如く 映って 

来たので、 いよいよ 罪な こと をした もの だと 思い まし 

た。 

白雲と いえ ども、 こういう たぐいの 品が、 どの くら 

おど 

い、 若い 娘の 心 を 躍らせる という こと を 想像し ない ほ 

どの ぼん くらで はな ハ。 


若い 娘で なくと も、 こういう ものに 愛着 を 感ずる 女 

の 心 は、 たしかに 実験 を 味わって いる。 よし、 自分 は 

嫁いて 納まり 込んで しまったに してから が、 なかな 

か 手放せな いもの だ。 それ を 甘んじて、 この 若い 娘 さ 

ん のために 割愛した 伯母さんな リ、 姉さんな りの 心意 

気 も、 嬉しい もので はない か。 ことによると、 あの 娘 

が、 最近し かるべき ところへ お 目 出たい 話が まとまつ 

た、 そのお 祝いと して、 この 品 を、 あの 娘に 譲った と 

いうよう な 次第で はない か —— そうして みると、 その 

二つ を、 ムザム ザと 自分と いう ものが 出現した ために 

無にして しま つてい る。 


返す返す も、 気の毒な こと だ、 罪な こと をして しま つ 

た わい、 という 詫び 心が、 ムラ ムラと 白雲の 頭に 起る。 

そこで また、 それと いうの も 一 つ は、 白雲が、 自分 

という ものの ために、 自分の 女房と 名のつ いた 女が、 

さんざんの 苦労 をし つくし、 最後に、 その 髪の 飾りの 

物まで、 惜しげ もな く 手放して くれた 苦い経験 を、 思 

い 出さない わけに は ゆかな か つ たと 見えます。 

ほんとうに 惜しげ もな く  貧乏と いう ことの 犠牲 

のために、 女が 身の 皮を剝 いで 尽 して くれる その 惜し 

げ もない 心づ くしと いう ものが、 白雲 だって、 今まで 

かなり 身に こたえて いないと いう はず はない のです。 


そこで 白雲 は、 浦 島太郎 がする ように、 その 小箱 を 

こわき 

小腋 にかい 込んで —— 苦笑しながら 娘の 逃げて 行った 

方面 を 見送って いました が、 それ は、 もう 一 つの 理由 

からしても、 あの 娘の 跡 を 追い かけて、 手渡して やら 

なければ ならぬ、 という 義務に 責められて いるよう な 

わけでした。 

つまり、 あの 娘の、 この 品に 対する 愛着と、 失望 を 

救う 目的の みならず、 自分の 良心と、 名誉の ために か 

けても …… それ は、 あの 娘が、 里へ 命から がら 逃げつ 

いたと する、 彼女の 目に は、 雲突く ばかりの 追剝 が、 

行 手に わ だか まってい たから、 と言うより ほかの 報告 


はない にき まっている、 そうなる と、 村人 は 黙って は 

いまい、 捨てて は 置け まい、 在郷軍人 や、 青年団が 総 

出に なって、 出動す るよう な 形勢に なること はわ かり 

きってい る。 

瘠せても 枯れても 田 山 白雲が、 追剝 泥棒の 嫌疑 を、 

無関心で はおられない。 

その 証明の ために も、 こちらから 進んで 行かねば な 

ら ない  これらの 事情が ついに、 白雲 をして、 

しらずしらず  な こそ 

不知 不識、 「勿 来」 の 関の 関門 を、 前に 向って 突破 させ 

てし まいました。 
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関 をく だって、 関 北の 村へ 出る と、 果して 白雲の 予 

想した 通りでした。 

村人が 総出で、 ただいま、 勿 来の 古 関の あとへ、 雲 

突く ばかりの 怪盗が 現われて、 若い 娘 を 脅して、 その 

後生大事な 髪飾り を 強奪した、 そういう 奴 を 許して は 

おけない、 という ことで、 それが 勿 来の 関に 向って 押 

こわき 

しかけて 来る ところへ、 白雲が、 この 被害 品 を 小腋に 

して、 悠々 として 下りて 来たから、 血気 盛んな 村の 者 

が、 かえって 出鼻 をく じかれ ている の を、 


「怪しい ものじゃありません よ、 君た ち、 拙者 は 絵師 

です、 旅の 絵 かきで ござる、 安心しなさい」 

と、 まず 安心 させて おいてから、 白雲 は、 

あしか か 

「野 州 足 利の 田 山 白雲と いう 絵 かきが 拙者です、 君た 

ちの 心配す る 目的物 はこれ だろう」 

と 言って、 例の 香箱 を 目先に 突きつ け、 

「は、 は、 は、 娘さんが 少々、 狼狽した の だ、 よく、 

あらためて、 当人に 返して おやりなさい」 

村人 は、 突きつ けられた 香箱 を 前にして、 目 をパチ 

クリ やって いるが、 この 男が、 自分た ちの 予期した 悪 

漢 ではな い、 という こと だけの 合点 は 行 つたら しい。 


「でも、 絵師の ようじ やねえ ぜ」 

とさ さやく 者が ある。 

「浪人 者の よう だな あ」 

という 批評 も 聞え る。 

「二本差した 絵 かきなん ていう ものが あるべ え か」 

「浪人 者 じ やねえ かのう」 

「絵 かき じ やね えぞ」 

「浪人 者 だァ」 

「浪人 者」 

浪人 者の 名 は、 ある 時には、 追剝 よりもよ くない も 

のにな つ ている。 


風体の 怪しい 浪人 者と 見たら ば、 引 捕える こと も、 

尋常 に 捕ま えきれ ぬ 時 は、 斬リ 殺す こと も 許されて い 

る。 一応、 諒解したら しいが、 再応の 雲行きが 怪しく 

なった と 見て取った 白雲 は、 

「いや、 君た ち、 絵 かきだから 二本差して 悪い という 

わけはな いの だ、 拙者 は 絵 を 描いて いるが、 野 州の 足 

利で これで も 士分の はしくれの 者な の だ、 浪人 者 じ や 

ない の だ。 それ 見 給え、 この 写生帖と いう もの を 見る 

かしまな だ 

がよ い、 香 取、 鹿 島から、 霞ケ 浦から、 鹿島洋 からこつ 

ちの 風景 を この 通り 写して 来て いる、 今 も それ、 平 潟 

の 村から 勿 来の 関、 有名な 古来の 名所だろう、 それ を、 


この 通り 図面に うつし 取った の だ」 

と 言って、 ヮザヮ ザ 彼等の 前に、 その 写生帖 を ひろげ 

て 見せました。 

言語、 文章 を 以てして は 理解せ しめ 能わざる もの を、 

たやす 

絵画が 容易く 説明す る。 田 山 白雲 は、 いつも この 手で 

も つ てあら ゆる 難関 を 突破す る。 

彼 は その 風采に 於て、 剣客と され、 浪士 とされ、 或 

いは 風雲の 機 をう かがうた ぐいの 間諜と あやまられる 

のに 適して いる。 そこで 頭から、 自分 は 絵師の 田 山 白 

雲と いう こと を 名乗つ て、 そうしてな お聴き 容 れられ 

ざる 潮合い を 見て、 この 写生帖 を 提出 すれば、 万事 は 


たちどころに 解決す るの を 例と する。 今 も、 

「なるほど、 浪人 者 にゃあ、 こうは 描け ねえな あ」 

という 諒解に ついで、 

「や あ、 九 面の 太平が 小屋 を 描いて あら あ。 九 面の 太 

平が 小屋、 あん 嬝 あが、 餓鬼 をし よ つ て 立 つ て やがら」 

「あ、 あ、 あ、 太平が 小屋 か、 お 国つ かか あが 餓鬼 を 

背負つ て 立って ると こが、 うまくけ えて あり やがら あ 

 、< ？— ん」 

諒解が、 やがて 感歎に 変り、 

「うめえ もんだ な あ、 こり やお 関所の 松の木ん ところ 

だぜ —— そっくり だ あ、 あ、 こり や 山庄の 土蔵 だよ」 


おな はま 

「なに、 お前 様、 小名 浜の 網 旦那ん とこん ござらつ しゃ 

るの かね —— みんな、 御 粗末に するな よ、 網 旦那ん と 

この お客様 だ あよ」 

と、 村の 長老が こう 叫び 出した ので、 空気が また 一変 

しました。 

十七 

田 山 白雲 は、 長老の 一 人から、 

「で、 お前 様、 絵 を かきに 上 州の 方から、 わざわざ、 

こっちへ ござらつ しゃった のかい、 そうして、 これ か 


ら、 どっちの 方 さ、 ござらつ しゃる だかえ」 

とたず ねられて、 

「今日は ひとつ 小名 浜と いうと ころまで 行って、 そこ 

で、 小 谷 半十郎 というのへ、 紹介され ている から、 泊 

ろうと 思う の だ」 

「え、 小名 浜の 網 旦那ん とこです か」 

「いや、 小 谷と いうの だ」 

「そり や、 お前 様、 網 旦那ん とこ だ」 

「とにかく、 そこへ 尋ねて 行く の だ」 

「それじゃ、 網 旦那の お客様 だ。 みんな、 このお 絵 か 

きさま は、 網 旦那ん ちのお 客 だから 失礼の ねえよう に 


しなよ。 直し ゆうに 次郎 公、 おめえ、 小名 浜まで、 こ 

のお 絵 かき 様 をお 送り 申しな」 

こうして、 彼 は 質朴なる 村人の 諒解と、 好意 を 得て、 

その 夜 は 関 北の 村に 一 泊し、 翌日 は 小名 浜の 小 谷 家 ま 

で 無事に 送り届けられて、 そこで、 鹿島洋 で、 測量の 

さむらいが くれた 紹介状が 立派に 物 を 言い、 この あた 

りで は、 ほとんど 領主で も あるら しき 尊重ぶ りの、 い 

わ ゆる 網 旦那の 屋敷の 客と なること を 得た という 次第 

です。 

その 家に ついて 見る と 田 山 白雲 は、 いよいよ 以て、 

この辺に 於け る 網 旦那なる ものの 勢力が、 勢力に 於て 


も、 富に 於ても、 鹿 島 以東の 浦々 に 並ぶ 者の ない 威勢 

を 見せて いる こと を 知り、 そうして また、 ここの 当主 

が 聞え たる 蔵 幅 家で ある こと を 知り、 なお 人物と 書画 

と 両方 面に、 相当の 鑑識 を 備えて いると 見えて、 

いなか まわ 

田舎 廻りの 旅 絵師 を 名乗って 来た 白雲 を、 無下に 扱う 

という ことなく、 少しく 画談 を 試みて いるう ちに、 所 

蔵の 書画 を、 それから それと 取り出して 見せる のです 

が、 白雲 は、 その 数に 於て 驚かされな いわけに は ゆき 

ませんで した。 

次から 次と 運ばせる 軸物の なかには、 駄物 も あるが、 

また 相応に 見られる もの もないで はない。 どうして、 


こんなと ころへ、 こんな 作物が 舞い込ん だかと 思われ 

げんみん 

る ほど、 支那の 元 明 あたりの 名家へ 持って行きたい 軸 

物 も、 時おり 現われて 来る ことに 感心し ました。 

そのうち、 ことに 白雲の 眼 を 驚かした の は 竹林の 図 

です。 

「これ は 蛇足です な」 

「そうです」 

「うむ —— 」 

と 言って、 白雲が 眼 をす ましたの を 見て、 主人が 敬服 

しました。 

数 ある 画幅のう ちで、 主人に とって、 この 蛇足 は、 


一 二 を 争う 秘蔵の ものである らしい。 しかしながら、 

へんぴ 

この辺 鄙に お 客に 来る ほどの もので、 この 主人の 自負 

に 投合す る 者が 極めて 少ない。 蛇足 を 蛇足と して 見る 

だけの 明の ない 奴等 を、 主人が 笑ったり、 ひとり 腹 を 

立ったり している ところへ、 たまたま 白雲が 来て 投合 

し、 この 蛇足に 向って、 蛇足 だけの 扱い をした のです 

から、 主人が 悦びました。 

白雲と して は、 当然な ことです。 

がれき 

瓦礫 は 転がる ように 転がり、 珠玉 は 珠玉の ように 輝 

いて 光って いるの だから、 数 ある 軸物のう ちで、 蛇足 

に ひっかか つたの は 当然です が、 それが、 たまたま 主 


人の 意 を 得て、 

「この 絵 かき は 話せる！」 

という 心 持に して、 それが、 やがて また 待遇の 上に ま 

で 現われて 来る の も 当然でした。 

白雲 は、 この 蛇足から 眼が はなれな いでいる 間に、 

主人の 注文 も 定ま つたと 見えます。 

やがて 離れの 別室に うつされて、 主人の 注文に 応じ 

て 画 を 作る ことにな つた 白雲の 微吟の 音が、 外へ 聞え 

ま ^9 

吹く 風なら ぬ 白雪に 

勿 来の 関 は 埋もれて …… 
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しかし、 ここで は、 たとえ 主人の 好意が あろうと も、 

注文の 絵の 性質が あろうと も、 永く 滞留して、 筆 を 練 

ると いう こと を 許さない 事情が あります から、 白雲 は 

二日 間 を 限りて 二つの 画 を 作って、 明日 は 晴雨に かか 

わらず、 ここ を 立つ という 時に、 主人が 送別 を 兼ねて、 

小宴 を 開いて 白雲 を ねぎらいました。 

しょうき 

二日 間の 作、 一 つ は 主人の 注文に よっての 「鍾 馗」 

と、 自分の 作意に よっての 「勿 来 関」 であります。 


その 二つ を、 床の間に 置いて、 送別の 小宴 を 開いて 

いると ころへ、 外から、 

I  - 、一一  .  一  .05」 

と 主人の 名 を 呼ぶ 声が します。 

「ああ、 児 島 先生が おいでにな リ ました」 

主人が 座 を 立って 迎えよう とする 時、 早 や、 声の 主 

は 襖 を 押 開いて、 無遠慮に、 ここへ 通りました。 それ 

を 白雲が 見る と、 小柄な、 色白の、 まだ 年の 若い 一 人 

の 武士であります。 

「拙者 は、 来 沢 藩の 児 島 辰三郎 という 者で ござる」 

引合 わせられて、 その 若い 武家が、 白雲の 前に 名乗 


りました。 

年 は 若い し、 小柄で は あるし、 色 は 白い し、 額 は 広 

そう まつ 

いのに、 髪は惣 髪に 結んで あるので、 一見、 女に も 見 

やさおとこ 

まほし いといつ たような 優男に は 見える が、 そこに、 

なんとなく 稜々 たる 気骨の 犯し難き もの を、 白雲が 見 

て 取りました。 

打 見る ところ、 何 か、 出張の 目的あって、 自分より 

も 以前に この 家に 逗留しつつ、 その 所用 を果 しつつ 

あるの だな。 

「ごらん 下さい ませ、 あなた 様の 御 不在 中、 田 山 先生 

に、 あの 二 幅 を 描いて いただきました」 


「はは あ、 鍾馗か …… 風景 は、 あれ は 勿 来の 関 だな」 

「はい」 

「うむ、 見事 見事」 

その 武士 は、 見事 見事 だけで 一 切 を片附 けて しまつ 

たの を、 白雲 は 笑止に 思う くらいです —— やがて、 酒 

杯 をす すめて 後、 主人が 改めて、 

ごさん 

「児 島 先生、 この 勿 来の 関の 方に、 先生の 御賛 をいた 

だきた いもの で， 、- J ざ い ます、 い かが で ござ いましょう、 

P 山 生」 

と 網 旦那の 主人が 言いました。 

「結構です な」 


と 白雲が 如才なく 同意 を 示す と、 主人 は 手 を 打って 人 

を 呼び、 筆墨の 用意に とりかからせ たが、 それと 聞い 

て、 いやと も 言わず、 黙諾の 形 を 示して いた 児 島な に 

がしと いわれた 武士 は、 

「いいです か、 せっかくの 名作 を 汚しても かまい ませ 

んか」 

「どうぞ 御 遠慮なく」 

と 白雲が、 やはり 如才なく 言いました。 

「では、 ひとつ」 

用意 せられた 筆に 墨 を 含ませて、 白雲の 描いた 「勿 

来の 関」 の 上の空 白 を 睨んで いる 目つ きを 見て、 白雲 


が、 こざかしい 振舞 かなと 思いました。 

このぐ らいの 年配で、 たとえ 旅の 貧乏 絵師と はいえ、 

いやしくも 他人の 描いた ものへ、 賛 をと 望まれても、 

一応 は 辞退す るの が 礼であろう のに、 いっこう、 辞退 

の 色 もな く 引受けて、 少しも ハ 二 かむ 色な く、 筆 をぶ つ 

つけよう とする 度胸 だが、 盲 蛇 だか、 それ を 白雲 は、 

小 癩な奴 だとい う 気がしないでも ありません。 よし、 

まあ、 やらせて みろ、 下手な こと を しゃがったら、 そ 

の 分で は 置くまい、 白雲の 手 並 を 見せて やる、 それ か 

らで よい。 

若造 —— やって みろ、 という 気構えで 傍らから 白雲 


が 悠然として、 酒杯 を ふくんで 見て いるう ちに、 筆 を 

取って、 画面 を 見て いた 右の 若い 武士 は、 ズ プリと 

けんでん  きごう 

硯 田に それ を 打 込んで、 白雲の 揮毫の 真中へ、 雲煙 を 

飛ばせて しまいました。 

「あつ！」 

と 白雲が 酒杯 を 落そうと したの は、 憤慨の ためで は あ 

りません。 

その 竜 蛇 を 走らす が 如き 奔放なる 筆勢 —— 或 い は 意 

気に 打 たれた とで もい うのでしょう。 

十九 


まず、 書の 巧拙 や、 筆法の 吟味 は 論外と して、 その 

は き ゆう いつ  てい 

覇気 遊 逸して、 筆端 竜 蛇 を 走らす 体の 勢いに、 さすが 

の 白雲が、 すっかり 気 を 呑まれて しまった 形です。 

おど 

そうして、 白眼で 見て いた 眼が 躍り 出し、 危うく 酒 

杯 を 取 落そうと して 見て いると、 そんな こと を 眼中に 

置かず、 さっさと、 走らせた 筆の あと を、 文字通りに 

読んで みると、 

平 潟 湾、 勿 来 関 (平 潟の 湾、 勿 来の 関) 

もと めぐ 

石 路索廻 巌洞間 (石路 索め 廻る 巌 洞の 間) 

怒濤 如 雷 噴 雷 起 (怒濤 雷の 如く 噴 雷 起る) 


ゆ  きた  か 

淘去淘 来 海噬山 (淘り 去 リ淘り 来り 海、 山を噬 む) 

地形 雄偉 冠 東 奥 (地形の 雄偉、 東 奥に 冠たり) 


一 字 一 句 もまた、 その 筆勢に かなう 磊嵬 たる 意気の 

噴出で ない ものはありません。 

もとより 古人の 詩で はない。 誰か、 近代 人の 作 を 借 

りて 来たの か、 どうも その 手に入った 書きぶ リを 見て 

そそ 

いると、 他の 作 を 借りて、 自家の 磊嵬 に濺ぐ ものと も 

思われな いのです。 

して みれば、 これ は 自作 だ、 この 年で —— 二十歳 前 

後です —— この 筆で、 この 作で、 この 意気、 これ は 全 


くす ばらしい 男 だと、 白雲が 舌 を 捲いて しまって、 今 

度 は、 改めて、 拳 を 膝に 置いて、 その 武士の 横顔 を、 

穴の あく ほど 睨みつ けた ものです。 

件 の 武士 は、 ここまで 一 気に 雲煙 を 飛ばせて 来たが、 

ここへ 来る と、 ピッ タリ 筆 をと どめて、 

「まだ、 あとが あるの だが、 未完 稿と して、 これで 筆 

をと めて おく」 

と 言いながら、 同じ 筆で、 その わきへ 「湖海 俠徒 雲井 

竜 雄 題」 と 小さく 書きました。 

これが 落款の つもりでしょう。 「湖海 俠徒 雲井 竜 雄」 

というの が、 この 男の 好んで 用いる 変名で あろうと 白 


雲が 考えました。 

そうして 見る と、 この 雲井 竜 雄と いう 名が、 この 青 

年に は、 いかにも ふさわしい 命名で あるよう に 思われ 

てく る。 

主人 は、 先刻から 米 沢 藩士 児 島 某と 紹介し ていたが、 

自分で 名乗る ところでは 雲井 竜 雄 だ。 それ は 自己 命名 

か、 由緒 あると ころの 雅号 かなに か 知らないが、 この 

男に は、 たしかに 児 島な にがしよりも、 ここに 記した 

雲井 竜 雄 の 名が ふさわし いと、 白雲が 微笑し て 納得し 

てし まいました。 

そうと は 知らず、 昂然と して、 筆 を 置いた 児 島な に 


がし こと 雲井 竜 雄 は、 またもとの 座に 直った が、 不出 

来と もなん とも 申し わけ をす るので はなく、 自分の 書 

さかずき 

いた 賛を 七分三分に 睨みながら、 主人の 捧げる 杯 を 

取り上げました。 

白雲が、 そこでなん となく、 いい 心 持に、 持 前の 暄 

嘩腰を 発揮しょう とします。 

この 男の 暄嘩は 名物です。 暄嘩を 吹き かけて みると 

いう ことが、 必ずしも、 癩に さわる 時の みで はない。 

何 かいい 心 持に なった 時、 酒の 勢いに よって 善悪に か 

かわらず 相手 を 巻添えに してし まいたがる。 この 時 も 

ようやく 酒気が 廻った のに、 そのいい 心 持が 手伝った 


のです から、 

「君、 いったい、 君 は 年 は 幾つ だね」 

と、 湖海 俠徒 雲井 竜 雄の 方に 膝 を 押 向けた のから、 そ 

も そ も、 暄嘩 白雲の 地金が ころがり 出した のです。 

「弘化 元年 三月 二十 五日、 辰の刻に 生れた よ」 

こう 答えられて しまったので、 白雲が 暫く 一 一の 句が 

つげな くな つ てし まいました。 

弘化 元年 三月 二十 五日 辰の刻 生れまで 言われて し 

なんく： hi 

まった ので は、 戸籍 役人と しても、 このうえ 難癖の つ 

けよう がないで はない か。 田 山 白雲が ちょっと 手が か 

リを 失って、 力負けの 形と なって、 二の矢が つげない 


でいた が、 そこで 引 込む 白雲で はなく、 盛り返して か 

ら みついた の は、 

「生れ 故郷 は、 出 羽の 来 沢 だと おっしゃい ましたね」 

あずまや ま 

「左様 左様、 出 羽の 米 沢の 吾妻 山の 下で 生れた の だ」 

出 羽の 来 沢 だけなら 無事 だ つ たが、 吾妻 山と 言 つ た 

ので 因縁が つ いたらし い。 

二十 

「出 羽の 来 沢 —— 謙 信 公の 上 杉 家 は 知ってい るが、 吾 

妻 山なん て 山 は 知らない」 


白雲が こんなと ころに 因縁 をつ けてから みつ いたが、 

雲井な にがし は 取合わない。 酒に よって 悪い ところが 

嵩 じてきた 白雲 は、 

「米 沢の 吾妻 山なん て 名乗っても、 米 沢 だけの 天地で 

は 通る かも 知れん が、 他国の 人に 名乗り 聞かせる 場合 

に は 通らない、 出 羽の 来 沢の、 謙 信 公の 上 杉 家の、 そ 

の 家中の、 何のな にがしと、 お名乗りなさい、 吾妻 山 

なんてい う 山 は 名山 図会の 中には 無い」 

「ふふん」 

児 島な にがしが、 冷笑して 問題に しないから、 田 山 

白雲が 躍起と なりました。 


この 男 は、 駒 井 甚三郎 に 対すれば 駒 井 甚三郎 に 対す 

るよう になり、 児 島な にがしに 対すれば、 また そのよ 

うになる。 

「関東で は、 山と して 高い 方で は 日本一 の 富士、 低い 

けれども 名に 於て、 この も かの もの 筑 波が ある。 高さ 

にして 富士は 一万 五 千 尺、 山 も 高い が、 名 も 高い こと 

この 上な し。 筑波は 僅かに 数千 尺 —— 山 は 高くない が 

名が 高い。 米 沢の 吾妻 山なん て、 山 も 高くない、 名 も 

高くない …… いったい、 その 吾妻 山なる ものの 高さ は 

何 尺 あるの だ」 

白雲が、 しっこくから みついた の は、 やはり 相手が 


相手 だからでしょう。 その 相手が、 今度 は それに 対し 

て 抜からず、 次の 如く 答えました。 

「左様 さ、 吾妻 山の 高さ は、 高くて 五 尺五寸 というと 

ころだろう」 

「ナ 二？」 

「吾妻 山の 高さ は 五 尺五寸 だ」 

「五 尺 五 寸とは 何 だ」 

田 山 白雲が 威 丈 高に なりました。 

それ はこの 青年に 対して、 あまり 大人げな いようで 

した けれども、 酒興に 乗じた とはいえ、 高さ 五 尺五寸 

ぐろう 

の 高山と は、 この 青二才、 人 を 愚弄した 挨拶 だ、 と 憤 


慨 したの も 無理はありません。 

えんぴ 

そこで、 白雲が、 いきなり 猿臂 をのば したの は、 こ 

の 青 一 一才 をな ぐろうと したので す。 

「まあ、 待ち 給え」 

と 青年 武士 は、 白雲の 憤慨 を 軽く 受けと めて、 微笑 を 

含みながら 次の 如く 言いました。 

「拙者の 家の 書斎の 窓 は 六尺 だ、 その 六尺の 窓から 見 

ると、 吾妻 山の 全体が 見えて、 まだ 四五寸 余る、 それ 

によって 測量す ると、 あの 山の 高さ は、 まさに 五 尺 四 

五寸の もの だろうと 思う」 


嬉しそうに 笑った の は、 この 家の 主人です。 

「それ は 全く 間違いの ない 測量で ございます、 六尺の 

窓へ 入りき る 山 は、 五 尺 四五寸 以下で なければ なり ま 

すま レ 」 

そこで、 白雲が また 白まされて しまいました、 これ 

は暄曄 になら な いと 思いました。 

同時に この 青年 は、 鬱屈た る 怪物で あると 共に、 湧 

くが 如き 才物で ある こと を、 思わせられて、 どのみ ち 

非凡の 男に は 相違ない が、 どうも 非凡 過ぎる ところが 

あると、 それが 気になり 出して きました。 

そこで、 小 谷の 主人が、 うまく 調子 をつ くった もの 


ですから、 風雲 は頓に 納まり、 三人と もに 快く 飲む こ 

とになります。 

やがて、 白雲が、 前途の 目的 を 話して、 自分 は 仙 台 

の 松 島へ 行く の だ、 松 島へ 行く の は、 あながち 風景 を 

見ん がた めで はない、 「永 徳」 を 見ん がた めに、 松 島へ 

行く 気になつ たの だ —— ただ 一 人の 「永 徳」 にあ こが 

れて、 矢も楣 もた まらぬ 思いで、 松 島まで 単騎 独行す 

るの だとい う 意気 を 見せた が、 一 座が あま リ その 興に 

のらない の を 不足と します。 

興に 乗らない のみならず、 右の 青年 武士 は、 その 「永 

徳」 と は 何 だと 反問して、 豊臣 時代の 狩 野の 画家の 名 


である こと を 知り、 今日の この 時勢に、 一 枚の 絵 を 見 

みちの く  ひまじん 

ようとして、 陸 奥まで 出かける 閑人 …… 一 人の 画工に 

あこがれて、 千里 を 遠し とせざる 愚物が 存 する こと を 

冷笑し ました。 

二十 一 

「だから 君 等 は 話せない」 

今度 は 青年 武士の 冷笑 を、 白雲が、 軽く 受けて 争わ 

ず、 かえって 諄 々 として 教える の 態度 をと りました。 

「 一 枚の 絵と 言うても、 君た ち はま だ 一 枚の 絵の 味が 


わかるまい、 一 人の 画工と 言う けれども、 一 人の 画工 

の 持つ ェ ラサが、 君 等に はわから ない の だから 情けな 

い」 

と 言って、 白雲 はまず、 慷慨して、 次の 如く 論じ まし 

た、 

「君た ちに、 あの 時代の 歴史 を 言わせれば、 太閤 ノ時 

あた  お ほむ 

二方 リ、 其ノ 天下 二 布 列スル 者、 概ネ 希世 ノ雄 也、 而 

ことごと  そむ 

シテ 尽 ク其 ノ用ヲ 為シテ 敢へテ 叛カシ メザル ハ必ズ 

いは  あた 

術 有 ラン、 曰 ク其意 ニ中ル 也、 曰 ク其意 ノ外ニ 出ヅル 

也 —— 程度で 尽きる だろう。 同時に 人物 を 論ずれば、 

家康、 如 水、 氏郷、 政宗、 三 成、 清 正、 正則、 それに 


毛 利と、 島津 あたりの ところで 種切れになる だろう。 

そのほか はあって もよ し、 無くても よし —— 君た ちの 

粗雑な 頭で 見る 歴史と 人物 は、 おおよそ、 その 辺が 止 

まり だ。 そのほか 日本の 貿易 界に誰 それが あり、 発明 

家、 美術家に 誰、 思想家に 誰、 学者に これと いうよう 

な こと は、 ほとんど 頭に ござるまい。 それ は 君た ちが 

悪い の じゃあない、 日本の 歴史 の 教え方が 悪 いの だ。 

天下 を 取った とか、 取られた とか、 相場師の 出来 そこ 

おどし よろい  いくさ 

ない のよう な 奴、 コケ緘 の 鎧 を 着て 軍 をす る 奴で 

なければ、 日本に は 英雄が 無い ように、 子供の 時分 か 

ら 教育が そう 教え こんでいる ような もの だ。 そこで 君 


たち はじめ、 日本人の こしらえた 歴史 は、 まるで 材木 

だけで 組み 立った ガラン ドウみ たような もの だ、 骨 組 

みだけ はどう やら 出来て いるが、 壁 も 無ければ 障子 も 

ない、 まして 室内の 装飾と、 調度なん という もの は 全 

然 頭に 無い の だ、 日本の 国家と いう もの は、 材木 だけ 

で 出来て いるよう に 教えられて いるから、 歴史 を 語つ 

て も、 人物 を 論じても、 その 辺で、 おおよそ 種子が 尽 

きて しまう。 人間の 住む 家と して、 骨組みば か リのガ 

ランドウが 何になる、 人間ら しい 家 は、 人間ら しい 内 

容を 持た なけり やならん の だ。 時代 は 英雄 豪傑 に 骨 組 

みだけ を 作らせる かも 知れない が、 その 内容 整斉と い 


う もの は、 全く 違った 人々 の 手に ある こと を 君た ち は 

知らない。 知らな いのは、 教育が 知らない ように 仕組 

んで いるので あって、 天が 不公平に 一方に 多く 与え、 

一方に 多く 惜しんで いるので はない の だ。 いつの 時代 

でも 必ず、 君た ちの 知っている いわゆる 通俗の 英雄 豪 

傑の ほかに、 やはり 英雄 豪傑で は あるが、 君 等の 知る 

通俗の 英雄 豪傑に 優る とも 劣る ことなき 偉材が 存 して 

いるもの だ、 それが いわゆる 通俗の 英雄 豪傑の した 荒 

ま， て，. P 

ごな し を補塡 して 行って、 人間の 仕事に、 不朽の 光栄 

を 残して 行く ようになって いるの だ。 幼稚な 国の 教育 

は、 ただ 前の 英雄 豪傑 だけに 箔を つけ、 後の 使命者の 


真価 を 教えない、 だから もし 日本人に 向って、 秀吉と 

は 誰 だと 聞いたら、 三尺の童子 だって 知っている、 永 

徳と 呼びかけて みて、 日本人の うちで は、 最も 教養の 

ある 部に 属する 君た ちが 知らない、 知らない ことが 恥 

に はならない、 真実 情けない ことで はない か」 

ばとう 

白雲が 痛快に 罵倒す るの を、 雲井な にがし は 耳 を 傾 

けて いて、 

「そり や、 君の 言う こと も 一面の 真理 は ある、 なにも 

いくさ 

政治 をした リ、 軍 をしたり する 奴 だけが 英雄 豪傑で 

はなかろう けれど、 他の 社会の 仕事 は、 その 道の 人で 

なければ わからない、 わからな いから、 自然、 人の 口 


頭に も 上らな い の だ。 それ は 必ず 英雄 豪傑が 存在す る 

に 相違ない、 不幸に して、 その 人た ち は、 全体 を 見渡 

せる だけの 地点に 立って いないから、 全体に も 見られ 

ない の だ」 

「ところが 美術と いう もの は、 誰に も 見える ところに 

置かれ、 誰に も 見られる ように 出来て いながら、 それ 

を 見る 人が 無い の だ、 たとえば …… 」 

二十 二 

たとえば …… と 言つ て 白雲が 膝 を 組み 直した 時に、 


雲井な にがしが 問い かけました、 

「その 通り、 恥 かしながら、 我々 も 美術 や 絵画の こと 

にかけ て は 盲目な の だ、 それ は 店頭に かけた 絵草紙と、 

応挙の 描いた もの —— というよ うな 格段 は 別 だが、 大 

家の 位附 けになる と、 どれ も 同じように 見えて、 その 

ェ ラサ 加減に 甲乙 をつ ける だけの 眼識 は 無い。 それ は 

一 つ は 不幸に してそう いう こと を 学んで いる 暇が無 

かった の だ。 そこで、 端的に ここで、 君に ついて 学び 

たいの は、 日本一 の 画家 —— つまり、 絵の 方で 古今 独 

歩の 名人と いう は、 まず 誰な の だね」 

それ を 聞いて 白雲 は、 心得たり というよ うな 見得で、 


雲井な にがしの 面 をな がめ、 

しろうと 

「素人 は、 そういう こと を 聞きたがる。 子供が、 義経 

と 清 正 は ど つ ちが キ ツイ、 と言うよ うな 程度の もの だ _ 

日本一と いう もの は、 桃 太郎の 旗印の ように、 簡単 明 

瞭 にくつつ けられる わけの もので はない が、 美術 鑑識 

の 入門と して は、 さも ありそうな 質問で、 それ を 軽蔑 

する わけに はいかな いの だ。 また 拙者 もこれ で、 その 

道で 衣食す る 職責 上と しても、 素人の 真 向から 来る、 

そういつ たような 子供じみた 質問に も、 充分に 応接す 

る 用意 を 持たなければ ならぬ 義務 は ある。 今、 それ を 

うなず 

君になる ほどと 頷 かせる だけの 返答 を 与えて やる つ 


もり だが、 その 以前に …… 君に 聞いて おきたい 予備 試 

験が ある。 それ は 極めて やさしい もので、 日本人で あ 

る 以上 は、 今い う 三尺の童子 でも 楽に 及第ので きる 問 

題 だ。 つまり、 それ は、 日本 第一 の 英雄 は 誰 だ、 と尋 

ねれば、 まず 何 は ともあれ 豊臣 秀吉と 答える だろう」 

「そり や あ、 議論 を すれば 際限がない が、 そう 聞かれ 

て、 左様に 出て 来る の は豊臣 秀吉さ —— 秀吉が 日本に 

於け る 古今 第一 の 英雄 だとい うこと は、 まあ、 富 土が 

第一 の 高山 だとい うのと 同じように、 相場に なって い 

る」 

「その 通り。 そこで、 拙者 は、 もう 少し 深く 突 込んだ 


意味で、 端的に、 日本 第一 の 画家 を 狩 野永徳 だと 答え 

るの だ」 

「先生、 そり や …… 」 

と 口 を はさんだ の は 小 谷の 主人でした。 雲井な にがし 

の 応答に は、 異議 を さしはさまなかった 主人 も、 白雲 

の 断定に は、 服す る ことので きない ものが あるら しく、 

「先生、 そり や、 ちょっと 考え ものじゃありません か。 

太閤 秀吉の 日本 第一 の 英雄と いう こと は 許せる にして 

も、 古 永徳が 日本一 の 画人、 古今 独 歩の 人と いう こと 

こ せ  かなお か 

は、 まだ 独断 じゃあり ますまい か。 巨 勢の 金 岡 もぁリ 

のぶ ざね  せっしゅう 

ます、 光長 も、 信実 もあります、 土 佐 もあります、 雪 舟 、 


あ み  こほう げん 

周 文、 三 阿弥、 それから 狩 野 家に も 古法 眼が あります、 

その後に 於ても 探幽が あり、 応 挙が あり …… 」 

「そり や、 もとより 異論 も あるだろう、 永徳の 日本一 

は、 秀吉の 日本一 のよう な 相場に はなって いないが、 

拙者 は 狩 野 永徳が 日本に 於て 最大の 画家で あり、 古今 

独 歩の 名人で ある こと を 信じて 疑いません  まあ、 

お聴きなさい、 拙者 だって、 意地で そんな こと を 言う 

わけではありません、 今日まで、 拙者の 見たところ、 

測った ところ を 論拠と して、 それ を 言う のです。 地図 

の 測量で は、 下 総の 佐 原の 伊能忠敬が 名人です が、 拙 

者と いえ ども、 自分の 職と する 道に 於て は、 かな リ忠 


実 綿密な つもりです、 人間 はこの 通りお 粗末 だけれ ど 

も、 せめて 古人 を 見る ことの 謙遜と、 忠実と だけで は、 

人後に 落ちない ようにと 心がけて はいます。 ですから、 

拙者 は 今日まで、 いやしくも 名画と 聞き、 名人と 聞け 

ば、 できるだけの 手数 を尽 して、 その 絵 を 見せて もら 

い、 その 人に 親しく 逢おうと しました。 無論 貧乏 だか 

ら、 買いたい と 思う もの も 買えず、 こうして 乞食 同様 

にして いるから、 見たい と 願う もの も 見せて くれない 

もの も あるが、 その 謙遜と、 熱心と だけ は、 変り ませ 

んょ。 陸 前の 松 島まで 永徳を 見に 行こうと する の も、 

必ずしも 物好きと、 酔 興ば かりではありません ね —— 


この 骨の こわい 頭 を 下げ て はならぬ 時と、 下げねば な 

らぬ 時と は、 これで も 相当に 心得て いるつ もりです よ」 

二十 三 

白雲 は 傍若無人に 語りつ づけました、 

「狩 野 永徳が 日本一 の 画家です、 古今 独 歩の 名人です、 

本当に 日本の 絵と いう もの を 代表す るの は、 永 徳のほ 

かにありません。 無い と は 言えない が、 あっても、 そ 

れは 部分的で なければ、 条件つ きです。 ところが、 永 

徳に 限って、 これが 日本 第一の、 日本の 美術の 代表の 


画人 だと、 禪 りなく 言う ことができます」 

「永徳 の ドノ 点が ェ ライの です、 どういう 理由が 日本 

一 になる のです」 

「それ を 言う に は …… 君た ち を 教育す る 意味に 於ても 

一 通リ 日本の 絵画 史を 頭に 入れて 置いて もらわな けれ 

ばなら ない が、 そんな こと をして いる 暇 はない から、 

手つ とり 早く 言えば です ね、 まず、 ずっと 上代で は、 

絵画 はすな わち 仏画で、 その 仏画 はみ な 神品と いって 

よろしく、 一と か 二と か 等級 を附 すべき もので はない 

が、 その 神品た る 仏画に してから が、 やっぱり 支那と 

いう ものの 系統 を、 度 外して は 論ずる ことができない 


のです。 その後 大和絵と いう ものが 起り ました。 巨 勢 

たくま 

とか、 土 佐と か、 詫 磨と かいう 日本の 絵が 出来ました。 

それ は 立派な ものである けれど、 何 をい うに も 歴史が 

浅く、 規模が 足りません …… そうして いるう ちに、 東 

山 時代と いったよ うな ものが 来ました。 いわゆる 雪 舟 

など は、 まさに その 完全なる 代表者です、 ただ、 時代 

の 代表 だけで はない、 雪 舟 あたり こそ、 日本一 とか、 

古今 独 歩と かいうべき 地位 を 与えても、 異存の ない と 

ころです が、 幸か不幸か、 雪 舟の 偉大な の は、 これ を 

宋 元の 大家と 比較しての 偉大であって、 日本の 画家と 

しての 代表に は、 偉大 は 余り あると しても、 特色が 不 


足します。 勿論、 雪 舟 自身 は 支那へ 渡っても、 かの 地 

に師 とすべき 者な し、 ただ 山水の み師 なりと いって、 

空しく 帰って来た くらいで すから、 その 芸術に、 国境 

や、 系統 を附 すべき もので はない が、 その 筆法の 系統 

に は、 宋 元の 脈 を 引いて 争う ベ からざる ものが あるの 

です。 そこで、 よって、 彼 を 世界の 第一流と は 言える 

かも 知れない が、 日本 を 代表しての 古今 独 歩と は 推し 

難い …… 日本 を 代表す る 以上 は、 その すべてが 日本化 

されて、 そうして 独自の 境に 立って、 天下 を 睥睨す る 

こんせい  きはく 

という 渾 成と、 気魄が 無ければ ならない のです。 そう 

して、 優に その すべてが 備わって いるの は、 狩 野永徳 


がた だ 一人です。 永徳を 日本 第 一 、 古今 独 歩と 私が 推 

称する の は、 大体 そんなよ うな 理由です が、 もう 少し、 

それ を 分析 しないと、 いくら 素人で も、 君た ちに わか 

るまい と 思う から  」 

ここで、 また 酒 をと つて 飲みました。 主人と もう 一 

人の 客 は、 あながち、 白雲の 気焰を 否まずに 聞いて い 

るから、 白雲が 続けました、 

こほう げん 

「永 徳は元 信の 孫です。 元 信 は 御 承知の 通リ 古法 眼で、 

この 人 もまた、 ある 点で は永徳 以上の もの を 持って い 

ました。 いったい 狩 野 家に は、 代々 豪傑が 現われた こ 

と 不思議と 思われ るば かりで すが 、 古法 眼 を 祖父と し 


て、 松栄を 父と して 生れた 永徳 が、 生れながら、 すで 

に 名匠の 血 を 持ち、 むつきの 間から 丹青の 中に 人と な 

り、 後年 大成すべき 予備と、 練 熟と は、 若 冠のう ちに 

片 づけて しまった こと、 我々 貧乏人が 中年から 飛び出 

して、 やっと 絵 具の 溶き 方が わかった 時分に は、 もう 

白髪に な つ てし ま つ ている というよ うな 大 悲惨な 行き 

方と は、 天分の 恵まれ 方が 違って いました ね。 基礎 学 

は 子供のう ちに 叩き込んで しまって、 一意、 自家の 大 

成に 全力 を 注ぎうる ように 仕組まれ ていた 彼の 境遇 も、 

仕 合せと いえば 言えます が、 天 は その実 力なき 者に、 

優越の 環境 を 許す ものではありません、 時代 は 永徳を 


現わさねば ならぬ ようになって いたから、 優秀な 上に、 

優秀な 待遇 を 与えて 世に 送り出しました。 実際、 彼 ほ 

ど 偉大な 日本画 家 はない 如く、 彼 ほど 恵まれた 環境 を 

持った 画家 もありませんでした —— 祖父に 元 信が あり、 

漢 画と 大和絵 を 融合して、 日本の 絵の 技術 を 総合した 

上に、 保護者が、 その 天下 第一 の 英雄で ある 秀吉 であ 

り、 その 秀吉 よりもい つそう 天才で ある 信 長でした か 

らね」 

二十 四 


「秀吉 が 永 徳の唯 一 の 保護者と いう わけで はない が… 

…永 徳は信 長の ためにむ しろ 傾注して いたに 相違ない 

あづち  はぎょう 

が、 安土の 城が 焼ける と 信 長の 覇業が 亡び、 同時に 永 

徳の 傾注した もの も 失せました。 そこで、 秀吉 はつ ま 

り 信 長の 延長と いって さしつかえないの ですから、 秀 

吉を 仮り に 保護者 としてお きまし よ う —— し か し 保護 

ひいき 

者と いったと ころで、 秀吉 は永徳 にと つて、 矗 展の旦 

那 でもなければ、 永徳 は秀吉 のた めの 御用 絵師で もな 

く、 見よう によって は、 秀吉 はどうしても、 その 事業 

の 光彩の ために、 永徳 がなければ 片輪 者になる し、 永 

徳 はまた 秀吉を 待って はじめて、 その 大手 腕 を 発揮す 


る ことができ たのです から、 もし 仮り に 永徳が 秀吉の 

御用 絵師なら ば、 秀吉 はまた 永徳 のた めの 御用 建築家 

をつ とめた とも 言える でしよう。 永徳ぁ つ て 秀吉の 土 

木が 意味 を 成した ので、 永徳 がなければ、 単なる 成金 

趣味の、 粗大なる 土木 だけの ものでした …… 

ちゃくりゅう 

かように 永徳 は、 狩 野の 嫡流から 出た のです から、 

漢画水 墨 の 技巧 は 生れながら 受けて、 早く これに 熟達 

を 加えて いるのに、 大和絵の 粋 を ことごとく 消化して 

いる、 そうして それ を 導く 者が、 一 代の 巨人 秀吉 であ 

り、 その 秀吉 以上の 天才 信 長であった から、 惜気 もな 

く カンバス を 供給して、 その やりたい だけの こと を や 


らせ、 伸ばせる だけの 手腕 を 伸ばさせて、 他に 制臂を 

こうむ 

蒙るべき 気兼ねと いう ものが 少しもない、 『画 史』 に 

よると、 松と 梅の 十 丈 二十 丈の 物 を 遠慮なく 金 壁の 上 

に 走らせて いる、 古来 日本の 画家で、 永徳の 如き 巨 腕 

を 持った もの は あるか も 知れない が、 その 巨 腕 を、 縦 

横に 駆使すべき カンバス を 与えられ たこと 永徳の 如き 

ふる 

は あるまい。 彼 は 文字通りの 大手 腕 を 揮う のに、 注文 

通りの 恵まれた 材料 を 与えられ ている、 幸福と いえば 

無上の 幸福 者です —— 貧弱 を 極めた 我々 貧乏 絵師の 夢 

にも 及ばない こと —— だが 彼 は 本来、 大作に 余儀なく 

されて、 大作 を 成した 男で はない のです よ、 『画 史』 に 


な  まま 

あります ね、 『山水 人物 花鳥 皆 細 画 ヲ為ス 、間大 画 有リ』 

というの ですから、 むしろ 細 画に 堪能で、 そうして 大 

物 を こなす のが 本当の 大物です。 大小と いう こと は 力 

ン バスの 面積の 問題で はない のです が、 古来 これに 

ひっかからない 画家 は ほとんどあります まい。 骨法の 

皆伝 を 父祖に 受けた けれども、 自然の 観照 は 独得です。 

まあ、 絵の 骨法 も 正格 だが、 自然 を 観照す るの 正しい 

こと —— 忠実な こと、 謙遜な こと、 素直な こと、 『細 画 

ヲ 為ス』 の 『為 ス』 というの は、 その 意味に とりたい 

くらいです。 永徳 が、 いかに 骨法に 正格に、 自然に 忠 

実で あるかと いう こと は …… どうも、 ここで 君た ちに 


口で 説明 するとい うこと がで きない、 絵 を 見せて、 そ 

うして 会得させる より ほか はない が、 たとえば、 京都 

ちしゃく いん  びようぶ  かや 

の 知 積院の 草花の 屛風を 見て 見 給え、 あの 萱の 幹と、 

野菊の 葉 を 見て 見 給え、 飛 雲閣の 柳の 幹と 枝の いかに 

悠大 にして 自然なる か を 見て 見 給え、 西教 寺の 柿と 柚 

の 二 大君 子の 面影に 接して、 襟 を 正さない ものが ある 

か、 三宝 院の鵜 は 一 つ 一 つが 生きて いますよ。 いきて 

いると 言った つて 君、 いきて いるよう に 巧く 描け てい 

ると いう 意味じゃありません ぜ。 大覚 寺の 松 は 舞って 

いる、 大安 寺の 藤 は 遊んで いる、 永 納の証 ある 『鷹』 

は 見ました けれど、 毛 利 家に あると いう 『唐獅子』 を 


見る 機会 を 得ない のが 残念です。 われわれが、 無位 無 

官の 田舎 絵師と しての 伝手で、 見られる だけ は 見た が、 

すきま 

どこから 見ても 永徳に 隙間はありません、 大 にして よ 

く、 細に してよ く、 山水が よく、 花鳥が よく、 人物が 

よく、 濃 絵が よく、 淡彩が よく、 点が よく、 劃が よい 

—— ことに その 線の 勁 健に して、 和 順なる 味と いった 

ら、 本当の 精進料理 を嚙 みしめ る 味で、 狩 野 家の 嫡流 

として 鍛え こんだ 腕で なければ、 あの 線 は 出来ません 

—— この 大名 人が、 信 長と、 秀吉 に、 自分の カンバス 

を 作らせて、 思う存分の 腕 を 揮って 後、 その 秀吉 より 

も 一足先に この 世 を 去った。 四十 八 歳で は 短命の 方で 


すが —— 自己の 生命 を 不朽に 残して、 形態の 英雄 秀吉 

よりも 一足お 先へ 行って しまった ところが、 痛快で は 

な レカ」 

二十 五 

主人 も、 雲井な にがし も、 話の 内容の 興味より は、 

意気に 乗じて 語る 白雲の、 豪快な 気 焰に興 を 催して い 

る。 

白雲 は、 この 機会に、 もう 少し 叩き込んで 置かねば 

ならぬ と 考えた のでしょう、 こんな こと を 言いました 


「そういう ように、 信 長 や、 秀吉 が、 いかに 土木 を 起 

して 金 壁 をな すりつけて みたところで 永徳 があって、 

それに 眼睛を 点じなければ、 それ は 成金 趣味 だけの も 

もとな：：' 

の だ。 前に 言う 通り、 秀吉 や、 家康 や、 氏郷 や、 元 就 

でなければ、 人物が 無い と 思って いる 者 たちのた めに、 

もう 少し 永徳の 後談を 語らなければ ならない。 永徳の 

ゆうしょう 

時代、 友 松の あった こと も 記憶すべき だが、 その子に 

さんらく 

山 楽の 出で たこと こそ 忘れて はな リま せんよ。 子と 

いっても 山 楽 は 本当の 子で はない、 養子で あつたの だ、 

なこうど 

しかも その 養子の 氷人が、 やっぱり 天下 第一 の 秀吉の 

直接の 口利きであった だけに、 養子で はあった が、 不 


肖の 子ではなかった。 永徳を 知れば 当然、 山 楽 を 知ら 

なければ ならぬ、 永徳の 絵に も、 山 楽の 絵に も、 落款 

という もの は 極めて 少ない から、 いずれ をい ずれと、 

くろうと 

玄人で も 判断の つき かねる ことがあ るが、 よく 見れば 

必ず、 永徳 は永徳 であり、 山 楽 は 山 楽で なければ なら 

ない はずの もの だ —— 永 徳は早 死 をした が、 山 楽 は 

なが いき 

長生 をした、 およそ 長生 すれば 恥 多し という こと を、 

しみじみ 

沁々 と 体験した もの 山 楽の 如き は あるまい。 山 楽が 

ちょうど 四十 歳 前後の 時に 不世出の 英雄で あり、 自分 

を 絵に 導いて くれた 唯一 の 知己 恩人で ある 秀吉に 死な 

れて、 その 豪華 一朝に 崩れて、 関東に 傾く の 壮大なる 


悲劇 を、 まざまざと 見せられた 山 楽、 家康 がしば しば 

招いた けれども 行かない、 ついに その 不興 を 買い、 身 

辺の 危険 をまで も 感じて、 やむなく 家康 にお 目に かか 

りに 罷り出で たこと は 出で たが、 もとより 家康 は秀吉 

ではない、 英雄で は ある けれども 英雄の 質が 違う、 例 

の 『画 史』 に —— 恩赦 ヲ蒙ッ テ東照 大神君 ヲ駿城 二 拝 

シテ洛 陽 二 帰休 ス —— と あるの が 笑わせる。 何が 恩赦 

だ、 何が 大神君 を 拝す るの だ、 家康に は、 永徳 や、 山 

楽 は 柄に ない、 家康 という 男 は、 惺窩 や、 羅山を 相手 

にして いればい い 男な の だ。 白眼に 家康を 見て 帰った 

晚 年の 山 楽が、 池 田 新太郎 少将の こしらえた 京都 妙 心 


寺の 塔 頭 天球 院 のために、 精力 を 傾注して いるの は 

面白い じ やない か。 京都へ おいでたら、 智 積院、 大安 

寺、 その他の 永徳を 見て、 天球 院の山 楽 を 見る こと を 

忘れて はなり ません よ —— 拙者が、 これから 行って 見 

ようとす る 松 島の 観瀾亭 というの は、 伊達 政宗 が、 桃 

山城のう ちの 一 廓 を、 そのまま 秀吉 から 貰いう けて 建 

設 したの だとい うこと で、 その 一棟 全体が 絵に なって 

いるそう だ。 そのい ずれに も 落款 は 無い が、 山 楽と い 

うこと に 専ら 伝えられ ている。 山 楽で なければ 永徳 

—— 永徳 でなければ 山 楽 —— よ り ほかへ は 持って行き 

場が なかろう けれど、 遊 於 舎の 主人な ども 一 見して、 


自分 は 永徳と 信じたい —— と 語った。 関東に は 永徳な 

んぞは 無い ものと 信じて いた 拙者が、 偶然、 東北の 一 

隅に その 声 を 聞いて はじつ として いられない。 一人の 

画工の ために、 一枚の 絵の ために、 千里の 道 を 遠し と 

ひまじん 

せざる 我輩の 振舞 は、 なるほど 君た ちが 見れば、 閑人 

の 閑つ ぶしと して、 この 上 もない 馬鹿野郎に 見える だ 

しゅじょう 

ろう けれども、 そこ は 縁な き 衆生 だ —— 縁な き 衆生 

といえ ども、 度す る だけ は 度す るの 慈悲がなければ な 

ら ぬと 思って、 つい 一人でお しゃ ベリ をして しまった 

—— 慈悲と いえば 事の ついでにもう 一 つ、 およそ 彫刻 

でも、 絵画で も、 日本に 於て 最大 級の 産物 は、 こと ご 


とく 仏教と 交渉 を 持たぬ もの はない けれども、 永徳は 

その 仏教から も 超脱して いる。 この 点 も、 まさに その 

特色の 一 つで、 秀吉を 古今 第一 等の 日本の 英雄と すれ 

ば、 同時に 日本 を 代表す る 古今 独 歩の 巨人と しての 画 

人、 永徳を 忘れて はならない —— そういつ たような 次 

第で、 拙者 はこれ から 松 島の 観 瀾亭を 見に 行こうと す 

るの だ」 

二十 六 

その 翌朝、 田 山 白雲と、 雲井な にがしと は 結束して、 


その 家 を 辞して 出で ました。 

白雲が 急がぬ ようで 急ぐ 旅で あり、 この 青年 壮士 も 

また、 落着いて ここに 逗留 して いる 身で はない らしい 

雲井な にがし は、 近き 将来に 日本の 勢力が 二分す る 

こと を 信じて いる。 それ は 痩せても 枯れても 従来の 徳 

川 家が 一 方の 勢力で、 他の 一 方の 勢力の 中心 は、 薩摩 

と、 長 州で ある。 ことに 薩 摩が いけない。 長 州 は 国 を 

賭して 反 幕の 主動 者と なって いるが、 そこへ 行く と薩 

いんしん  き 

摩 は、 国が 遠いだ けに、 長 州よりも 隠 身の 術が 利く。 

長 州 は 幾度 か 国 を 危うくし たが、 薩摩 はそんな 危急に 

瀕した こと は 一度 もな く、 そうして 或 圧の きくこと は 


無類で ある。 この 両 藩が 中心と なって 末 勢 劣弱の 徳川 

家 を、 有らん限りの 横暴と、 陰険と を 以て、 いじめて 

いる —— と、 雲井な にがし は 誰もが 見る ように 見て い 

る。 

ところで、 その 徳川家の、 征夷大将軍の 威力 も 明ら 

かに 落ち目で、 盛衰 消長 はぜ ひなし とする も、 それに 

しても 歯痒す ぎる —— と、 雲井な にがし は 自分の こと 

のように 眷 (P する。 

徳川 氏、 政権 をと る こと 三百 年、 士を 養う こと 八 万 

騎、 今日 この頃に なって、 ついに 一人の 血 性 ある 男子 

を 見る ことができない。 雲井な にがし は それ を 切歯し 


ひいき 

ている。 その 点から 見る と、 明らかに 徳川方の 矗 属で 

あって、 薩長の 横暴 陰険 を 憎んで いる。 ただ、 徳 川に 

貝 頭 属する のが、 いわゆる、 佐幕 論者と は、 全く 調子 も、 

毛色 も、 変った ものである こと を 認めない わけに は ゆ 

こうむ 

かない。 この 男は徳 川の 恩顧 を 蒙リ、 或いは その 知 

遇に 感じ、 以て その 社稷 を 重し とする ので はない、 薩 

長が 憎い から、 徳 川に 同情す るので ある。 

薩賊、 長奸 というよ うな 言葉 を 絶えず 口にする。 

とにもかくにも、 薩長 あたりが 中心と なって、 末 勢の 

徳川を 圧迫す る、 そこで 天下 は 一 一分す る、 一 一分して 関ケ 

原 以前の 状態に もどる、 秀吉と 信 長 以前の 状態に 一 度 


逆転す ると 見て いる。 やがて また 群雄割拠の 世になる 

かどう か 知れない が、 東西 二 大勢 力が 出来て、 当分 は 

これが 相 争う の だ。 その 時の 用意と して、 自分 は、 東 

北の 海岸の 地形 や 要害 を 見て 廻って いる。 

というよ うな 議論が 風 発する の を、 田 山 白雲が 聞い 

ている と、 こいつが いよいよ 容易なら ぬ 男で ある こと 

を 感ずる。 

勤王と か、 佐幕と かいう 名目 だけで は片づ けられな 

い、 来 沢と いう だけに、 北方に 峒を 負うて 信 長 を 畏怖 

させて いた 上 杉 謙 信の 血が、 多少と もこの 男の 脈管に 

流れて いるので はない か、 とさえ 思わせられる。 


白雲 も、 当世 流行の 勤王家 や、 佐幕 党に、 かなり 

まゆ つば もの 

眉唾物の 多い こと を 知っている。 

藩と しても ずいぶん あやふや ものの 多い こと を 知つ 

ている。 

たとえば、 ある 藩で は、 あらかじめ 藩 中へ、 勤王と、 

佐幕との なれあい 勢力 を 二つ こしらえて 置いて、 万一 

天下が 勤王 方に 帰した 時 は、 藩 中の 勤王 党の 方 を 押 立 

てて、 弊 藩 はかくの 如く 最初から 勤王 党で ござる と 言 

い、 もし また 当分 徳 川で 落着く ことに なれば、 当 藩 は 

なんじょう 無二の 幕府 方、 その 忠義 心 かくの 如し …… 

と、 おのおの こしらえ 置きの 覚え 書 を 出して お 目に か 


ける ことにする。 どうしても、 染 替えの ならぬ 旗色の 

もの は 別、 そうでない 限り、 親 藩と いえ ども、 態度の 

覚束ない こと、 それぞれの 志士 浪士、 皆 それぞれの 後 

ろ だて をた よ つ て 大言壮語 する。 

かんぜん めいはく 

ひと りこの 雲井な にがし は悍然 明白に、 薩摩 倒さ ざ 

るべ からず と 主張す る。 そうして、 ただ 一人で も それ 

を 実行す る 意気 組み を 持って いる。 とにかく その 意気 

だけ はほんと うに 怖る ベ き 意気 だ、 これほどの 気骨 あ 

るの が徳川 旗下に いたら、 と 思うよ リは、 やっぱり 上 

杉 謙 信 や、 直 江山 城 守が、 この 男の 口 を 借りて、 若干 

を 言わせて いるよう に、 白雲に 想像され てなら な い。 


大言壮語 をす る 奴 は 多い けれども、 たった 一人に 

むほん 

なっても、 本当に 謀叛ので きる 奴 はいくら も ある もの 

ではない。 

大勢の 順逆 は 論外と して、 とにかく この 男 は、 本当 

に 謀叛 を やれる 奴 だ、 謀叛 人の 卵 だ、 と 白雲が、 同行 

しながら、 雲井な にがしに 向って 舌 を 捲き ました。 

いわき だいら 

道 は 山路 をと つ て 磐 城 平へ 通ず ると ころ。 

二十 七 

煙に まかれて、 雨戸 をし めきった お雪ち やん は、 次 


の 間へ 飛んで 出て、 

「久 助さん、 久 助さん、 火事です よ」 

と 言い捨てて、 そのまま、 あわただしく 一 一階へ かけ 上 つ 

てし まい、 

「先生、 火事で ございます、 早くお 仕度なさい まし」 

言われる まで もな く、 この 時、 竜 之 助 はもう 心得て 

身の まわりの もの を搔き 寄せて いたと ころでした。 

「お雪ち やん、 気をつける といい、 火事の 時 は、 明る 

い 方へ 逃げないで、 暗い 方へ 逃げる ものです」 

「先生、 早くなさい まし」 

お雪ち やん は、 竜 之 助の 手 を 取って 引立てよ うとし 


たが、 人 を 急き立てる 自分 こそ かえって、 あわててい 

て、 ねまき 一 つのまん まで 騒いで いるのに、 竜 之 助 は、 

身の まわりの もの、 少なくとも 大小、 懐中物 だけ は、 

ずきん 

抜かりな く 用心した 上に、 頭巾 を 手に 取り上げて いま 

「さあ、 降りましょう、 ああ、 いけません、 こちら は 

明るい、 この 裏 梯子から」 

「ああ、 先生、 わたし は、 もう 一 べん 自分の 座敷へ 戻 

ら ねばな りません」 

「それ は 危ない」 

「でも …… 」 


「命に は 代えられません」 

その 裏 梯子 を 下りる 時には、 お雪 ちゃんが 竜 之 助 を 

導く ので はなく、 むしろ、 竜 之 助が お雪ち やん を 抱え 

て、 静かに 下りて 行く の を 見ました が、 火 は、 煙 は、 

遠慮なく その後 を 追い かけて、 姿 そのもの を 捲き 込ん 

でしまい ました。 

こうして 二人 は、 ほんとうに 身 を 以て、 裏 梯子から 

てす リ  さんばし 

すぐ 家の 欄の 下の 桟橋に 立って、 河原 を 走る ことに 

なりました。 

お雪ち やん こそ は、 全く 身 を 以て 逃れ出た もので、 

自分が 一番 先に 発見した という 立場から、 まずもって 


急を久 助さん に 告げ、 その 足で、 二階へ、 竜 之 助に 告 

げに 行った。 その 次の 仕事と して は、 もう、 どうして 

も 自分の 部屋に 戻る こと はでき ませんで した。 

部屋 そのものに 名残りの 残る わけで はない が、 そこ 

に は、 自分の 身の まわりの 一 切の ものが 置 捨てられて 

あつたの です。 

一 切の ものと いうう ちに、 その 数々 を 挙げてみ るよ 

リは、 その 中から 取り出し 得た もの は、 この 身体と、 

やす 

この 身に ついた 寝巻 一着 だけ、 という 方が わかり 易い 

でしよう。 しかも、 この 寝巻 は 自分の もので はあり ま 

せん、 帯まで が 宿の ものな のです。 


河原の 真中へ 来た 時分に、 盛んに 燃えて いる 自分た 

ちの 座敷の あたり を 見る と、 お雪ち やん は 急に 恐ろし 

くな つ てし まいました。 

ああ、 なんだ つて 自分 は、 こんなに、 はしたな いの 

でしよう、 せめて あの 帯揚 だけ も、 あの 手文庫 だけ も、 

あの 紙 入 だけ も、 立ち上る 途端に、 しっかりと ここへ 

挟んで 来れば よかった もの を —— 命より 大事な もの は 

無い と 言いながら、 旅に 出て は 命 同様の 役目 をす る路 

用の 一切 を 焼いて しまった、 ほんと に 明日から は、 ど 

うする のでしょう。 

久 助さん は …… 久 助さん は、 どうしたろう、 あの人 


は 耳が 少し 遠い から、 わたしが ああ 言って 呼んで あげ 

たのが わかった かしら。 わからなくても 子供 じ やなし、 

逃げ出せな い はず はな いが …… 

お雪ち やん は、 ようやく、 河原の 中程へ 来て、 わが 

身の ことと、 人の 身の 安否 を 考えた が、 どちらも たよ 

リな いことば つか リ …… でも、 肝腎の 目の 見えない 先 

生が、 こうして 御 無事に …… と 思う、 それば かりが 心 

だのみ でした。 

「もう 大丈夫で すねえ、 先生」 

自己 慰安 を 求める ものの ように、 こう 言った が、 盛 

んに 燃えさ かる 火の手が、 河原の 表面 を、 昼の ように 


かがやか すと、 避難の 者が、 

ら へ と 走り かかる の を 見て、 

ました。 

二十 八 


いずれも こちらへ、 こち 

またも 不安の 念に 襲われ 


火に 追われる の は 怖れない にしても、 人目に 触れさ 

せたくない 心配 は ある。 

まもなく、 川下の 森の ようになった 柳の 木蔭で、 探 

し 当てた の は、 つなぎ 捨てられた 屋形船の 一つです。 

かりゅう ちまた 

夏になる と、 この 宫 川が 屋形船に 覆われて、 花柳の 巷 


が 川の 上へ 移される。 今 は 誰も 相手に する 者の ない 

すておぶ ね 

捨 小舟。 

むしろ 

船の 中 をな およく 見る と、 蓆 や、 ゴ ザが、 丸く 巻い 

て 隅の 方に 積んで ある。 お雪ち やん は、 その 敷物 をし 

いて、 竜 之 助 を その 中に 休ませました。 そうして 置い 

て 言う ことに は、 

「先生、 わたし は、 これから 火事場の 方へ 行って 参り 

ます、 久 助さん の 身の上 も 心配 だし、 もしかして、 わ 

たしの 荷物 を、 宿の 人が 出して くれた かも 知れません」 

「行って おいでなさい」 

「お 寒いで しょう けれど、 暫く 御 辛抱な すって 下さい 


お」 

「寒い ぐらい は 何ともありません」 

「その代り、 わたしが 宿の 人に 頼んで、 直ぐによ い 避 

難所 を 探して 来て あげます から」 

「ああ、 何しろ 火事場 は あぶない から、 怪我 をし ない 

ようにね」 

「大丈夫、 先生 こそ、 お 風邪 を 召さぬ ように」 

「な あに、 わし は 大丈夫 だ」 

と 言いました。 

暗い から、 よく わからない けれども、 竜 之 助 は、 お 

雪 ちゃんの ように 寝卷 一枚で はなく、 急の 場合に、 手 


まわりで 身づくろいの 出来るだけ のこと はして 来て い 

るよう です。 ですから、 ここで、 うたたね を させて 置 

いても、 そんなに 急に 風邪をひ くような こと も ある ま 

いと 思われる のに、 自分 は、 ホンの 寝巻 一 枚 —— 急に 

ゾ クゾク 寒気が してきました。 

気がついて みれば、 自分が この 人 を 呼び さまして、 

連れて ここまで 避難して 来たと いうの は 全く ゥソ で、 

事実 は、 この 人に 自分が 抱えられて、 裏 梯子 を 下り、 

小川 を 飛び越え、 河原 を 走って、 ここまで 来たの だと 

いう ことが、 この 時、 はじめて わかりました。 

途中、 緊張し きって、 我 を 忘れて いた ものです から、 


そこ は 水で ございます、 そこに 石が あります、 ああ 大 

きな 穴が、 あぶない —— と、 走りながら、 自分 は 幾度 

か 警告した の は 口 だけで、 そう 言いながら ここまで 

こわき 

走って 来たと 思った 自分 は、 実は この 人の 小腋に 抱え 

られ て、 自分が 口 だけの 案内 者に 過ぎなかった という 

ことが、 この 時、 ハツ キリ わかりました。 

すあし  はきもの 

その 証拠に は、 自分 は 全く 素足で、 履物と いう もの 

を 穿いて いない。 それ は 途中で 脱げて しまったの では 

なく、 最初から 穿いて 来なかった ので、 穿いて 来る 余 

裕の 無かった という こと は、 今と なって 明らかに わか 

リ ま ^9 


かりにも 履物 をつ けないで、 あの 河原 道 を ここまで 

走って 来れば、 足が 裂けて しまって いるに 相違ない。 

それ だのに、 自分の 足 はなん ともない ではない か。 そ 

れが、 ハツ キリ わかって みると、 お雪ち やん は、 いく 

ら 先走って 世話を焼 くようで も、 女 は 女 —— という 引 

け 目 を、 しおら しく 感じて しまいました。 

かんじん 

同時に また、 こんなに 病身で、 ことに 肝腎のお 目が 

あしもと 

悪い のに、 それでも 足 許 を 誤らずに、 この 石ころ 高い 

河原 道 を、 わたしと いう もの を 抱えながら、 ここまで 

連れて来て 下さった 先生 は、 えらい と 思わない わけに 

は ゆきません。 


危急の 場合に はどうしても 女 は 女で  と 感ずる と 

共に、 男で ある 以上 は、 こんな 不自由な 身で あっても、 

胆の 据え 方と いう ものが 違う のじ やない か 知ら —— と 

いっとき 

お雪ち やん は、 今更の ように そんな こと を 感じ、 一 時、 

こんな 気持で ボン ャリ しました けれども、 いつまでも 

ボン ャリ している 場合で はなし、 

「では、 先生、 一走り 行って 参ります から」 

と、 三た び 暇乞いの 言葉 を 残して 行こうと します と、 

竜 之 助が、 

「お雪ち やん —— 草履 を はいて おいでなさい」 

と 心 づけて くれました。 


「まあ」 

そんな こと、 細かい ことまで わかる のか しら …… お 

雪ち やん は、 眼の あいた 人と、 眼の あかない 人との 地 

位が、 顚 倒して いるので はない かと 思いました。 

二十 九 

そうして 置いて お雪ち やん は、 再び 火事場へ 取って 

返しました。 

たいした 風はなかった のです けれども、 乾きき つて 

いたと ころへ、 消防の 手が 不足の せいだつ たので しょ 


う、 火勢 はいよ いよ 猛烈で、 ほとんど 手の つけよう が 

ない 有様でした。 

橋 を 渡って、 火が 対岸へ 燃えう つろうと している の 

を、 必死で 支える だけが 消防隊の する 全力の 仕事の よ 

うでした。 

ですから、 ほとんど 火事場へ は 寄りつ けない、 のみ 

ならず、 火 を 避けよう として、 逃げ出す 人波と、 荷物 

とに 押されて、 空しく 押し戻され るより ほか はあり ま 

せん。 

その 逃げ 迷う 人波の 中に、 せめて 久 助さん の 姿で も 

見出した いものと、 河原 を 廻って 後ろから のぞんで 見 


ました けれども、 それらし い 人 を 見る ことができ ませ 

ん。 

ぜひな く、 また 河原 道 を、 屋形船のと ころまで 舞い 

戻る より ほかに 為さん 様が ありませんでした。 

えもの 

この 戻りに も、 何とい つて 一 つ、 獲物ら しい もの を 

持って来る ことができない 悲し さ。 せめて、 あのお 金 

入の 一 つ さえ 持って いたならば、 この 戻りに、 廻り 道 

しの 

をして なりと 何 か 一 品 —— さしあたっての 一 夜の 凌ぎ 

になる もの を 買って 戻れる もの を、 それ もで きない。 

まして 借りる ところ も、 貸す ところ も  手 ぶら で 出 

でて、 手 ぶら で 帰る より ほか、 问事 もで きない 自分 を 


歯痒い と 思いました。 

けれども、 今の 場合で は、 どうしても、 そうして 手 

ぶら で 帰る より ほかに 道はありません。 せめて 手 ブラ 

でな りと 無事に 帰って、 人 を 安心 させ、 自分 も 安心し 

て、 この 一夜 を 明かしてから、 万事 は その後 —— と、 

そう 心 を 決める ほかはありませんでした。 

そうして、 大火の 火影に 照らされながら、 河原 道 を 

飛んで、 時には、 水たまりへ ぐちゃ リと足 を 入れたり 

なん ぞ して、 前 をな がめ、 後ろ を 顧みながら 迪 つて 行 

くと、 草 むらの 中に、 ひときわ 白い ものの あるの が 眼 

に つきました。 


「おや？」 

白い、 長い、 箱の ような もの、 遠火の 光に あおられ 

て ありあり とそれ を 見出した の は、 やっぱり 長い 箱に 

相違ありません。 

長 持に して は 白 過ぎる と 思いました。 

でも、 それが 何のた めに、 こんなと ころに 存在す る 

か を 想像す るの は 難事で はない。 大事な もの を 持ち出 

して、 ヮ ザと こんな 遠くへまで 置き っぱなし にして 

行った の は、 もうげん じた わけで はない。 火事に 顚倒 

して、 我 を 忘れた 狼狽の 沙汰で はない。 荷物 を 持ち出 

す 時の 目測で は、 もうこの 辺まで 持ち出せば 大丈夫、 


と 安んじて いた ものが、 いつしか、 火勢に 先んぜられ 

て 混乱の 渦に 没して しまう ことが 多い。 そんな 途方 も 

ない ところまで 運ばなくて もと、 物笑いに なるほどの 

心配が かえ つ て 賢明に、 安全 を 贏ち 得る と いう こと は 

よく 経験す ると ころです  お雪ち やん は 歩む ともな 

く、 その 置き っぱなしに された 白い、 長い 箱の 傍に 寄つ 

て 見る と、 果して 長 持で はない。 

「おや —— 」 

前の は 単なる 驚異でした けれども、 今度の は、 恐怖 

を 伴う 叫びでした。 

ひつぎ 

何です、 これ は、 縁起の 悪い、 棺 ではありません か、 


寝棺ではありません か。 おおい や だ、 寝棺が 捨てられ 

て ある。 

お雪ち やん は それ を 見まい として 走りました。 

あれ だけの 寝棺で は、 かなり 立派な お 家の 葬式で あ 

ろう けれど、 入棺 間際に 火事が 起って 真 先に あれ を 担 

いで 避難 はした が、 死んだ 人よりも、 生きて いる 人の 

難儀の 方が 大事で ある 場合、 ぜひな く棺は あの ままに 

して、 また 火事場へ 取って かえして しまったの だ。 

それにしても、 この 際、 棺を ここまで 持って来て 避 

難させる までの 熱心が あるならば、 誰か 一 人ぐ らい は、 

ここに 番をして あげたら よかり そうな もの、 よくよく 


の 場合と はいえ、 捨てられた 仏が かわい そうじゃない 

か、 ひとりで こんなと ころへ おつ ぼリ 出されて、 もし 

狼 か、 山犬に でも 荒される ような ことがあったならば、 

いっそ、 火事場へ 置いて 焼いて しまって あげた 方が 

くどく 

功徳 じ やない かしら。 

お雪ち やん はこん な こと を 考えながら、 眼 をつ ぶ つ 

て 屋形船の 近くまで 走って 来て しまいました。 

三十 

この 屋形船の 中で、 竜 之 助と お雪ち やん は 一 夜 を 明 


かした のです。 

夜が 明ける と、 お雪ち やん は 竜 之 助に 断 わって、 再 

び 火事場 へ 出て 行き ま し た 。 

昨晚 は、 近寄れな か つ たが、 今朝 は、 もう 火 も 鎮ま つ 

て みれば、 行けない こと はない。 第一 に久 助さん の 

ゆくえ 

行方 —— それから 自分た ちの 荷物の 安否、 それから 宿 

屋の 主人に 向って 善後策の 交渉 —— そんな こと を、 い 

ちいち これから 切 盛り をし なくて はならない と、 雄々 

しく も 心 を 決めて、 寝巻 一 着 を 恥 かしい とも 思わず I 

I 恥 かしい と 思っても、 この 際、 どうす る こと もで き 

ない のです から、 そのままで、 焼 跡の 方へ 出かけて 行つ 


てし まいました。 

船の 中に、 ひとり 残された 竜 之 助 は、 肱 を 枕に 横に 

なると、 天地の 狭い こと を 感じません。 

このごろ では、 よい ことに、 夢で はなく 眼 をつ ぶつ 

て、 息 を 調えて 沈黙して いる 間に、 さまざま のうつつ 

の 物 を 見る ことです。 曾て 見た ことの ある 山水 や、 人 

物が、 うつつと なって、 沈思 閉 眼の 境に 現われて 来て、 

甘美なる 幻像に 喜ばさる るの 癖が つきました。 

これ は、 そうする つもりが なく、 白骨の 閑居のう ち 

に、 おのずから 養われた 佳 癖と いう ことができ ましよ 

う。 それ は 曾て 自分が 実見した ことの ある 山水の みな 


らず、 人が さまざまに 語り 聞かす 物語 を、 自分が 閉眼 

して、 いちいち 絵に 描いて みる ことができる ように 

なった もので、 白馬 ケ岳 や、 槍ケ岳 や、 加賀の 白山 や、 

越 中の 立山が、 みんな 実物 以外の 想像と なって、 竜 之 

助の 眼底に ありあり とうつつ てく るので す。 そうして 

ま たお 雪ち や ん の 話しぶ りと いう ものが、 その 想像 を 

助ける のに 最も ふさわし いもので ありました。 

ふゆ ごも 

白骨の 炉辺 閑話で も、 そこに 集まる 冬籠りの 人た ち 

ふうさ い 

の 風采 を、 お雪 ちゃんの 話に よって、 いちいち 想像に 

描いて みて は、 それらの 人と 共に 語る ような 思い もす 

るので す。 時として、 ィャ なおば さんだ の、 仏 頂寺弥 


助の 一行 だのと いったよう なのが、 苦々 しい 幻像 を 現 

わす こと も あるが、 概して、 自ら 描いて 見る 風景と、 

人物と は、 特殊な 甘美な ものが あって、 自己 陶酔に は 

充分な のです。 

その 幻像から 来る 自己 陶酔 を 楽しむ ことができ るよ 

うにな つた 竜 之 助 は、 性格 的に どれほど 恵まれ たかは 

知れない が、 時間 的に は、 たしかに、 退屈と いう こと 

を 忘る るの 術 を 授けられ たような ものです。 

平 湯から、 こちらで は、 その 機会の 少なかった の は、 

沈静から 流動へ と 移った 旅程の あわただし さでしょう。 

昨夜の 火事の 前な ども、 うつらう つらと その 夢幻の 境 


に 引き入れられよ うとして、 引き戻され たので は ある 

まレカ 

今 は、 しばらく その 時が 与えられた。 空想の 幻像に 

よって、 窮 居の 無聊 を 救う の 術 を 覚えた ことの 応用 は、 

この辺 だと 心得た もので もないで しょうが、 肱に 枕 を 

すると、 眼 を 眼中に 向けて、 想い を 雲煙の 境に 飛ばし 

ました。 しかし、 幻想と いえ ども、 境遇と 離れて は 成 

り 立たない ものと 見えて、 竜 之 助の 夢うつつ は、 昨夜 

来の 出来事と、 そうして 自分に かしずい ている お雪 

おもかげ 

ちゃんの 面影の 外に は、 出で る ことができません でし 

た。 


あれから、 夜の 白む までの 半夜 を、 この 狭い ところ 

に 明かし 合って、 眼が さめた 時の、 お雪 ちゃんの 言葉 

力 

「先生、 お 寒く は ございませんで した？」 

と、 こういう のです。 

寒くない かと、 見舞 を 言った お雪ち やん その 人が、 

ふる 

かえって 寒さに 顫えて いる 面影 を、 竜 之 助 はあり ぁリ 

と 見ました。 

寝巻 一着の ほかに、 なんにも 無くて、 自分 を 顧みる 

よりも 先に、 人の 安否の ために 奔走した お雪 ちゃんの 

最も 好意 ある 狼狽 を、 竜 之 助と いえ ども 充分 見て取つ 


て いるので しょう。 

自分 は あの 際に も、 できるだけの 身 ごしら え はして 

来て いるから、 寒く はない。 寒い といっても 知れた も 

の だが、 お雪ち やん は、 あれから 間もなく 夜明けで は 

あった ものの、 その 間、 寝入った ような ふリ をして い 

たが、 まんじり ともしなかった こと を、 竜 之 助 は 知つ 

て いなければ ならぬ はず。 

三十 一 

竜 之 助 も、 あの 子に だけ は、 どう 考えても 悪意 を 持 


つ 気に はなれない らしい。 

お雪 ちゃんと いう 子 を、 竜 之 助 は、 どんなよ うに 想 

像して いるか。 女と いう ものに ついては、 ぉ豊 である 

限りの ほかの 女 は、 竜 之 助の 肉眼での 女と いう もの は 

無い のです。 

どのみ ち、 女と いう ものの 運命 も、 他の 生物の 運命 

と 同じ ことに 殺して しまう か、 殺されて しまう のが 落 

ち だ。 

竜 之 助 は、 お雪ち やん を 可愛 ゆいと 思わない こと は 

ない。 可愛 ゆい子 だと、 身に 沁みる 時に、 また 一方に 

極めて 冷たい ものが あって、 こいつ もまた、 今まで、 


経 来った あらゆる 女と 同じ 運命の 目 を 見せて やる 時が 

来る のかな  と あざ笑う こと も ある。 

いつのまにか、 自分が 愛すれば 愛する ほど、 自分が 

愛せられれば 愛せられる ほど、 そのものの 運命の ほど 

を、 じっと 最後まで 見詰めて やりた くなる 癖が ある。 

生かす こと、 殺す ことのほかに は、 竜 之 助の 天地 は 

無い の だ。 

たとえば、 現在 はどうあろう とも、 運命が この 二つ 

に過ぎない こと は、 見え 過ぎる ほど 見えて いる。 愛着 

がしば しの 戯れと 思われて、 彼 は 何人の 捧 ぐる 好意に 

も、 感謝と いう もの を 持つ ことができない。 


それでも、 お雪ち やん その 人に は、 感謝 はでき ない 

ながら、 悪意 を 持つ ことまで はでき ないで、 そうして 

おのずから その 残虐なる 遊戯 性が、 この 子の 前で は、 

きざ 

萌して 来ない こと を 不思議と 言える でしよう。 

いかなる 女 を も、 最後 は、 必ず 自分が 手に かけて 殺 

してし まう  ^  J ういう 自覚せ ざるの 自信に 充 ちて い 

る 竜 之 助 も、 まだお 雪ち やん を 殺そうと はして いない 

らしい。 結局 は そこへ 行かねば ならない こと を 怖れて 

いるの は、 弁 信 法師 ひとりで、 お雪ち やん 自身 も、 一 

向 それに 気の ついている 様子 はない。 

弁 B に対して は、 竜 之 助 は、 ほとんど 無関心で いる 


ことので きる、 これ も 一 つの 不思議な 存在で ありまし 

た。 

神 尾 主 膳 は、 弁 信の 存在 を、 この 世の なにものより 

も 憎み、 嫌い、 憤り、 その 名 を 聞いて さえ も、 渾身の 

憎悪に 震え 上り、 ひとたび その 声 を 聞き、 その 姿 を 見 

た 時 は、 打ち殺し、 打ち ひしぎ、 裂き 砕いて、 この 世 

での 存在 はもと より、 想像 を さえ も搔き 消したがる ほ 

どの 関心 を 持って いるのに、 竜 之 助 は、 あのお しゃべ 

リ 坊主に 対して は、 水の 如き 執着 をし か 持って ぉリま 

せん。 

甲 州の 月見 寺で、 むらむらと 彼 を 斬りた くな り、 そ 


の 身代りに 卒塔婆 を 斬った 途端に、 その 執着が 水の 如 

く、 身内 を 流れ 去って 以来、 彼の 存在 を、 あまり 気に 

している と いう こと を 知りません。 

そのほか、 考えてみれば、 自分 は、 自分に 降り かかつ 

て 来る 者の ほかに は、 不思議に 執着 を 持たない 身で あ 

る こと を 感ぜずに はおられません。 むらむらと 自分の 

身に 湧き出す、 如何と もすべからざる 力に、 ふと 外物 

がひつ かかった 時が 最後 —— そのほかに は、 自分 は 憎 

むべ くして 憎むべき 人 を 知らない、 殺すべく して 殺す 

べき 人 を 知らない。 

こんな こと を、 うつらう つらと 考えて いる 時に、 外 


で 声が しました、 

「先生、 喜んで 下さい、 久 助さん がい ましたよ、 見つ 

かりまし たよ」 

さも 嬉しそうな 呼び声、 焼 跡へ 出かけて 行った お雪 

ちゃんが 帰って来 たのです。 

その、 たまらぬ ほど 嬉しそうな 声に よって 見る と、 

お雪ち やん は、 久助を 焼 跡で 見つけた のみならず、 こ 

こへ 伴って 来た ことの 有様が、 ありあり と 想像され ま 

途中で、 一 度 は、 どうしたら 久 助さん をまい てし ま 

える か 知ら —— と、 ひそかに 苦心した お雪ち やん 自身 


が、 今 は 死んだ 子が 生き返り でもした ように、 喜んで 

わ 力ま ま 

帰って来た 心 もち、 我儘と いえば この 上 もない 我儘、 

自分勝手の 行き 止り、 お雪ち やん 自身で も それ を 考え 

て みれば おかしく はない か。 

船の 外に は、 お雪 ちゃんが 先に 立って、 久 助さん が 

何 か 荷物 を 一 背負い 背負い 込んで 立って いるのに 違い 

ありません。 

三十 二 

一 一人が 火事場の 模様 を 話して 聞かせる ところに よる 


と、 延焼 区域 は 一 の 町、 二の町、 三の 町、 目ぬ きのと 

ころ をす つか リ。 後ろ は 錦 山、 前 は 橋 を 焼いて 向う 岸 

まで も 嘗めた ところが ある、 近頃での 大火であった こ 

と。 御 同様、 焼け出されの 者が 多い こと。 その 焼け 出 

されに 不思議と 着の み 着の ままが 多い こと。 でも 町内 

と 代官の 手 廻りが よくて、 いち 早く 炊出し も あるし、 

リ さいみん 

罹災民の 救助 方 も かな リ行 届いて いるとの こと。 

久 助さん も、 最初お 雪 ちゃんの 警告 を 聞いて、 飛び 

起きた が、 飛び起きた 時 は、 もう 火が 迫って いたので、 

御多分に 洩れず、 着の み 着の ままで 飛び出し たが、 今 

朝に なって、 古着 や 炊出しの 恩恵に あずかり、 こうし 


て 背中に 一荷 物し よい 込み、 なお 炊出しの 握飯 を 竹の 

皮 包に して、 ここへ 持ち込んで 来た ものです。 

そうして、 二人で 宿の 主人に かけ 合って みたが、 宿 

でも ほとんど 家財 を 持ち出さなかった くらいで、 お 客 

わびごと 

様の 方に 手が 及ばなかった こと を、 繰返し 詫 言 を 言わ 

れて みると、 結局、 身 一 つ だけが 持ち出され たという 

ことに、 あきらめ をつ ける より ほかはありません。 

しかし、 代 宿と して は、 今の 宿が 責任 を 以て 心配し 

て くれ、 相応 院 というお 寺 を 借りて、 そこに 泊って い 

ただく ことに 交渉が ついてい ますから、 あれへ お越し 

下さい ませ、 万事 は、 のちほどの 御 相談と いう ことで、 


一 応の 解決 はっけて 来たので した。 

そういう わけで、 もう ー晚、 この 屋形船の 中で 辛抱 

し、 明日に なれば、 お 寺へ 引 移ろうと いう 相談に なつ 

て、 それから、 お雪 ちゃんと 久 助さん とが 申し合わせ 

て、 さしあたっての 急場の 凌ぎです。 そのために 久助 

は 出て 行きました。 お雪ち やん は、 久 助の 持って来た 

炊出しの 握飯 を 竜 之 助に もす すめ、 自分 も 食べて みて、 

はじめて お腹の すいてい たという こと を さとる 始末で 

それでも、 お雪 ちゃんに しても、 久 助さん にしても、 

すく  ま い 

お救い 米 を 貰いに 行く 気に はなれな いのです。 こんな 


非常の 際と はいえ、 なんだか きまりが 悪くて、 風呂敷 

や、 袋 を さげて、 焼 跡へ お救い 来 を もらいに 行く 気に 

はなれな いが、 さりと て、 着の み 着の ままで、 焼け 出 

されの 旅の 身、 親類が 一 人 あると いう わけで はなし、 

明日からの 当座の 宿所 はお 寺と きまっても、 それから 

後が また 心配です —— 故郷まで は 長い 道のり、 たより 

をす る こと も、 金 を 取 寄せる こと も、 この場合、 間に 

合う はずが ありません。 

よし、 忍んで、 お救い 来に ありついた として からが、 

それが 幾日 つづこう。 

路用 や、 貯えの 一切 を 焼いて しまった 上に、 せめて、 


頭の 飾りと かなんと かひと くさで も 残って いれば、 多 

少 とも 急場 を 救う の 金目に ならない とも 限らない が、 

それすら 無い のです から、 一 時 はこうして 人の 好意に 

つながって いても、 不安が 目の前につ いている。 

どうしても、 何とか 当座の 凌ぎ をつ けて おいて、 久 

助さん を 国 へ 立た せなければ ならぬ。 

久 助さん を 国へ やる か、 この 地で 飛脚 を 頼む かする 

より ほか はない が、 飛脚で は 安心の なり 難い こと も あ 

る。 ぜひ、 どうしても 久 助さん に 行って もらわねば… 

…先日 は、 かりそめに 邪魔に した 久助 を、 今 は、 一 に 

も 二に も恃む 心に なった の も 勝手な もの だが、 その 恃 


みきった 久 助さん とても、 仮り に 最大 速度で 走って く 

れた ところで、 往復に 二十日 はか かるでしょう。 

その 一 一十 日の 間 —— 一 一十 日た つ て 帰る ものなら い い 

が、 今の 時節、 途中で、 もしもの ことで も あったら ど 

うしましょう。 

この 際に、 お雪 ちゃんが、 「遠くの 親類より 近くの 他 

ことわざ  し 

人」 という 諺 を しみじみと 思い、 身に 沁みました。 

親類で も、 実家で も、 遠くに あって はなん にもなら 

ない。 これ は、 いっそ、 近くの 他人 …… 他人へ すがる 

より ほか は あるまい けれど、 こんなと ころで、 すがる 

べき 他人 を 見出す ことが むずかしい。 どうした もの だ 


ろう —— お雪ち やん は 思案の 揚句、 ふと 胸に 浮んだ の 

が、 白骨 温泉に 滞在して いる 人た ち、 わけて 北 原さん 

のこと です。 

三十 三 

白骨 を 出る 時 は、 こっそりと、 だしぬけに 出て 来て 

しま つ ている から、 皆さん も 気を悪くし ていら つ しゃ 

るだろう が、 それに は、 そうしなければ ならぬ わけが 

ある。 でも、 なにも 皆さんの ために、 あと を 濁して 来 

たという わけで はない から、 申し わけ をし さえ すれば 


話 はわ か つ て もらえる。 

あの 冬籠りの 人た ち は、 いずれも 一 風 変った 人た ち 

ではあった けれども、 なかで も 北 原さん がいちばん 気 

軽で、 わたしと は 気が合つ ていた。 口 は 悪い けれども、 

全く 親切気の あった 人。 

あの 北 原さん に 便り をして みょう かしら …… 近くの 

他人と いえば、 あの人より ほか はない。 

甲 州まで は大 へんな 道のり、 白骨 はほんの 十 里 内外 

—— 久 助さん に、 面 を かぶって ひとつ 白骨へ 行っても 

らおう、 そうして 北 原さん に 事情 を 打明ければ、 この 

しの 

急場 を 凌ぐ に 最もよ い 知恵 を 貸し て 下さ るに 相違な い 


 そうだ、 では 北 原さん に 手紙 を 書きましょう。 

お雪ち やん は、 こんな 気持に なって、 明日、 お 寺へ 

落着いたなら、 真 先に 北 原さん へ 手紙 を 書こうと 決心 

し、 それから、 

「先生、 こんな ことなら、 あなた を 白骨に お置き 申し 

た 方が ようご ざんした ねえ」 

と、 所在な さそうな、 転寝の 竜 之 助 を 見て、 なぐさめ 

の 言葉 を かけました。 

「こんな 世話 場 も、 面白い もの だ」 

「ほんとうに、 思いがけない 世話 場 を 出して しまい ま 

した、 これ も、 あの ィャ なおば さんの 祟り かも 知れ ま 


せん」 

とお 雪 ちゃんが、 なにげなく 返事 をして、 かえって 自 

分が 変な 気になりました。 

世話 場 は 世話 場で いいが、 なにも ィャ なおば さんの 

名前なん ぞを、 ここに 引合いに 出す 由 はない のに、 口 

をヒ らして、 自分で ィャな 思い をし、 人に ィャな 思い 

をさせる こと を 侮んで みました。 

こんぱく 

「そうか も 知れない ね、 あのおば さんの 魂魄が、 つい 

て 廻って いるの かも 知れない」 

「もう、 よしましょう、 あんな ィャ なおば さんの こと」 

「どうした もの か、 昨晚、 わたし は あのおば さんの 夢 


を 見た」 

「もう、 よしましょう」 

「いまさら、 そんな 薄情な こと を 言わなくて もい い 

じ やない か。 白骨に いた 時 は、 お前 も あんなに なつい 

たくせに、 ここ は あのおば さんの 故郷と いう こと だ、 

せめて、 ここへ 来たから は、 あのおば さんの 魂魄 をと 

むら つ て やる 気に おなりなさい」 

「でも、 わたし、 なんだか 頭が 変で、 どうしても そん 

な 気になれません、 あのおば さんの こと、 思い出して 

も 気が 変にな りそうです、 忘れて いればよ かった のに」 

、-ん ねし 

「それが 忘れられない というの も 因縁で、 どうも 白骨 


から、 あのおば さんの 魂魄が、 あとに なり 先にな つて、 

我々 について くるよう な 気がして ならん。 昨晚 も… 

〜」 

「もう、 よして 下さい、 先生、 わたし もほんと うは、 

そんな 気がして ならない ことがあ るんで すけれ ども、 

誰に も 言わないで いるんで す」 

「はは あ、 それ を 言って ごらんなさい」 

「いやです、 ほんとうに いやな 先生、 今まで 火事で 忘 

れ ていたのに」 

「それ を 思い出す ようにし たの は」 

「やっぱり、 わたしが 言 い 出さなければ よかった のに」 


「それが、 つまり、 ィャ なおば さんの 祟りと いう やつ 

かも 知れぬ。 実はな、 昨晩 も …… 」 

「もう 御免下さい、 あなたから 昨晚 …… とおつ しゃら 

れ ると、 水 を かけられ たように ゾッ として、 その あと 

から 幽霊が 出そう でな りません、 そうでなくても、 わ 

たし は あのおば さんに ついて、 誰に も 話せない こと を 

見て いるので すから」 

「誰に も 話せない というて、 話さないで いるから いけ 

ない。 言って ごらんなさい、 ィャな 思いが 晴れる かも 

知れない。 実は 昨晚、 寝て いると、 あのおば さんが 向 

うの 川原から 来て、 この 船 を ゆすぶって 行った よ」 


「え！」 

お雪 ちゃんが 面の 色 を 変えた 時に、 久 助さん が 帰つ 

て 来ました。 

三十 四 

久 助さん が、 なお 何かと 手土産よ うの もの を ブラ 下 

げて 帰って来ての 話に、 こんな ことがありました、 

「お雪ち やん、 わたし は 今日、 お救い 小屋で、 妙な 人 

に 出会い ましたよ」 

妙な 人 だの、 変な 人 だの、 ィャ なおば さんだ の、 だ 


しぬ けに 引き出される 名前が、 お雪 ちゃんの 胸に いい 

印象 を 与えませんでした。 

「誰に？」 

「あのね、 そら、 いつぞや、 上野 原へ、 若衆のお さむ 

らいさんが 来たでしょう。 お雪 ちゃんが 井戸で 水 を 汲 

んで いなさる ところへ、 疲れて 来て、 水 を 一 ぱい 下さ 

いと 言った のが 縁で、 それから、 あなたが お宅へ 泊め 

てお やりな さる ことになると、 ホラ その 晚、 あの 強盗 

で ございましよう、 方丈 様 も、 お前 様 も、 残らず 強盗 

に 縛られて おしまい なすった の を、 ちょうど、 泊り 合 

わせな すった あの 若い おさむら いさんが、 すっかり 退 


治 をして 下さった あの 晚 のこと、 そうして その 強盗 を 

追い散らし、 皆さん を 無事に 助けて 下さった けれど、 

あの 泥棒 共が、 翌日 火の見櫓の 下で、 狼に 食い殺され 

ていました つけ …… ほら、 あの 時の、 あの 若い おさむ 

らいさんに 違いない と 思いました。 あの方に お 目に か 

かリ ましたよ」 

「まあ、 それ はほんと うに 珍しい、 またよ い 人に お 目 

さ き さ ま 

にか かりました。 先方 様 は 何と おっしゃ いました」 

「それが ね、 たしかに あの方と は 思います けれども、 

もしゃと 思って、 何とも 申し上げないで 帰って来 まし 

た」 


ご あいさつ 

「それ は、 惜しい こと をし ました、 何とか 御 挨拶 を 申 

し 上げて みれば よかった のに」 

「御 挨拶なら、 いつでも できる と 思い ましてね、 実は 

そのお さむらい さんが、 お 代官 所の 役人 様た ちと 一緒 

に、 お救い 来 やら、 救助 方 やら に 骨 を 折って いらっしゃ 

るので、 ずいぶんお 忙 がしい ようで したから、 ほんと 

うに 御 親切に、 わたし を 見かけて、 あちらで はお 気が 

つきません のです が、 ただの 焼 出され 人 だと 思って、 

ひもの 

お 来 を 下さる、 着物 を 下さる、 この 乾物 も 持って行け 

と、 こんなに 恵んで 下さいました。 あんまりお 忙 がし 

いようで したから、 ツイ その 事 も 申し上げません でし 


たが、 な あに、 ああして お 代官 所に いらっしゃ るの だ 

から、 いつでも 御 挨拶 はでき ますが、 それ は 私が 申し 

上げる より、 お雪さん が 行って お話しに なると、 いち 

ばん わかりが いいと 思いました」 

「ほんとうに それ は 珍しい。 もし あの 時の 旅のお さむ 

らいさん でしたら、 よい ところでお 目に かかった もの 

明日に も わたしが お訪ね 申して みましょう」 

「そうなさい まし」 

お雪ち やん は、 あの 夜の こと を 思い出しました。 果 

して、 それが あの 時の さむらい、 宇津木 兵馬 様で ある 

サ ねん 

やらない やら は 懸念の こと だけれ ども、 今日の 場合で 


は、 他人の空似で あっても、 心強い 感じが する。 

明日 は 北 原さん へ 手紙 を 書く ことのほかに、 もう 一 

つ 用事が 出来た。 それ は、 そのお 方 をお たずねし てみ 

る こと だ。 本当に あの 若い おさむら いさんな らば、 北 

原さん よりも いっそ 手近で、 打明けて 相談ので きる 人、 

ほんと に 他人で ない 気持が する —— 今の 先、 いやな お 

ばさん の 記憶で 悪く した 気 を、 この 久 助の 報告で、 お 

雪 ちゃんが すっかり 取 返しました。 

こんなよ うな、 あわただしい 混乱のう ちに、 夜に な つ 

たから、 この ー晚 を、 また 屋形船の 中で 明かす ことに 

なりました。 


昨晚 は、 火事 をよ そに して、 いくら も 残らない 夜 明 

け を、 あんなに して 明かして しまったが、 今晩はもう 

一人、 久 助さん という ものが 来て いて、 狭い 船の 中が 

にぎ 

賑やかです。 

それでも、 昨晩からの 疲れが 烈しい ものです から、 

お雪ち やん は、 薄着の こと も 気にならず、 たあいな く 

眠りに 落ちて しまいました。 久 助さん もまた 同様で、 

二人と は 少し 離れた ところに ゴロ リと 横になる と、 や 

いびき 

はリ 疲れが させる 鼾 の 声。 

ひとり、 竜 之 助 だけが 眠れない ものです から、 そろ 

そろと 起き 上りました。 


三十 五 

立ち上った 時には、 竜 之 助 は、 昔、 甲府 城下の 夜の 

時した ように、 その後 は、 本 所の 弥勒 寺 長屋に いた 時 

かお  ずきん 

分の 夜な夜な のように、 面 を 頭巾に 包んで いました。 

ただ、 今宵 は、 自分の 今まで はおって いた 羽織 だけ 

を 脱いで、 それ を どうす るかと 見る と、 寝息 をた より 

に、 お雪 ちゃんの 体の 上へ、 ふわりと のせて 置いて、 

それで 自分 は 煙の ように この 船の 中 を 外へ 出て しまい 

ました。 


その 足 どり、 ものごし、 手に入つ たような もので、 

人間 そのものが ここ を 脱け 出した と は 思われません。 

煙が 一 むら、 すうつ と、 窓 を 抜けた ような あんばいに、 

いつしか、 竜 之 助 は 屋形船の 外の 人と なって いました。 

外へ 出る と、 天地 は、 飛驛の 高山の 宮 川の 川原の 中 

です。 

川原の 中 を、 すつ くす つくと 歩み 行く 竜 之 助、 久し 

ぶ リで壺 中の 天地 を 出て、 今宵 はじめて 天と地の やや 

広き ところへ ぬけ 出した から、 この辺から 雲 を 呼んで 

昇天 するとい うつ もりで もないで しょうが、 ほんとう 

に 久しい こと、 自由な 天地 を 歩きませんでした。 


昔 は、 こうして、 夜な夜な、 外 を 歩いて、 血 を 吸わ 

ない と 生きて いられない 気持で したが、 白骨の 湯 壷が、 

しばらくの 間、 この 毒 竜 を 封じ込ん でいた もので しょ 

う。 それが 飛驊の 高山へ 来て、 今晚 という 今晚、 その 

封が 切れた ようです。 

かんぬ き 

黒い 頭巾と、 白い 着物と、 二 本の 刀が 閂 にさされ 

たのが、 すつ くす つくと 川原 を 歩んで 行き、 そうして 

じ やか ご  さわ 

水溜りと か、 蛇 籠と かいうよ うな ものの 障りへ 来る と、 

ちょっと 足 を 踏み 止めて 思案の 体に 見える が、 まもな 

ひらめ 

く、 五体が 魚鱗の ように 閃 いたかと 見る と、 いつの ま 

にか、 その 障碍 を 越えて、 あなた を、 すつ くす つくと 


歩んで いる。 

およそ 物体が 動き 出した という こと は、 生きて いる 

ことの 表現であって、 同時に 生きよう とする 努力で あ 

ると 見れば よろしい。 

生きよう とする 努力 はすな わち、 飢渴 という ものに 

余儀なく されて いると 見れば よろしい。 人間に あって 

もそう です、 人間が 動き 出した 時 はたいて い、 飢えた 

時、 そうでなければ ど こぞに 空虚 を 感じた 時の ほか は 

ない と 見ても よろしい。 

そこで、 満足した 人 はたいて い 沈黙す る、 充実した 

こんせき 

ところに は 痕跡と いう ものが 無い の を 例と する。 


人が 動いて いる 時と、 騒いで いる 時 は、 人間が その 

最も 弱点 を 暴露した 時なん だが、 人間 はかえ つて、 充 

実と 沈黙 を 怖れな いで、 活動と 躁狂、 宣伝と カモフ ラ— 

どうか つ 

ジュ とに 恫喝され る。 笑止！ 

お化け だってそう である、 出て 来た 時 はすで に、 人 

間に 未練と いう 弱味が あって 来る の だから。 ベ ルゼブ 

ル だって そうです、 人間に とりつくの は、 自分の 腹が 

すいてい るから なので ある。 若い 男 は 若い 女の 情けに 

飢えて いるから 夜遊び をす る、 若い 女 はまた それ を 待 

構えて、 その 飢えに 食 ませたり 食んだり する  つい 

でに 言って おくが、 恋と いう ものに かぎって、 食えば 


食う ほど 飢え を 感ずる もので、 恋の 飽食と いう こと は、 

しっぽ 

結局、 尻尾 だけ を 残して 食い合う 猫の ような ものです。 

人 は パンの みに て 生く る もので はない、 恋 も 食い物で 

ある、 愛 も 食い物で ある、 ィ カサマ も 食い物で あり、 

ぺ テン も 食い物で ある。 動物の 中には、 夢 を さえ 食い 

物にして 生きて いるものが あると いうで はない か。 

今、 東経 百 三十 七 度 十六 分、 北緯 三十 六 度 九分のと 

おとなし 

ころ、 海抜 五 百 六十 三メ ー トル 八 八の あた リを音 無の 

怪物が 動き 出した という こと も、 つまり は 飢渴を 感じ 

出した からです。 飢渴 といわなければ、 空虚と いって 

もよ ろしい。 


つまり、 その 食物 を 求めん がた め、 食物で 悪ければ 

じゅうてんぶ つ 

充塡物 を、 さがし 求めん がた めに、 ふらふらと 歩き 出 

したの だが、 ここ は 果して 甲府の 城下で はない、 また 

大 江戸の 市中で はない、 城 気の 疾うに 失せて いた 飛驛 

の 高山の ことで はあり、 この 高山 も、 目ぬ きの 大半 を 

しゅく ゆうし  えじき 

祝融 氏の 餌食に 与えて いるの だから、 この 怪物に 余さ 

えもの 

れた 獲物と いう もの は、 どんな もの か 知ら？ 

三十 六 

有る、 有る。 


かや  たけに ぐ さ 

尾花 だの、 萱 だのの 中に、 竹 煮 草と か、 ごまめ 菊と 

かいった ような 雑草が すがれて いる。 一 口に 言えば 

ろ^' ぽぅそ う  らいかい 

蘆 葦 茅 草の 中の 川原の 石の 磊嵬 たると ころに、 置き 捨 

てられた まだ 新しい 白木の 長い 箱が 一 つ ある。 

これ は 昨晚、 お雪ち やん を おびやかした 白木の 寝棺 

です。 あの 娘 は 一目 見た きりで、 おびえて 逃げた けれ 

ども、 この 怪物に とって は、 これ もまた 餌食に はなる 

らしい。 惜しい ことに この 幽霊 は、 足 許 は 確か だが、 

き  こうかぶつ  け ど 

眼が 利かない から、 眼前に 横たわる 好下物 を、 気取つ 

たこと は 気取った が、 そのものの 質 を 知る こと はでき 

ない のです。 


白木の 寝棺 を 距 る こと、 ほぼ 一 間のと ころで、 立ち 

どまって、 うかがって いるの は、 その 寝息 を 見る もの 

のよう です。 

宫本無 三 四 は、 佐々 木 巌柳を 打ち倒しても、 まだ そ 

の 生死の ほど を 見極める まで は、 近寄る こと をし な 

かった。 それ は 無 三 四に 限った ことで はない、 ヮナを 

はず  こうじ 

上手に 外す 動物 は、 どんな 好餌が あっても、 そう ガッ 

ガッ と、 いちずに は 近寄る こと をし ない ものです。 

ここに、 俄然、 一 つの 食べ物 を 感得した からと いつ 

むさぼ 

て、 一概に 貪り かかる こと を しないの は、 武術の 達人 

の 残心のう ちの 一 つと 称すべく、 知恵 ある 動物の 陥穽 


を 避ける 心がけと 言っても よい。 それ それ、 果して、 

この 寝棺の 一 端が 動き 出した ではない か。 

寝棺が 動き 出す という ことが、 もう 只事で はない。 

こっちが その 心で、 じっと 気合 を 伏せて 見 まもって 

いた もの だから、 先方 も、 もう 我慢が しきれ なくなつ 

て、 化けの皮 を 現わして しまったの だ。 

死人 を 入れる ことにの み 専用す る ものと 見せた 寝棺 

が、 生きて 動き 出した。 こういう ことがあ るから、 人 

を 殺せば、 血 を 見なければ ならない というの だ。 敵に 

斬られる ことよりも、 斬って 止め を剌す こと を 忘れた 

武士の 方が、 うろたえ 者と 言われる。 


果然！ 寝棺の 一 端が 動き 出して、 死人が 物 を 言い 

ました、 

「御免下さい やす、 つい、 ほんの 出来心で おまして な、 

悪い 気で やつたん じ や ございま せんの や、 寒い もんで 

おます で、 女房 や 子の やつが 寒がって おます やで な」 

死人が こうい つ て 物 を 言い出した のみならず、 ぺ タ 

リと、 石 川原の 上へ、 へばりついて しまって、 大地に 

両手 をつ いて、 額 を その 間に 埋めて、 ベル ゼ ブルに お 

わび をす るので す。 いやま だ どっちが ベ ルゼ ブル だか 

わからない。 

竜 之 助 は、 そのお 詫びの 言葉 を 充分に 聞き分け てし 


まいました。 

「何 をして いるの だ」 

「どうも、 悪い 気で 致した の やお ま へん、 焼け出され 

でお ましてな、 女房 子が 寒がる もん やで …… つい」 

「つい、 そこで 何 をして いたの だ」 

「はい …… これ を 一枚 だけ、 ちょっと、 ほんの 一晩の 

うち、 お借り 申したい こと やと 存じ ましてな」 

訊問す る 者 も、 訊問され る 者 も、 わからない。 

「では、 御免 下され ましてな …… 」 

あとず さ 

ぺタ ベタと 砕けて しまった 腰 を 立てながら、 後退つ 

て 逃げて しまった 男の 形が 眼に 見る ようです。 それ を 


逃がして 追わず、 その あとで 竜 之 助が、 歩みよ つて そ 

こに 感得した 何物 かの 物体 を 撫で 廻して みると、 それ 

は 動かない 長い 箱でした。 つまり、 撫でて みて はじめ 

て 長い 箱の 存在 を 知った ので、 最初、 立ち 止った の は、 

ここに 白木の 長い 箱が 存在す る こと を 怪しんで、 そう 

して、 不審と ながめて いる 間に、 死人が 動き 出した と 

いう 順序ではなかった のです。 

撫でて みて、 はじめて、 かなりに 長い 箱 だと 感触し 

たが、 それが 白木であって、 手 ざ わりから すれば、 当 

然 寝棺と 気の つくまでに、 竜 之 助の 手先に 触れた の は、 

ひと かさ 

その 寝棺の 上に ふわりと 打ち かけて あった、 一重ねの 


衣類でした。 

竜 之 助 は、 その 長い 箱が 白木で あるか、 塗物で ある 

か、 寝棺で あつたか、 長 持で あつたか、 まだ わからな 

い。 その上に のせられた 一重ねの 着物の みが 手に さわ 

ると、 

「はは あ、 これ を 盗みに 来たの だな、 今の 奴 は、 これ 

を 盗もうと して こっちの 姿に 驚かされ たの だ」 

とわ かりました。 

三十 七 


しかし、 この 長方形の 存在 物が、 人間と いう ものの 

最後の ぬけ 殻 を 入れた 器物の 一 つであった こと を覚っ 

たの は、 長い 後の ことではありませんでした。 

それ を まだ 地中に も 葬らず、 火中に も 置かず、 川原 

ほう 

の 真中へ 抛り 出して あるの だ。 生きて いないと いう ま 

での ことで、 まだ 煮ても、 焼いても ない のです から、 

よろしかったら このまま 召 上つ てくだ さい、 と 言わぬ 

ばかり。 

だが、 死肉 は 食えまい。 いかに 飢えたり とも、 天が 

そうが 

特に 爪牙 を 授けて、 生ける ものの 血肉 を 思いのままに 

裂けよ と 申し 含めて ある 動物に 向って、 棺 肉の 冷えた 


の を 食えよ というの は、 重大なる 侮辱で ある。 

カタ カタと 軽く ゆるがして みた だけで、 この 動物 は、 

ついに その 中の 餌食に 向って は、 指 を さしてみ る こと 

を も 侮辱と する ものの ようです。 だが、 カタ カタと 軽 

く ゆすって みた 瞬間に、 釘 目 を 合わせて おかなかった 

この 棺と 称する 人間の 死肉の 貯蔵所の 蓋が、 二 三寸 あ 

いてし まいました。 

二 三寸 あいたと ころから、 意地悪く、 その 髪の毛の 

ほ つれと、 冷え 固まった 面の 白色が、 ハミ 出して 見え 

お ま 

たようです。 朧 ろの ような 夜光で、 見よう によって は、 

棺の 内で 貯蔵され た 死 面が、 笑い かけた ようです。 


ところが、 せっかく、 死肉が 笑い出しても、 こちら 

あいきょう 

の 怪物 は、 それに 調子 を 合わせる だけの 愛嬌 を 持ち 

合わせて おりませんでした。 それの みならず、 その 笑 

いかけた の を、 浅ましが つてお つかぶ せて やる だけの 

慈悲心 も、 持ち合わせて いないよ うでした。 

ですから、 こうまでして、 死人が わざわざ 愛嬌 を 見 

せても、 この 怪物に 対して は、 全く 糠に 釘の ような も 

ので、 お化けが かえって テレ きってし まう のです。 

三分 五 厘 子 は 吾人に 教えて 言う、 

おやじ 

あると ころに、 一人の のら 息子が あって、 親爺 もも 


て あました が、 望み通りの 美しい 嫁さん を 貰って やつ 

ほうとう 

たら、 ばった リ 放蕩が やんで、 嫁さん ばっかり を 可愛 

がって いる。 嫁さん も 美しく も あり、 情愛 もあって、 

若夫婦 極めて 円満な の は 結構 至極 だが、 ただ 一 つ 解せ 

ない こと は、 この 花嫁さん が、 毎夜 毎夜、 夜更けに な 

ると、 婿さん の 寝息 をう かがって は、 そっと 抜け出し 

て、 いずれへ か 消え失せる、 その 様、 ちょうど、 三つ 

違いの 兄さんの 女房の する のと 同じような こと をす る _ 

嫉け てた まらない 婿さん が、 或る 夜、 その あと を 尾行 

して 行って 見る と、 寺の 墓地へ 行った。 あろう ことか 

にい ぼと け  あば 

その 花嫁 は 墓地へ 行って、 新 仏の 穴 を 発き、 その 中の 


棺の蓋 を 取り、 死人の 冷えた 肉と、 骨と を 取り出して、 

ボリ ボリ 食って いる、 あまりの ことに 仰天して 気絶し 

たお 婿さん を、 その 花嫁さん が 呼び 生かして 言う こと 

に ま.、 

「お前さん は、 死人の 肉 を 食った わたし を 怖い と 思い 

ます か。 わたしの 方で は、 生きた お父さんの 脛 を かじ 

る お前さんの 方が、 よっぽど 怖い」 

事実、 死んだ もの や、 化けた もの は、 そんなに 怖い 

はず はな ハ のです。 

今し、 棺の蓋 をせ つかく 細目に あけて、 そうして 死 


肉の 主が、 お 愛想に、 にっこりと 笑い かけた の だから、 

ほんとうに、 こちら も 調子 を 合わせて やれば いいのに 

…… 「おやおや、 おばさん かね、 久しぶりだった ねえ。 

あれから、 どうし たんだえ。 いったい、 お前 は 白骨の 

ななしぬ ま 

無名 沼の 中へ 沈められ ていた はず じ やない か。 そんな 

ら そうで、 無事にお となし く、 あの 沼に 沈着して いれ 

ばいい のに、 なんだ つて こんなと ころまで 出て 来て、 

因果と また あの 火にまで 焼かれ 損なった の だね。 水に 

も 嫌われ、 火に もィャ がられ、 ほんと に、 お前さんと 

いうおば さん も、 因果の 尽きないおば さんだ ねえ」 と 

でも 言って やれば、 せっかく 笑い かけた 棺の 中の 死肉 


の 主 も、 また 引 込みが ついた かも 知れない のに …… 

それに 対して、 こんな 無愛想で あるのに、 別の 因縁 

になって いる 棺の 上の 一重ねの 着物 だけに は、 どうや 

ら 執着が あるら しい のが 浅まし いで はない か。 

三十 八 

そうが 

こうして、 音 無の 怪物 は、 死肉に は 爪牙 を 触る る こ 

となく、 そのまま ずっと 進んで 行きました。 

進み 行く ところ は、 宫 川の 川原 を 縦に 上る のです か 

ら、 尽くる ところ はない はず だが、 行きと まると ころ 


ろい ぼうそう 

は ある。 例の 蘆 葦 茅 草の 合間 合間に、 水たまりが あり、 

蛇 籠が あり、 石ころが あって、 どうしても 進み 難いと 

ころが ある。 そこ は 強いて は 突破し ないで 廻り 道 をす 

る、 飛び越し 得る と 推 想され ると ころ は 飛び越して 行 

く、 相当に 進んで 行った が、 更に 別条はありません。 

川原の 中 だから 人通り はなく、 さいぜんの ような 人 

間の 死肉が 放り出されて いると いうよう な こと は、 極 

け う  じんず うがわ 

めて 稀 有の ことで、 この 宫 川が、 神 通 川と なって 海に 

注ぐ までの 間に も、 二度と 出くわすべき 性質の もので 

はありません。 

しかし、 小さいながら 川流れが 二 筋に 分れて、 どう 


しても それより は 進めない ところに 来ました。 

進めない わけで はない が、 進む に は 川越し をし なけ 

れ ばなら ぬ。 ただ、 この場合、 衣裳 を からげ て、 川 越 

し をして まで 前進すべき や 否やが 疑問な のです。 果し 

て、 その 必要が ないから 後戻り を はじめました。 

ろい ぽ^. ^そ- フ  o り 

蘆 葦 茅 草が 離々 とした 石 野原 —— 行 手 で バ サバサ と 

音が する。 

無事 単調 を 破る ものと しての 唯一 の 物音、 それ を 聞 

かんがた めに 立ち どまり ました。 

ここに、 ちょっと 注意し なければ ならぬ こと は、 今 

こわき 

まで 気がつかなかった が、 竜 之 助 は その 左の 小腋 に、 


物 を 抱え込んで いる ことです。 それ は ほかの もので は 

ない、 一着の 着物 を 長たら しく 小腋 にかい 込んで いる 

のです。 はは あ、 この 男 は、 あの 死肉の 上の 着物 を 取つ 

て 来たの だな。 察する に、 ただ、 無意識に、 ひょっと 

手が 触れた ままに 引 抱えた 手ず さみ だ、 笠と 杖と を 持 

たない 代りの あしらいに 過ぎまい。 

はげ 

面前で 起った バ サバサ という 音 は、 いよいよ 劇しく 

なって、 次いで、 キヤ ツキ ャッと 名状すべからざる 悲 

鳴が 起り、 竜 之 助の 脚下で 風雲が 捲き 起って いるに は 

いるが、 それ は 見えない 人の ために、 代って 少し 説明 

むじな 

すると、 貉 がヮナ にかかった だけの ものです。 


後ろ足の 一 つ を ヮナに 挟まれた 貉が、 必死の 悲鳴と、 

も だ 

全身の 努力 を 以て それ を 脱せん と 悶えて いると ころで 

す。 そうすると、 やや 暫くあって、 他の 一方の 蘆 葦 茅 

草の 中から、 むずむずと 出て 来た ものが ある。 それが 

同じく 貉の 一 つで、 前の 絡 は 一 足 を ヮナに はさまれて 

いる、 後の 絡 は、 どこも はさまれて はいない が、 見捨 

てられない 愛着に 繋がれて いるら しい。 多分 一方が 雌 

で、 一方が 雄な のだろう。 

人の 足音に よって、 いったん、 離れた が、 その 足音 

が 止んだら また 出て 来て、 はさまれな いのが、 はさま 

れ たの を 救済に とりかかって いるの だ。 しかし、 この 


いたず 

救済 は、 徒らにう ろうろ する だけで、 ヮナ にかかった 

一 方の 絡の 煩悶 を 救う こと も、 束縛 を 解放して やる こ 

ともで きない のです —— 二 つ 相 抱 いて 周章狼狽、 

てんてん はんそく 

輾転 反側して いる。 

やがて、 いっそう 恐ろしい 悲鳴と、 絶叫との 後に、 

とうとう 一方が 一方 を 解放して、 そうして 二 匹 相 つれ 

て 一 目 散に 逃げ出した ことです。 

さて は、 ヮナが 破れた。 仮リ にも 人間の 手 を 経て 作 

られ たヮナ は、 さる 小 動物の 蠢動に よって、 左様に 

たやす 

容易く 改廃 さるべき もので はない のに、 二つと も、 完 

全に 逃げ 了せ たの は、 見えない 眼前の 事実。 


だが、 完全に —— と 見た の はゥソ で、 ヮナの 一方に 

は、 一 つの 小 動物の 足 だけが 残って いる。 これによ つ 

て 見る と、 一方が 一方の 足 を 喰い 切って、 そうして 連 

れて 逃げた の だ。 

逃げて、 そうして、 一目散に 蘆 葦 茅 草 を 飛び 切って、 

水辺の 大樹の 上に 身 を かくして しまった！ 

動物学者 は、 絡と 狸と は 同じ もの だとい うが、 伝説 

の 観念 はそう は 教えな い。 少なくとも 絡 は 木に 登る が、 

狸 は 木に のぼらない。 狸 は 腹鼓 を 打つ が、 貉に はさる 

風流 気 はない。 

脚下の 風雲と いうの は、 ただ それだけの ことでした。 


三十 九 

ひと かさ 

それから、 また 暫くあって、 例の 一重ねの 衣類 を 小 

腋 にした まま、 屋形船に 帰る ところの 机 竜 之 助 を 見 ま 

した。 

その 翌朝、 お雪ち やん は、 恥 かしい ほど 朝寝 をして 

しまいました。 眼が さめて 見る と、 竜 之 助 は 宵の ほど 

と 同じ こと、 自分と は、 T 字形に 横にな つてい るのに 

気がつい たが、 久 助さん の 姿 は 見えません。 

久 助さん は、 もう 起きて しまったの だ。 昨夜の つも 


りで は、 こんなに 落着いて 朝寝ので きる はずで はな 

のんき 

かった のに、 疲れて いたと はいえ、 どうも 自分 は 暢気 

な 性質に 生れ 過ぎて いるの かも 知れない と 考え、 あわ 

ただしく 起き直って 見た けれど、 船の 外に も久 助さん 

の 姿 は 見えません。 

わたしに 気の つかない ように、 もう 出かけて しまつ 

たの だ。 出かける といった ところで、 どこへ 行きよう 

が ある ものです か、 さしあたっての 今日の 活計の ため 

せぎょう ご や 

に、 あのお 救い 米 だと か、 施行 小屋 だと かいうと ころ 

へ 行った のでしょう —— 全く それ は久 助さん のこと だ 

けで はない、 自分の 眼の 前の 朝の 生命の 糧が差 迫って 


いる 場合、 お雪ち やん は、 寝過ごし たこと を 恥 かしく 

も 思い、 これから 生活の ために 真剣に ならねば ならぬ 

と、 身 をハネ 起して みました。 

起きて みたけれ ども、 洗う が 如くと いうより は、 本 

来、 洗われて しまって いる 着の み 着の ままの 我、 どう 

にもこう にも 仕様がな いその 圧迫に 打 たれて しまい ま 

でも、 こうして はいられない。 その 圧迫 をハネ 返し 

でもす るよう に、 お雪 ちゃんが 起き 上った 途端に、 自 

分の 膝の 下に 落ちた 着物が、 あんまり 重過ぎる ことに、 

気を取られずに はおりません。 


「おや」 

いつの まに、 誰が こんな 着物 を 持って来て、 わたし 

に 着せて くれたの かしら。 昨夜、 そうだ、 久 助さん が、 

施しで もら つ て 来たの を、 わたしが 寝て いる 間に、 そつ 

と 着せて くれた ものに 違いない。 そうそう、 昨晚 よく 

眠れた の は、 一つ はこの せいでしょう。 こんな 一重ね 

の 着物 を、 わたしの 寝て いる 間に 着せ かけて くれた か 

ら、 そのお かげで わたし は、 恥 かしい ほどよく 寝入つ 

て しまったの だ。 これで も 無かろう ものなら、 夜半の 

薄着に 寒さが 身にしみて、 いくら 疲れたから とい つ て、 

こんな 際に、 こんなに よく 寝られる ものです か。 ほん 


とうに 有難い、 久 助さん の 親切が 有難い。 それな のに、 

こんな 親切な 人 を 置いて け ぼり にしよう とか、 まいて 

しまおう とか 考えた 自分と いう ものの 薄情 さ を、 お雪 

ちゃん はクド いほ ど悔む 気にな つ てし まいました。 

こも 

そうして、 この 情の 籠る 一重ねの 着物 を 見て いるう 

こもんち りめん 

ちに、 これが 羽織 も そっくりした 小紋 縮緬の 一重ねで 

ある ことが、 大変な 気が かりにな りました。 

いくら 非常の 場合に でも、 救助の ために 投げ出す に 

して は、 これ は あんまり 過ぎ もの だと 感じない わけに 

は ゆきません。 

大抵の 場合、 こういう 時に 施しに 出す の は、 着古し 


たもの か、 洗い ざら しと かいう 種類に きまって いるの 

に、 こんな 結構な 着物 を、 羽織から 揃えて 一 重ね も投 

げ 出そうと いうの は、 少し 気前が よす ぎて はいない か 

と、 お雪 ちゃんが、 そこへ 気を取られた ものです から 

いったん、 起き直つ たの を 坐り 直して、 右の 一重ねの 

衣類 を 手に 取って、 つくづくと 見た ものです —— つく 

づ くと 見て いるう ちに、 お雪 ちゃんの 唇の 色が 変り ま 

した。 

「先生」 

あわただしく、 寝て いる、 竜 之 助 を 呼びかけ たもの 

です。 


「句 です」 

「ああ、 怖い、 ちょっと 起きて 下さい、 あなたに、 見 

ていた だかなければ ならない ものが あります …… と 

いって、 あなた はお 見えになります まいが、 この 重ね 

の 小紋 縮緬の 着物 を ごらん 下さい、 これ はま あ、 あの 

ィャ なおば さんの 着物に 違いありません。 違いません、 

違いません、 わたしが たしかに 見た 通りの 品です、 そ 

れが、 ここに 来て おります よ。 どうして、 誰が この 着 

物 を …… 」 

着物が 蛇に でもな つ たように 投げ出しました。 


四十 

「お雪ち やん、 着物が どうした というの だ」 

「先生、 これが 驚かずに いられましょう か。 昨夜、 久 

助さん が、 わたしの 上へ かけて くれた この 一重ねの 着 

おぼしめ 

物、 これ は 何 だと 思 召す」 

「何だか、 わしが 知ってい ようはず は あるまい」 

「そうです、 誰 だって 知っている はずはありません、 

このお 召の 一重ね は、 これ は、 たしかに、 あの ィャな 

おばさんの 着て いた 着物で ござ いますよ」 

「え」 


「久 助さん、 どうして、 どこから こんな 物 を 持ち込ん 

だのでしょう」 

「知らない」 

「廻り 合わせに しても、 あんまりじゃありません か。 

いけません、 先生、 あなたが 悪い のじゃありません か」 

「どうして」 

「だって、 昨晚、 ィャ なおば さんの 魂魄が、 そっと 外 

から 忍んで 来て、 この 船 を ゆすぶった なんて おっしゃ 

る もの だから、 それで、 魂魄が、 こんな 着物 を この 船 

へ 持ち込ん だんじ やない か 知ら」 

「ふふん、 魂魄 なんても の は、 そんなに 都合よ く 物 を 


運べ る もの じゃあるまい」 

「だって、 そうとし か 考えられません わ。 平 湯へ 来て 

からこつ ち、 ほんとうに、 あの ィャ なおば さんに つき 

まと 

纏わされる ようで たまりません  白骨から、 わたし 

たちの 後に なリ 先にな つて、 あのおば さんの 魂魄が つ 

い ている に 違いありません」 

「ほんとうに その 着物が、 あの 淫乱 後家の 着物で あつ 

たりしたら、 全く 不思議な 廻り 合わせ だ、 魂魄の 引合 

せとい うより ほか は あるまい」 

「それ は 間違いありません、 先生に はお 見えに ならな 

いから 議論に はなり ません が、 この 一重ね は、 あのお 


ばさん が 白骨で、 わたしに 自慢で 見せた ものです。 あ 

のおば さんの こと だから、 年に して はず い ぶん 派手 過 

ぎます の を、 お雪ち やん、 あなたに 譲りましょう か、 

そのうち、 高山から 着替が 届く から、 そしたら、 これ 

を あなたに あげる から、 仕立て直して お召しな さいな 

んて、 おばさんが 言いながら、 自慢に 着 出した のを覚 

えてい ます。 あなた、 まあ、 ごらんなさい、 この 通り」 

「驚く ベ きめぐ り 合わせ だな」 

「全く 驚いて しまいます、 久 助さん が 帰ったら、 早速 

聞いて みなければ なりません、 この 着物 を、 どこで ど 

うして 手に入れ たか、 それ をよ く 問いた だしてみ ま 


しょう」 

「久 助さん に は、 そんな こと はわ かるまい」 

「久 助さん に 分らない にしても、 これ を久 助さん に 渡 

した 人から たずねて みれば わかる はずです、 わからせ 

ずに はおき ません」 

「わからせて、 どうす るね」 

「どうす るの だとい つて、 先生、 こんな ものが 身に つ 

けて おられます か」 

「といって、 本人に 返して やる わけに もい くまい」 

いんねん 

「それ はそう です けれど  あんまり 因縁 も 過ぎます 

からね、 何とかし なければ、 あのおば さんの 恨みが、 


どこまで ついて 廻る か 知れません」 

「恨みが 消えない の だ」 

「いいえ、 わたし は、 あのおば さんに 恨まれる ような 

こと は、 決してして はおりません、 もし、 わたしたち 

について 廻って いると すれば、 あの ィャ なおば さん は 

しにぎわ 

死 際に、 何 かわた したち に 思い残す ことがあって、 そ 

れを 言いた いがため に附 いて 廻る のか もしれ ません」 

「そんな ことか も 知れぬ」 

「そうだと すれば …… わたし、 変な 気になって しまい 

ます、 ィャ なおば さん はィャ なおば さんに 違いない け 

れど、 わたしに 対して、 何も ィャな こと をした わけ じ や 


ひいき 

なし、 わたし を蟁 肩に して、 ずいぶん 可愛がって くれ 

たおば さんな のではなかった か 知ら …… 」 

四十 一 

お雪ち やん は、 ここで なんだか 今までの 無気味な、 

陰惨な 気分が、 どうやら あわれみの 心に 変って ゆく よ 

うに、 自分ながら 気が引け てなら なくなりました。 

「あのおば さん、 決して 悪い 人 じ やない わ、 わたしに 

は、 悪い 人と は 思われない」 

「好きな 人 かな、 あれが」 


「好きと はいえない けれど、 人が、 ィャ なおば さん、 

ィャ なおば さんと いう ほど、 悪い 人 じ やない と 思われ 

て 仕方が ありません」 

「それでも、 お雪ち やん、 お前 は 今まで、 やっぱり ィ 

うわさ 

ャ なおば さんで 通して 来て、 その 噂 を 持ち出されて 

さえ、 逃げた ではない か」 

「皆さんが、 ィャ なおば さん、 ィャ なおば さんと いう 

から、 それで わたし もィャ なおば さんに してし まった 

ので はない か 知ら。 いったい、 あのおば さんの どこが、 

ィャ なおば さんな のでしょう」 

「うむ —— どこと いって 聞かれて は、 わしに も わから 


ない がね、 いい年をして、 若い 男 を 可愛がる なん ぞは、 

ずいぶん、 ィャ なおば さんの 方 じ やない か」 

「浅吉 さんの ことです ね …… です けれどもね、 年上の 

女の人が、 若い 男 を 可愛がる の はいけ ない ことか 知ら。 

いいえ、 それ はいい ことじ やない にき まってい ますが、 

浅吉 さんの 方に もィケ ない ところが あると 思う わ」 

「どっちに しても、 いい 年 をした 亭主 持ち —— ではな 

い、 後家さん が、 若い の を つれて 温泉に 入りび たって、 

ふざけき つてい る こと は、 人の 目に いい 感じ を 与え は 

しまい」 

「それ はそう です けれど …… 世間に 類のない ことじ や 


なし、 体裁の いいこと じゃありません けれど、 殺して 

やる ほど 憎い ことじゃありません ね」 

「そうか 知ら」 

「ですから、 不思議な のね、 蔭で は みんな ィャ なおば 

さん、 ィャ なおば さん、 と 言いながら、 表で は みんな 

ついしょう 

追従して、 あのおば さん を 座 持に 立てて しまって、 あ 

のおば さんの 命令が、 夏 中の 白骨の 温泉 いっぱいに 行 

われた じゃあ リ ません か。 ただ ィャ なおば さんだ けな 

ら、 たとえ 表面のお 追従に しろ、 人が あんなに 従う は 

ずがありません。 やっぱり あのおば さん は あれで、 あ 

の 人 だけの 人徳 を 持って いたの じ やない か 知ら」 


「そうか 知らん」 

「わたしに 向っても、 ずいぶん 親切でした。 ィャ なお 

ばさん だから、 そのつ もりで いなく ちゃい けない と 思 

いながら、 わたし は、 ついつ い あのおば さんの 親切に 

ほ だされて しま つ ていたんで すね」 

「結局、 お雪 ちゃんの ために は、 ィャ なおば さんで は 

なく、 好きな おばさんだった のか」 

「好き …… 好きと は 言えません けれど、 ィャ がる 理由 

がな くな つ てし まいます」 

「では、 やっぱり 好きな おばさん なの だ。 その 好きな 

おばさん であれば こそ、 白骨から こっちへ 来る 間、 お 


雪 ちゃんに ついて 廻り、 昨夜 も、 お雪 ちゃんが 寒 かろ 

うと 心配して、 わざわざ その 約束の 着物 を 持って来て 

くれた もの かもしれ ない」 

「ずいぶん 気味が 悪い けれども、 そう 取れば 取れない 

ことはありません のね。 あのおば さんの 魂魄が、 わた 

したち を 恨んで じ やなく、 わたしたち を 懐かしが つて 

あと をつ ける のなら、 この 着物 も、 全く かわいそうな 

因縁 だと 思います ヮ、 そんなに いやがる こと はあり ま 

せんね え」 

「そんなら、 その 着物 はお 雪 ちゃんへの 授かり物 だか 

ら、 遠慮なく 身に つけて いるの が、 かえって 回向と い 


う もの かも 知れない ぜ」 

「それでも、 わたし は、 これ を 身に つけて いる 気に は 

なれません、 見る と、 あの 時の ことが 思い出されて、 

おばさんが かわいそうで なりません もの」 

「した いざんまい をして 死んだ の だから、 かわいそう 

な こと も あるまい」 

「なんにしても いい、 わたし はこの 着物 を 焼いて し 

まって、 おばさんの 思いが 残らない ように —— お経 を 

あげて あげましょう」 

四十 二 


お雪ち やん は、 その 着物 を 抱えて 外へ 出ました が、 

力お す 1Q- き 

土手 下の 枯芒 の、 こん もりした 中へ、 その 着物 を 置く 

と、 自分 は ひとり ふらふらと 川原の 方へ 出て しまって 

川原の 中 を 屈んだり、 伸びたり して、 さまよいながら 

胸に だんだん 嵩の 増して ゆく の は、 燃料と なるべき 

たきぎ 

薪 を 集めて 歩いて いるのに 違いありません。 

薪 を 集めつつ、 河原 を 進み ゆく うちに、 採集の 興味 

が 知らず知らず お雪ち やん を 導いて、 中洲 を 越えたり 

水たまり を 飛んだり して、 川原の 中へ と 深入り をして 

しまいました。 


深入り をして しまったと いったと ころが、 本来、 川 

幅の 知れた 宮 川の 川原の ことです から、 深山 大 沢に 迷 

いいった のと は 違い、 深く 進んだ と 思う のが、 実は 行 

きつ 戻りつ している ことに 過ぎない。 

ろい ぼうそう  くさむら 

そうして、 蘆 葦 茅 草が 枯れ 枯れに 叢 をな している 

き  うずた か 

ところ、 それが 全く 断れて 石ころの 堆 いところ、 そ 

きのこが リ 

の 間 を、 茸 狩 か、 潮干狩で もす るよう な 気分で、 うか 

うかと 屈伸しながら 歩んで 行く と、 当然、 到着すべき 

一 つの 地点に 達して、 そこで 初めてお 雪 ちゃんが、 あ 

きょうがく ろうば い 

まりの ことに また 驚愕 狼狽 しなければ ならぬ ことに 

なりました。 


その、 ある 地点 …… それ は、 お雪 ちゃんが 今まで 全 

く 忘れて いたと ころの もので ありました。 前の 晚に、 

この 川原 を あてど もな く 歩いて、 そうして この 蘆 葦 茅 

草の 中に、 ふと 白い 長い 箱の ような もの を 見出して 不 

審 がり、 近づいて 見る と、 それが 不吉に も、 人間の ぬ 

しち 

け 殻 を 蔵うた 棺 である こと を 知リ、 とてもい やな 思い 

をして、 あわてて 逃げて 帰った ことの ある そのものが 

現に まだ ここに 置き 放して あるで はない か。 

何とい う 冥利 を 知らぬ 人た ちだろう、 あの 時 は 火事 

場 騒ぎ だから、 ここまで 持って来て 置く の もやむ を 得 

ない が、 今と なって、 まだ 放り っぱなし にして置くと 


は。 

お雪 ちゃんが、 それ を、 もう 少し 早く 気がつい たな 

らば、 単に この 白い ものが、 まだ 動かされないで 置か 

れて ある こと だけ を 知ったならば、 一 目 見た だけで こ 

の 場へ 来る の を いやがって、 前の 時の ように、 眼 を ふ 

さいで 逃げて 行って しまって、 いやな 感情 は 消えない 

まで も、 後の 問題 は 残さなかった のでし ように —— そ 

れは、 接近す るつ もりな くして 接近し 過ぎて いました。 

その 接近が あまり 急激に 来た ものです から、 接近し 

のつ ぴき 

た 時 はもう 退 引す る ことができません。 見まい として 

も、 その 全体 を 見なければ ならない ところまで 来て し 


まっていた。 それが ために、 見て はならない もの を 見 

せられて しまいました。 

特に、 最も 悪い ところの 部面が、 お雪 ちゃんに 見せ 

る ためにの み、 展開され てで も 置かれた ような もの を、 

遠慮 も、 割引 もな くその まま、 いやおうなしに 見せら 

れて しまったの は、 子供が、 不意に 後ろから 居 合 抜き 

に 抱え込まれて、 奥歯 を 抜かれて しまって、 泣く に 泣 

けない ような 有様です。 

あの 時まで は、 棺も 外面 だけで したが、 この 時 誰が 

した か、 その 覆いが 取 払われて、 そうして、 蓋が コジ 

すきま 

あけて ある。 コジ あけた 隙間が、 一 メ— トルば かりの 


長 方 三角形に 開いて、 そうして そこから 中が ガランと 

口 を あいている ところ を、 いやおうなしに お雪ち やん 

が 見せられて しまったから、 もう、 避けよう としても 

避けられな いのです。 面 を そむけても 遅い のです。 

かえって、 その 棺の 蓋の 隙間に 引き入れられて、 怖 

いもの を 飽くまで 見なければ、 動け ない 作用に ひっか 

か つ てし まいました。 

その 寝棺の 蓋 をコジ あけた ところから、 半面 を 現わ 

している、 棺の 主の 面。 

それ をお 雪ち やん は、 一 目 だけで 逃げる こと を 許さ 

れ ないで、 後ろに 強力の ものが あって、 その 頭 をグン 


と 押え、 そうして、 

「もっと 見ろ、 もっとよ く 見ろ、 間違えな いように 見 

届けろ」 

と、 ギュ ウギ ユウ 押しつけられて いるよう な、 見えな 

いかん 

い 力 を 如何と もす る ことができません。 

「あ、 ィャ なおば さん —— 」 

もう 泣く にも 泣けない、 叫ぶ にも 叫べない、 棺の中 

からこ ちら を 見て いる 人 は、 今 も 問題の、 ィャ なおば 

さんです。 

四十 三 


不思議な 圧力で、 それ を 充分に 見届けさせられて、 

お雪ち やん は、 その 圧力が 解けた と 見た 時分に、 自分 

の 周囲 を 襲い かかる、 またも 不思議な 有形 動物の 形に 

驚かされました。 

「叱！ 叱！」 

それ は 思いがけない ことでした けれども、 有り得な 

い 動物ではありません。 

この あたりに 彷徨す る 野良犬が 五六 頭、 雨降りの 時 

候で も あるまい に、 まっしぐら にくつ わ を 並べて、 こ 

のと ころまで 飛んで 来て、 息をフ ゥフゥ 吹きながら、 


棺の 廻りに 走せ つけ、 飛びつ いたり、 はね かかったり、 

臭気 を かいだ リ、 上へ 乗った リ、 下 をく ぐったりして、 

この 寝棺 を 取 巻く のでした。 

「叱！ 叱！」 

お雪ち やん は、 この 時、 自分ながら わからない 一 種 

の 勇気が 出て、 有 合わせた 薪の 太いの を 持って、 群が 

る 野良犬に 向いました。 

お雪 ちゃんの、 竹の 棒の 音に 驚かされた 野良犬 は、 

それに 一 応の 挨拶で もす るよう に、 一 応は 飛び退く け 

たち ま 

れ ども、 忽ち 盛り返して、 以前の ように 棺に 向って 飛 

びつ き、 狂いつ き、 或いは 蓋の 外れ を 歯で あしらって 


向う へ 突き やり、 その 有様 はどうしても くっきょうの 

えもの  ござん 

獲物 —— 御 参 なれ、 われ 勝ちに という 浅まし さの ほか 

にはありません。 

お雪ち やん は あしらい 兼ねました。 全く この 犬 共 は 

お雪 ちゃんの 手に は 余る のです。 

でも、 犬 共 は、 人間に 対する 敬意 を 以て、 お雪ち や 

んの小 腕ながら、 その 振り上げた 杖に は、 一応の 遠慮 

をす る だけ はします が、 その 影が こちらへ 動けば、 も 

う 犬 共 は ひっついて 来ます。 お雪 ちゃんの 振り上げる 

杖の 瞬間 だけに 敬意 を 払って、 それが 戻る とすぐ につ 

け 入 つ てし ま ハ ます。 


「叱！ 叱！」 

さと 

お雪ち やん をして、 もう 自分の 力で はおえない と覚 

どうもう 

らしめ て 置いて、 そのうちの 最も 獰猛な のが その 

さくじょ う 

策 杖の 二つ 三つ を 覚悟の 前で、 両足 を棺へ かけて、 鼻 

と 口 を、 棺の 中へ 突 込んで しまって、 後ろに 振動した 

尾 を、 キリ キリと 宙 天へ 捲き 上げて のしかかって いま 

「おや、 こり や 犬 じ やない、 山犬 じ やない か 知ら、 狼 

じ やない か」 

どんらん 

お雪 ちゃんが、 その 一 頭の 獰猛と 貪婪ぶ りに 身の 毛 

ぎ ようそう 

を 立て、 こう 思って たじろい だの も 無理 はない 形相 


でした が、 事実 は、 やっぱり 野良犬の 一種で、 狼 や、 

山犬に 属する ものではなかった ようです。 ただ、 飢え 

から 来る ところの 不良 性が、 極度に、 この 動物 を、 獰 

猛と、 貪婪と、 残忍の 色に して 見せた ものでした。 い 

かに、 本来 温良なる 家畜 動物 も、 飢えと 放縦と に 放し 

飼い を すれば、 それ は 猛獣 以上の 猛悪 を 現わす こと は 

あります。 

それと 同じ ことに、 いかに 温和なる 人間 も、 非常の 

時には、 そうして、 人間の 権威 を 他動 物に 向って 示さ 

ねばならぬ 時 は、 別人と 見える ほどの 勇気 を、 どこか 

きた  いやし 

らか 持ち 来す ものと 見えて、 苟 くも 人間の 死体の 神 


ぼうとく 

聖 を冒瀆 せんとす る 不良 性 動物の 僭越と、 兇暴と に 対 

し、 かよわい お雪 ちゃんが、 その 全力 を 挙げて 擁護の 

任に 当らなければ ならない 覚悟と、 力と を 与えられた 

こと は、 案外の ものでした。 

たきぎ 

お雪ち やん は、 片腕に かかえて いた 薪 を 振 捨て、 片 

手に 持って いた 杖に 全力 を こめて、 僅かに 棺の 中へ 首 

を 突 込んだ 山犬に 似た 奴 を 思いき リ 打ちのめして、 さ 

すがに 驚いて ハネ 返った ところ を、 手早く 棺の蓋 を 仕 

直して、 しっかりと 押え、 そうして、 早く も その 手近 

にあった 手頃の 石 —— 手頃の 石と いっても、 ふだんの 

お雪 ちゃんな らば、 ほとんど 持ち上げる こと もむ ず か 


しかろうと 思われる ほどの 大きさと、 重さと あるの を 

両手に ゥンと 持ち あげて、 それ を、 いま 蓋 を 仕直した 

ところへ 重し に、 ドッ 力との せて しまいました。 

この間の 働き は、 お雪 ちゃんとして は 見られな いほ 

どの 早業と、 力量と を 持って いました が、 それ をす る 

ともう 大丈夫と 思った のか、 下へ 投げ捨てた 薪 を、 ま 

こわき 

たも 小腋 にかい こむ と共に、 走り出しました。 

後 を も 見ずに 走りました。 

四十 四 


そうして、 お雪ち やん は、 屋形船のと ころまで 帰つ 

き 

て 来たので すが、 その 時 は、 もう 口が 利け ませんで し 

た。 

船べ りに とりついて、 はあはあと 激しい 息をついて 

いるので す。 

もし この 時に 別の 事情がなかったならば、 お雪ち や 

んは 一時、 その 場で 昏倒して しまった かも 知れません。 

また、 もし 船の 中へ 走り込む 元気が あったならば、 い 

きなり、 竜 之 助の 膝に しがみついて、 うらみ つらみ を 

並べた かも 知れません。 

そのい ずれで もなかつ たの は、 ちょうど この 際、 船 


の 向う側の 一 方で、 久 助さん の 声 を 聞いた からです。 

しかも その 久助 さんが、 何 かその 向う を 通行の 人と、 

かなり 高声で 会話 をして いたのが、 お雪 ちゃんの 耳に 

入った もの だから、 この 危急の 際に、 辛くも 踏みと ど 

ま つ て、 多少の 遠慮の 心 を 起した のが、 つま リ お雪ち や 

ん をして、 気絶 もさせない、 逆上 もさせなかった 一 つ 

の 事情で ありました。 

それで、 はあはあと 嵐の ような 息をついて、 屋形船 

の 一方の 柱に とりついて、 お雪 ちゃんが ためらつ てい 

ると、 それと は 知らぬ、 土手の 往来に 面した 一 方の 片 

側で、 久 助さん と、 堤 上 を 通る 旅人との 問答、 


「存じません」 

これ は久 助さん の 返事。 

「知らない、 では 古川 を 経て、 越 中の 富 山へ 出る 道 は 

ドレ だ」 

「ええ、 それ も 存じませんで ございます、 何しろ  」 

-P わた 

「それ も 知らない のか。 三日 町から 八幡の 方へ 行く の 

はどう だ」 

「お気の毒で ございま すが、 何しろ、 昨日 今日 …… 」 

「やっぱり 知らないと 申す か。 しからば、 船津へ 出る 

道、 そのく らい は 知ってい るだろう」 

「それ も その …… 」 


「それ も 知らん のか。 では、 いったい この 宮川 という 

川 は、 越 中へ 行く のか、 加賀へ 向う のか、 結局、 どこ 

へ 落ちる の だ」 

「え、 その 辺 も …… 」 

「加賀 の 白山、 白 川 道 は 知って るだろう」 

「それ も その …… 」 

土手で 横柄に たずねる の は、 この辺の 百姓 町人の 

類 でない こと はわ か つ ている が、 人 もあろう に、 久助 

さんに 土地 案内 を 聞く と は 間違って いる。 まして 焼け 

出されの、 西 も 東 ももう げんじて いる 際の 久 助さん を 

つかまえて、 あんな 手厳しい 尋ね 方 をす る 方が 間違つ 


ている。 けれども、 久 助さん も久 助さん だ、 知らない 

知らないと ばかり 言わず、 もう 少し テキ パキ した 返事 

の 仕様 も ありそうな ものと、 少し 息が 静まる につれ て 

お雪ち や んは久 助 さ ん の 返答ぶ り を 歯痒 いものに 思い 

ました。 

こちらに 聞いて い るお 雪ち や んが 歯痒く 思う くら い 

だから、 尋ねて いる 先方の 横柄な 旅人 は、 もっと 業が 

煮えたら しく、 

「何 を 聞いても 知らぬ、 知らぬ という。 役立たず めが 

…… 引 込んで おれ。 時に 丸 山 氏、 いずれ この 宫川 ベり 

を 伝うて 行けば、 出る ところへ 出る だろう、 出た とこ 


勝負と しょうかな あ」 

「それ もよ ろしかろう」 

こう 言つ て、 土手 を さっさと 歩み 去つ てし まう 旅人 

は、 たしか 二人連れの ようです。 

お雪ち やん は、 見る ともなし に、 背伸び をして 見た 

ら、 今、 船の 蔭 を 外れて、 土手の 上 を あちらに 向って 

歩み 去る 二人の 旅人。 

それに は、 たしかに 見覚えが あります。 

いの じケ 原で、 わたしたちの 一行にから みついて、 

あの、 すさまじい 光景 を 捲き 起した 浪人た ち。 ついこ 

の 間 は、 不意に 白骨の 温泉へ やって来て、 宿に わ だか 


まり、 あの 前の 方へ 進んで 行く 大きい 方の 人が、 わた 

しの 眼 を 後ろから 押えて、 どうしても 放して くれな 

かった 気味の 悪い 人。 そのく せ、 巌 のように 節 くれ 

立った 手が、 氷の ように 冷たかった の を 覚えて いる、 

あの人た ちに 相違ない。 

その 名 は 仏 頂寺弥 助と、 もう 一人 は 丸 山 勇 仙。 肩で 

風 を 切って 堤 を 歩いて 行く が、 こちらから 見る と、 

あしもと 

足 許が フ ラフラして、 まるで 足が 無くって 歩いて いる 

ようです。 

四十 五 


お雪ち やん は、 やっと 船の 中へ 転がり込んで、 もう 

起き 上る ことが で きま せん。 

頭が 火の ようで、 眼が 車の ように 廻る のです。 それ 

を じっと 抑えて、 何も 言わずに、 ただ 伏し まろんで し 

まいました。 

現在、 そこにい る 竜 之 助に 向って、 思う さま この 怖 

ろしい 見聞 を、 ブチ まけて みょうと 意気込ん だの も、 

ここで、 その 勇気 すら なくなって しまいました。 

見るべからざる もの を、 二度まで 見た のです。 平 湯 

峠の 上で、 戸板の 覆いが 外れた 時に 見た の は 確かに、 


あのおば さんなら、 たった今、 ここで 見た 棺の 中の 死 

人 も、 別の 人であろう はずがない。 

あの 時、 叫ぼうと したの を、 じっと こらえて 誰に も 

言わな か つた くらいだ から、 ここで も 胸 を 抑えて し 

まった 方が いい。 わたし 一人が 納めて いさえ すれば、 

この ィャな 思い を、 人に うつす こと だけ は 免れる。 

本当に、 魂魄が あって、 わたしたち について 廻って 

いると しか 思われない、 あの ィャ なおば さん …… 

お雪ち やん は 必死になって、 今、 まざ まざ 見た、 棺 

の 蓋の 外れの あの ィャ なおば さんの 死 面の まぼろし を 

搔き 消そう、 搔き 消そうと つとめた けれども、 これ は 


どうしても 消す ことができません。 

いっそ、 先生に、 洗い ざら ぃブチ まけて しまえば、 

いくらか 頭が 休まる かと 思い ましたが、 それ を こらえ 

ていれば いる ほど、 ィャ なおば さんの 幻像が、 自分の 

息 を 詰まらせる ほどに 圧迫して 来る の を、 どうす る こ 

ともで きません。 

横にな つてし まって、 必死に 息 を ころしながら、 お 

雪ち やん はまる くな りました。 

「どうかし ました か、 お雪ち やん」 

久 助さん が、 軽く 見舞の 言葉 を かける と、 

「いいえ」 


と 打消して、 わざと 元気に 起き直って 見せました けれ 

ども、 その 面の 色ったら ありません。 幸いに して 久助 

だから、 別段に 面の 色が 悪い ともなん とも 怪しまな 

かった ので、 これ をし おに、 無暗に 働いて 見せました。 

そうして、 その 晚 のうちに 相応 院へ 引きう つるよう 

に、 一 切の 準備 をと とのえ たけれ ども、 お雪 ちゃんと 

して は、 何 を どうした か 夢中で ありました。 

ただ、 あの 雑草の 中の 存在 物 をば、 一 切 思うまい、 

見まい、 として 急いだ だけの ものでした。 

ひっこし は 夜でした。 それが 済む と、 たまらない 思 

いで、 お雪ち やん は 枕に 就いて しまい ましたが、 その 


わ だか ま 

夢 いっぱいに 蟠 つた ィャ なおば さんの 面影。 

白骨の 湯で、 小紋 縮緬 を 着た、 あの ィャ なおば さん 

かっこう  もも 

が、 だら しのない 恰好 をして 寝そべって、 股 も あらわ 

にして、 その 投げ出した 足 を浅吉 さんに 揉ませて いる、 

浅 公 は 泣きながら それ を 揉んで いる、 ィャ なおば さん 

は、 ニヤ ニヤと 笑いながら、 何とも 言えない 色 眼 をつ 

かいながら、 誰 やらの 膝に しなだれかかつ ている とこ 

ろ を、 お雪 ちゃんが 夢に 見ました。 

まあ、 おばさん、 なんと だら しのない 恰好！ と 見 

ている と、 そのおば さんの しなだれかかつ ている 膝の 

主 は、 横向きに なって いる わたしの 先生 —— じゃあり 


ません か。 

ィャ な！ お雪ち やん は、 名状すべからざる 不愉快 

で、 その 時ば かり、 遮二無二、 おばさん を 引っぱって、 

その だら しのな い 恰好 を やめさせようと しました が、 

その 途端の こと、 ィャな 色 眼 をつ かって、 ニヤ ニヤし 

ていたおば さんの 首のと ころから、 一 つの 手が 現われ 

て、 それが グッ とおば さんの 面から 首 を、 後ろから 捲 

い ている の を 見ました。 

ま ね 

まあ、 先生 も 先生 —— あんな ィャな 真似 を …… とお 

雪 ちゃんが、 いよいよた まらない 浅まし さで、 見て い 

られ ない 気になる と、 その後ろ から 廻った 手が、 じん 


ゎリ とおば さんの 首 を 締めて ゆく のに 気がつきました _ 

ニヤ ニヤと 笑って いたおば さんの 顔の 相が 変る —— 

と 思う と、 そこが 青い 沼で、 その 底 知れない 沼へ、 今 

のおば さんが まっさかさまに 沈んで 行く の を 見て、 お 

雪 ちゃんが、 あつ！ と 言いました。 

四十 六 

事実 を 人に 語らない くら いです から、 夢 を 語ろう は 

ずがありません。 お雪ち やん は 一切に 目をつぶり、 口 

をつ ぐんで、 その 夜 を 明かし ましたが、 目が さめて み 


ると、 なんとはなしに 上野 原の 自分の 家へ 帰った よう 

な 気がして なりません。 

どのみ ち、 お 寺の ことです から、 構造に 共通した も 

のの あるの は あたりまえで、 特にお 雪 ちゃんが、 上野 

原の 自分の 家に よく 似て いる 住居と 感じた の は、 旅に 

出てから、 宿屋にば かり 落着いて、 旅籠 気分に 慣れて 

いたせい でしよう。 こうして 見る とお 雪ち やん はまた 

現前 生活の 人となりました。 

久 助さん が、 専ら 当座の 衣食の ために 奔走して く 

れ ている。 宿屋の 主人が、 旅 中での 災難 を 気の毒が つ 

て、 いろいろ 世話 をして くれる けれども、 何 を 言う に 


も、 当人の 家 さえ 丸焼けになったの ですから、 細かい 

ところの 世話 は 焼けません。 

お雪 ちゃんに、 味噌 漉 を さげさせまい として、 給与 

の 品 や、 来 を 持って来て、 とにかく、 当座に 事 を 欠か 

ないように する 久 助さん の 骨折 リを 見る と、 お雪ち や 

んは、 またまた この 人 をまい てし まおうと したた くら 

みの 心 を、 自分ながら 悔います。 

そうして、 この 寺で 一夜が 明けて、 朝に なって 見る 

と、 お雪ち やん は、 いよいよ 自分の 故郷の 寺の 住居が、 

庭 ごと そっくり ここ へ 移された ので はない か 知らと 

疑った ほど、 よく 似て いると 思いました。 


それが ためにお 雪ち やん は、 懐かしい 気持から、 な 

ん となし に 落着いた 気分 も 出て、 一時 は、 このお 寺 を 

永久の 住居に 借りて しまったら、 とまで 思いだ したく 

らいでした。 

だが、 朝の 食事の チグ ハグ を 見る と、 もう そんな 気 

分で はいられな いと 思いました。 いつまでも、 火事 見 

舞の 給与 品に 甘んじて いる わけに は ゆかない こと を 思 

うと、 一刻も早く、 この 急 を 救う 道 を 考えねば なリま 

せん。 

それ は 今に 始まった ことで はなく、 初めから 考え 続 

けて いたので すが、 どうしても 「遠くの 親類より は 近 


くの 他人」 となって、 その 近くの 他人のう ち、 まず、 

こんな こと を 相談して みょうと いう 相手 は、 白骨に い 

た 宿の 人た ち、 わけて、 懇意に していた 北 原さん に 越 

した こと はない。 あの人に 手紙 を 書いて、 久 助さん に 

持って行って もらおう。 白骨まで 少し 無理 かも 知れな 

いが、 あの人の 足なら ば 一 日で 行ける —— 

お雪ち やん は、 チグ ハグな 朝飯 を 済ます と、 座敷の 

一隅の 机のと ころに 行って、 北 原 賢 次への 手紙 を 書き 

はじめた ものです。 

「北 原さん、 白骨 を 立つ 時 はしみ じみ 御 挨拶 も 申し 

上げないで、 ほんと に 済まない こと だと 存じて おり 


ます。 けれども、 それに は それだけの 事情が ありま 

して、 病人 やなん ぞの 好み も ある ものです から、 皆 

さんに は 御 挨拶 無しで 出て 参りました。 さだめて 皆 

かけおち 

さん は、 雪 は 夜逃げ をした とか、 龃落 をした とか 思つ 

てい らっしゃる かも 知れません が、 そういう わけで 

は ございません。 あれから 平 湯へ 出て、 そうして 高 

山へ 着いた のです が、 皆さん を 出し抜いた 罰 かも 知 

れ ません、 ここへ 来て 火事に 逢いました。 火事に 

逢って 何もかもす つか リ焼 いてし まいまして、 ほん 

とうに 着の み 着の ままです。 旅の ことです から、 ほ 

かに 相談す る 人 は 無し、 こんな 困った こと はあり ま 


せん」 

お雪ち やん は、 ここまで 筆 を 走らせて きたけれ ども、 

その 次の 文 言に つかえて しまいました。 

なるほど ここまで は、 事実 を すんなりと 直 叙した の 

だから、 ス ラスラと 書け ましたが、 これから、 どう 書 

いていい のか、 自分た ちの 困って いる こと は 事実 だが、 

この 困つ ている の を 北 原さん にどう 処分し ろと いうの 

か、 それが 書け ない ので、 筆が 渋って いるう ちに、 縁 

の 障子のと ころへ 鶏が 上って 来た ものです から、 それ 

を 追い 卸す ためと、 渋った 頭 を 晴らす ために、 つと 立つ 

て 障子 を 押 開いて 見ました。 


障子 を 開いて 見る と、 意外に パッと 開けた 風景 を 見 

せられて しまいました。 

四十 七 

おお、 ここから ながめる と、 高山の 町が 一目に 見渡 

せて、 朝 もやが 渡って いる 景色 こそ、 ほんと に 目が さ 

める ようです。 

引きう つるの を、 ヮ ザと 夜に のばして 昨夜 —— 今朝 

き 

ほど は 少し 霧が まいて いたので、 遠望が 利かなかった。 

それに 万事 多忙で、 風景に 見惚れて いる 余裕が なかつ 


たものと も 思われ ますが、 今と なって、 はじめて、 こ 

の 寺の 見晴 しのよ いこと に 感心 させられて しまい まし 

た。 

故郷の 月見 寺 も 悪い ところではな いが、 山 谷が これ 

より はず つと 迫って いて 展望 を 妨げる。 

こうして 見る と、 行き悩んだ 筆の 疲れ を 休めて、 目 

の 下の 風景 を 指呼して みたくなる らしく、 お雪ち やん 

は、 見 ゆる 限りのと ころに 於て、 あれ かこれ かと 目 移 

リ がします。 

焼 野が 原 は、 一層 かっきり と、 その 半ば 炭化し かけ 

た 材木 だの、 建前 だのが 燻ぶって、 まだ 臭いと 余燼 を 


くすぶらして いるの がよく わかる。 それと、 焼 残りの 

ある 部分が、 毛の くっつい たように、 ハツ キリと 見 分 

けられる。 人家の 災難と 無 災難と に 頓着な く、 町 を 

割つ て 流れる 宮 川の 流れ もよ く 見える  その 宮川を 

標準と して、 焼け残った 橋の 形から 見当 をつ けて 行つ 

てみ ると、 自分の 泊って いた 宿屋の あたりと、 それ か 

ら線を 下へ 引いて みると、 あの 一 むらの 川沿いの 木立、 

その 下が、 仮 リのニ 夜の 宿と なった 屋形船の もやって 

いたと ころ。 なるほど、 船 も あの 通り 見えて いる。 

筆 を 半ばに して、 お雪ち やん は その 活 きた 地図に 線 

を 引いて いたが、 昨日まで もやって いた 屋形船の とこ 


ろに 至って、 はつ！ と 胸が 早鐘 をつ くように 鳴リ出 

したの は、 それと 多く も 隔たらない ところの、 川原の 

ろい ぼうそう 

中の 蘆 葦 茅 草の 中から、 今し も 盛んに 火が 燃え 出した 

ところです。 

またしても 火事！ と 災難の 再来に 狼 1 したので は 

ありません。 その 火と、 火事の 火と はおの ずから 性質 

の 違う こと も わかって いるし、 また あんなに、 川原の 

中で 火事 を 起す はず もな し、 起した からと て、 前回の 

ような 危険 を もたらす おそれ はない が、 その 火の手の 

揚 つた 地点から、 今まで 忘れる ともなく、 忘れて いた 

ような 浅ましい 光景が、 むらむらと、 あの 火の 煙より 


も 濃く、 お雪 ちゃんの 頭に 湧き上った からです。 

あんな 怖ろ しい こと —— あれが、 ほんの 少しの 間 だ 

が、 今まで 忘れられて いたよう なのが 不思議な くらい 

です。 あれ を あれつ きりで 納めて 見向き もすまい、 思 

い 出し もすまい との 全 努力が、 ようやく お雪ち やん を 

ここまでに していた のが、 あの 燃え 出した 火と、 それ 

から 煙が、 お雪 ちゃんの 頭 を、 つむじの ように 旋回 さ 

せて しまいました。 

ああ、 ああして 石 を 置いて、 せめて、 犬 や 狼の 

りょうじょく 

凌 辱から 救って 置きたい —— ィャ なおば さんの 最後 

の 肉体に 対しての、 自分の 為し 得た 好意と 親切の 全力 


が、 あれ だけの ものであった、 あれより 以上に は、 何 

をして あげる 力 も 無かった の だ。 混乱の 頭と、 おのず 

から 血走る ような 眼で、 それ を 見詰めて いたお 雪ち や 

んは、 結局、 あの 地点 は あそこに 相違ない、 そうして 

今、 火 を あんなに 盛んに 燃やし はじめた の は、 わかり 

きってい る、 ほかへ 運ぶ こと をし ないで、 あの ままで 

たきぎ 

薪 を 積んで、 ィャ なおば さんの 死体 を 焼き はじめた 

の だ。 

ごらん！ 人が 集まって 来て いる、 薪 を たくさんに 

運んで 足して いる、 ィャ なおば さん は ああして 焼かれ 

ている。 白骨で、 長い こと 水の 中へ 漬けられ ていた ィ 


ャ なおば さんの 死体 は、 今 は 思う存分の 薪 を 加えられ 

て、 焼かれて いる。 

せめて、 今度 こそ は、 思いき り 焼かれて しまって 下 

さい、 おばさん。 

水に も、 火に も、 業の 尽きなかった おばさんの 魂魄、 

今度 こそ は、 あの 鳥 辺 野の 煙で きれいな 灰と なって し 

ま つ て 下さい。 

南無阿弥陀仏 —— とお 雪ち やん は 合掌して、 念仏 を 

申しました。 

四十 八 


宿が、 特別の 注意 を もって 周旋して くれた この 寺の 

書院 住居 は、 かなり 広い。 

それから、 ともかくも 北 原さん への 手紙 を 書いて し 

まい、 久 助さん を 使に 出して しまって みると、 なおさ 

ら 広い。 

この 広い 座敷へ、 今宵 は 相当に 夜具 も あてがわれて、 

竜 之 助と お雪ち やん は 別々 に 寝ました。 

今夜 は どんな 夢を見せられ るか 知れない が、 お雪 

ちゃん は やっぱり、 気苦労と 疲れが ある ものです から、 

夜半 近くに ぐっすりと 眠りに 落ちました。 


お雪 ちゃんが、 もう 正体 もな く 眠りに 落ちた と 見た 

うし みつごろ 

時分 —— それ は どちら からい つ て も 丑 三 頃でしょう、 

竜 之 助が 静かに 起き 上りました。 

そうして 燈 下で 何 か 動いて いるかと 見れば、 それ は 

ずきん 

頭巾 を かぶって いるので あって、 頭巾 を かぶる までに 

は、 もう、 常の 身 仕度 はすつ かり 出来て いたのです。 

そうして 刀 を さしながら、 お雪 ちゃんの 夜具の 裾 を 

通って、 襖 を 細目に あけた としても、 それ は、 あの 油 

断の ない 米 友 を さえ 出し抜い たことの ある 足 ど りです 

から、 お雪 ちゃんが 気の つきよう はず はありますまい 

こうして 竜 之 助 は 裏庭から、 まもなく 塀の 外へ 出 ま 


した。 

おもむ 

竹の杖 を 一 本つ いて、 そうして 徐ろに、 山 を 下って 

かつ  つつじ  さき 

高山の 町の 方へ 出て 行く 物腰 は、 曾て 甲府の 躑躅 ケ崎 

の 古 屋敷 を 出た 時の 姿と 少しも 変り ません。 

ちまた  こうじ 

坂道 を 下りつ くし、 町の 巷に 出て 小路の 中に 姿 を 

さまよ 

没した と 見えた が、 その後 は、 どこ を どうして 徘徊う 

ている か 消息が 分らない。 

人間に 自由 を 与えるべき もので はない のです。 自由 

は 人間より は 豚に 多く 与えら るべき もので、 一 人の 人 

間に 自由 を 与える と、 必ず その 結果が 他の 人間の 自由 

を 迫害す る 結果と なる。 そのために、 天が 特に 竜 之 助 


の 如きから 両眼の 明 を 奪い、 身体の 健康 を 殺いで いる 

のに、 そうで もしなければ、 仮り にも、 こんな 人間 を、 

この 人間の 共存共栄で あるべき 社会に は 生かして おけ 

ない はずな のに、 それでも、 なお 不安な ところから、 

お雪 ちゃんと いう 保護者 をつ け、 名 も 白骨と いう 人間 

離れの 地へ 追い やって 置いた のに かかわらず、 その 白 

骨の 地 を 一歩 離れて、 この 高山の 町へ 送り出し たのが、 

そもそも 運の 尽きです。 

飛驛の 高山 は、 甲斐の 甲 府ょリ はいつ そう 山奥 だと 

力み 力た 

はいえ、 一方よ リ 言えば、 甲府 より はいつ そう 上方の 

きた 

都 近いので す II 来り 遊ぶ 人が、 誰も 飛驛の 高山 を 


獏※ 〔# 「けものへん + 僚の つくり、 145-7U の 地と いう 

もの はなく、 これに 「小 京都」 の 名 を 与えて、 温柔の 

気分 を 歌わぬ ものはありません。 

森 春 濤は會 てこう いって 「竹 枝」 をうたい ました I 

楼々 姉妹、 去って 花 を 看る 

閙 殺す、 紅裙六 幅の 霞 

怪しまず、 風姿の 春 さらに 好き を 

媚山明 水 小 京華 

じ やうき よ  かん 

暖は 城墟 に 入って 春樹 香ばし 

そそのか 

はしな く 嗾 し 得たり 少年の 狂 


遊 塵 一 道、 半ば 空に 漲 る 

花 は 白し 春風、 桜の 馬場 

飛驛の 高山 はこうい ぅ艷 つぼい ところであります。 

事実が、 詩人の 艷説 だけの ものが ある や 否や は 知らな 

いが、 少なくともこう うたわるべき 風趣 情調 を 持って 

いると ころです。 

こういう ところへ、 今時、 こういう 人間 を 放ち 出す 

のが、 よい ことで しょうか。 ただ、 時が 春風駘蕩の 時 

ではない が、 ところ はたし かに 桜の 馬場。 

それと、 この 小 都 を 震駭 させた 大 火災の あとです か 

ら、 人心 は 極度に 緊縮され てはいる けれど、 土地 その 


ものが 本来、 そういった 艷 冶の 気分 を そなえて いる も 

きずな 

ので あれば、 絆 を 解かれて、 ここへ 放浪せ しめられた 

遊 魂 はお どらざる を 得な いでしょう。 

はしなくも、 桜の 馬場の 前 を、 この 夜中に 躍って 過 

ぐる 馬が あります。 この 馬 は、 近在の 山郷 から 材木 を 

積んで 来た 馬ではありません。 また 火事の ために 臨時 

駄賃 取り を かせぐ ために 近 村から 出て 来た もので も あ 

リ ません。 その 花やかに 装い 飾って いると ころ を 見れ 

ば、 天 正 年間に 飛驛の 国司、 姉 小路 宰相 中将が 築いた 

松 倉 古城の あとの、 松 倉 大悲閣 へ 参詣しての 帰り道で 

しょう。 その 証拠に は 美々 しく 装い 飾った 馬の 背に、 


え ま 

素敵に 大きな 馬 を 描いた 絵馬が のせて あります。 

四十 九 

今まで 勢いよ く はずんで 来た この 馬が、 馬場の 手前 

まで 来る と、 急に すくんで しまった のが 不思議。 

「どう、 あゆばね え か」 

馬子 は、 手綱 を ひっぱって みたが、 馬 は 尻込み をす 

るば かり  

「どう、 あゆばね え かよ」 

二度、 引 絞って みたけれ ども、 馬 は 両脚 を 揃えて 進 


ちゅうちょ 

むこと を 躊躇して いる。 

「どうした、 うむ」 

馬子 は 手綱 をた ぐって、 近く 寄って 馬の 鼻 づらと 足 

許 を 見た けれども、 特別の 異状が あると も 思われない 

から、 

「これ、 さ、 早く あゆべ よ、 つい  一口よ ばれち まった 

もんだ から、 手前に も 夜道 を させて 気の毒だった、 明 

日 は 休ませ つ から あゆべ よ」 

この 馬子 は、 馬 をいた わる こと 厚く、 威嚇 を 以て 強 

行 を 強いる こと を しないの は、 しおら しいと ころが あ 

る。 松 倉 大悲閣 へ 参詣の ための 馬 だから、 馬に は 荷物 


が 無い、 負担 は 至って 軽い のに、 足が 重くなる と は ど 

うした もの だ。 

急に ひきつつ たか、 怪我 をした か、 馬子 は 案じて、 

もしゃと、 足躕を しらべに かかって みました。 沓が外 

れて、 釘で も 踏みつけ たか。 

こう 思って 馬子が、 充分に 馬場へ 背 を 向けき つて、 

馬の足 もと を 調べに かかった が 危ない。 病根 は 足に あ 

るので はなく、 最初から ゆくての 馬場の 桜の 大樹の 蔭 

に、 一個の 人影が あつたから、 馬 は 怖れ をな して 立ち 

すくんだ までの ことです。 馬の 心 を 知らない 人間 は、 

原因 をよ そのと ころに 見ないで、 痛く もない 馬の足 を 


さぐり はじめた ものです から、 背中 はがら あきに あき 

きってい る。 

「どう、 さあ、 足 を 見せろ」 

足 を 見た が、 これ は 最初から 何も 異状がない。 

「さあ、 歩べ」 

再び 馬の 前に 立って、 背 を 馬場に 向けき つた 馬子 は、 

馬に 向って はこう 言う けれど、 態度から 見る と、 「屈ん 

でて 悪け り や、 こう 立ったら いかがな もの、 ここんと 

ころ をす つぼり おやん なすつ ちゃ」 と 言わぬ ばかりの 

姿勢です。 

それ を 桜の 木蔭から、 一歩ず つ 近よ つて 見す まして 


いた 覆面が、 申す まで もな く 机 竜 之 助であって、 まだ 

刀の 柄へ も 手 を かけないで、 木蔭から はなれて 来たの 

だが、 馬子が 馬の 腹へ 廻って、 馬の 検査 を はじめた 時 

に、 勝手が 悪くな つたと でも 思った のでしょう、 ちょ つ 

と 立ちつ くした が、 ちょうど 今、 馬の 鼻面に 立って、 

背中 を 充分 こちらへ 向けき つたと 思われた 時分に、 は 

じめ て 手に していた 杖 を 地上に 取 落しました。 

この 時です  両足 を 揃えて 進む こと を 肯 じな 

かった その 馬が、 やにわに 高く 一声い なないて 竿 立ち 

になって しまった ものです から、 馬子が 大 あわてに あ 

わて て、 必死に その 轡面 に ブラ 下がった ものです から、 


今の 姿勢が また 一 変して しまいました。 

「どう、 ドウした という だな あ、 別に 病気で も、 怪我 

でもね えらし いに、 わり や 狂気した か」 

こう 言つ て、 馬子が 必死に ブラ 下が つたこと によ つ 

て、 いったん 竹の杖 を 地にまで 落した 覆面が、 刀の 柄 

に 手 を かける 瞬間 を 遠慮して しまいました。 

食い下がられて、 馬 は 二三 度、 轡面を 強く 左右に 振つ 

たが、 そのまま 速力 を こめて 前面への 突進 を はじめ ま 

した。 

「ああ こん 畜生、 こん 畜生、 引っかけ やが つたな」 

無論、 馬子 は 手綱に 引きずられて、 宙に 振り 廻され 


ながら、 綱に 取りつ いて、 走り 行く のです。 

まう ぜん 

その あと を 茫然と して 見送る かの 如き 竜 之 助。 

人 を 斬ろうと したの か、 馬 を 斬ろうと したの か、 馬 

と 人と もろともに 斬ろうと して、 そのい ずれ を も 斬り 

ひづめ 

そこねた のか —— 蹄の 音 は カツ カツと して、 やがて 

闇に 消えて しまいました。 


五十 

けれども 馬子の 方で は、 

たと 思 つ ている でしよう。 


どこまでも、 馬が 狂い 出し 

それが ために、 自分 を こん 


な ヒドィ 目に 逢わせ やが る、 こん 畜生！ と 自分の 馬 

を 憎みながら、 自分の 馬に 振り 廻され て、 馬場から 

まち はず  は 

町外れ、 益 田 街道 を 南に、 まっしぐらに 走せ 行く こと 

をと むる ことができません。 

どこの 百姓 か 知れない が、 おそらく、 この 馬子 は、 

かなり 人の いい 方で あっても、 この 馬の 狂乱 を 理解す 

る ことができないで、 家へ 帰って から 後、 相当に 馬 を 

けんせき 

譴責す る ことでしょう —— もし、 乱暴の 主人で したな 

ら、 危険の 虞れ ある 荒れ 馬と して、 売り飛ば すか、 つ 

ぶしに する ことか 知れた もので はない。 

つまり、 馬に 暴れられ たので なく、 馬に 救われた の 


だとい う 理解が あれば、 人間 は 幸福だった のです が、 

馬の 心 は、 人の 心で はわから ない、 人の 心 は、 馬の 心 

では わからな いものが ある。 

佐 久間象 山が、 京都の 三条 通木屋 町で、 肥 後の 川上 

げん さ い 

彦斎 ともう 一 人の 刺客に 襲われた 時、 象 山 は 馬上で、 

彦斎は 徒歩であった から、 斬る に は 斬った が、 傷 は 至つ 

て 浅かった から、 象 山 は そのまま 馬の 腹 を 蹴って 逃げ 

出した の を、 ついていた 馬丁が 馬の 心 を 知らない —— 

単に 馬が 狂い 出した ものと 見て、 走リ かかる 馬の ゆく 

てに、 大手 を 拡げて たち 塞がった もの だから、 馬が 棒 

立ちに なった の を、 追いす がった 刺客が、 おどり 上つ 


て、 思う存分に 象 山 を 斬って しまった。 これ こそ 実に 

日本一 の 間抜け 馬丁、 剌 客に お手伝い をして、 主人 を 

まないた 

俎 にの せて やった 馬鹿者 —— こんな 奴 こそ、 馬に 嚙 

み 殺させて やりたい、 踏み 殺させて やりたい。 

こうして、 馬と 人と に 理解の ない という ことが、 大 

きな 不幸 をめ ぐらす と共に、 大きなる 恵み を もたらす 

のです。 しかし、 理解の ない こと は、 どちらも 同じ こ 

とで、 象 山の 馬が、 日本一 間抜けの 馬丁に 制裁 を 加え 

る 資格 も、 能力 も 無い 如く、 今度の この 馬丁 も、 自分 

が 馬の ために 救われて いたと いう こと は、 永久に 理解 

する ことができないで、 これから 後の、 この 馬の 履歴 


書に は、 「いい 馬 だけれ ども、 不意に 引っかける 癖が 

あって あぶね え」 という 申し分が ついて しまい ましよ 

、つ。 

ところで、 この 理解の ない 馬 は、 今晚、 そのほかに 

くど く 

もまた 一 つの 功徳 を 作って いる こと を 自ら 知らない。 

それ は 今晚、 ゆく リな くも 嚇 された 音 無しの 怪物に、 

飛驛の 高山へ 来てから 最初の、 血祭りの 刀 を 抜かせな 

かった という こと は、 やはり 重大なる 功徳の 一 つで 

あつたに 相違ない と 思われる が、 やっぱり、 この 功徳 

を 誰も 知る 者が なく、 称える 者が なく、 感謝す る 者 も 

な レ 


音 無しの 怪物から いえば、 この 時に 馬子 を 斬ろうと 

したの は 事実で、 斬ろうと する に、 その 風向き を 見 は 

ほんとう 

からって いるう ちに、 馬に 奔 逃されて、 斬るべき 機会 

ぼうぜん 

を 失って、 我ながら 呆然と して、 見えぬ 眼に 走る 馬 を 

見つめて、 暫く 立ち 尽 していた こと も 本当です。 

ことさらに 解説す るまで もな く、 今晚、 このところ 

で、 この 馬子 を 斬らねば ならぬ 必要 も 意趣 も、 寸分 あ 

るので はない。 馬子 風情 を …… といった ところで、 

斬った 時の 斬リ 心地に は、 馬子 も、 大納言 も、 さして 

変り あるべ しと は 思われない。 

この 男が 馬子 を 斬って みょうと したの は、 御用 金 を 


奪おうと いう 経済の 頭から 出た ので はなく、 芝居気 

た つ ぷリの 片手 斬りに 大 向う を 唸らせよう という 見得 

そそのか 

から 出た ので もな く、 はしな く 嗾 し 得たり 少年の 狂 

—— と春濤 がうた つた 通りの、 土地の 空気が させた 魔 

の 業と 見る より ほかはないでしょう  尤も この 男 

はは や 少年の 部で はない が、 血気 はま だ 必ずしも 衰え 

たりと は 言えますまい  こうして、 苦笑いしながら 

地上に 落した ところの 杖 を 取り上げて、 越 中 街道の 闇 

に、 行 先 は、 ただいま 逃げた 馬と 同じ 方向です が、 目 

的と して は、 高山の 町の 目ぬ きの あたりへ 現われよう 

とする に 違、，' な、，'。 


五十 一 

このたびの 大火に あたって、 いつぞや、 宇津木 兵馬 

ふれが き  こうさつば 

が 触 書 を 読 んだ 高札 場の あたり だ けが 、 安全地帯 で も 

あるかの ように、 取 残されて おりました。 

歯の 抜けた ような 枝ぶ りの 柳の 大樹まで が、 何の 被 

こうむ 

害 も 蒙らずに、 あの 時の ままです が、 今晚 この 夜中に、 

せきりょう  うた 

天地が 寂寥 として、 焼 野が 原の 跡が 転た 荒涼たる 時、 

その 柳の 木の下に、 ふと 一 つの 姿 を 認められ たの は、 

前の 桜の 馬場の 当人と は 違います。 


その 者 は、 三度 笠 を かぶって、 風 合羽 を 着た 旅の 人 _ 

せきばく 

いつの まに やって来 たか、 この 寂寞と 荒涼たる 焼 跡 

の 中の、 僅かな 安全地帯に 立 入って、 柳の 木の 蔭に 立 

休らい、 いささか 芝居が かった 気取り 方で、 身体 を ゆ 

すぶ つて、 鼠 幕の あたり を、 頭での の 字 を 書いて 見 上 

げたと ころ、 誰か 見て いる 人が あれば、 その キッ かけ 

に、 「音羽屋！」 とか 「立 花屋！」 とか 言って みたい よ 

うな、 御 当人 もまた、 それ を 言っても らいたい ような 

気取り 方 だが、 あいにく 誰もい ない。 

人の 見て いると 見て いないに 拘ら ず、 こんな 見得 を 

したがる 男で、 一応 見得 を 切って おいて、 それから 左 


の 手 を 懐中へ 入れて、 ふところから 胴 巻の ような もの 

を 引き出した 形まで が、 いちいち 芝居が かりで、 引き 

出してから 押しいた だき、 「有難え、 かた じけ ねえ」 と 

来る ところら しいが、 そんな セリフ は 言わず、 胴 巻の 

ような ものの 中から あやなして、 何 を 取り出し たかと 

見れば、 竹の 皮 包 は少々 色消しです。 

でも、 包みの 中 を 開いて 見る まで は、 舞台に 穴 を 明 

ける ほどの 色消しに もなら なかった が、 やっぱり 片手 

を あやなして、 竹の 皮 包 をい いあんば いに 開いて、 中 

身 を パック リと 自分の 頤 の 上へ もって 行った ところ 

を 見る と、 色男 も 食い気に 廻って、 さっぱり 栄えない 


いい 男が、 いいかげん 気取った しな をして、 懐中から 

取り出した 一物が 何かと 見れば、 それ はっけ 焼きの 

むすび 

握飯であって、 それ を その 男が 二つば かり、 もろに か 

じ つ てし まいました。 

これが がんりきの 百 蔵と いって 名代 (？) の やくざ 

です。 

いつの まに、 この やくざ 野郎、 こんなと ころまで 来 

やが つた？ 

しゃち ほこ 

先日 来 は、 尾 張 名 古屋の 城のと ころで、 金の 鱸 を 

横 眼に 睨みながら いやみ たっぷり を 聞かせて いたが I 

I 名古屋 から ここにの したと 見れば、 この 野郎の 足と 


して は、 さまでの 難事で はない が、 こんな 野郎に 足 踏 

みされ た 土地に は、 ロクな こと はない にき まって る。 

ロクな ことがない といっても、 南条 や、 五十嵐 あたり 

と は、 いたずらの スケ ー ルが 違う から、 飛驊の 高山へ 

来ても、 高山の 天地 を 動かす ような こと はしで かすま 

いけれ ど、 高札 をよ ごすく らいの こと はや リ かねぬ 奴 

です。 

とにかく、 このごろ、 飛驛の 高山 も、 なんとなく 浮 

世の 動静が 穏か でない けれど、 こんな やくざ 野郎の 姿 

はきのう まで この 土地に は 見えなかった。 それ を 見た 

の は 今晚、 このところに 於て 初のお 目 見得です から、 


野郎き つと 夜通し 飛んで 来て みたが、 目的地へ 来て み 

ると、 自分 を 出し抜いて、 火事が 目当て を 焼いて しま つ 

ていたので、 面 食って しまったに 相違ない。 

来て みて、 はじめて 口あんぐりと 握飯 を 食う 始末… 

…焼 跡 を うろついて、 あやしまれ でもして は、 このう 

え 気の 利かない 骨頂。 そこで、 そっと 安全地帯に 立 

入って、 高札 場の 下の、 柳の 大樹の 下に 落着いて みる 

と、 急に 腹が減り 出した という 次第と 見えます  

やきむ すぴ 

焼 握飯 をた ベて しまって みると、 水が 飲みたい、 あそ 

こに 井戸が あるに は あるが、 釣瓶まで そっくり 備わつ 

ている に はいるが、 うっかり 水汲みに 行く の も 考え も 


の だと、 野郎 その 辺に はかなり 細心で、 井戸 も あり、 

釣瓶 も あり、 その 中には 当然 水 も ある こと を 予想し な 

がら、 焦げつ く 咽喉 を 抑えて、 柳の 木蔭 を 動こうと も 

しないで いる。 

前後左右 をよ く 見定めて おいてから、 たっぷり 水 を 

飲もうと いう 了見ら し い。 

五十二 

ちょうちん 

果して 提灯が 来る —— 二つ、 三つ、 四つ、 五つの 提 

灯の やって来る こと を 数えられる ほどに なって、 がん 


りきの 百 蔵 は 笠 を 外し、 自分の 身 を 斜めにして、 柳の 

木 を 前にす ると、 ほとんど 不思議の ようで、 本来から 

だ だけ は 御 自慢の、 きゃしゃに 出来て いる こと はいる 

が、 それにしても、 比 目 魚 を 縦に したよう な 形に なつ 

てし まって、 大木と いっても、 本来 街路樹で すから、 

決して 牛 を 隠す のなん のとい う ほどで はない、 ざら に 

ある だけの 柳の 木な のです が、 前から 見る と、 がんり 

き 一人 を 隠して、 髪の毛 一 つの 外れ も 見えな くして し 

まった の は、 術の ようです。 

この 男が、 本式に、 伊賀 や 甲賀の 流れ を 汲んで いる 

という こと は 聞かない が、 野郎、 やっぱり、 その 道に 


かけて は 天性で、 身体 を 実物 以上に 平べ つたく 見せる 

こと は、 心得て いるら しい。 

がんりきの 百が、 斯様に、 柳の 木の 蔭で 身体 を 平べ つ 

たくして いると は 知らず、 その 前へ 順々 に 歩んで 来た 

ぶ つ さきば ぉリ 

の は、 陣笠 を かぶ リ、 打 割 羽織 を 着、 御用 提灯 を さげ 

た 都合 五 人の 者でありまして、 これ はこの たび出来た、 

非常 大差 配の 下に 任命され た 小差 配の 連中に 違い あり 

ません。 

この 小差 配 都合 五 人 は、 非常 見廻り のために、 市中 

を 巡邏して、 このところに 通りかか つたの だが、 この 

安全地帯の、 柳の 木の 前の 高札 場の 下の、 つまりがん 


おんぎよう いん 

りきの 百 蔵が 只今、 生得の 隠 形の 印 を 結んで いると 

ころの、 つい 鼻の 先まで 来て、 そこで 言い合わせ たよ 

うに 一 服と いう ことにな りました。 

見廻り のお 役目と して は、 三 べん 廻って 煙草に する 

という 御 定法 通りです から、 あえて 可 もな く 不可 もな 

いのです が、 隠 形の 印 を 結んで いる 眼前に、 苦手の 御 

用 聞に 御輿 を 据えられた がんりきの 百 蔵なる ものの 迷 

惑 は、 察する に 余り ある ものです。 

五 人の 御用 提灯 は、 悠々 と 提灯の 火から 煙草 をう つ 

しての み はじめました。 

「うん、 材木が ゥンと 積んで あるが のう、 みんな こり や 


下 原 宿の 嘉 助が 手で 入れた の だのう。 嘉 助め、 うまく 

やって るのう」 

一 人が、 道 一 筋む こうに 山と 積み上げた 材木 を、 夜 

目で 透かして こう 言う と、 もう 一 人が、 

「うん、 なるほど、 近 ごろ 下 原 宿の 嘉助 ほどの 当り 者 

はまず ねえのう、 うまく やりお るのう」 

もう 一 人が、 

「 一 手元 締め は 大きい からのう、 嘉 助が 運勢に やかな 

わね えのう …… なにも、 嘉 助が 運勢と いう 次第 じ やね 

えのう、 あり や あ、 娘つ 子が 前の 方の 働き じ や」 

「はは あ、 いつの 世で も 女なら ではのう、 嘉助 もい い 


の を 生んで 仕 合せ だ、 氏 無くして 玉の輿と はよ く 言う 

たもの じ やのう」 

「蛍の ような もんでの う、 お尻の 光 じ やでの う —— だ 

あま  こ 

が、 あの 女つ 子 も 器量 もんじ やのう、 ドコぞ にた まら 

ん ところが あれば こそ、 親玉 も、 あの 女つ 子に 限って、 

長続きが しょうと いう もんじ や のう」 

「左様 さ、 あの 飽きつ ぼい 赤 鍋の 親玉が、 嘉 助が 娘の 

お 蘭に かかつ ちゃ、 からた あいね えんだから、 異な も 

の だのう」 

ねんぐ 

「お 代官と いう 商売 も、 いい 商売 だのう、 百姓の 年貢 

はとり 放題、 領内の いい 女 は 食い放題 II わしら が覚 


えてから でも、 あの 親玉の 手に かかった 女が …… ええ 

と、 まず ガン ショウ 寺の あの お嬢さんな あ、 それから 

ト— 口 ク屋の 女房、 それと また 富 山から 貰うて 来たと 

いう 養女 名 儀のお 武家の 娘 II 品の いい 娘だった が、 

あれが 内実 はお 手が ついた とかつ かんと かで 親里 帰り、 

それから また、 興楽亭 のお かみな あ、 あれ も、 親玉に 

持ち かけた とかす りつけ たと かの 評判 じ や。 その他 芸 

子 や 酌 女 は、 片 つばし から 食い放題、 町の 中で、 いい 

女と 見たら 誰彼の 用捨 無しと いう 親玉 だ あ」 

この 連中、 かりにも、 陣笠、 打 割 羽織、 御用 提灯の 

身と して、 口が 軽 過ぎる の も 変 だが、 こんな 話 を、 他 


ならぬ がんりきの 百の 野郎なん ぞに 聞かして よい もの 

か、 悪い もの か。 

五十 三 

陣笠、 御用 提灯、 打 割 羽織と いう けれども、 本来 こ 

れらの 連中 は、 生れつ いてのお 役人の 端くれで はない。 

この 非常の 際に、 代官で も 手が 廻らない 上に、 近頃、 

材木 盗人が 横行す る。 それ はこの 大災 について、 材木 

の 払底 を 告げた ところから、 土地の 者が 近 村の 山々 を、 

無 願 伐採す る やからが 多い。 それらの 目 附とを 兼ねて、 


土地の 者で 相当の 功労 を 経た の を 引上げて 小差 配に 任 

命して、 大差 配の 下につ けたの だから、 譜代 恩顧の 手 

附 手代と いったよ うな ものと は 地金が 違い、 しかつめ 

らしい いでたち をしながら、 時と 場合 を 見す まして は 

馬鹿 口が ころがり 出す。 ここで も、 お 役目 がらと はま 

るで 違った 蔭口 を 向けて いる 先 は、 お 代官と 言い、 親 

玉 と言うの が 同一 のこと に過ぎない。 そのお 代官で あ 

り、 親玉で ある 上 長官が、 女に 目がない という こと を 

面白がって すっぱ 抜いて いるら しい。 すっぱ 抜く 方 も 

面白がり、 それ をき く 方 も 嬉しがつ ている らしい。 お 

里が お 里 だから、 お 安いお 役 向に 出来て いるら しい。 


「嘉 助が 娘のお 蘭 は、 ドコか 特別に 味の いいと ころが 

あるん じ やろうて のう、 あれば つかりが 親玉の 首根ッ 

子 をつ かまえて 放さん、 親玉の 方で も、 お 蘭に 逢つ ちゃ 

あた あいがね え じ やて。 お 蘭の 言う ことならば 何でも 

きく、 従って 嘉 助の 出頭ぶ り はめ ざまし いもの じ やて。 

飛ぶ 鳥 も 落す というの は あの ことじ やての う」 

「お 蘭 は、 そんなに いい 女 かえのう」 

「いい 女に はいい 女 だのう」 

「さような あ、 悪い と は 言えね え。 お 寺の 娘さんに も、 

お 武家の 娘 御に も、 商売人に も 食い 飽きた 親玉が 放さ 

きりよう 

ねえの だから、 悪い 容色の 女 じ やねえ のう。 百姓の 娘 


にして あれ だからのう」 

「百姓の 娘 だけに、 うぶな ところと、 親身のと ころが、 

親玉のお 気に 召した というの だな あ」 

「いいや、 お 蘭 も、 百姓の 娘た あいう けど、 てとり も 

のじ や、 商売人に も 負けね えとい うこと じ やて」 

「親玉 をう まく まるめ 込んで いる ことじ やろうが の 

う」 

「親玉ば かり じゃあり やせん、 その 道で はお 蘭 も、 な 

す  もの 

かな かの 好き者で のう」 

「は あて」 

「お 蘭 も あれで、 親玉に 負けない 好き者 じ やでの う、 


お 蘭の 手に かかった 男 もたん と あると やら、 まあ、 男 

たらしの 淫婦 じ やての う」 

「親玉のお 手が ついてから でも か」 

「うむう む、 かえって それ をい いこと にしての う、 今 

までのよ うに 土臭い 若衆なん ぞは、 てんで 相手に せず、 

ちゅうこ しょ う 

中小 姓 じ やの、 用人 じ やの、 お出 入りの さむらい 衆 

じ やの、 気の ありそう なの は、 まんべんなく 手 を 出し 

たり、 足 を 出したり する そうじゃ てのう」 

「はて、 さて、 そり やまた 一 騒ぎ あらん ことかい」 

「どうれ」 

「どっこい」 


「もう 一 廻り、 見て、 お開きと 致そう かいな あ」 

「そうじゃ、 そうじゃ」 

「どうれ」 

「どっこい」 

こう 言って、 彼等 は、 煙草の 吸殻 を 踏み消し、 御用 

提灯 を 取り上げて、 背の び をしたり、 欠伸 をしたり し 

ながら 立ち上る。 そうして、 まもなく 橋 を 渡って、 あ 

ちらへ 行って しまう。 一旦、 平べ つたくな つたがん り 

きの 百 蔵の 身体が、 この 時 また 立体的になる。 

「ハ クシ ョ！」 

音が 高い —— 自分の 口 を あわてて 自分の 左の 手で 抑 


えて、 

「風邪をひい ちゃった —— だが 聞き 逃しの できねえ 話 

をき かされち やった ぜ  畜生、 どうしゃが るか」 

こう 言って、 いまいま しそうに、 御用 提灯の あと を 

見送って いました。 

こうして みると、 御用 提灯の 連中、 言わで もの こと 

を 、 わざわざが ん りきの ために 言 い 聞かせ に 来たよう 

な ものです。 

五十 四 


がんりきの 百 も、 この 柳の 木の 下へ、 風邪をひきに 

来た もので ない こと はわ かってい る。 何 か 野郎 相当の 

野心が あるか、 そうでなければ 進退に 窮 する ことが 

あって、 よん どころ なく この 柳の 木の 下へ 立 寄った も 

のに 相違ない。 

「どうれ」 

おんぎよう 

と、 隠 形の 印 も 結び もす つかり 崩して、 まず 最初から、 

飲みたくて 堪らなかった 水 を 飲もうと して、 井戸の 方 

へそろ そろと 歩んで 行く と、 その 井戸側から、 人が 一 

人、 ひょろひょろと 這い 出して 来たに は、 驚かない わ 

ぶ つ さきば ぉリ 

けに は ゆきません。 以前の、 御用 提灯、 打 割 羽織に は、 


さほど 驚かなかった がんりきの 百が、 井戸側の 蔭から、 

ひょろひょろと 這い 出して 来たよ た 者に、 まったく 毒 

気 を 抜かれて しまいました。 

だが、 幸いに して、 こちら も 多少の 心得が あるから、 

みとが 

見咎められ るまでに は 至らなかった が、 もう 一 息 違つ 

て、 ぶつつ けに 井戸へ 走って しまおう ものなら、 大変 

 このよた 者と 鉢 合せ をす ると ころで あつ た。 

いいと ころで、 また ごまかして、 今度 は 高札 場の 石 

垣の 横に 潜み 直して いると、 井戸側から 出た よた 者 は、 

がんりき ありと は 全く 知らない らしく、 這い 出して 来 

て、 前後左右 を 見廻し、 ホッと 一息つ いたの は、 つま 


りこの 点に 於て は 御 同病 —— いましがた、 立って 行つ 

た 御用 提灯、 打 割 羽織の 目 を 忍ぶ ために、 自分が 柳の 

木の 蔭で 平べ つたくな つてい ると 共に、 このよた 者 は、 

井戸側の 蔭に 這いつ くばって、 その 目 を 避けて いたの 

だ。 

つま リ 自分の 隠 形 は 立 業で あるのに、 このよた 者 は 

寝業で 一本取つ たという わけなの だ。 二人とも、 やり 

過して しまつてから 業 を 崩し、 ホッと 息をついて、 の 

さばり 出た の は 同じ こと。 

がんりきが 石垣の 蔭から よく 見て いると、 手拭 を 畳 

こぜん かご  かみくず か 

んで 頭に のせ、 丸い 御 膳 籠 を 肩に 引っかけた 紙屑 買い 


です。 

紙屑 買いだ といつ て 無論こう いう 場合に は 油断が で 

きない ことで、 なお、 よく 注意して 見る と  がんり 

さ 

き は 商売柄で、 夜目、 遠目が 利く —— 手に がんどう 

ぢ ようちん 

提灯 を 持って いると ころな ど は、 いよいよ 怪しい。 

そこで、 ともかくも、 こいつの あと をつ けて みなけ 

れ ばなら ない こと だと 思いました。 一応、 その 行動 を 

見届けて やる 必要が あると 思いました。 

そうして、 暫く その あと をつ けて みた 後に、 がんり 

あぜん 

きが 啞 然として、 自分 をせ せら 笑って しまいました。 

こいつ は 生え抜きの 紙屑 買いだ。 紙屑 買いと いうよ 


り は、 紙屑拾いの 部に 属すべき もので、 がんりき ほど 

しろもの 

の 者が、 あと をつ けたり なん ぞ する ほどの 代物で はな 

き 

い —— 何 だって 気が 利かね え、 飛驊の 高山まで 来て、 

紙屑 買いの 尻 を 追い 廻すな んぞ は、 七兵衛 兄い の 前へ 

てえ しても 話に ならね え —— というの は、 こいつが 焼 

跡へ 忍んで 行く から、 その 通りつ いて 行って 見る と、 

その 焼 跡 を 鉄の 棒で ほじく つて、 そこで 金目に なり そ 

せった  あとが ね 

うな もの は、 雪駄の 後金であろう とも、 鎌の 前金で あ 

ろうと も、 拾い集めて 銭に かえよう とする 商売 だけの 

ものです。 

夜陰 忍んで 来たの は、 万一 この 焼 跡から、 小判の 一 


枚 か、 金の指輪の 一 つも 掘つ くり 返した 時の 用意。 そ 

の 時に 権利 者に 出て 来られたり、 緦 張り 争いが 起った 

りして は 厄介と 思う から、 そこで、 夜陰 こっそり 忍ん 

で 来た だけの ものです。 第一、 紙屑 買いと しての 御 膳 

籠の 背負 いっぷり からして、 最初から 板に ついている。 

大笑いだ —— だが、 ここまで 来た 上 は、 また 柳の 木 

さ 

の 下へ 引返す の も、 なおさら 気が 利かない。 といって、 

これから わつ しの 行く ところ はドコ です、 とたず ねる 

の も 一 層 気が 利かない。 第 一 、 それ をたず ねよう にも、 

たずねる 人 は あたりに なし、 ようし、 一 番、 この 屑屋 

をから かって やれ、 相手に とって は少々 不足 だが、 時 


にと つての 慰み だ、 一番から かって やれ —— かくてが 

んリき はや や 暫く あと をつ けて いたが、 頃 を 見計ら つ 

て、 小声で、 

「お爺さん」 

紙 屑屋の 肩 を 後ろから 叩く と、 屑屋 は 一 たまり もな 

くへ たへ たと ひっくり返つ てし まいました。 

五十 五 

「お爺さん」 

と 肩 を 叩いたら、 直ぐにへ たへ たと ひっくり返 つてし 


まい、 もう 腰が 抜けて しまって 動け ない らしい から、 

がんりき は 苦笑い をしながら、 屑屋の 耳に 口 を 当て、 

「お爺さん、 驚い ちゃい けね えよ、 わし は 怖い もんじ や 

ねえ、 道中 筋 をち つとば かり 寄り道が あって、 たった 

今、 この 飛驛の 高山と いうと ころへ たずねて 来て 見る 

てえ と、 高山 は 一昨日 こんな 大火 事で、 たずねて 来た 

人の 立 退 先が わからね えんだ、 それで 途方に 暮れて い 

ると ころへ、 お前の 姿 を 見た もんだ から、 呼びかけて 

みた だけの ものなん だ、 そんなに 怖がる が もの はねえ 

よ」 

「はい」 


「さあ、 立ちな、 立ちな。 立てね え かい」 

「大丈夫で ございま つし やろ」 

「いいよ、 いいよ、 立てな けり や、 立てる まで、 そう 

していな さるが いいや、 わしゃ 爺 さ ん に 心 当り を 教え 

て もらい さえす り や いいんだ」 

「はい」 

「わしゃ あね、 下 原 宿の 嘉助 という 者の 実は …… 甥な 

んだ がね」 

「はい」 

が き 

「餓鬼の 時分から 手癖が 悪く つて、 諸 所 方々 を ほうつ 

き 廻り、 めったに 叔父さんと いって たずねた こと はね 


えんだ が、 ち つ と 旅先で 聞き込んだ ことがあ るから、 

急に かけつけて 見る と、 飛驛の 高山が この 始末なん だ」 

「はい」 

「下 原 宿の 嘉助 は、 どこへ たちのい たか 知らね え かい」 

「はい …… 下 原 宿て えの は 焼け やしません でな」 

「焼けね えと …… じゃあ 焼け残った のか。 そいつ あま 

あ、 どっちに しても 仕 合せだった。 爺さん、 済まね え 

が ひとつ その 下 原 宿の 嘉 助のと ころまで、 わつ し を 案 

内して おくん なさらね え か」 

「ええ、 そり やなんで ございます、 お 安い 御用で ござ 

いますて」 


「うむ、 済まね えな、 もう 立てる かい」 

「 へ い、 もう 立て ま つ しゃろ」 

「それから ねえ、 お爺さん、 もう 一 つ 頼みが あるんだ 

がね」 

「下 原 宿の 嘉助さ ん ていえば、 たいした 威勢で ござい 

ますで な あ」 

「もう 一 つ 頼みと いう はねえ、 お爺さん、 その 嘉 助に 

一人娘が あるんだ がな あ、 おいらに は 従妹に 当る つて 

わけなん だが」 

「はい、 はい」 

やしき 

「その 従妹が、 今、 お 代官のお 邸 に 御 奉公 かなん かし 


ている という ことなん だが、 ついでに ちょっと 寄って 

行きて えんだ、 お 代官 邸て えの は、 どっちの 方なん だ 

え、 それへ も ひとつ 案内 をしても らいて えと 思 うんだ 

が、 きいち や あくれ めえ か」 

「はい」 

がんりきの 百の 野郎 は、 たった今の ききかじり を こ 

こで、 もう 応用して しまって いる。 目から 鼻へ 抜けた 

つもりで、 すっかり 応用 を 試みて いるが、 相手の 煮え 

きらない こと、 はい、 はいと は 言う が、 いっこう 立と 

うと もしない から、 業 を 煮やし、 

「まだ、 立てね えの かい」 


「もう、 大丈夫で ございまつ しゃろ」 

「大丈夫で ございま つ しゃろ は い いが、 立てね え じ や 

ねえ か」 

「はい、 はい」 

「ちえ ッ、 そら、 爺さん、 手 をと つて やる よ、 威勢よ 

く 起きね え」 

と 言って、 がんりき は、 その 手首 を グッと ひっぱって 

いくらか 包んで、 屑屋の 手に 持たせ、 ようやく 起して 

やり、 

「さあ、 先へ 立って 案内して くんな」 

要領 を 得て、 怖々 ながら、 屑屋の 老爺が 立ち かけた 


が、 またべ たりと 腰 を 落し、 ヮナヮ ナと慄 え 出して、 

「あつ！ あつ！」 

といって 指さし をして、 その 手で がんりきの 合羽の 裾 

を 激しく 引く 

五十六 

「世話の焼けた 老爺さん だ」 

がんりき は、 骨無し 同様な、 老爺の 腰の 抜けつ ぶり 

に 愛想 をつ かし、 こんな 度胸で、 火事 跡 荒しに 来るな 

んて、 全く ふざけた 老爺 だと 思って、 蹴飛ば してやり 


たくな つたの を、 そう もなら ず、 ぜひな く 老爺の 指さ 

した 方 を 見る と、 こんど はがん リ きが ゾッと 立ち 尽し 

てし まいました。 

「お化け …… 」 

老爺 は 指差し をした まま、 二度目に 腰 を 抜かして、 

へ タへタ と 坐り込んで しま つてい る。 

力なた 

その 指さき の 示す ところ を 見る と、 ほぼ 十 間の 彼方 

の 同じ 焼 跡の 中に、 すっくと 立って、 こっち を 見て い 

る 一 つの 黒い 人影が あるので す。 

「おや？」 

ひとみ 

がんりきの 百 蔵 も ギヨ ッ として、 瞳 を 定めて それ 


を 見る。 

さいぜんから そこで 我々 を 見つめて いた 人影 一 つ、 

荒涼たる 焼 野原 を 透して、 宫 川の 外れから 白山 山脈が 

見えよう というと ころ、 月の 晚 ではない のに、 その 輪 

郭が 白く ぼかした ように 浮き 上 つてい る。 

「おや •：•： 」 

とく 

がんりき は、 たじろぎながら その 物影 を 篤と 見直す 

と、 覆面 をして、 着流しの ままで、 二 本の 刀 を 帯びて、 

じ つと こちら を 睨んで いる。 

こいつ は 辻 斬 だ！ は あて、 飛驛の 高山で も、 辻 斬 

が 商売になる のかな。 


ちょうど、 下に 置いて あ つ た 屑屋の がんどう 提灯 を、 

いぎょう 

がんりきの 百が 手に とって、 その 異形の 者に さしつけ 

る 途端、 

「あつ！ いけね え」 

すさまじい 音 をして、 がんどう 提灯が、 数十 間の 彼 

方に ケシ 飛ぶ と共に、 がんりきの 百 も 共に、 数十 間ケ 

シ 飛びました。 

同じ ケシ 飛んだ ので は ある けれども、 がんどうの 方 

は 飛んだ ところへ 行って 留まった が、 がんりきの 方 は 

横つ 飛びに 飛んだ まま、 街道の 道へ 出る と、 一層の 速 

度 を 加えて、 無二無三に 走りました。 


その あとで、 

「助けて II」 

屑屋 もまた、 がんりきと 同じように ケシ 飛ぼうと し 

たけれ ども、 それ は 無理で、 ドウと 音が して、 やがて 

ザ ンブと 水が 鳴って、 そうして 助けて！ という 声が 

地の 下から 聞え たの は、 焼 跡の そばの、 崩れた 井戸へ 

落ち込ん だものと 見える。 

がんりきの 百 は 無情に も、 屑屋の 急 を 救わん ともせ 

ず、 救う の 遑 もな く、 遮 一 一 無 一 一 走る こと …… かれこれ 

八 町 余りにして 一 つの 物体に ありついて、 そこで、 息 

をき りました。 


「あつ！ 何て ザ マ だ」 

そこで、 自分ながら 愛想が 尽き果て て しま つた もの 

の 如く、 額から 首筋の 汗 を 拭って、 そうして、 星 もな 

い 空 を 恨めしそう になが めながら、 

「ザ マ あ 見や がれ」 

幾度 も 幾度 も 自分 を 冷笑し きれな いのは、 考えて み 

れば みる ほどば からしい。 

がんどう を 差しつ けたまで はわ かってい るが、 それ 

から あの 辻 斬が、 果して 自分へ 向いて のしかかって 来 

たの だか、 どう だか、 いま 考えて みると 雲を摑 むよう 

だ。 


ああした 瞬間に、 たつみ 上りに 覆面の 者からの しか 

かられた 力に たまらず、 振り もぎって がむしゃらに 逃 

げ 出した こっちの ザ マ は、 話に も、 絵に も 描け たもの 

じ やねえ  

それが よ、 仮り にも、 がんりきの 兄い とも あるべき 

ものが、 飛驛の 高山 くんだり へ 来て、 追剝 か、 辻 斬 か、 

おびやか 

異体の 知れね えのに 脅 されて、 雲 を 霞と 逃げた と 

あっち や あ —— 第一、 七兵衛 兄い なん ぞに 聞かせよう 

ものなら、 生涯の 笑われ 草 だ。 

だが、 どうして、 おれ は、 こんなに 逃げな けり やな 

ら なか つたの だろう。 がんどう をつ きつけり や あ 向う 


も 驚か あ、 向って 来たら、 こっち もがん りき だから、 

一 番飛驛 の 高山の 辻 斬の 斬りつ ぶり を 見て やろう じ や 

ねえ かとい う、 いたずら 心 充分で やった 仕事な のに I 

I 意地に も、 我慢に も、 ああ のしかかられて は 逃げ足 

が 先で、 見栄 も 外聞 もな くこ こまで 突 走らされ、 こう 

して 立ちす くんだ の は、 いったい どうした というの だ。 

五十 七 

考えてみれば 夢 だ、 幽霊 を 見たん だ、 お化けに おど 

かされて 逃げたん だ、 ばかばかし さ この 上な し。 気の 


毒 千万な の は 屑屋のお やじよ、 あわてて 井戸へ おつ 

こったら しいが、 危ない こった。 それ をみ すみす、 手 

を 出して やる こと も できねえ で、 命から がら、 ここ ま 

で 逃げ のびたがん りきの 心根が 、 自分な が ら つ くづ く 

ふびん 

不憫で たまらね え。 がんりきの 百と も あるべき ものが、 

飛驛の 高山へ 来て、 辻 斬のお 化けに おどかされ たと 

あって は、 もうこの 面 は 東海道の 風に や 吹かせられね 

え  憚りながら、 このがん りきの 百 蔵 は、 見て くん 

な、 こうして 右の 片腕が 一 本足リ ねえんだ ぜ、 向う 傷 

なんだ。 この 片一方の 腕に 対しても、 面が 合わせられ 

ねえ： H 儀 さ。 何とかして この度 癒せ をし ねえ ことに は、 


き 

この 虫が おさまら ねえ。 といって、 気の利いた お化け 

はもう 引 込んで いる 時分に、 またも 現場へ 引返して、 

虚勢 を 張って みたところで、 間抜けの 上塗りで あり、 

抜からぬ 面 をして、 おじいさん、 井戸 は 深い かえ、 も 

あき 

聞いて 呆れる。 

いったい、 ここ はドコ なんだろう。 お 寺 だな、 かな 

り 大きな お 寺の 門 だ。 な ある ほど、 飛 驛の国 は 山国 だ 

けあって 木口 はいいな、 かなりす ばらしい もんだ が、 

何とい う 寺なん だ、 名前 も 何も わか リゃ しねえ。 

さて —— と、 今晚、 これから 落着く ところ は、 自暴 

だな、 自暴と 二人連れで、 この 腹癒せに 乗 込んで みて 


えと ころ はさ、 目抜きの ところ はすつ かり 焼けて し 

まっていて、 どうに もなら ねえ。 

今にな つて、 思い出し たの は、 あの 御用 提灯と、 陣 

ぶ つ さきば おり 

笠と、 打 割 羽織の 見 まわり だが、 あの 見廻り のお 上役 

人 だか、 土地の 世話役 だか わからね えが、 おいらの 眼 

と 鼻の 先で、 乙な こと を 言って 聞かして くれたつ けな 

あ。 

その 事、 その 事。 それ を 今、 ここんと こで 思い返し 

むしず 

ている と、 なんだか ゾ クゾク 虫酸が 走って くるよう だ 

ぜ。 ここのお 代官が なかなか 好き者で、 そのお 妾 さ 

んが 百姓 出の 娘に は 似合わず、 また 輪 を かけた 好き者 


で …… 旦那 を いいかげんに あやなして 置い ちゃ あ、 中 

小姓で あれ、 御用 人で あれ、 気の 向いた 奴に は、 相手 

かまわず 据膳 をす ると かなんと か。 そいつ をお 前、 高 

山 入り 早々 のがん りきの 鼻先で 句 わせて 下さるな んぞ 

は 気が 知れね え、 そんなの を、 今まで トン ト 忘れて い 

たこつ ち も、 人が 好 過ぎる じ やねえ か。 

いったい、 そのお 代官 邸ての はドコ にあ るんだ い。 

すき 

ようし、 一 番 夜明けまでに は、 まだ 一 仕事の 隙 は、 た つ 

ぷリ あら あ、 そのお 代官 邸て えのへ、 ひとつ 見参して 

みょうじ やねえ か。 これから 夜明けまで、 その 百姓 上 

てとり もの 

リ だとい う 手 取 者の 好き者のお 部屋 様ん ところへ 推参 


して、 そこで 一ぶ く、 お 先 煙草の 御馳走に あずかろう 

じ やねえ か。 

いいと ころへ 気がついた、 な あに これ だけのと ころ 

だ、 誰に 聞かね えった つて、 走って いるう ちに は 代官 

邸ら しいのに ぶつつ かるだろう。 そのお 部屋 様と いう 

のが、 そういう お前、 話の 分った 女であった 日 にゃあ、 

土臭い 地 侍ば かり 食べつ けて いるのと 違って、 こっち 

もがん リ きの 百 だよ、 野暮に おびえさせて、 お 説教ば 

かり 聞かしても おられね え、 話が もてて 来た 日に や、 

夜が 明けても 帰さね えよ、 てな ことにな つてく る。 

せっかく、 訪ねて 来たがん りきの ために 野 を 清めて し 


まった うえ は、 今夜の 御 定宿 は ひとつ、 そのお 代官 邸 

のお 部屋 様のお 座敷と、 こういう 寸法に きめて やろう 

じ やねえ か —— 

まあ、 待って くんな、 せいて は 事 を 仕 損ず る、 それ 

にしても 咽喉が 火の よう だ。 

井戸 はねえ かな、 井戸 は …… やむ こと を 得な けり や 

あ、 さきほどの、 あの 高札 場の 屑屋の^ い 出した 井戸 

まで 引返す かね。 

こうして、 この 門前 を うろつき 出した やくざ 野郎 は 

ほどなく、 代官 屋敷の 裏門の 掘 井戸のと ころへ 姿 を 現 

わした こと を 以て 見る と、 求む ると ころの ものに、 同 


時に ありつい たような ものです。 

五十八 

宇津木 兵馬が、 ここへ 来てから、 一 つ 気になる の は、 

お 代官の 邸の 奥 向の ことです。 

このお 代官に は 女房 は 無くて、 お気に入りのお 妾が、 

一切 を 切って 廻して いる こと は、 それでい いとしても、 

兵馬が 気にな リ 出した の は、 このお 妾が いかにも 水つ 

ぼい 女で、 たしかに いい 女と いうの だろう、 血相の い 

まるまげ 

い 顔に、 つやつや しい 丸鬅を 結って、 出入りの 者 や、 


下々 の 者まで そらさない 愛嬌 はたし かにあって、 代官 

ちょう あ い 

が 寵愛す るの も、 のろいば かリ ではない、 まあ、 この 

妾 に も 寵愛 を 受け る だけの 器量 は あるの だ。 

この 奥 向 を 切って 廻して、 主人 を まるめて 置く だけ 

の 器量の ある 女に は 相違ない が、 兵馬が 気になり 出し 

たの は、 品行の 悪い 噂で、 それ も 噂 だけで はない、 兵 

がてん 

馬の 眼に も、 それと 合点ので きる ほど、 眼に 余る とこ 

ろ も 見えない ではない が、 兵馬の わけて 気になる の は、 

どうも 自分に 向って まで、 眼の 使い方が 餘 せない こと 

が ある。 それが、 日一日と 強くな つて、 あの 火事の 騒 

ぎの 晚 なぞ は —— 兵馬 は その 晚 のこと を 思い出して、 


いよいよ 変な 気になりました。 

このお 部屋 様が、 自分に 誘惑 を やり 出して いる、 と 

いう ことが、 ハツ キリ わかって くると、 全く ィャな 心 

持です。 

ただ、 ィャな 心 持で はなく、  二重に も 三重に も、 ィ 

ャな心 持が する の は、 自分の ほかに、 ここに 召使われ 

ている 誰彼の 用人、 小姓、 みんな あれと 同様の 色目に 

あずかって いるら しいからで、 そうして、 自分が 新し 

くて 珍しい もの だから、 特別に —— という 思わせぶ り 

が たっぷり だからです。 

つまり こうして、 自分 をお もちやに してみ ようとい 


ういた ずら 心なの だ。 そうして、 そのお もちやに なリ 

つつ、 表面 は 至極 心服の 態に 見せて いるものが、 現に 

この 邸の 中に 一人 や 二人 は あるら しい。 それでも、 お 

たがいた ちのうち に 鞘当て も 起らない し、 お 代官 その 

もの もい つこう 悪い 顔 を しないの は、 お人好しで 全く 

気がつかない のか、 或いは 自分が 相当の 食わせ 者で あ 

る だけに、 気がついても、 見て 見ない ふり をして いる 

のか。 一方から いえば、 それで 風波 を 起さずに 抑えて 

いると ころ は、 どこかに、 あの 女の 度胸 だと も、 器量 

だと も 言えな いこと はな い。 

だが、 度胸に しても、 器量に しても、 それ は 浅まし 


いもの だと、 兵馬に は 感ぜずに はおられません。 そう 

して その 浅まし さが、 今 は 一途に、 自分の 方へ 向って 

圧迫され て 来る こと を 感ぜずに はおられな いのです。 

一 日 も 早く この 地 を 立った 方が よいと 思って いる 一 

方に、 また あのお 代官の 引力が なんとなく 強い。 あの 

お 代官 はお 代官で また 極力、 この 自分 を 引 留めて 置き 

リょ うけん 

たい 了見が 充分に ある。 その 了見 を 露骨に しないで、 

からめて 

搦手から ジリ ジリと 待遇 を もつ て 自分 を 動かせな いよ 

うにして 手許へ 引きつけ て 置きたい との 了見が よく わ 

かってい る。 兵馬 は、 それ を いいかげんに 振りき つて、 

出立せ ねばなら ぬと 思いつつ も、 その 待遇に つい ほ だ 


されて しまう。 なにも 特別の 義理 はない し、 人物に 対 

しても、 そう 離れられない ほど、 尊敬 も 心服 もして い 

るので はない が、 このお 代官に ある 力で 引きつ けられ 

て、 急に 腰 を あげられな いような 気持に されて いるの 

が 不思議 だ。 

お 妾の 色目と、 それと は 全く 別な こと はわ かってい 

る。 なにも 自分 を 引 留めて 置きたい ために、 しめし 合 

わせて、 色 仕掛の なんのと いうた くらみに なって いな 

いこと は 確か だが、 なんにしても この 二つが、 左右 か 

ら、 当分 自分 を 動け ない ものにし ている らしい こと は 

争えない。 


兵馬 は 寝返り を 打ちながら、 こんな こと を 考えて い 

るう ちに、 廊下が ミシと 鳴る の を 感じました。 

五十 九 

「ああ」 

そこで、 兵馬 は 胸が 燃える ような 熱さ を 感じました 

ああ、 それ、 今 も 気に かかる その 人が、 今晚 という 

今晚、 ここまで 忍んで 来られた の だ。 ああ、 正直のと 

ころ、 自分 はこの 誘惑に 勝てる だろう か。 

あの 奥方 —— ではない、 お 部屋 様、 あの 婦人が ここ 


へ 入って 来たら、 どうしょう、 声 を 出して 恥 を かかせ 

る わけに もい くまい、 そうかといって …… 

ああ、 困った、 絶体絶命、 兵馬 は、 もう 全身が 熱く 

なって、 ヮ ナヮナ とふる えが 来て いるよう です。 

果して、 ミシ ミシと 廊下に 音が 続いて する、 中の 寝 

息 をう かがって いるもの らしい、 あ、 障子の桟へ 手 を 

かけた。 

どうしょう、 この 誘惑に 勝てよう か、 勝てても 勝て 

なくても、 今 は 絶体絶命 だ。 こういう 時に、 兵馬 はい 

つも 堅くな つてし まって、 動きの 取れない ことが おか 

しい ほどです。 


兵馬に は、 来る もの を 取って 食う だけの 勇気 はない。 

いまし 

そうかと いつ て、 それ を 叱り 誡 めて、 恥 を かかせて 追 

い 返す ほどの 非人情 も、 発揮が できない。 

禅の 心得と かなんと かいう ものが、 こんな 時に、 さつ 

ぱリ 役に立たな いのは、 かえって、 なまじいに それに 

ひっかかる からだ —— 兵馬 は ある 先賢が 旅 宿で、 主婦 

から 口説かれ たの を 平然として 説得して かえした こと 

を 思って みたり、 美人から 抱きつかれて、 それ を 枯木 

寒巌 とかなん とか 言って、 この なまぐさ 坊主め、 と 追 

ん 出されて しま つたこと を 考える。 

突いて いいの か、 ひっぱり 込んで いいの か、 実際、 


禅 だの、 心 法 だのと いう こと を 少し 学んで いたた めに、 

かえって それに 迷う。 

ふすま 

果して、 隔ての 襖が 細目に 開く。 

ふとん 

ぜひな く 兵馬 は、 ムック リと 起き直って、 蒲団の 上 

に 端坐しながら 枕元の 燈火 を搔き 立てました。 

あんどん 

兵馬が 燈心を 搔き立 てた 途端 のこと、 その 行 燈の下 

から、 ぬつ と 這い 寄った 人の 面、 それと ぴったり 面 を 

合わせた 兵馬が、 

「あ！」 

と 言いました。 驚いた の は 兵馬の みで はなく、 その 行 

燈の 下から 這い 寄った 面の 主 も、 同じように 吃驚して、 


「いけね え！」 

ききうで 

途端に 早く も 兵馬 は、 この 者の 利 腕 を 取ろうと して、 

案外に も それが、 フワ リ として 手答えの ない のに、 ハ ッ 

としました。 

これ は 双方の 思惑違い、 勘違いでした。 

兵馬が 行燈の 下から 見た 面 は、 予想して いたよう な 

さ か やき 

人で はなく、 全く 見なれ ない 月 代の ならずもの めいた、 

なま  ちろ  こいき 

色の 生つ 白い 奴！ その 色の 生つ 白い 小粋が つた 方が 

認めた の は、 やっぱり 案外な 若い 男の 侍でした から、 

い つ とき 

双方と も 一時 全く 当てが 外れて、 度 を 失った ものです。 

でも、 兵馬 は 心得て、 やにわに、 その 曲者の 利 腕 を 


取って 押さえよ うとして、 再び 案外に 感じた こと は、 

それに さっぱり 手 ごた えの ない ことで、 つまり、 この 

男 は、 手 を 引 込めて、 兵馬の 打 込み を 外した ので はな 

く、 その 利 腕が、 てんで 存在して いないの だとい うこ 

と を、 兵馬が 覚りました。 

右腕 は 無い の だ、 それなら ばと、 膝 を 立て直して 抑 

えに かかった 時、 先方 もさる ものでした。 

さっと、 ひつく リ 返って、 これ は、 ヮザ とひつ くり 

返った ので、 その ひつく リ 返った 途端に、 行 燈を蹴 飛 

ばして 真暗に し、 なお 二の矢に、 行燈の 下から 素早く 

さらった 油壷 を、 兵馬の あたり をめ がけて 投げつ ける 


と、 ク ルリと 起き直って、 廊下へ 飛び出して しまい ま 

した。 

もちろん 

勿論、 こいつ は、 がんりきの 百 蔵で、 噂に 聞いた 新 

お 代官の 屋敷の、 好き者のお 部屋 様に 見参す るつ もり 

で 来たの が、 案外に も、 宇津木 兵馬の 寝て いると ころ 

でした。 

六十 

あき 

その 素早い 挙動に は、 さすがに 兵馬 も 呆れる ほどで 

した。 


こいつ、 本職 だ！ 

直ちに 刀 を 取って 追い かけた が、 庭へ 逃げた という 

こと を 知る と共に、 自分 は 庭へ 下りないで、 道場へ と 

進んで 行きました。 

道場に は 黒 崎 君が 寝て いる。 

兵馬 は 静かに 黒 崎 を 起しました。 そうして、 いま、 

曲者が 入った こと を 告げ、 但し 単身 潜入した もので、 

大体に 於て、 深いた くらみの ある 奴で はない から、 騒 

がない がよ ろしい、 強いて 陣屋の 上下 を 動揺させる ほ 

どの こと も あるまい から、 君 は 起きて、 屋敷の 内部 を 

警戒し 給え、 拙者 は 一 廻り 邸 外 を 廻って 見て 来る、 二 


人 だけで 検分して しまおう、 騒がない がよ いと 言い ま 

した。 

黒 崎 は それ を 心得て、 身 仕度 をし ました。 

兵馬 は、 それから 小 提灯 を ふところに 入れ、 戸締り 

をして おいて、 さいぜんの 曲者が 乗越え た 撒に 近い 潜 

り 戸から、 邸の 外へ 出て みる 気になりました。 

かなりに 広い、 代官 邸の 塀の 外 を 一 廻りす る だけで 

も、 かなりの 時間 を 要する が、 内部の こと は 黒 崎に 任 

せて 置けば 心配な し、 実は 自分 もこの 機会に 少し、 外 

へ 出て みたくな つたの だ。 

高山へ 来てから まだ、 夜歩きと いう こと を 兵馬 はし 


ていない のです。 夜歩きが 好きと いう わけで はない が、 

深夜、 街頭 を 歩く ことに は、 京都 以来、 いろいろの 興 

よな. H 

味 を 持って いる。 何かと 得る ところ も 甚だ 多い ので 

す —— 第 一 、 夜 は 静かで 紛 雑の 気分 を 一 掃す る。 それ 

に 思わぬ 事件 や、 思わぬ 人物に 出会して、 何 かの 意味 

で それ を あしらう ことが、 なかなか 修行になる もの だ 

と 心得て いる。 それに また 兵馬 も 若い から、 おのず か 

ら 血潮が、 夜遊びと いう ことに 誘導 するとい つたよう 

なせい もあろう。 

そこで 兵馬 は、 今晚、 ただ 単に 塀の 外 を 通る のみで 

はない、 また、 ただいま、 取 逃がした 小 盗 を どこまで 


も 追いつめる というの でもな く、 今晩は ひとつ、 この 

機会に、 少し 高山の 町、 それと あの 焼 跡の 辺までの し 

てみ ようで はない か、 という 気分に そそられました。 

と 言っても、 高山の 町 は、 そんなに 広くない から、 

したが つ て 多くの 時間 をと る ほどの こと も あるまい し 

あとのと ころ は 黒 崎に 任せて おく、 黒 崎 は なかなか 出 

来る から、 あれが 眼を醒 まして いてさえ くれれば、 あ 

と の 留守 は 心配が な いとい う もの だ。 

それに また、 兵馬 は、 当時、 宗猷 寺に 移って いる 高 

村 卿のと ころへ もお 寄り 申して くるつ もりでしょう、 

そう なれば、 夜明けになる かも 知れない。 


こうして、 兵馬 は 邸 外の 人となりました。 

飛驛の 高山の 夜の 景色に、 悠々 とひた つてみ る 機会 

を 得ました。 

塀 外 を 一 廻りして、 それから、 右に 川原 町、 左に 上 

向町 を 見て、 真直ぐ に 出て 行く と、 そこに 中 橋が ある。 

ぎぼうしゅ つ 

中 橋 は、 京の 五条橋 を 思い出させる 擬宝珠 附 きの 古 

せんかん 

風な 立派な 橋で、 宫 川の 流れが 潺湲 として 河原の 中 を 

縫うて 行く、 その 沿岸に 高山の 町の 火影が 眠って いる。 

南に はこん もりとした 城 山の つづきと、 錦 山。 ここ 

へ 立つ と 兵馬 は、 どうしても 「小 京都」 という 感じ を 

とどめる ことができません。 


おも かゴ 

飛驛の 高山に は 「小 京都」 の 面影が あると いう こと 

は、 ちょうど、 この 橋が 五条の 橋で、 三 条四条 を 控え、 

この 川が 鴨 川 そっくりの 情趣 を湛 えてい ないで はない。 

この 城 山つ づき を 東 山 一 帯に 見做す こと も 決して 無理 

ではない。 無論、 京都の 規模に は 及ばない が、 その 情 

まう-や つ 

趣の 髡髴は 無いで はない。 それに 京都 は 天地 こそ、 や 

す さ 

はり 平安の 気分 は あるが、 時に 凄まじい 渦に 巻かれて 

いる こと を 兵馬 は 見て いるが、 ここ は、 本場の ような 


血 なまぐさ いこと はない から、 こうして 歩いて いても 

途上に 人間の 首が ころがつ ていたり、 壮士が 抜 身 を 

持って 横行して 来たりす るよう な 心配 はない。 

ただ、 気の毒な こと は、 過日の 火事で ある。 不幸 中 

にも、 代官 邸 以西まで 火 は 届かなかった が、 宮 川通リ 

から 一の 町、 二の町、 三の 町、 川 西の方まで も 目抜き 

のと ころが 焼かれて しま つ ている —— 兵馬と して は、 

この 城 山の 方、 奥深く 上って、 高い ところから、 更に 

深夜、 むしろ 夜明け 間近の 高山 を、 もう 一 べん 見直 そ 

うとした のです が、 火事場 見舞 を 先にして やろうと、 

中 橋 を 渡りき つて 見る と、 もう やがて 焼 跡の 区 威で、 


そこへ 至る 前に、 再び 足 をと どめた の は、 例の 今の 高 

札 場の、 柳の 木の あると ころです。 

そこまで 兵馬が やって来た 時 に —— 無論、 ， J の 高札 

場が、 もう、 一度 前に 一場 出て いて、 それが 返し 幕 か、 

廻り 舞台に なって いて、 今度 は そこへ 自分が 一人 だけ 

登場せ しめられ ている という こと を、 兵馬 は 知らない 

のです。 ですから 何気なく、 その 場面へ 登場して 来て 

見る と、 その 前路 のまん なかに、 自分より は 先に、 も 

う 一 人の 役者が 登場して いる ことに 驚かされました。 

高札 場 を 中に して、 自分と は 半 町 ほどの 距離 を 置い 

て、 大道の まんなかに、 人が 一人 倒れて 苦しがつ てい 


る ことが、 兵馬に は 直ちに 気取られて しまいました。 

そこで、 心得て、 踏みと どまり、 その 道の まんなか 

で 苦しみう めいている 者の 何者で あるか —— 無論、 そ 

れは 人間に は 違いない が、 人間の いかなる 種類に 属し 

ている もので、 いかなる 理由で、 今頃 あんな 所に ああ 

している のか、 倒れて いるの は、 事実 あの人 影 一 つ だ 

けで、 他に 連 類 は 無い のか、 なん ぞ という ことの 視察 

に は、 かなり 兵馬 は 抜け目がない のです。 

幸いに この 柳の 木 —— これ は、 この 前の 場面に、 が 

ん りきの 百と いう 役者が、 充分 カセに 使った 道具立て 

なのです が、 ここに も 兵馬の ために 有力な 合方と なつ 


て くれます。 

す 力 

兵馬 は、 柳の 蔭から 透して、 大道で 倒れて 苦しがつ 

ている 者の、 仔細な 観察 を 続けよう とします。 だが、 

まず 以て 安心な ことに は、 この 怪しい 行 倒れが、 斬ら 

れて 横たわって いるので はなく、 酔 倒れて、 身動き も 

ならない ほどに な つ ている ことに 気が ついた のです。 

「酔つ ばらいだ な」 

酔つ ばらいならば、 酔いの さめる まで 地面に 寝かし 

て 置いた 方が よい。 

この 地で は、 あんなの を、 通りが かりにた めし 物に 

して、 さいなんで 行く 奴 も あるまい し、 まだ 当分 車馬 


の 蹄に かかる 心配 も あるまい から、 まもなく 夜が 明 

けたら、 誰か 処分す るだろう、 そのうちに は 酔いが さ 

めて、 自分の 酔 体 は、 自分で 始末す るに 相違ない。 

まず 安心 —— という 気持で 柳の 木から 出て、 そうし 

て 兵馬 は、 ずかずかと- J の 酔つ ばら い の 前 を 通り過ぎ 

ようとし ました。 

「もし、 そこへ 誰か 来たの、 何とかして 下さいよ、 も 

う 動け ない、 助けて 下さい」 

兵馬の 足音 を 聞いて、 酔つ ばらい が 呼びかけ たの は 

不思議で はない が、 それ は 女の 声でした。 

助けて 下さいと 言う けれども、 酔つ ばらいで ある こ 


と は 間違いな いから、 兵馬 はそう 深刻に は 聞きません。 

ほんしょ う 

本性の たがわぬ 生酔い、 人の 来る 足音 を 聞いて、 そ 

れを 見かけに、 何 かね だり 事 をで も 言おうと する 横着 

な 奴！ しかも それが 女と きて は 言語道断 だ、 と 思い 

ました。 

六十 二 

おそらく、 醜い ものの 骨頂 は、 女の 酔つ ばらいです。 

微醺 を 帯びた 女の かんばせ は、 美し さ を 加える こと 

が あるか も 知れない が、 こ ぅグデ ングデ ンに 酔つ ぱ 


ら つてし まって、 大道 中へ ふん ぞり 返って しまったの 

では、 醜態 も 醜態の 極、 問題に ならない と、 兵馬が 苦々 

しく 思いました。 

兵馬で なくても、 それ は 苦々 しく 思いましょう。 同 

時に、 こんな 苦々 しい 醜態 を、 たとえ 深夜と いえ ども、 

この 大道 中に さらさねば ならぬ 女、 また さらして いら 

れる女 は、 普通の 女で はない という こと はわ かりきつ 

ばくれん もの 

ている。 つまり、 煮ても 焼いても 食えない 莫連 者で あ 

くろうと 

るか、 そうでなければ、 その 道の いわゆる 玄人と いう 

やつが 盛りつ ぶされ て、 茶屋 小屋の 帰りに、 こんな 醜 

態 を 演じ 出した と 見る より ほか はない のです。 


兵馬が 近寄って 見る と、 それ は 醜態に は 醜態に 相違 

ない けれど、 醜態の 主たる もの は、 醜 人で はあり ませ 

ん でした。 むしろ 美し 過ぎる ほど 美しい 女で、 その美 

しいの を こって りと あでやかに つくって いる、 それ は 

芸妓 だ。 年 も 若い し、 相当の 売れつ 妓 になって いる 芸 

いっとき 

妓 —— 兵馬 は 一 時、 それの 姿に 眼 を 奪われて、 

「どうかな された かな」 

「やっと、 ここまで 逃げて 来たんで す、 もう 大丈夫」 

「ど Y  J から？」 

「清 月楼 から」 

「清 月楼と いうの は？」 


「お前さん、 飛驊の 高山に いて、 清 月楼を 知らない 

の？」 

「知らない」 

「ずいぶん ボン クラね」 

「うむ」 

「ほら、 中 橋の 向う に 大きな お 料理屋が あるでしょう、 

あれが、 清月楼 といって、 高山で は 第一 等のお 料理屋 

さんなんです」 

「そうか」 

「そうかじゃありません、 高山に いて、 清 月さん を 知 

ら ないような ボン クラで は、 決して 出世 はでき ません 


よ」 

「うむ —— そんな こと は、 どうで もい いが、 お前 は 清 

月楼の 芸妓な の だな」 

「いいえ、 清 月さん の 抱えではありません、 これで も 

しん まえ  じまえ 

新 前の 自前な のよ」 

「なら、 お前の 家 は どこ だ、 こんなと ころに 女の 身で、 

醜態 を 曝して いて は、 自分 も 危ない し、 家の もの も 心 

配す るだろう」 

「シ ユウ タイって 何でしょう、 わたし、 シ ユウ タイな 

ん ていう もの を 曝して いるか 知ら、 そんな もの を 持つ 

て 来た 覚え はない のよ」 


「何でもよ ろしい から、 早く 家へ 帰る ようにしなさい」 

「大きにお 世話 様 …… 帰ろうと 帰るまい と、 こっちの 

勝手と 言いたい がね、 わたし だ つ て 酔 興で こんなと こ 

ろに 転がって いるん じ やない のよ」 

「これが 酔 興でなくて、 何 だ」 

げいしゃ  よるよなか 

「いくら 芸妓 だって、 お前さん、 酔 興で 夜夜中、 こん 

なと ころに 転がって る 芸妓が ある もんです か、 これ は 

言う に 言われない 切ない ぃリ わけが あつ ての ことよ、 

察して 頂戴な」 

「困った な」 

「全く 困つ ちまった わ、 どう すれば いいんでしょう」 


「いいから、 早くお 帰りなさい」 

「どこ へ 帰る のです」 

「家へ お帰りなさい」 

「家へ 帰れる くらいなら、 こんなと ころに 転がって い 

る ものです か」 

「では、 その 清 月と やらへ 帰ったら いいだろう」 

「清 月から 逃げて 帰つ たんじゃありません か」 

「何 か 悪い こと をした のか」 

「憚リ さま、 悪い ことなん ぞ して 追い出され るよう 

おやじ 

なわた しと は、 わたしが 違います、 あのお 代官の 親爺 

に 口説かれて、 どうに もこう にもなら ないから、 それ 


で 逃げ出して 来たの を 知らない？」 

六十 三 

「なに、 お 代官が どうした」 

「知って るく せに、 そんな こと をい まさら 尋ねる なん 

て 野暮ら しい。 今晚も わたし、 清 月です つかり あの 

助 あのお 代官に 口説かれ ちゃった」 

「  」 

「わたし を 呼んで、 こんなに 盛りつ ぶして おいて、 今 

晚 こそ ジタ バタ させな いんです とさ」 


「感心して 聴いて いる わね。 あなた は どなた か 知らな 

いが、 おとなしい 方ね。 あなたの ようにお となし けれ 

ばなん にもな いんです けれど、 あのお 代官と きた 日に 

は …… 助平で、 あんぼん たんで、 しつつ こくて、 吝嗇 

ごうまん 

で、 傲慢で、 キ ザで、 馬鹿で、 阿呆で、 小 汚なくて、 

ああ、 思い出しても 胸が 悪くなる、 べッ、 べッ」 

と 唾 を 吐きました。 

兵馬 は 重ね重ね、 苦々 しい 思いに 堪えられな いので 

もう、 これ だけで、 委細 は 分って いるよう な もの だ _ 


問題の 今の 新お 代官、 つまり、 仮り に 自分が 逗留して 

いると ころの 主人が、 この 芸妓に 目 をつ けて、 ものに 

しょうと している。 昨晚 も、 宵のう ちから 手込めに か 

かった が、 それが 思うよう に ゆかない からこの 仕儀。 

兵馬 は、 新お 代官に 就て は、 絶えず こんなよ うな 聞 

き 苦しい 噂 や 事実 を、 見たり、 聞かせられたり する。 

単に それだけ によって 判断す ると、 新お 代官なる もの 

は、 箸に も 棒に も かからない、 悪 代官の 標本の ように 

見える けれども、 兵馬 自身 は 決して、 それ は 敬服 も、 

心服 もして いない けれども、 接して 見て いるう ちに は 

そう 悪い ところば かりで はない。 野卑で は あるが、 ど 


こか 大量な ところがあって、 相当に 人 を 籠絡す る 魅力 

愛嬌 もないで はない。 人の 蔭口 は、 一方 をのみ 聞 捨て 

にすべき もので はない という こと を、 この辺に も 経験 

していた のでした。 

が、 只今、 この 場の こと はあり そうな ことで、 

芸妓 風情に 口説いて ハ ネられ て、 逃げられて、 その上 

に、 助平の、 あんぼん たんのと コキ 下ろされれば 世話 

はない と 思いました。 これで は、 たとえ 人物に、 面白 

いところ が 有ろうと も 無かろう とも、 仮にも、 飛驛ー 

国の 代官と して は 権威が 立つまい、 と 心配 させられる 

ばかりです。 


だが、 この 芸妓と いう 奴 も 生意気 だ、 代官の 権威に 

も 屈しないなら 屈しないで いいが、 仮り にも 土地の 権 

あ つ こうぞう ごん 

威の 役人 を、 こんな ふうに 悪口雑言す るの は 怪しから 

ぬ。 しかし これ も 酒が させる 業、 なだめて、 酔い を さ 

まして やる ほかに は 仕方 はな かろうと 思い、 

「代官 も 悪かろう が、 お前 も 品行が よくない」 

「まあ、 御 親切 さま、 芸妓の 品行 を 心配して 下さる あ 

なた という 人 は、 日本一 の 親切 者、 わたし、 あなたの 

ような 人が 大好き、 あなたと ならば、 一苦労 も、 二 苦 

労 もして みたい わ」 

といって 芸妓が、 いきなり 兵馬の 首に かじりつ きまし 


た。 

その 道の 達者な 抑え 込みなら ば、 外して 外せない こ 

と はない が、 この かじりつきに は、 む ざむ ざと 兵馬が 

ひっかかつ てし まいました。 

「何 をす るの だ」 

それでも、 火の 子が ついた ように、 やっと その 細い 

腕 を 振 払って いる。 

「それで は 帰る から、 送って 頂戴な」 

「うむ」 

「送って 頂戴、 ね、 また あのお 代官の 助平が 出て 来る 

と、 今度 はわた し 逃げられ ないから」 


「よし」 

「送つ て 下さる？」 

「家 はいった いど こなの だ」 

「少し 遠い のよ」 

「遠い？」 

「ええ、 少し 遠い けれども、 あなた、 ほんとうに 送つ 

て 下さい」 

「やむ を 得ない、 行きが かり 上」 

しんみ 

「行きが かり 上なん て 言わないで、 親身に 送って 頂戴 

な。 でも、 行 先が 少し 遠い のよ」 

「どこ だか、 それ を 言いなさい」 


「信 州の 松 本な のよ」 

六十 四 

信 州の 松 本と 聞いて、 兵馬が 再び この 芸妓の 面 を 見 

直さない わけに ゆきません。 

送れ と言うから、 行きが かり 上、 送って やらねば な 

るまい、 広く も あらぬ 高山の 土地、 たとえ 今 は 焼け 出 

されて、 立 退 先にな つてい るに してから が、 知れた も 

の —— 帰りが けの 駄賃 —— にもなら ない が、 まあこう 

のつ ぴき 

な つ て は 退 引なら ない と 観念した ものの 信 州 松 本と 聞 


あき 

いて 呆れました。 

「ね、 信 州の 松 本まで 送って 下さらない」 

呆れながら 兵馬が、 

「松 本の 何と いうと ころ だ」 

「松 本の 浅 間のお 湯っての が あるでしょう、 あそこよ。 

だが 待って 下さい、 うっかり 行こう ものなら、 その 松 

本 も あぶない ことよ、 網 を 張って あると ころへ、 わざ 

わざ ひ つか かりに 行く ような もの だから、 もう 少し 考 

えさせて 下さいな、 そうそう、 では、 同じ です け 

れ ども、 もっと 山奥の、 中 房の 湯、 あそこ へ 行き ましよ 

う、 中 房なら ば、 誰に も わかりつ こなし」 


「うむ」 

「もし、 その 中 房で 見つかった 時には、 お 江戸へ 連れ 

て 行って 頂戴な」 

「ああ」 

「どうしました」 

「ああ、 お前 はこ こにいた のか」 

「ここにいた とおつ しゃる の は？」 

「お前 は 松 本から 中 房へ 行って、 また 中 房 を 出た はず 

だが …… 」 

「その 通り、 違いありません」 

「それが、 どうして こんなと ころへ やって来 たの だ」 


「どうして つ て、 あなた」 

「お前 は、 江戸へ 帰りたい と 言って いた はず だ」 

「それが 間違って、 飛驛の 高山へ 来て しまい ましたの 

だま 

よ、 悪い おさむら いに 騙されて、 さんざん からかわれ 

た 揚句に、 この 高山へ 納められて しまいました」 

「その 悪い おさむら いという の は、 仏 頂 寺と、 丸 山 だ 

ろう」 

「何と おっしゃ るか 存じません が、 あの 二人のお 方が、 

江戸へ 連れて行って やる とおつ しゃった のに 騙されて、 

この 高山へ 来て しまいました」 

「そんな こと だろうと 思った から、 急に あと を 追い か 


けて みたの だが」 

「そんな ことと は、 どんな こと？」 

「お前 は、 わしが わからな いな」 

「まあ、 どなたで いらっしゃいました か、 お 見 それ 申 

しました、 お 面 を 見せて 頂戴な」 

この 時分に は、 ズブ 酔いが 多少 醒め 加減に なって い 

たと 見え、 

「ねえ、 あなた、 あなたの 御 親切 は 死んでも 忘れ ませ 

んょ、 お 面 を 見せて 頂戴な」 

女の 方から、 もたれかかる ように 来たの は、 相手が 

怖るべき 助平 野郎で なく、 多少と もに、 自分 を 親切に 


介抱して くれる 人 だとの 意識が 明瞭に な つたからで 

しょう。 兵馬の 首に 抱きついて、 自分の 面 を そこへ 

持って行って、 充分に 甘つ たれる ように シナ をし なが 

ら、 トロ リ とした 酔眼 をみ はって、 そうして 兵馬の 面 

を 見定めよう とする 努力 を 試みて いる。 

「し つ かりし ろ」 

「しっかりして いますと も。 まあ、 あなた まだお 若い 

方な のね」 

「し つ かりし ろ」 

「頼もしい わね、 おや、 まだ 前髪 立ちな のね、 お 若い 

の もい いけれ ど、 子供 じ やつ まりません わ、 早く 元服 


して 頂戴な」 

「いいかげん にしろ」 

兵馬 は、 女の 背中 を 一 つ 打ちのめ すと —— そんなに 

強く ではなく —— 女 は、 

「まあ、 痛い こと」 

仰々 しく 言った が、 この 時、 酔い は 著しく 引いた と 

見え、 腰 を まとめながら 起き 上り、 

「まあ  失礼いた しました、 ここ は どこで ございま 

しょう、 あなた 様 は 見た ような お 方 …… いつ、 わたし 

はこん なと ころへ …… まあ」 


六十 五 

正気が ついて くると、 グ ングン 回復す るら しい。 

回復して くると、 左様な 商売人と はいえ、 やっぱり、 

しゅうちしん 

女の 羞恥心と いう ものが 一 番 先に 目覚めて くるら しい。 

自分の 膝 や、 裾の 乱れた のが 急に とりつくろわれて、 

そうして 次に は、 こんな 醜態 を 演じて いた 自分と いう 

ものに 愛想 をつ かす。 同情 を もって 介抱して くれた 人 

の 親切と いう ものに、 何事 を 措いても 感謝し なければ 

ならぬ、 という 念 慮が 動いて くるの も 自然です。 

その 自然と 雁行して、 この 芸妓が、 この 暗い なかで 


気がつい たの は、 現に 介抱して くれてい る この 人が、 

かおなじみ 

どうも 以前に、 面 馴染の あった 人、 と 思い出し てきた 

瞬間、 ま だ 前髪 姿 の 武家 出 の 少年で あると いう こと を 

知って、 中 房よりの 道中の 道連れの、 親切 か、 無情 か 

わからない 少年の ことで ありました。 

「もしゃ、 あなた 様 は」 

と 言った 時、 兵馬が すかさず、 

「どう だ、 わかった か」 

「わかりました」 

「まあ、 お前 も 無事で よかった」 

「無事と おっしゃれば、 無事に は 違 いない かも 知れ ま 


せんが、 こんな 無事で はなん にもな りません」 

「仏 頂 寺、 丸 山 は あれから どうした」 

「どうした かって、 それ はお 話に なりません、 あなた 

もお 聞き にならない 方が ようご ざ ん しょう」 

「うむ、 あの 両人の こと だから」 

「いいえ、 あの 御 両人ば かり 悪い のじゃありません、 

も つ と 悪い 人が あります」 

「それ は 誰 だ」 

「あの 時に、 どなた か 知りません が、 物臭 太郎 のお 茶 

屋に、 狸寝入りなん ぞ きめ 込んで いらっしゃ つたお 方 

がご ざい ましたね」 


「うむ」 

「そのお 方が、 もう 少し 親切に して 下されば、 わたし 

いきはじ 

も、 こんなと ころへ 来て、 こんな 生 恥 を さらさなくて 

も 済みました のに」 

「うむ —— 」 

「ずいぶん、 あの方 はお 若い くせに、 薄情な お 方で し 

た」 

と 言いながら、 女 は 兵馬の 胸に 面 を 伏せました。 これ 

は、 最初に したよう な、 ふざけた 心 持で はなく、 なん 

となく 痛々 しい ものが あるよう で、 兵馬 も 無下に 振リ 

払う 気持に はなれませんでした。 


「中 房 を 逃げて 出る 時、 いい 月夜の 晚で ございました、 

旅に 慣れた そのお 若い 方 は、 ずんずん 進んで 行って お 

わらじ 

しまいになる、 草鞋なん ていう もの を、 生れて はじめ 

て、 あの 時に つけたば つかりの わたしと いう もの は、 

取 残されて しまい ましたね」 

「その 時の 事情、 やむ を 得ない からだ」 

「それ は、 やむ を 得ない に は 得ない 場合なん でしよう 

けれど、 あの 懸命な 道中で、 足の 弱い 女 だけ ひと リ残 

されたら、 落ちる ところ は 大抵き まった ものです —— 

わたし は 薄情な 若い お 方より、 悪人で も、 助けて くれ 

る 人に 鎚 つた 方が よいと 思いました、 そうしなければ、 


わたし は 生きられなかった という 次第なん でして ね」 

と 言いながら、 兵馬の 胸に 伏せた 面 を 上げて、 まだ さ 

めきらない ほろ 酔いの 足 どり 危なく、 一 一足 三 足 歩き 出 

しました。 

「歩け るか。 では、 家まで 送って 上げよう」 

「いいえ、 それに は 及びません、 ほかの 方なら ばと に 

かく、 あなたに は 中 房の 道中で、 立派に 捨てられたん 

です、 これで も、 まだ 捨てられた 人のお 情けに 鎚 つて、 

生きようと は 思いません」 

女 はまた 二足 三 足、 ふらふらと 歩き 出す。 兵馬 は、 

それ を 見て いると、 女 は 急に ふり 返って 言う、 


「ねえ、 あなた」 

「何 だ」 

「 一 度、 わたし を 招んで 頂戴な、 あなたの ような 薄情 

な 方に も、 商売 だから、 わたし、 いくらでも 招 ばれて 

上げる わ …… 」 

という 途端に、 一方に 於て 意外な 物音が 起り ました。 

六十 六 

それ は 何者と も 知れない が、 二人が こうして 話して 

いる 間、 つい、 後ろの 高札 場の 石垣の 蔭に、 隠れて い 


た 者が 一 人あった のです。 

この 隠れて いた 奴 は、 どうも、 二人 か、 或いは 二人 

のうちの 一人 を 狙って、 危害 を 加えようと していた も 

ので はなく、 むしろ 二人の いる こと を 怖れて、 早く 事 

件の 解決が つけば いい、 その 解決が ついて、 二人が こ 

こ を 立 退いた 後に、 自分の 身 を 処決し ようがた めに、 

息 を こらして、 ここに 潜んで いた ものと 見えました。 

ところが、 この 女の 酔いの 醒める ことが 容易で はな 

く、 この 酔いのう ちの 管が あんまり 長いのに、 介抱す 

る 若い さむらい も かなり 親切に、 酔いの さめる の を 

待って やって いる。 酔いが ようやく 少しば かりさめ か 


かってから、 また 後の 痴話が 相当に 長い。 そうして、 

女 は、 何 か 男に 恨みの ような こと を 言って、 そのし ど 

ろ もどろ の 足 どり で、 あなたのお 世話に はならない、 

自分 ひとりで 行く、 なん ぞと 思わせぶ り をして いる。 

そんな 手管 や、 思わせぶ り も、 御 当人 同士のお 安くな 

い 間 だけの ことなら、 御 勝手 だが、 後ろに 隠れて、 早 

く 自分の 身の 振り方 をつ けようと 焦つ ている 者の 身に 

なって は、 こらえられない。 

そこで、 今、 堪え兼ねて、 石垣の 後ろからけ たたま 

しい 音を立てて 飛び出し たの は、 無論、 二人 を 威嚇す 

い ちもくさん 

るた めで はなく、 そのまま 一 目 散に、 はばたき のけた 


たましい 音 を 続けながら、 二人の 間 を 割って、 あらぬ 

方へ と 逃げ出して 行く のです。 

それが 二人 を 驚かした こと は 無論です。 女の 方の 思 

しょさ 

わせぶ りの 所作 も、 それで 立ちす くみにな つたが、 兵 

馬と して は、 驚いて 狼 1 する のみで はいられません、 

直ちに この 怪しい 奴 を 引 捕えて みなければ ならぬ 必要 

に 迫られました。 そこで、 

「待て！」 

と、 自分 も宙を 飛んで、 それに 追い 鎚 つた ものです。 

「ぉ赦 し 下さい、 怪しい もので は ござりませんで」 

「怪しい もので なければ、 なぜ 逃げる」 


「意気地 の 無い 人間で ございま すから 逃げ やん した、 

おゆるし」 

「赦 すも赦 さん もない、 お前が 怪しい もので さえな け 

れば、 逃げる 必要 もない の だ、 こちら も、 お前が 逃げ 

さえせ ねば 捕え はせ ぬ の だ」 

兵馬 は 瞬く間に 追いついて、 この 怪しい もの を 膝の 

下に ねじ伏せて 動かすまい としたが、 同時に 気の つい 

たの は、 こいつが グショ 濡れで ある ことです。 

「おゆるし 下さい」 

「いったい、 お前 は 何者 だ」 

「私 は 脣屋で 、、- ざいます I 


「屑屋？」 

「はい、 紙屑 買いで ございます」 

「紙屑 買い —— 商売と はいえ、 時刻が 早 過ぎる、 それ 

からだ 

にお 前の 身体 はぐし よ 濡れ だな」 

「ちょっと、 早出す る 用事が ございまして、 これへ 通 

リ かかります ると、 あなた 様 方が、 ここにお 見えで ご 

ざいました から、 避けよう として 溝へ 落ちました ので、 

遠慮 を 致して 隠れて おりました」 

「そんなに 遠慮す る， ，- と は あるまい に」 

とく 

と 言いながら、 兵馬 は 篤と 見る と、 頭から 着物 そつく 

ごぜん かご 

りぐ しょ 濡れに なって はいるが、 御 膳 籠 は 放さない。 


どう 見ても、 紙屑 買い 以外の 何者で あると も 思われ ま 

せん。 なるほど、 早立ち をして ここへ 来る と、 吾々 の 

物言い を 見て、 物 蔭に 避けて いたのが、 痴話が 長いの 

で、 堪え兼ねて 飛び出し たの かも 知らん。 そうだと 思 

えば、 そう も 受取れ る。 それにしても、 怪しい といえ 

ば 怪しい とも 思われる。 

そこで、 兵馬 は 抑えながら、 懐中へ 手 を 当てて みて、 

「何も 持って おらん な」 

「この 通り、 仕入れの 財布 だけで ございます」 

「そうか」 

ぶぜん 

憮然と して、 兵馬 も、 この 者 を 放ち やる ほか はない 


と 決めた 時、 一 方の 柳の 木の 方で 女が、 

「おや、 あなた は どなた？」 

と 言った のが、 兵馬の 耳に は 聞え ませんで した。 

六十 七 

きゅうもん 

兵馬が、 紙屑 買 い を 軋 問 している ことの 瞬間、 後ろ 

の 女の こと は 暫く 忘れて おりました。 

忘れて 置いても 安心と いうと ころまで、 介抱が 届い 

ていたから では あるが、 この 怪しの 者 を、 最初から 屑 

屋 なら 屑屋と 見定めて かかれば 何の こと はな か つたの 


です が、 事の 体が、 充分に 嫌疑 を 置くべき 挙動でした 

から、 多少の 手数 を 以てしても、 突きと める だけ は 突 

きとめねば ならぬ なりゆきに 迫られた のです。 

そうして いる 間、 例の 後ろの 高札 場と、 その 傍え な 

る 歯の 抜けた 老女の ような 枯柳が、 立派に 三枚目の 役 

をつ とめました。 

柳の 後ろに 人が いたのです。 それ はいつ ごろから 来 

ていた か、 よく わからな いが、 兵馬に 介抱され た 芸妓 

よるよなか 

が、 「いくら 芸妓 だって、 あなた、 酔 興で 夜夜中、 こん 

なと ころに 転が つ て いる 者が ある ものです か …… 

うんぬん 

云々」 と 言って いた 時分から、 柳の 蔭が ざわざわ とし 


て いました。 

それから は、 全く 動かなかった のです が、 バ サバサ 

あしもと 

と 御 膳 籠の 音が して、 足 許から 飛行機が 飛び出し たよ 

かくらん 

うに、 屑屋が、 この 情に からんだ 気流 を攪 乱して 行つ 

て、 兵馬が 射 空砲の ように、 その あと を 追い かけた 時 

分に なって、 そろそろと 柳の 木蔭から 歩み 出して 来た 

の は、 覆面 をして、 竹の杖 をつ いた ものです。 

音 を 成さない 足 どり で、 鮮やかに 歩み寄って、 思わ 

せぶ りの 芝居 半ばで、 相手をさら われ、 テレ 切って い 

る 芸妓の 後ろへ 廻り、 肩へ ぬつ と 手が かかった と 見た 

ものです から、 女が 気がついて、 


「おや、 あなた、 どなた …… あのお 若い おさむら い 様 

のお 連れな の」 

と 言った けれども 返事が ありません。 

酔って さえい なければ、 もっと 強調に、 怪しみと 驚 

きの 表情 をした のでし ようが、 たった今、 ようやく 酔 

線 を 越えた ばかり、 まだ 酔と 醒の境 を うろつい ていた 

女に は、 それほど 世界が 廻って いると は 見えなかった 

らし <、 

「お連れさん でしよう  そんなら そうとお つし やれ 

ばいい に」 

甘つ たれる 調子で、 暫く あしらい、 後ろへ 置かれた 


手 を も、 ちっとも 辞退し ないで、 むしろ わざと 後ろへ 

しなだれかかって、 芝居 半ばに テレ きった 自分の 身体 

を、 持 扱っても らいたい 素振り をした が、 それ を その 

まま 底へ 引 込む ように 受 入れ、 肩へ かかった 手が、 胸 

へ 廻り、 首 を 抱きました。 

「くすぐ つたい」 

み も だ 

後ろの 人 は 一切 無言で したが、 女 は、 わざと 身悶え 

をして、 

「くすぐ つ たいわよう」 

だが、 女 は その 操った さ 加減 を遁れ ようと もしな 

いのに、 後ろの 人 は 緩和しょう ともしない。 


「まあ、 痛い わね」 

女 は、 また わざとら しい 悶えぶ り をす る。 

「だんだんに 強くな つたの ね、 物凄い わ」 

これ もい い 心 持で、 する ように させての 女の 言い分 

です。 

「まあ、 櫟 るん じゃなくて、 締める の」 

その 時に、 後ろの 者の 面が、 グッと 女の 頰 先まで 来 

ましたから、 女 はしな をして、 首 を 横へ ねじ 向けた 途 

山而  

「おや ：：： 」 

女 は 後ろの 人の 面 を 見ようと して、 覆面に 隠された 


それ を 見得なかった のでしょう、 怪しみの 声が、 急に 

うめきの 声に 変り ました。 

「あ、 本当に、 わたし を 締める のです か、 く、  く、 苦 

し ：：： 」 

大きな 蛇が、 すっかり、 この 女の 首 を 捲き きってし 

じょうだん 

まいました。 もう、 何の 冗談 も、 持たせ かけ も ありま 

せん、 大蛇の 火 を 吐く ような 息が、 女の 頰に かかる だ 

けです。 

宇津木 兵馬が、 屑屋 を 放免して、 そうして、 柳の 木 

の 下に 立 戻った 時に、 その 女 は そこにい ませんで した。 


柳の 木の 蔭に も、 無論 誰もお りません。 

六十 八 

屑屋 を 突っ放した 宇津木 兵馬 は、 以前のと ころへ 

戻って 見る と、 そこに 以前の 女が おりません。 

柳の 木の 蔭に も、 高札 場の 石垣の 後ろに も、 見渡す 

限りの 焼 野原に も、 いずれに も、 人の 影 を 見る ことが 

できません から、 一時 は 夢の 中の 夢で はない かと、 自 

ら 怪しみました。 

さまぐ 

ふむ、 あの 気紛れ 者が、 僅かの 隙に ずらかった の だ 


な、 千鳥足で フ ラフラと さまよい 歩き、 結局 は 自分の 

家 か、 例の 清 月と かなんと かへ でも 納まった のだろう 

あき 

—— とりとめのない 奴 だ、 と 呆れながら 兵馬 は、 柳の 

木の 蔭 を 見る と、 そこに 何 か 落ちて いる。 

よく 見る と、 それ は、 女の 赤い ゆもじと か 蹴出しと 

かいう ものが、 ずるり と 落ちて いる。 

それ を 見る と 兵馬 は、 実に 度し難い やつ は 女 だと 思 

いました。 

女で あり、 酔つ ばらいで ある ことによって、 こちら 

が 譲歩して、 あれほど 世話を焼かせて いるのに、 よう 

さ  ひと 

やく 醒めて、 独り歩きが できる ようになれば、 お礼 は 


おろか、 挨拶の 一 言 もな くして、 行きたい ところへ 行つ 

てし まう。 こういった 奴 は、 あの 女に は 限るまい が、 

あんなの は 殊に ああした もので、 その 図々 しさと 不人 

情が、 商売柄 だ —— とはいう ものの、 あの 女 も ああい 

う 商売 をして、 所々 を 転々 させられ ている。 本当に 

図々 しい、 不人情な らばと にかく、 あの 若さで、 あの 

きりょう 

縹緻 だから、 相当に 納まって いる はずな のに、 それが 

できない。 

こうして いると ころ を 見る と、 つまり、 自分が 世間 

ほんろう 

を 翻弄して いるつ もりで いても、 結局、 世間から 翻弄 

されて、 浮 草と 同じ ことに、 落着く ところが 無い。 事 


実は、 あんなの が、 正直者 かも 知れない。 

そこで、 兵馬 は ゆく りなく、 吉 原に 於ての 過去の 夢 

を 思い出し、 悔恨の 念と 共に、 あの 時の 相手が ここに 

現われた 女と、 境遇 は ほぼ 同じで も、 行き方の 全く 違つ 

たこと を 考えずに はおられません。 この 女の、 こうし 

て 落着き も、 だら しもない のに 引換えて、 いま 考えて 

みると、 あの 吉 原の 女 は 賢明と いう もの かも 知れない 

朝夕 坐って いて 客 を あやなし、 客のう ちの 為め になり 

そうな の をつ かまえて、 なんの かんのと 言いながら、 

そこへ 納まって、 かなり 完全に、 一生涯の 生活の 保証 

をつ けて しまう。 その 間に 親へ 仕送り を も すれば、 役 


者 買いの 費用 を も 産み出す。 今晚 現われた あの 芸妓 

てくだ 

だって、 それだけの 打算と 手管が ありさえ すれば、 こ 

んな だら しのない ことに はなるまい。 

なまじい 意地が あると か、 涙 もろい とか、 なんとか 

いう ことで、 抜けられず、 深みに はまって 行って、 

自暴が 自暴 を 産み、 いよいよ 抜き さしの ならぬ ところ 

へ 進んで 行く ので はない か。 そうだと すれば、 実に 気 

の 毒 千万の もの だ、 と 兵馬ら しい 同情の 念が 起リ まし 

た。 

この 同情が 兵馬の 弱味でしょう。 一 旦 解決 をして し 

まいながら、 後から 同情の 追加 をし なければ ならない 


ところに、 いつも 兵馬の 弱味が ある。 この 若者 はいつ 

になっても、 徹底的に 人 を 憎み きれない 純良 性から、 

脱する こと はで きないら しい。 

そう 思って、 同情 はして みても、 眼前、 この だら し 

ひぢリ めん 

ない、 ずる こけ 落ちた 緋 縮緬の 品物 を 見せられ ると、 

うんざ リ する。 ひとのこと ではない、 自分が 嘲笑され 

ている ような 気がする。 昔、 ある 城将 が、 容易に 城 を 

ふんどし 

出ない の を、 攻囲 軍が、 女の 襌 を 送って はずかしめ 

たという 話が ある。 こんな ものが 落ちて いました、 こ 

れは お前の 物 じ やない か、 と 言って、 あとから 追い か 

けて 還附 してやる 気に も なれない。 とにかく、 生酔い 


本性た がわずに、 戻るべき ところへ 戻って、 ぐっすり 

寝込み、 明日 はまた 宿酔で 頭が あがらない のだろう。 

しろもの 

厄介 千万な 代物！ 

ぜひな く 兵馬 は、 足 もとで、 その ゆもじ を 蹴飛ばし、 

蹴飛ばして、 高札 場の 後ろまで 蹴飛ばして しまい まし 

た。 

これ は 蹴出しと いう もの か、 ゆもじと でもい うの か、 

それとも 腰巻 か、 ふんどし か、 何とい うのが 本名 か 知 

らな いが、 兵馬 は、 その 緋 縮緬の ずる こけ 落ちた 代物 

を、 さんざんに 蹴飛ばし ておいて、 その 場 を 立 去り ま 

した。 


六十 九 

その 翌朝に なると、 まず 兵馬 は、 昨晚、 高山の 巿中 

に 変った ことはなかった か、 その 風聞 を 聞きたい 気持 

に 迫られました。 

やしき 

黒 崎 君に 聞いて みると、 黒 崎 君 も あれから、 邸の 内 

は 無事 過ぎ る ほど 無事で、 あんまり 無事 だから 寝込ん 

でし まって、 いま、 眼が さめた ばっかりと いうよう な 

始末。 そのほか、 家の子郎党、 内外の 出入りの 者から 

も、 何も 変った 事件が、 出来して いたと いうよう な 報 


告に 接する ことができませんでした。 でも、 昨晚 のこ 

とが、 なんとなく 気に かかり もす る。 遠く も あらぬ と 

ころ だから、 朝の 稽古 前に 兵馬 は 邸 を 飛び出して、 昨 

晚の あの 高札 場のと ころまで 行って みました。 

昨晩の 夜の 色 を、 今朝の 朝の 色に 塗り 換えた だけで、 

何の 異状はありません。 問題の 代物 はと 見れば、 これ 

も 昨晚、 自分が 蹴飛ばし、 蹴飛ばして 置いた 通り、 ま 

だ、 誰 人の 目に も 触れないで、 素直に 高札 場のう しろ 

に、 かがまつ ている。 

兵馬 は それ を 見て、 再び うんざりした 思い をし なが 

ら、 焼 跡 を 通って、 宫川 ベり を 一巡して 陣屋へ 戻って 


来ました が、 その 途中 も、 それとなく、 街頭 を 注意し 

て 見た けれども、 なんら 心に さしはさ むべ きもの を認 

める ことができませんでした。 

同じ 朝、 相応 院 にいた お雪ち やん —— これ も 昨晩よ 

く 寝られた から、 今朝 は 早く 起きました。 

そうして、 何かと 朝の 食膳の 仕度に とりかかり まし 

たが、 水 を 汲もうと して 手桶 を さげて 外へ 出る と、 例 

によって、 眼下に は 高山の 町、 宫 川の 流れ、 右手が 遠 

く 開けて、 そうして 雪 を かぶる 山々。 

はくさ ん 

ああ、 加賀の 白山！ 


お雪ち やん は 手桶 を 置いて、 その 連々 たる 雪の 白山 

山脈の 姿に 見とれてし まいました。 

どうした のか、 お雪ち やん はこの ごろ、 加賀の 白山 

と いう ものに 引きつ けられて いる。 

「白山の 名 は 雪に ぞ ありけ る」 という 古歌が 好きに 

なって、 もう 口癖の ように 念頭に 上って 来る。 「白山 

の 名 は 雪に ぞ ありけ る」 というの が、 ちょうど 自分の 

呼び名と ぴったりす るから、 この 古歌が 好きに なり、 

同時に 白山 そのものが、 あこがれの 的に なった のか も 

知れません。 

それの みで はあります まい、 夢に 入る 白山の 山の 形 


という ものが、 神秘 を 開いて、 お雪 ちゃんに、 おいで 

おいで をして いるから、 お雪 ちゃんとして は、 自分の 

故郷へ 帰る ような 気持に なって、 あの 白山の 山の ふと 

ころに こそ、 自分の 生涯 を 托する 安楽な 棲処が ある も 

の だと 思われて ならない のらし い。 

たき 

白 川の 流れ も、 白水の 瀑も、 白 川 温泉 も、 それから 

太古 さながらの 桃源の 理想郷、 平家の 御所 を そのまま 

おうよう  ふもと 

移した 平安朝の 鷹揚な 生活が、 あの 白山の 麓の いず 

れ かに 現存して いるよう な 気がして ならない のです。 

ああ 白山 —— とお 雪ち やん は、 子供の ように、 手桶 

を 置いた まま、 その 白山 山脈の 姿に 見惚れて、 動け な 


いのです。 

白山の 白水 谷 を 渡る 時には、 籠の 渡しと いう ものが 

ある。 藤蔓 を 長く あちらと こちらと にかけ 渡し、 それ 

に 同じく 藤蔓 を 編んだ 籠 を 下げ、 人 一人ず つ を 乗せて、 

この 岸よりか の 岸に 引渡す。 岸と 岸の 間 は、 鳥 も 通わ 

ぬ 断崖絶壁で、 その 下 は、 めくるめく ばかりの 深 谷 を、 

白水が 泡 を嚙ん でい る。 

白山へ 行く に は、 白水 を 渡らなければ ならない。 白 

水 を 渡る に は、 籠の 渡しより ほか は 術がない。 

昔、 悪源太 義 平に 愛せられ ていた 八重 菊、 八重 里の 

二人の 姉妹が、 悪源太が 捕われて のち、 越 中へ 逃げよ 


うとして、 その 籠の 渡しに かかった が、 追手が 前後 か 

ら 迫った ので、 ついに、 その 籠 を 我と 我が 手で 切り落 

せんじん 

して 千仞の 谷、 底 知れず の 白水の 谷に 落ちて 死んだ I 

I というよ うな 伝説。 

怖い もの 見た さの 憧れから、 お雪ち やん は、 もう 今 

から、 籠の 渡しに 乗る ことに 胸 を とどろかせ ている。 

白山よ 

白水 谷よ 

白水 谷 を 渡る 籠の 渡しよ 

安らかに、 われら を 渡せ 


七十 

それから 一 通り 流し もと を 済ましてから、 お雪ち や 

んは、 座敷へ 戻って 見る と、 まず 目につい たの は、 

办桁 にかけ っぱなし になって いた、 一重ねの 小紋 縮緬 

です。 

それ を 見る と、 お雪ち やん は、 またも、 どうしても 

逃れられな いものが あるよう な 気分に 捉 われて しまい 

ました。 

あの 一重ね は、 見る も 浅ましい ので、 焼いて しまお 

うとして 焼き 損ねた 品、 舟から ここへ 越す 時に 捨てね 


ばなら ない はずであった のが、 捨て かねた のか、 捨て 

そこねた のか、 自分に は 分らない が、 とにかく、 ここ 

へ 持って来た 僅かの 荷物の 中に、 あの 一重ねが あった 

のです。 

それ を、 縁側へ 出して 置く と 目に とまり、 座敷へ 投 

げて 置く と 目に ちらつく ものです から、 戸棚へ 入れ ま 

したが、 それでも 鼠が 心配に なった のか、 とうとう ま 

た 衣桁へ かけて 置く ほかに、 せん 術がない ようになつ 

て、 もうこの 座敷へ 入る 早々、 眼に つくと いう 始末で 

あきら 

お雪ち やん は 諦めました。 こうまで ついて 廻る の 


は、 これ も 因縁と いう ものに 違いない、 あのおば さん 

が、 わたしの 傍に いたいとの 心 持が あって、 この 着物 

に その 心 持が 乗り移って いると すれば、 粗末に もなら 

ないじゃありません か。 

ィャ なおば さん —— と 通り名に はなって いるが、 よ 

ゆえん 

くよ く 考えて みると、 ィャ なおば さんの ィャな 所以が 

お雪 ちゃんに はわから なくなって しまう ので、 やや も 

すれば、 いいおば さん、 気の毒な おばさん、 かわい そ 

うなおば さんにまで なって くるので す。 よく 世間で は 

坊主が にくければ 袈裟まで 憎い、 と言うが、 よし ィャ 

なおば さんが、 ィャ なおば さんで あると しても、 その 


記念の 着物まで を、 ィャ がる わけはな いじ やない の。 

着物に 罪 は 有り はしない わ  というよ うにお 雪 

ちゃんの 心が 知らず 識らず 変化 していました から、 そ 

の 心が、 この 着物 を 焼く こと もせず、 捨てる こと もせ 

ず、 着物の 方で もまた、 お雪 ちゃんの 傍に いたいと、 

声 を 出して いるよう にも 思われる のです。 

最初、 目をつぶって 見まい とした、 この ィャ なおば 

力た み 

さんの 記念が、 今ではお 雪 ちゃんに とって、 なんとも 

いわれない 懐かしみ を、 にじみ 出させて くるよう にな 

り つ つ あるら しい。 

衣桁に かけた 小紋 縮緬の 一 重ね を、 こんな 心 持で、 


お雪ち やん はしみ じみと 眺めて いました が、 同時に 自 

分の 着物 を 見て、 悲しい という 感じ も 手伝いました。 

昨日まで 寝巻の まんまで いた けれども、 ここへ 来て、 

お 寺の 心尽 しで、 娘ら しい 一 通りの 借 着 を 着せても 

ら つてい る けれども、 焼かれた のが ほんの 一重ね だけ 

でも あれば …… と 思い やられる ところへ、 この ィャな 

おばさんの 記念ば つかり は、 仕 立 卸し 同様に、 こんな 

にして わたしの 眼の 前に ある。 あのおば さん も 言った、 

これ は 私に は 派手 過ぎる、 あとから 代りが 届いたら、 

お雪 ちゃんに あげましょう —— それ は 冗談で はなく、 

本心の 約束の ような ものでした。 事実、 お雪ち やん は、 


このまま 自分が 着ても、 そんなに 不釣合いの もの じ や 

ない と 思いました。 

わたし、 これ を 着る わ、 着て みる わ、 というと ころ 

へ 進んで、 お雪 ちゃんの 心が 怪しくな つて、 衣桁に 手 

を かけて みました が、 その 手 を 自分の 帯の 方へ 取替え 

て、 帯 を 解き、 着物 を 脱いで、 とうとう ィャ なおば さ 

かたみ 

んの 記念の 縮緬の 着物 を、 すっかり 着こなして しまい 

ました。 

ィャ なおば さんでも、 怖い おばさんでも なくなって 

しまいました。 

こうして 着こなして みると、 お雪ち やん はなん とな 


く そわそわした 気持に なって、 誰かに 見せたい —— と 

いうよう な そぞろ 心から、 竜 之 助の 居間へ 行って みる 

気にな つ てし まいます。 

竜 之 助の 居間へ 行って 見る と、 竜 之 助 は 刀の 手入れ 

をして いました。 

落着きの ある 書院の、 よい 日当り を 細 骨の 障子に 受 

けて、 あちら 向きに 刀の 手入れし ている 竜 之 助。 

刀の 手入れ をな さる こと は、 ちかごろに 珍しい こと 

だと 思い ましたが、 それだけ 気分が 穏 かに、 環境が 落 

着いて いるせ いでしょう  と、 お雪ち やん は それ を 

喜び、 そうして いる 竜 之 助の 形 を、 よい 形 だと 思い ま 


した。 

七十 一 

武州沢 井の 机の 家が、 このごろ、 急に 物騒がしい 空 

気に 駆られた ように 見えます。 

別に 凶事が あって、 騒がしい という わけで はない が、 

いつも、 しんみりと 落着いた 一家の 空気に、 なんとな 

く 一  道の 陽気が 吹き 入った かの ように 見える のです。 

第 一 、ここの 女主 人 ともいう べきお 松が、 急に はしゃ 

いだと いう わけで はない が、 なんとなく 動揺 を 感じて、 


心が 浮き立ち、 何 かこ こに も ある 時期に 達した ものの 

ように 見えます。 

それと いうの が、 たしかに 原因 は ある ことなので、 

その 原因と いうの は、 さきごろ、 房 州 方面へ 行った 七 

兵衛 親爺が、 立 戻って 来てから 以来の ことです。 

その 晚、 炉の 前で、 数え年 四 歳になる 郁太郎 を、 そ 

の 巨大な 膝に 抱き あげてい る 与 八に 向って、 お 松が、 

こんな こと を 言いました、 

「そういう わけです から、 与 八さん、 この 土地 も 惜し 

いけれ ども、 この 子供さん たちのた めに、 どうしても 

駒 井の 殿様のお 船の 方へ みんなして 移る のが、 おた が 


いの 幸福 じ やない かと 思います。 この 土地の こと は、 

この 土地の ことで、 みんな 居つ いている 人で、 わたし 

たち は尽 すべき だけの こと は尽 し、 おた がいに 人情ず 

くで、 多少の 名残り は ある けれども、 立 退いた ところ 

で、 人様に 御迷惑 を かける ような ことに はなって いな 

いから、 ここ は、 いっそ、 わたしたち は 駒 井の 殿様の 

方へ うつり、 殿様 をた よったり、 また 殿様のお 力に なつ 

て 上げたり、 それが また この 子供さん たちの 将来の 教 

育の ためなん ぞ にも、 どのくらいい いか 知れない と 思 

います。 七兵衛 おじさん なぞ は、 大 へん 喜んでいて、 

もう 自分 も 船 住ま い の 身分に なれる なんて 言つ てます _ 


わたし も、 話 を 聞いて みると、 全く わたしたちの 救い 

の 神様のお 船 じ やない かとし か 思われません。 渡しに 

船と 言います 通り、 わたしたちが、 ともかく、 今迄 あ 

んまリ 悪い ことば かり はして いなかった おかげで、 こ 

んな しあわせが 迎えに 来て くれたん じ やない かと 思い 

ます。 なんにしても、 駒 井の 殿様 を 真中に して、 なん 

にも 今までの 約束 や、 窮屈の ない 船の 世界が 出来て、 

世界の どこ へ でも 落着いて 暮 せようと いうので すから、 

こんな 結構な ことはありません。 海の 外によ い 土地が 

あれば、 そこへ 落着いても いいし、 また 帰りた ければ、 

手前 物の 船で い つで も 日本の 国へ 戻れる のです から、 


まるで、 世界中 を 自分の 家と する ような 生活 じゃあり 

ません か …… 」 

お 松が、 お 松と して はかなり ハズン だ 心 持で 言う の 

を、 郁太郎 を 抱いた 与 八 は、 黙って 物静かに 聴いて い 

たが、 

「うむ、 そうかな」 

「でも、 治めて 行く 人が 悪い 人で は 仕方が ありません、 

悪い 人で なくと も、 気心の 知れない 人で は、 いくらす 

すめら れ たからと いって、 大海へ 出る 船なん ぞへ 乗れ 

たもの じゃありません が、 駒 井の 殿様のお 船でしょう、 

それ も、 駒 井の 殿様が 御自身で 御 工夫な すって 出来 


上った お 船 を、 あの 殿様が 好きな 人 だけ を 乗せて、 御 

自分が 宰領 して 御 出帆に なろうと いうので すから、 

こんな 大丈夫の ことはありません ね」 

「うむ、 それ もそう だな」 

「それに また、 この 小さい お 子 たちだって、 駒 井の 殿 

様の ような お 方のお 傍で、 教育され て 行けば、 出世の 

ために も、 どのくらい 幸福 だか わかりません」 

「それ も、 そうだろ うな あ」 

「 善 は 急げ と 言 いますから、 そう 決心したら 早く し ま 

いとま ご 

しょうよ、 なるべく 早く 仕度 をして、 お 暇乞い をす ベ 

きと ころ は 早く 済ませ、 一 日 も 早く 房 州へ 行こう では 


ありま せんか。 明日から、 その 仕度に とりかかり ま 

しょうね、 与 八さん」 

「うむ —— 」 

与 八 は、 じっと 黙って、 暫くの 間、 考え込ん でいた 

ようで したが、 

「うむ、 それ は 結構な 運が 向いて 来たの かも 知れね え 

が、 おいら は …… わしに は、 少し 考げ えた ことがある 

からね」 

与 八に こう 言われて、 お 松が 狼 1 しました。 

七十 二 


いつも、 お 松の 提言に 不同意 を 唱えた ことのない 与 

八、 お 松が 案 を 立て、 与 八が 実行す る。 

お 松が、 与 八に 相談な しにす る 仕事 はあって も、 与 

八から 一応、 お 松の 諒解 を 求めない という こと はな 

いこと にな つ ている。 

それに 今晩のお 松の 提案 は、 今までの 提案 中の 提案 

で、 ここの 生活に 革命 を 生ずる とはいう ものの、 その 

革命 は、 生木 を 裂く ような もので はなく、 極めて 多望 

満々 たる 好転で ある。 すべてに とって、 天来の 福音で 

いさ さ 

あって、 且つ、 実行 をして 些 かの 危なげ のない こと を 


お 松が 信じて いるから、 それで、 いつもより は、 一層 

の晴々 しさ を もって、 与 八に 提言して みたの は、 むろ 

ん与八 も 二つ返事と 信じき つていた のに、 今晩に 限つ 

て、 この 最良 最善の 提言 を、 与 八の 口から、 仮り にも 

不同意に 類す る 言 を 聞いた の は、 意外 中の 意外で あり 

ました。 

そこで、 お 松 はしば らく 文句が つげなかった のです 

が、 やがて、 

「どうして  どうして 与 八さん、 どう 考えた のです」 

「どうしてって、 お 松さん、 ほんとうに 済まね えが、 

今の 話に、 おいら だけ は 別物に しても らいて えの だが」 


「別物に して、 お前さん、 それで は、 わたしたちと 一 

緒に、 房 州の 駒 井 様のと ころへ 行く の はい やなの？」 

「いやと いう わけで はねえ が、 少し わしに はわし だけ 

の考げ えが あるから、 別にして もらいて え。 といって 

わしら の ほかの 者 は、 お 松さん のい う 通り、 ほんとう 

に それが 渡しに 船で、 願っても ねえ こと だから、 その 

ようにな さるが いいだ、 そのよう にしな けり やなり ま 

しねえ。 わしら だけ 別にして もらいて えとい うの は、 

わしら に は、 その 前から 一 つ 願 を かけた ことがある だ 

あ」 

「願 を かけた つて、 それ はどうした ことです か、 何康 


へ、 どんな 願が け をした のです か」 

「いや、 何様へ 何 をと いう、 目に 見えた 話で はねえん 

だ、 わしら は、 いっか ある 時期 を 見て、 日本中 を 歩い 

ひとめぐ 

て 一 巡りして 来て えと 思って たでね」 

「日本中 を 一巡りって、 与 八さん、 一人で そんな こと 

を …… 」 

「 一 人 じ やねえん だ、 わし あ、 この 郁太郎さん をお ぶつ 

て、 そうして、 日本中の 霊場 巡リ をして 来て えもの だ 

と 思って、 ひとりで 願 を かけて いるの だから、 その 願 

を果 さねえ うち は、 船で 外国へ 行く 気に はなれね えの 

だから、 ちょうど いい 折 だから、 お 松さん は みんな を 


連れて、 その 殿様のお 船と やらへ 行って 下せえ、 わし あ 

これから 廻 国に 出かける」 

「まあ」 

お 松 は 与 八の 言う ことに 眼 を 円く してし まいました _ 

それ は、 一 にも、 二に も、 十に も、 百に も、 今まで 自 

そむ 

分と いう ものの 提言に 反いた ことのない 与 八が、 今、 

自分の 口から こういう こと を 言い出した 以上 は、 到底 

翻す ことができる もので ない という こと を、 直覚して 

しま つたから です。 

それ は、 頑固で、 片意地で 言い出し たのと 違い、 こ 

の 人が、 この 際、 こんな こと を 言いだ したの は、 もう 


うんじょう 

よくよくの 深い 信心 か、 決心から、 多年に 醞醸 されて 

いたの だから、 容易な もので はない と、 お 松が それに 

圧倒され たから、 ほとんど あと を 言い出す こと すらで 

き なくなつ てし まった のです。 

けれども、 お 松と して は、 この 際、 どうしても、 与 

八の この 決心 を 翻え させねば ならない、 と 思いました 

与 八 ひとり だけ を 残して、 自分た ちがす ベて この 生 

活を 移す という こと は、 情に 於ても、 理に 於ても、 忍 

ベない こと だと 思いました。 そこで、 暫く 途方に 暮れ 

ていたお 松が、 別の 方面から 与 八 を 説きつ けに かかり 

ました。 


「そんな こと を 言った つて、 与 八さん、 そり や 無理な 

ことです よ、 どうして、 ひとりで 日本中が 廻れます か、 

第一 食べても 行かな けり やならず、 路用 も 少ない こと 

じ やないで しょうし …… 」 

実際の 生活と、 経費の 問題から さとらせて ゆこうと 

したが、 与 八 は 更に 動ずる の 色な く、 

「ええ、 そのこと は 心配ね えんです、 わしら は、 この 

一 本の 鉈を 持って行き ますよ」 

七十 三 


つる 

与 八 は 郁太郎に かけて いた 片手 を 離して、 帯に 吊し 

てあつた，" 一 梃 の鉈 にさ わって お 松に 見せ、 

「わし は、 東 妙 和尚さん から、 この 鉈を 使う こと を教 

えられて いる、 これが 一 梃 あれば、 どうやら、 物の 形 

が 人様に 見せられる ようにな つたから、 これ を 持って、 

ほりもの 

彫物 をしながら、 日本中 を 歩いて みて えつ もり だ」 

「まあ …… では、 永い 間の 心がけね」 

「ああ、 東 妙 和尚さん もそう 言わつ しゃった、 与 八、 

いなか まわ 

それだけ 腕が 出来たら、 もう 田舎 廻りの 彫物 師の西 行 

をしても 食って いける ぞい、 と言われました 時から 思 

い 立ちました、 行く さきざき、 问か 彫らして もらって 


は、 草鞋 銭 を 下さる ところから はいた だき、 下さらね 

え 時 は、 水 を 飲んで 旅 をして みょうと、 心がけて いた 

です よ、 お 松さん。 そうして、 まず これから 上へ 登つ 

て、 大 菩薩 を 越えて、 塩 山へ 行く と 恵 林 寺と いうので 

慢心 和尚さん が、 わし を 待って て 下さる、 あそこで 何 

か 彫らして おくん なさる に 違えね え …… それから 甲 州 

路を西 行 をして、 信 濃から 美 濃、 飛驛、 加賀の 国なん 

と いうと ころに は、 山々 や 谷々 に 霊場が うんと ござる 

と いう 話 だから、 そこ へ いちいち 御 参詣 をして みる つ 

もりで、 絵図面 も、 もう 東 妙 和尚さん から 描いて もら つ 

ている」 


「与 八さん  お前さんに そんな こと を 言われる と、 

わたし は 胸が いっぱい になって、 何と 言って いいかわ 

力、 らな レ」 

むせびな 

お 松が 咽 泣き をして しまいました。 

「な あ、 会う は 別れの はじめ、 別れ は 会う ことのは じ 

めなん だから、 歎く こと はねえ だ あね。 お 松さん が、 

東の 方へ 行って 船に 乗り、 わしが 西の方へ 行って 霊場 

巡リ をした からといって、 会える 時節に なれば、 また 

い つで も 会え まさ あね」 

たやす  あきら 

「だって、 与 八さん …… そんなに 物事 は、 容易く 諦め 

られる ものではありません」 


「わし は 不人情の ようか も 知れね えが、 この間 中から、 

それ を 考えて いたね、 どうもお 松さん に 相談した つて、 

承知し ちゃくれ めえ と 思う から、 黙って、 ひとりで ブ 

ラリと 出かけて しまおうかと 思った こと も ある だが ね、 

ばあや 

そうすると、 登 様 は、 お 松さん や 乳母が ついてい るか 

ら 少しも 心配 はねえ が、 この 郁坊、 郁太郎 さんが かわ 

いそうだと 思って ね …… それ だって、 なにも わしが い 

ばあや 

なくても、 やっぱりお 松さん や 乳母が、 登 様 同様に 可 

愛が つ て 下さる から、 少しも 心配 はねえ と 思って いた 

が、 でも、 今日まで、 そこまでの 踏ん ぎり はっかな くつ 

ていたの を、 今晚、 お 松さん から、 こんな 相談 を 受け 


てみ ると、 わしが このごろの 心願 も、 言わずに や いら 

れ なくなった のさ」 

「だけど も、 与 八さん、 まあよ く 考えて 下さい、 今日 

までの こと を 考えて 下さいよ、 そうして、 これからの 

ことと 思い合わせて みて 下さいな。 与 八さん とわたし 

と は、 こうして ずいぶん 苦労 もし 合って、 これまでに 

なって いるでしょう、 それ を 私たち だけが 東へ 行って、 

与 八さん だけ を 西へ やって いられる もの か、 いられな 

いもの か。 第一 与 八さん、 お前さん だって あてどの な 

い 一人旅が、 どんなに 辛い もの だか、 今、 この 場の こ 

ととし ないで、 考えて みて ごらん」 


「そり や あね、 そり や あ、 わし だって 人情と いう もの 

が あら あね、 今まで 世話にな つたお 松さん に 離れたり、 

がんせ 

こんな 頑是 のね え 子供 や、 なじみに なった 皆さんに 別 

れ たり、 それが どんなに 辛い か を 思い出す と、 あれ を 

思い立つ てから、 毎晚、 涙が 流れて 枕が 濡れち まった 

が —— なんでも 罪 ほろぼし のために は、 辛い 思い をし 

なけり やなら ねえ、 お釈迦 様 は 王宮 を ひとりで 逃げ出 

してし まった、 西 行 法師 は 妻子 を 蹴飛ばして 出かけた、 

人情 を 一 べん 通りた ち 切って みなけ リゃ、 仏の 恩が わ 

からね え …… こんな こと をお 説教で 聞かされ たもんだ 

から、 わしゃ どうしても 一度、 罪 ほろぼし のために、 


廻 国の 難儀 をして みなけ り や 済まされ ねえ …… こう 覚 

悟 を きめてし ま つ ていた だね」 

お 松 はた まり 兼ねて、 その 時 言いました、 

「与 八さん、 お前 は、 何 を それほどまで にして、 罪 ほ 

ろぼし をし なけり やならない ほどの 罪 をつ くった 

の？」 

七十 四 

お 松が カを尽 し、 言葉 を 極めての 説得 も、 ついに 与 

八の 志 を 翻す ことができませんでした。 


それでも、 お 松の 方 もまた、 与 八 ひとりの ために、 

この 幸福と、 必然と を 取 逃がす わけに は ゆかない 人間 

以上の 引力 を、 如何と もす る ことができません。 

そこで、 おた がいに 泣きの 涙で、 おた がいの 導かる 

る 方、 志す 方に 向わねば ならない 羽目と なった の は、 

予想外 中の 予想外で、 そうして、 なにも それ をし なけ 

れば、 直接の 生命に 関する という わけで はない にか か 

わらず、 そうさせられて 行く 力の 前に、 二人が 如何と 

も 争う ことができなかった のです。 

翌日から、 泣き 泣きす ベての 出発の 用意と、 あと を 

整理す る ことと に、 働 きづめで あります。 


あと を 濁さない ように  と いうお 松の 日頃の 心が 

かげひなた 

け は、 この 際に 最もよ く 現われ、 いつも 蔭 日向の ない 

与 八の 心情 もまた、 こういう 際に よくうつ ります。 

持ち 行くべき もの は 持ち 行く ように、 あとに 残して、 

しま 

蔵うべき もの は 蔵うよう にして いるう ち、 お 松が 一 つ 

の 葛籠の 中から、 一 包みの 品 を 見出して、 与 八に 渡し 

ました。 

「与 八 かたみの こと」 

と 紙 包のお もてに 記して ある。 しかも それ は、 先代 弾 

正の 筆に 紛れ もない。 与 八 も 奇異なる 思い をしながら、 

それ を ほどいて 見る と、 守り 袋が 一 つと、 涎掛 がー 枚 


ありました。 その 守り 袋 を 開いて 見る と 臍の緒です。 

紙 包の 表に 書いて ある 文字 を、 お 松が 早く も 読んで み 

ると、 

「与 八さん —— これ は、 お前さんの 臍の緒で すよ。 ま 

あ、 ここに 生年 月が 書いて ある、 生年 月で はない、 何 

月 何日、 武蔵野 新 町 街道 捨 児の 事 …… 与 八さん、 この 

涎掛 がその 時、 お前さんが していた ものな のよ。 御先 

代 様が、 こうして 丹念に 取って お置きに なった の を、 

お前さんに 見せる 折の 無い うちに、 お亡くなり になつ 

たものと 見えます。 今日に なって、 これが 出て 来たの 

も、 本当に 因縁じゃありません か」 


「ああ、 そうだつ たか —— 」 

与 八 は、 染色の あせた 涎掛 を、 お 松の 手から 受取つ 

て、 両手で 持った まま、 ォロォ 口と 泣き出しました。 

それから 三日 目、 村人 や 教え子が 寄り集まって、 留 

別と 送別と を 兼ねた お 日 待でした が、 いずれも 事の 急 

に 驚いて、 泣いて いい か、 笑って いい か 分らない 有様 

です。 

「末代まで も、 この 地に いてお もらい 申す ベえ と 思つ 

たに、 こうして 急に お立ちな さるの は、 夢え 見て いる 

ようで なんね え」 


と 言って 泣く 者が 多い のです。 こんな 時に、 お 松 はか 

えって 涙 を 隠す 女でした。 そうして、 一層の 雄々 しさ 

を 見せて、 人 を 励ます ことので きる 女でした。 

「皆さん、 会う は 別れの はじめ、 別れ は 会う ことのは 

じめ ですから、 どこの 土地へ 行きましょう とも、 また 

御 縁が あれば、 いつでも 会われます、 一旦 はこうして 

立っても、 またお たがいに、 いつでも 手 を 取り合って 

楽しめる 時が 来る に 違いありません」 

与 八から 言われた こと をう けうり のようにして、 お 

松が 一 生 懸命に 人々 の 心 を 励ましました。 

その 翌日 は、 もう、 運ぶ だけの もの を 馬に 積んで、 


ばあや  か ご 

乳母と 子供 は 駕籠に 乗せ、 お 松 は あると ころまで 馬で 

—— 七 兵衛は 途中の いずれ かで 待合 わせる という こと 

にして、 幾多の 村人 や、 教え子に 送られて、 この 地の 

きれい 

土になる のかと 思われて いたお 松 は、 綺麗に この 地 を 

立 つ てし まいました。 

与 八 も、 送る と 言って、 江戸 街道まで 姿 を 見せた に 

は 見せた けれども、 自分が 昔 捨てられ たという 新 町 街 

道の あたりへ 来た 時分に は、 もう 与 八の 姿 は 見え ませ 

ん でした が、 お 松 は 声 を あげて、 与 八の 名 を 呼ぶ 勇気 

がありません。 あの 捨子 地蔵の あたりへ 来る と、 面 を 

伏せて 声 をのみ ました。 


こうして、 お 松と すべて を 立た せて しまった その 夜 

よだ. W 力 H; 

—— 沢 井の 机の 家の 道場の 真中に 坐って、 涎 掛を自 

分の 首に かけて、 ひとりで 泣いて いる 与 八の 姿 を 見 ま 

した。 

七十 五 

二 里 三 里と、 飽かずに 送って 来て くれる 見送りの 者 

を、 しいて 断 わって 帰して しまった 時分に、 どこから 

ともなく 旅 姿の 七 兵衛が 現われて 来ました。 


ここに また 不思議な ことの 一 つ は、 いつも 七 兵衛の 

苦手であった ムク 犬が、 最初から 神妙に 一行に ついて 

ま 

来たが、 今 ここで 不意に 七 兵 衛が姿 を 現わしても、 吠 

え かかる こと をし ませんで した。 

おもて 

温容に 七 兵 衛の面 を 笠の 下から 見た だけで、 その 

後 は 眠る が 如くお となし くな つてい る ことです。 この 

こと は、 ほかの 人に とって は、 気の つかない ことで し 

い つ とき 

たが、 七兵衛 にと つて は 一時、 力抜けの する ほど 案外 

のこと でありました。 

ムク 犬が 吠えない 代りに、 ちょうど この 前後に、 駕 

籠の 中の 郁太郎が 不安の 叫び を 立てた ものです。 


「与 八さん、 与 八さん、 与 八さん はいない のかい、 与 

八さん」 

いまさら 思い出し たように、 与 八の 名 を 呼びかけ、 

数え年 四つに なった 郁太郎が、 突き出され たように 駕 

籠の 外へ 出て しまいました。 そうして 前後の 人 を 見渡 

した けれども、 ついに 自分の 叫び かけて いる 人の 姿が、 

どこに も 見えな いこと を 知る と、 

「与 八さん、 与 八さん」 

お ぼっか 

覚束ない 足 どり で、 西に 向って —— つまり、 自分た 

ちが 立ち 出て 来た 方へ 向って 走り はじめます。 

「郁太郎 様、 どこへ いらっしゃる」 


登 を 抱いて いた 乳母が かけつけました。 それ を 振り 

もぎって 走る 郁太郎。 馬上に いたお 松 も、 馬から 下り 

ない わけに は ゆきませんでした。 

「郁太郎 様 —— 与 八さん は あとから 来ます よ」 

「あとから ではい けない」 

さ 

お 松の なだめて とめる のさえ も、 肯 かない この 時の 

郁太郎の 挙動 は、 たしかに、 平常と 違って いる こと を 

認めます。 

わらじ  こしら 

「与 八さん は、 あとから 草鞋 を どつ さリ、 栴 えて 持つ 

て 来ます よ、 だから、 わたしたち は 一足先へ 出かけて 

いるので す」 


「いや、 いや、 与 八さん と 一緒でなくて は 行かない」 

「そんな、 やんちゃ を 言う ものではありません」 

「いや、 いや、 与 八さん と 一緒でなくて は …… 」 

さかのぼ 

この 時の 郁太郎 は、 激流 を 抜 手を切って 溯 るよう 

さ え ぎ 

な 勢いで、 誰が なんと 言っても かまわず、 その 遮る 手 

を 振り払って、 西へ 向って、 もと 来た 方へ 一人で 馳せ 

戻ろうと、 あがいて いるので す。 

お 松で さえ も、 手に 負えないで いると ころ を 見兼ね 

た 七兵衛 が、 

「与 八さん は、 あとから 来る から、 みんなで 一足先へ 

行って いるの だよ」 


と 言って、 あがく 郁太郎 を、 上から グッと 抱き あげて 

しまいました。 

「いや、 いや、 与 八さん と 一緒で なければ、 どこへ も 

行かない」 

抱かれた 七 兵衛に 武者ぶ りついて、 ついに、 七兵衛 

の 面 を 平手で ピシャ ピシャ と 打ちながら、 泣き叫ぶ 体 

は、 全く 今までに 見ない ことでした。 

「では、 与 八さん のと ころへ 連れて行って やろう、 さ 

あ、 こっちへ こう 戻る の だね」 

七兵衛 が、 如才なく 後戻り をして みせる、 とその 瞬 

間 だけ は 郁太郎が 納得し ました。 


そうして、 物の 二三 間 も 歩いて、 もうこの 辺と、 引 

返そうと すれば、 郁太郎 は、 火の つくよう にあがいて、 

「いや だ、 いや だ —— 与 八さん の 方へ …… 」 

なだめても、 すかしても、 手段の 利かない こと を 七 

兵衛 もさと り、 一行の 者が 全く もてあまして しまい ま 

した。 

「与 八さん に 送って 来て もらえば よか つたのに ねえ」 

お 松で さえ も 愚痴 を こぼす より ほか はない と 見た 七 

兵衛 は、 

「この 子 は、 与 八さん という 若い 衆が 本当に 好きな の 

だから、 この 子の 心 持 通りに してやる の がよう ござ ん 


しょう」 

むず かる 郁太郎 を 抱きながら、 七 兵 衛は何 かひと り 

思案 を 定めた ようです。 

七十 六 

沢 井の 道場に、 ひとり 踏みと どまった 与 八 は、 道場 

のまん なかで、 涎掛を かけつつ 、坐り こんで 無性に 泣 

いていました。 

今晩は、 全く 静かです。 

静かな はずです、 先代の 主人、 自分のお 命の 親た る 


弾 正 先生 は 疾うに 世 を 去り、 まさに 当代の 主人で ある 

べき 竜 之 助 殿 は、 天涯 地 角、 いずれの ところに いるか、 

ちまた 

但し は 九泉 幽冥の 巷に さまようて いるか、 それ はわ 

からない —— 最近に なって 復興して、 竹刀の 声に 換ゅ 

るに 読書の 声 を 以てした 道場の 賑わい も、 明日から は 

聞えない のです。 そうして、 お 松さん も、 郁坊 も、 登 

様 も、 乳母 も、 あの 人間以上と 言っても よい 豪 犬 も、 

みんな 行って しまったから、 今晚 という ものが、 いつ 

もの 晩よりも、 全く 静かな の は あたりまえです。 

こんな 静かな ところで、 誰も いないのに、 あの 図 抜 

けて 大きな 男が、 ちつ ぼけな 涎掛の 紐の つぎ 足し をし 


て、 それ を 首筋に かけ、 大きく 坐り込んで、 ホロ ホロ 

泣き 続けて いるの だから、 人が 見たら 笑い ものです け 

れ ども、 今晩は 笑う 人 さえい ない。 

幾 時 かの 後、 与 八 は 急に 飛び 上りました。 

「郁 坊や あ— い」 

立って、 道場の 武者 窓から 外 をの ぞいて 見た が、 外 

ま谙ヽ 。 

「郁 坊や あ— い」 

今度 は、 潜り戸 を ガラリ と あけて 外 を 見た けれども 

外 は やっぱり 暗い。 

いつもな らば、 この 暗い 中から、 の そりと ムク 犬が 


尾 を 振って 出る の だが、 今晩は それ も 無い。 

「有  」 

むせ  しおしお 

と 与 八が 咽び 上って、 悄々 と 道場の 真中へ 戻って 来た 

おもや 

が、 また 飛び 上って 廊下 伝いに、 今度 は 母屋へ 向けて 

一 目 散に 走りました。 

「郁 坊や あ— い」 

さび 

道場より は 幾 倍 も 広い 母屋 は、 幾 倍 も 淋しい。 

母屋のう ち を 一通 リ 廻って 見た 与 八 は、 また 道場の 

ところへ 戻って 来て、 

「有  」 

でも、 何 か、 外に 未練が 残る ようで、 耳 を 傾け まし 


た。 

与 八 は 物に 動じない 男、 或いは 動ずる ほどの 感覚 を 

持って いない 男です が、 今晩は 特別に、 何 かの 幻覚 を 

感じて いるら しい。 

むせ  とおね 

咽びながら 静かに している と、 どうやら 遠音に おさ 

な 児の 泣く 音が する。 遠音と はいえ、 思いきって 近く 

も 聞え る。 遠くな り 近くな つて、 おさな 児の 泣く 声。 

それが 気になって、 与 八 は、 居ても 立っても いられ 

ない 様子です。 

たまり かねた 与 八 は、 ついに 草履 を ひっかけて、 表 

の 方へ 走り出しました。 


よし、 何の ゆかり もない 近所 隣り の 悪太郎の 泣く 声 

であっても、 この 物 すさまじい 静けさに は 堪えられな 

いから、 それで、 当て はなく とも、 泣く 子の 声で も 聞 

いてみ たくな つたので しょう。 

ずっと、 石段 を 下りて、 街道 筋まで 走せ 出して みた 

が、 また 空しく 道場へ 立 戻って みると、 道場の 中で 子 

供の 泣く 声が します。 与 八 は 自分の 耳 を 疑いました。 

道場の 戸 を 外から 押 開いて 見る と、 提灯 をつ け 放 

しにして 置いた 道場の 中の ぼんやりした 光線の 間に、 

一 人の子 供が いる。 


r 有 坊カ， - 

「与 八 さ/ 

「有  」 

「与 八 さ/ 

「有  」 


「お前、 戻って 来たの カイ」 

「おじさんが …… おじさんが 連れて来て くれた」 

「そのお じさんと いうの は？」 

「知らないお じさんが ここまで 連れて来て くれて • 


す 


ぐ 帰つ てし ま つ たよ」 

「そうか」 

与 八 は 確実に、 郁太郎 を 抱き上げて しまいました。 

七十 七 

その 翌日 は、 門を閉 し、 広い 屋敷のう ちに 人の いる 

け ±b  、， 

気配 もな く、 訪ぃ 来る 人 もありません。 

万事 は 昨日で 終リ、 あとへ 残った 与 八 だけが、 この 

大門 を 締めて、 そうして 与 八 自身 も 出立して しまった 

ものと、 村人 は 心得て いるので しょう。 


けれども、 与 八 は 残って いるので す。 郁太郎 もまた、 

この 家に 留まって いるので す。 

ただ、 表の 門 を 締めき つて、 二人とも ほとんど、 物 

の 音 も 揚げない から、 それで 人が 本当の 留守と 思って 

いるので しょう。 

与 八 は、 今、 室内の 掃除 をして います —— 掃除と 共 

に 物の 整理です。 整理と いう けれど、 それ はもう、 ほ 

とん ど 全部、 お 松の 手で 整理され 尽 していた から、 い 

ま、 与 八が 整理に かかって いるの は、 与 八の 分と して 

残された ものの 整理です。 それでも 与 八の ために 残さ 

れた、 当然、 与 八の 所有物と して 残された もののう ち、 


大部分 は 人に 分けて やって しまいました から、 今 は、 

そう 多分の ものではなかった が、 それ を 与 八 は、 すべ 

て 一 括して しまいました。 

一括して、 どうす るかと 見れば、 裏山へ 持って行つ 

て、 穴 を 掘って、 その 中へ 投げ込んで 暫く 見て いまし 

た。 その 間と いう もの、 郁太郎 は 絶えず 与 八に 付きき 

りです。 与 八が 母屋へ 帰れば 母屋、 裏庭に 出れば 裏庭、 

道場へ 戻れば 道場 —— 郁太郎 は、 絶えず 与 八に つきつ 

まと 

纏いつ していた けれど、 静かな もので、 ほとんど 一言 

も 口 をき くような こと はない のです。 

そこで、 屋敷のう ち は、 いよいよ 静かな ものでした 


が、 裏庭へ 穴 を 掘って 与 八 は、 一括した もの を 投げ込 

ん だが、 その上へ 萱と柴 を 載せて、 火 をつ けて しまい 

ました。 

その 火が、 軽く 燃え 上った ところ を、 与 八と、 郁太 

郎が、 静かに 眺めて いたの は 夕方の ことです。 

ひとくく 

今、 おもむろに 焼けつつ ある 一括りの 中には、 数日 

前、 お 松が 発見して くれた 涎掛も あれば、 臍の緒 も あ 

る はずです  そのほか、 与 八と して は 片時 も 離せな 

い、 意義の ある 人た ちからの 記念品 も、 みんな それに 

入って いたよう です。 それ を 与 八 は みんな 焼いて しま 

いました。 お浜の 遺骨 を 持って、 郁太郎 を 背に 負って 


帰って来た 時 以来の 記念の 品 も、 みんな ここで 焼いて 

しま つ たようです。 

それだけ は 取って置きな さいと、 お 松が いたら 当然、 

忠告して 差 留める であろう ところの ものまで も、 与 八 

は 一切 を 穴に 入れて、 焼いて しまって いるよう です。 

記念と いう もの は 一 つも 残さない のがよ い、 と 思って 

いるから でしよう  

それが 燃えつ くす の を、 ゆっくりと 二人 は 坐って な 

がめ てい ましたが、 いよいよ 燃え 尽 したと 見た 時に、 

じょれん 

与 八 は 鋤簾 を 取って 静かに 土 を 盛りました。 


その 翌朝、 まだ 暗い うち、 村人の 一 人 も 起き 出て い 

ない 時分に、 与 八が 郁太郎 を 背に 負うて、 今日 こそ は、 

この 屋敷 を 発足す ると ころの 姿 を 見ました。 

それ は、 お 松の 一行 は 東へ —— そうして 与 八 は、 西 

さかのぼ 

へ 向って 多摩川 を 溯 るので す。 

背に 子 を 負うて いるから、 かぶる ことができ ないた 

めでしょう、 笠 を 胸に 垂れて、 そうして ささやかな 一 

わらじ きゃはん  むぞうさ 

包みの 荷物 —— 草鞋 脚絆に、 いつもす るよう な 無雑 作 

な 旅装いで は あるが、 ただ、 いつもと 変って いるの は、 

与 八の 腰に 帯びた 一 梃の 鉈 です —— 鉈 という 字、 この 

場合 彫と 書いた 方が ふさわしい かも 知れない が、 それ 


は、 筏師 がさす ように 筒に 入れて 籐を卷 いたの を、 与 

八 は 腰に さしてい ます。 

与 八と して、 こんな もの を 護身 用と して 持たねば な 

らぬ 人柄で はない はずです。 これ は 東 妙 和尚から 授け 

られ て、 これによ つて、 行く さきざきで、 与 八 独特の 

彫刻 を 試みて、 それで 世渡り、 旅稼ぎ をしょう との 用 

心に ほかありません  

行き 行きて、 その 翌日、 大 菩薩 峠の 麓まで 来ました。 

与 八と して は 珍しくない 道。 自分の 立てた お 地蔵 様 

はどうな つてい るか —— それに もお 目に かかりた いが、 

今日は そこでと どまる 旅路で はない、 峠の 彼方に はお 


浜の 故郷 も あれば、 慢心 和尚 も 待って いる —— 今度 は 

それより 先の 道中、 どうかす ると いずこの 果て かで、 

弁 信 法師 あたりに もぶ つからない 限り もないでしょう。 

七十 八 

根 岸に 閑居の 神 尾 主 膳と お 絹 は、 閑居 は 相 変らず 閑 

居に 違いない けれど、 このごろ は、 幾分 か 荒み きった 

生活に 経済的に 潤いが 出来たら しく、 お 絹 は、 しげし 

げと 買物に 出かけたり、 家へ 寄りつ かないで はしゃい 

でい る こと も あるの を 以て 見れば、 どこから か 水の 手 


が 廻って いるものと 見なければ ならぬ。 だが、 どこか 

ら といって、 ほかから 来る ところが ある はず はない、 

多分 七 兵衛ぁ たりが、 さんざんに 人 を 焦ら した 上で、 

その 稼ぎ 貯め を、 ぱっとば らまいた ものと 見る より ほ 

かはないでしょう。 

七 兵 衛の奴 は、 稼ぎ さえ すれば いいので、 稼ぎた め 

なん ぞは 存外、 頭に 置いて いない 男 だから、 自分が 稼 

ぐ ことの 興味と、 労力との ほぼ どの 程度で あるかと い 

うこと を、 相手に 納得 させて やり さえ すれば、 その 粕 

に 過ぎな いところ の 稼ぎた めな んぞ は、 思った よ り 淡 

泊に 投げ だしてし まう に違いない。 ところが、 二人の 


うち、 特にお 絹と いう 女に とって は、 その 粕 こそが 珍 

重 物で ある。 

お 絹 は、 その 七 兵衛の 稼ぎた めの 粕 によって、 当座 

の 自分た ちの 生活に 潤いが ついた ことによって、 は 

しゃぎ 出し、 今日 も 主 膳に 向って、 こんな こと を 言い 

ました、 

つきじ 

「あなた、 築地へ 異人 館が 出来た そうです から、 見に 

行きましょう よ」 

「うむ ••：： 」 

「たいした ものです つてね、 あの 異人 館の 上へ 登る と、 

江戸 中 は みんな 眼の 下に 見えて、 諸 大名のお 邸なん ぞ 


は、 みんな 平べ つたくな つて、 地面へ 這って いるよう 

にし か 見えな いんです つて」 

けとう 

「うむ …… 毛唐め は、 なかなか 大 仕事 を やり やが る」 

「異人 は、 何でもす る ことが 大きい のね」 

「うむ …… あいつら の 船 を 見た だけで も わかる、 いま 

いまし い 奴等 だ」 

「そうして また、 いちばん 高い ところへ 登る と、 上 総 

房 州から、 富士 でも、 足 柄で も、 目通りに 見え るんで 

すと さ」 

「話 ほどで も あるまい がな」 

て つぼう ずがし 

「話より 大した ものです とさ、 本館が 鉄砲 洲 河岸へ 


いっぱいに ひろがって、 五 階と か 六 階と かにな つてい 

る その上に、 素敵な 見晴し 台が あるんだ そうです から」 

「うむ」 

「それに、 その 見晴し 台に は、 舶来の 正銘に 千里 見 透 

しとい う 遠眼鏡が 備えて あるから、 それで 見る と、 支 

那も、 亜米利加 も 一 目です とさ」 

「話 百 分に も、 千分に も 聞いて いるが いい」 

「聞いて ばかりいても、 つまりません から、 見て やり 

ましょうよ、 ちょうど、 天神 下の 中 村 様から 伝手が あつ 

て、 紹介して やる から、 見物に 行って こいと 言われ ま 

した」 


「うむ、 中 村が ：•：. 見て こいと 言った か」 

こころやす 

「ええ、 あの方、 異人の 大将に ごく 心 易 い 方が あるん 

です つて。 ですから、 あの方に 紹介して いただけば、 

まどり まどり 

間 取 間 取 もみん な 見せて もらえる し、 見晴し 台へ も 上 

れ るし、 その 遠眼鏡 も、 飽きる まで 見せて もらえ るん 

です とさ」 

「うむ」 

「あなた、 いらっしゃらない？」 

「うむ」 

「わたし は、 あなた もお 連れ 申して 行く ように 言い ま 

した、 あなたと は 言いません けれども、 一人 二人お 友 


達 を つれて 行く かも 知れない がよ ろしう ござんす か、 

と 念 を 押します と、 さしつかえないと 言いました から 

ぜひ、 一緒にい らっしゃ いまし」 

さ 

「お前のお ともをして 行く の も、 気が 利かない な あ」 

「そんな 気取った こと を おっしゃるな、 かえってお 

しのび 

微行の ようで、 いいじゃありません か」 

「うむ、 後学の ために ひとつ、 見て 置いても よかり そ 

うだ」 

「ぜひ、 そうなさい …… では、 そのつ もりで 乗物 を 言 

い つけましょう」 

「まあ —— 待って くんね え、 お腹が すいた から、 兵糧 


をつ かつ てからの こと」 

「やり やが る」 とか、 「待って くんね え」 とかいうよう 

うじ 

な 言葉が、 主 膳の 口から 時々 ころがり 出す の は、 氏よ 

り 育ちの せいでしょう。 

七十 九 

主 膳と お 絹と は、 御飯 を 食べながら、 しきりに 異人 

館の 話 をして います。 

話と いっても、 主 膳 は 受身で、 お 絹 だけが 乗り気に 

なって、 珍しい ものの 数々 を、 ひとり 合点の 受売リ 話 


みたよう な ものです。 

ベ っぴん 

「それから ねえ、 異人に もずい ぶん、 別嬪が いますと 

さ」 

「そうか」 

「あなた、 異人の 別嬪さん を、 ごらんに なった ことが 

あります か」 

「毛唐の 女なん て、 まだ 見た こと はない」 

「ところがね、 その 異人 館に はね、 そこの 大将の 奥様 

で、 素敵な 異人の 別嬪さん が 来て いるんで すと さ」 

「うむ」 

「それに、 女中た ち も、 異人 国から なかなか すぐった 


の を 連れて来て いるそう です よ」 

「毛唐の 女に も、 別嬪と 不 別嬪の 区別が あるの かな あ、 

あお 

髪の毛が 赤く つて、 眼の 玉の 碧い 奴に も、 美と 不 美と 

が あるの か 知らん」 

「そり や、 あります ともね、 そうして、 その 異人 館の 

奥さんが 別嬪の 上に、 異人 館の 主人が またい い 男なん 

です つて」 

「毛唐の 女に、 美人と 不 美人が ある 以上 は、 男に も、 

やっぱり 好い 男と、 悪い 男との 区別が あるだろう」 

「あります ともね。 そうして 二人とも、 大 へん 仲が よ 

くって お世辞が よく、 日本の 言葉が 少し はわ かるんで 


すって。 そうして 御 亭主の 方が、 ヮタ クシ 奥 サン 美人 

アリマ ス —— な ん て  一一 一一 n うと、 奥さんの 方が 負けずに、 

ヮタ クシ 旦那 異国 一番 イイ 男、 なんて、 手ば なしで や 

る もんです から、 それが 異人 だけに 愛嬌に なって、 大 

へ んな 人気 だそう です」 

しゃれもの 

「毛唐に も、 相当に 洒落者が あるの だな あ」 

「あなた はそう 毛唐 毛唐と お つ しゃる けれど …… あな 

たばか リ ではない、 日本の 人 は みんな 毛唐 毛唐って、 

人間 じ やない ように 言う けれど、 つきあ つ てみ ると、 

どうして 異人の 方が、 よっぽど 日本人より 捌けて いて、 

物の わかった ところ も あれば、 人情 も 深いと ころが あ 


るので すと さ」 

「毛唐に も、 そんな 人間ら しい 心が あるの かな あ」 

「大有りです とさ。 その 証拠に は、 日本の 女で ね、 初 

め は、 見る の もけ がれの ように いやがつ ていた ものが、 

ひいき 

灵顯属 にされ てるう ちに、 だんだん よくな つ て、 よくな つ 

て、 こっちが 熱くな り …… 」 

「もう、 よせ、 それ はらし やめん という 奴だろう、 日 

本に 生れても、 日本人の 部 じ やない の だ」 

「らしゃ めんなん て、 悪口 を 言う けれど、 世話になつ 

た 女の人に 言わせる と、 異人 は 情が 深く つて、 実が あつ 

て、 それにお 金 は 糸目な しに 本国から 来る、 宝石 や、 


羅紗 は 好きな のが 選取りに 貰える、 ほんとうに 異人 は 

いい、 異人さん に 限る …… 」 

「してみ ると、 お前なん ぞも、 そのら しゃめん 向きに 

出来て いる 一 人だろう」 

と言われて、 はしゃぎき つていた お 絹が、 ふくれ 出し、 

「何 をお つ しゃる」 

「お前 も ひとつ、 その 情け深く つて、 実が あって、 お 

金 は 糸目な しに 本国から 来て、 宝石で も、 羅紗で も 買つ 

て もらえる 奴 を 一人 二人、 相手に してみ たら どう だ」 

「いやな こと をお つし や いますね え」 

「お前と いう イカ もの 食い も、 まだ 毛唐 を 食った こと 


は あるまい」 

「お気の毒 さま …… それより は、 そちら 様 こそ、 異人 

館へ 行って、 まさか 奥さん はお 話合いになります まい 

が、 女中さん のうちの 乙な の を 一 つ、 かけ 合って みて 

あくじき 

ごらんに な つ て は …… あなた ほどの 悪食です から、 異 

人の 女 を 食べた つて、 あたる ような こと は ございます 

まい」 

「うむ」 

ここで 主 膳が、 うむと 言った の は、 どういう 意味 か 

わからな いが、 挨拶に 困っての 詞 だけの ものでしょう。 

「なんなら、 お 取 持ち を 致しましょう か」 


とお 絹が つぎ 足した の も、 隙間 だらけで しっくりと は 

うつらない。 

乗物が 来たから お 絹 を 一 足さき に、 主 膳 は 後れて 行 

くこと にきめ ました。 

八十 

お 絹 は、 いそいそと 出て 行った けれども、 主 膳 は そ 

れ ほど 気が 進んで はいない。 

勧められた 事柄が 風 変り だから、 後学の ために ひと 

つ 見て 置いて やろう かな、 という 気になつ たまでの こ 


とで、 別段、 興 を そそられ ている わけで も、 なんでも 

ない のです。 

それでも、 あつらえた 乗物が 来て みると、 やめる と 

いう 気に も なれず、 それに 打 乗って、 根 岸から 築地へ 

向けて 急がせて はみ たが、 乗物の 中で、 なんとな しに 

ばかばかしい と い う 気で、 さ つ ばり 目的 の T J とに 興味 

は 持てない のです。 

この ことば かりで はなく、 主 膳 はこの ごろ は 何事に 

も、 さっぱり、 興味と いう ものが 持てな いでいる。 そ 

れは 単に 金が無いから、 軍費が 続かない から、 それで 

面白くな いという だけで はなく、 今 は 金が あっても、 


興味が 持てない ものが あるので す。 

乾きき つていた ついこの ご ろ —— 逆さに 振 つても、 

水 も 出なかった このほど —— 銭 さえ あれば 昔の ように 

わ 力ま ま 

我儘に も 遊べる し、 綺麗に 使いこなす こと も 知ってい 

る。 銭が 物言う こと を 最もよ く 知り抜い ている だけに 

お 絹と いう 女から、 金が 欲しい、 金が 欲しい、 と 当て 

つけられた 時 は、 むらむらとして、 押 借り 強盗で もな 

ん でもい いから、 銭の 入る 方法が あれば 何でも やる。 

お 絹と いう 女 も、 銭に さえ ありつく 仕事なら、 万引で 

つ つもた せ 

も、 美人局で もやり かねない 女で は あるが、 環境と い 

う ものが、 そうまで は 進まし めないで いる 鼻先へ、 七 


兵衛 という 奴が、 猫に 鰹節 を 見せびらかす ような、 キ 

ま ね 

ザな 真似 をして 見せた けれども、 結局 、かなり まとま つ 

た 金 をと つて 来て、 自分た ちに 思うよう に 使わせる こ 

とに なった。 

使わせる ものなら 使って やれ —— という 気になった 

が、 そこ はお 絹と 違って、 事実、 銭 を 目の前へ 突き出 

されて みると、 使い捨てる のがお つくう だ。 なんだか 

白々 しくって、 ちょっと 手 を 出して みる 気にならない。 

この 銭 を 使って、 昔 やった ような 馬鹿 遊び を 繰返し 

て みたところで 何 だ、 さっぱり 面白くな いな あ、 本来、 

遊びと いう やつに 面白い もの は 一 つと して 無い じ やな 


そこへ 行く と、 あの 女 は、 金が あると、 まるで、 色 

しょげ 

気づいて しまって 落着いて はいない。 無い 時 は 悄気 

返って 小さくな つてい るが、 いざ、 いくらか 身に つい 

たと なると、 あの はしゃぎ ようは  そうして、 勝負 

事に 注ぎ込 むんだ。 買物なん ぞ はたかの 知れた もの だ 

が、 あの 女 は、 相手 かまわず 勝負事に 目がない。 

だが、 やりた ければ、 やれ、 やれ、 ばくちで も、 ちょ 

ぼ 一で も、 うん すんでも、 麻雀で も、 なんでもい いか 

ら 勝手に やれ、 こち とら は、 もう そんな ことで 慰めら 

れ るに は、 甲羅 を 経過ぎ ている。 


ばくちで も、 ちょぼ 一 でも、 焼け ついていられ るう 

ちが 花な の だ。 七兵衛 から 捲き あげた あぶく 銭、 いく 

ら あるか 知らないが、 あの 女の 勝負事に 使った 日に は、 

いくら あつたって 底無し 穴へ 投げ込む ような もので、 

遠からず、 また 壁へ 馬 を 乗り かける の は 知れて いる。 

そうな つた 時分に、 また 同じような 荒み きった 生活が 

繰 返される。 

いやにな つち まうな …… 神 尾 主 膳 は 乗物の 中で、 こ 

んな こと を 考える と、 いよいよ いやにな り、 引返そう、 

屋敷へ 引返して、 字 を 書いて でもいた 方が まし だ、 字 

に 飽きたら、 子供 をお もちやに して 遊ぶ こと だ、 毛 まロ 


屋敷が 何 だ —— こんな こと を 考えながら、 額に 滲む 汗 

のと ころへ 手 を 当てて みると、 ザクリ とその 指先に 触 

れる ものが ある。 それ は、 古 屋敷の 中で、 草に 隠れた 

古井戸へ 片足 を 突 込んだ ように、 主 膳 をして 一種の 不 

安と、 今までと は 違った 不快な 思いで、 胸 を カツと さ 

せた もの は、 例の 額の あの 古傷です。 

こいつが  そもそも この 古傷が、 こう も 自分 を不 

愉快な ものにして しまったの だ。 銭が いやな ので はな 

い、 遊びが 面白くな いので はない、 みんな この 額の 刻 

いれずみ もの 

印が、 自分と いう もの を 刑余の 入墨 者 同様な、 卑屈な 

日蔭 者に して しまったの だ。 


ちえつ！ 

こいつが —— この 傷が、 これが あるお かげで、 この 

生れ もっかない 眼が 一 つ 殖えた おかげで、 おれの 半生 

涯が、 すっかり 暗くな つてし まった。 

八十 一 

主 膳 は、 むらむらとして、 その 時に、 かの 弁 信 法師 

なる 者に 対しての 渾身の 憎悪 を、 如何と もす る ことが 

できません。 

あいつ さえ 無ければ、 あの こまし やくれ た、 お喋り 


の 坊主の、 ロク でな しさえ 無ければ、 こんな ことに は 

ならなかった の だ、 自分の 面体に 生れ もっかぬ 刻印 を 

打ち込んで、 入墨 者 同様の 身に して しまったの は、 あ 

のこ まし やくれ た、 お喋りの 小坊主の 為せる 業で はな 

いか —— 主 膳が その 時の こと を 思い出して 怒る と、 額 

の 真中の 牡丹餅 大の 古傷が、 パック リロ を あいて、 火 

炎 を 吐く ものの ようです。 

全く、 小坊主の ために、 自分 はこん なにされ てし まつ 

た。 耳 切りと 入墨と、 二つ を 兼ねた ような 処刑 を、 あ 

のお 喋り 坊主から 受けて、 自分 は 今日 人前へ 出されぬ 

かお 

面に されて しまった。 


憎い 小坊主、 天地 間に 憎い とも 憎い 小坊主め —— 主 

膳 は、 キリ キリと 歯が み をして その 瞬間に は、 自分と 

いう ものの 過去 は、 すっかり 抛 却され、 一に も、 二に 

も、 憎い ものに 向って、 その 骨髄に 食い入る 憎悪 心が 

燃え立ちます。 

一に も 弁 信、 二に も 弁 信、 あいつが この おれの 面 を、 

世間へ 面 向けので きないよ うにして しまったの だ。 思 

ひとたび 

い 一度 ここに 至る と、 酔わない 時で も、 酒乱の 時と 同 

様に、 食い入る 無念 さに、 心身が 悩乱し 狂います。 

事実 は、 弁 信から 暴力 を もって、 そうされ たわけで 

もなん でもない。 弁 信 もまた、 彼に 見せしめの 入墨 を 


与えて やろうと て、 そうした わけで はなし、 かえって 

神 尾の 暴虐の 手から 遁れ ようとす る 途端に、 無心の ハ 

ネ 釣瓶が あって、 主 膳の 額から、 あれ だけの 肉 を剝ぎ 

取って 行った もので、 無論、 主 膳 自身の 暴虐が、 そう 

いう ハズミ を 食わせる ように 出来て いた。 

それ こそ、 当然の 刑罰が、 ハネ 釣瓶の 手 を 借りて、 

痛快に 行われた ものに 過ぎない から、 怨 むべ くば、 井 

戸の 釣瓶 を怨 まねば ならない はずな のに、 主 膳 は、 そ 

の 事な く、 弁 信 を 極度まで 憎み、 あの 時 完全に あのお 

喋り 坊主の 息の根 をと めて しまうまで 見届けなかった 

こと を、 親の 仇 を 取り残した ほどに、 残念に 思う。 


今 も、 乗物の 中で、 それ を 思い出した 主 膳 は、 もう 

矢も楣 もた まりません。 

「駕籠 屋、 もういい から、 根 岸へ 戻せ、 築地へ 行く の 

は 止め だ、 根 岸へ 戻せ、 戻せ」 

であいが しら 

主 膳の こう 言った 言葉と 出逢 頭に、 外で は 駕籠 屋が、 

「旦那 様、 曝しが ございま すが、 ごらんに なつち やい 

力 力です 力」 

フ KT 何 ヮ-」 

「曝しで ございます」 

主 膳の 癇癩 と、 駕籠 屋の 注告 とが、 ぶつつ かって、 

ちょっと 火花 を 散らした が、 駕籠 屋の 注告に 制せられ 


「曝しと は 何 だ」 

「ごらんな さ いまし」 

駕籠 屋が 外から 垂を 上げた ものです。 今まで 自分 だ 

けで 心頭 をい きり 立た せて いた もの だから、 外面 を 乗 

物が どううろ ついて 来た か、 その 辺 はいつ こう、 耳に 

も 入らなかった の だが、 そう 言われた 瞬間に、 人通り 

まげ 

の 劇しい 音が 主 膳の 耳に 入り、 つづいて、 外から はね 

られた 垂の外 を 見る と、 そこに、 「曝し 物」 

うむ、 はは あ、 いつの まに、 日本 橋まで 来て いたの 


ここ は 日本 橋 だ、 しかも 日本 橋の 東の 空地 だ、 なる 

むしろ 

ほど、 曝し 場に 違いない。 小屋が あって、 筵が しいて 

あって、 後ろに 杭が あって、 その 前に ズラリ と 一連の 

曝し 物が ある。 

曝し 物 は、 官が わざわざ 曝して、 衆人の 見る ものに 

供す るの だから、 ただでさえ、 物見高い 江戸の、 しか 

も、 日本 橋の 辻に 官設して あるの だから、 見まい とし 

て も、 それ を 見ないで 通る こと を 許されな いように 

のリ ぬし 

なって いる。 駕籠 屋は、 乗 主に 対する 義務と して、 わ 

ざ わざ 注意して、 頼み もしない のに 進行 を 止めて、 垂 

まで 上げて 見せよう とする。 それに ぜひな く 人垣の 隙 


間から 主 膳が 見る と、 苦りき つてし まいました。 

いき ざら  じゅず 

生 曝しの 坊主が 数珠つな ぎに なって 曝されて いる。 

八十 二 

それ を 見る と、 苦りき つた 主 膳 は、 いったん、 舌 打 

うさぎす き ん 

ち をして みたが、 何と 思った か、 急に 兎 頭巾 を 取り出 

すと、 それ を 自分の 頭に すつ ぼり かぶって、 

「坊主の 生 曝し は 近 ごろ 珍 だ」 

と 言って、 乗物から、 のそのそと 出て 来ました。 

「御覧になります かねえ」 


駕籠 屋 ども は、 公設の 曝し 物の 前 を 乗 打ち を させて 

は、 乗 主に 申し わけがない というお 義理から、 ちょつ 

と 進行 を 止めて みたの が、 乗 主 は 意外に も、 それに 乗 

り 気になって、 のこのこと 駕籠 を 出た もの だから、 少 

し 案外に 思って いると、 主 膳はズ カズ 力と 人混みの 中 

へ 行って、 その 坊主の 生 曝し を、 兎 頭巾の 中から じつ 

と 見据えて しまいました。 

「旦那 様 I 」 

「よろしい、 貴様た ち は、 もう 勝手に 帰れ」 

「築地の 方 は、 どういた しましょう」 

「少し 寄り道 をして 行く から、 貴様た ち はこれ で 帰れ」 


主 膳 は、 相当の 賃金 を 与えて、 乗物 を かえして しま 

いました。 

そうして、 人立ちの 中へ 分け入り、 自棄に なって、 

さら もの 

思い入り この 曝し 物 を 見て いる。 

くい  むしろ 

都合、 五 人の 坊主が、 杭に 縛りつ けられて、 筵の 上 

に 引 据えられて、 縦横無尽の 曝し 物に なって いる。 

その 背後に は 高札が あって、 何故に この 坊主 共が、 

こうして 生 曝しに されて いなければ ならない かの 理由 

が 記して ある。 それ を 読む まで もな く、 神 尾 主 膳 は、 

「千隆 寺の 坊主 共 だな」 

千隆 寺の 坊主と いうの は、 根 岸の 自分 たちのつ い 近 


所に いて、 立 川 流と かなんと かいって、 子 を 産ませる 

まじな 

お呪い をす る 山師 坊主の 群れ だ。 しかも その 親玉の 

びんが い  むかしなじみ 

敏外 という 奴 は、 自分の 昔 馴染の 友達であった。 だが、 

ここに は、 その 親玉の 坊主 はいない。 その 取卷ゃ 下つ 

端、 現に 自分のと ころへ、 親玉 を 置いて た 時分に、 よ 

く 秘密の 使者に やって来た 若 いのも、 現在 ここにい る。 

ざ ま 

「見られた 醜態 じ やねえ な」 

あば 

と 主 膳が、 自分の 古傷 を、 自分で 発いて 興がる ような 

心 持で、 その 坊主 共の 面 を、 いちいち 頭巾の 中から 見 

据えて いました。 

曝し 物と いう もの は、 見せる ために 据えつ けて 置く 


の だから、 いくら 見据えた ところで、 文句の 起る はず 

はない が、 主 膳が こうして 痛快な 気分で、 「見られた ざ 

まじ やねえ や」 —— 巻 舌 をしながら 見据えて いるの は、 

その 気が 知れない ことです。 

てきめん  こうむ 

主 膳と して は、 こいつら が、 覿面の 仕置 を 蒙って、 

見せしめ になって いる ことに 向って、 官辺と 巿 民の 制 

裁が 至当で ある こと を、 世 道 人心 のために 我が 意 を 得 

たリ として、 見て いる わけで はありますまい。 といつ 

て、 気の毒な もの だ、 さして 腹の ある 奴等で もない の 

に、 山師に 操られて、 心ならず も 深入りし たために、 

仮り にも 出家 僧形の 身 を、 こうして 万人の 前に 曝し 物 


にされ ている、 ともかくも、 何とかして とりなし てみ 

て やりたい …… というよ うな 臆測の 気分で 見て いる は 

ず もない。 

だが、 見られた ザ マ じゃあね え や …… という 眩き 

の 下に は、 たしかに イイ 気味 だ、 どうだい、 そうして 

曝し 場の 道に 坐って いる 坐り 心地 は、 どんな もの だい 

…… といった ような 意地悪い 色が、 眼の 中に かがやい 

ている。 つま リ、 神 尾 主 膳 は、 痛快な 残忍性 を そそり 

ながら、 その 曝され 物が、 ことに 多少 は 自分の 身に 近 

いところ から 出た という ことに、 一層の 快味 を もって 

飽かず 見据えて いる、 と 見る より ほかはありません。 


そのうちに、 人だかりの 中から、 

「な あんだ、 なまぐさ 坊主の くせに、 いやに 好い 男で 

いやがら あ、 向う にいる あの 坊主なん ざ あ、 羽 左衛門 

そっくり だぜ、 大方 坊主と 見せて、 蔭間で も かせいで 

いたんだろう」 

という 職人の 悪口が、 主 膳の 耳に とまりました。 

「蔭間 だ、 蔭間 だ、 坊主 抱いて 寝り やめつ ちゃくち や 

に 可愛い、 どこが 尻 やら、 ド タマ やら」 

この 声で、 人だかりが ドッと 笑いました。 

八十 三 


よしち よう きん づ つ 

幾 時の 後、 吉町 の 金 筒と いう 茶屋の 一 間で、 酔眼 を 

もうろう 

朦朧と させて いる 神 尾 主 膳 を 見る。 

次の間に は、 抜からぬ 面で 御機嫌 をう かがって いる 

野 だい この 金 公 を 見る。 

「金 助、 おれ は 何 を 見ても 聞いても、 このごろ はさつ 

ぱり 面白くな いんだ」 

と 主 膳が 言う。 金 助べ タリと 額 を 一 つ 叩いて、 

ごぜん 

「頼もしう ござん せんな、 御前なん ぞは まだ、 勘 平 さ 

んの頭 を 一 一 つか 三つと いうと ころで げしょう、 三十 九 

つぼみ 

じ や もの 花 じ や もの、 まだまだ 花なら 蕾 と いうと こ 


ろで いらっしゃいます、 それに 何ぞ や、 この 世が 面白 

くない なんて、 心細い こと を 御意 あそばす ようで は、 

金 助 如き は、 世間が 狭くな つて、 もう 一寸たり とも、 

お 膝元が 歩け ません、 いざ 改めてお 発し 下さい ませ、 

ぎょう どうせんだ つ 

行 道 先達、 ョ イシ ョ」 

つ いしょう 

金 助 は 相 変らず、 ァクの 抜けない お 追従 を 並べて、 

得意がつ ている。 

「見る もの、 聞く ものが 面白くない ばかり か、 何 を 見 

て も、 聞いても、 癩に さわる ことばつ かりだから、 今 

日 は、 ここへ しけ 込んだ を 幸い、 貴様 を 呼び寄せて、 

横つ つら を ひっぱたいて やろうと 思って いるの だ」 


「これ は 驚き やした！」 

金 助は頰 をお さえて、 やにわに 飛び 上る ような 恰好 

をし、 

「気が くさくさす るから、 金 助 を 呼び出して、 うんと 

ひっぱたいて やろうなん ぞは、 全く 恐れ入ります、 ひ つ 

ばた く 方の 御 当人 は、 それでお 気が 晴れましても、 ひ つ 

ぱ たかれる 方の 金 助の 身に な つ てごろう じ ませ」 

金 助 は、 仰山な 表情 をして、 痛そう に頰を 押え、 

「しかし まあ、 殿様、 金 助 如きが 面で も、 打って お 心 

が 晴れるなら、 たんと お打ちなさい まし、 金 助、 殿の 

お 為め と あらば、 横っ面 はおろ か、 命まで 厭い は 致し 


ませぬ」 

「じ や、 なぐる ぞ」 

「さあ、 お打ち 下さい まし」 

「レレ 力」 

「はい、 殿のお 為め と あらば、 骨身 を 砕かれても 厭う 

ところでは ございま せんが、 それに 致しましても、 な 

るべ く 痛くない ようにお 打ち を 願います、 ヘボン 先生 

に 足 を 切らせる と、 痛くない ように 切って 下さる そう 

でげ すが、 あの 伝で ひとつ …… 」 

「それ、 面 を 出せ、 横 ッ面を …… 」 

「はい、 なるべく、 どうか、 そのへ ボン 式と いう やつ 


で」 

「レレ 力」 

「是非に 及び ませぬ、 こんな こと だろうと 思って、 家 

を 出る 時に、 女房 子と 水盃 をして 出て 参りました」 

「泣くな」 

「泣き やいた しませぬ」 

金 助 は 覚悟 をして、 なめくじの ような 恰好 をし、 頰 

のと ころ を 主 膳の 方に 差 向けて、 すっぱい 面 をし なが 

ら、 

「いつぞや は、 御新造 様に 打 たれました、 あれ は あま 

り 痛みませんで ございました。 その 前 は 女 軽業の 親方 


に 打 たれ ましたが、 女と はいえ あの方 は、 ちっと 薬が 

強う ございました。 女と は 申せ、 あの 女 軽業の 親方な 

んぞは 気が 荒う げすから な、 自然、 痛みの 方 も 激しう 

さ 

げした が、 そこ は それ、 痛みが 強いだ け、 利き目の 方 

もた しかな もので げして な、 この 風 通と、 このお 召と 

それから 別にお 小 遣が 若干 …… 」 

「たわごと を 言うな、 それ、 行く ぞ」 

神 尾 主 膳 は、 思い切って 金 助の 横っ面 を、 ピ シャリ 

と 食わした が、 

「あつ！」 

その 途端、 金 助 は 仰山に 後ろへ ひっくり返る。 平手 


で 横っ面 を ひっぱたかれ たにして は、 手当り が 少し 変 

だと 思う も 道理、 金 助が 横ッ 倒れに 倒れた 周囲に は、 

山吹色の 木の葉の ような ものが、 あたり まば ゆく 散乱 

していた から、 眼の 色 を 変えて 起き直り、 

「こうお い でな さる だろうと 思いました、 骨身 を 砕く 

だけの もの は、 たしかに あると、 こう 信じた もの でげ 

がんりき 

すから …… へ、 へ、 へ、 金 助の 眼力 あやまたず」 

金 公 は驚悦 して、 その 山吹色の、 木の葉の ような も 

の を かき 集めに かかる。 

八十 四 


山吹色の、 木の葉の ような もの を 懐ろ へ 入れて、 す 

まし こんだ 金 助に 向い、 

さら もの 

「金 公、 おれ は 今日、 日本 橋で 変な 曝し 物 を 見て、 胸 

が 悪く つてた まらない の だ」 

と 言って、 神 尾 主 膳 は 坊主の 生 曝しの こと を 話し、 

「全く、 ィャな 物 を 見せられ たが、 坊主の 生 曝しと い 

うやつ はまた 痛快な もの だ。 いい 気味 だと 思って、 わ 

ざ わざ 駕籠から 下りて 穴の あく ほど 見て やった が、 全 

くいい ザ マで はあった が、 小癩 にさ わる ことに は、 そ 

の 坊主 共が、 曝し 物の くせに、 ィャに 男つ ぶりが のつ 


かげま 

ぺ りして な、 あい つ は 蔭間 だろうと 見物が 言って いた」 

それから 急に 胸が 悪くな つたが、 いっそ 胸の 悪く 

なった ついでに、 一番、 その 蔭間と いう やつ を、 おも 

ちゃに してみ てえ。 

今で こそ、 蔭間 は 法度に なって いるが、 そこ は 裏が 

あって、 吉 町へ 行けば、 古川に 水 絶えずで、 いくらで 

も 呼んで 遊べる、 ことに、 この 金 筒のお 倉 婆あ、 その 

方に 最もって が あるとの こと だから、 やって来 たの だ、 

金 公、 貴様お 倉 婆あと 相談して、 よきに 取 計らえ —— 

と 主 膳が 言う。 

それ を 聞いて、 金 公が 心得たり と 小膝 を 丁と 打ち、 


呼べる 段で はない、 この 金 筒のお 倉 婆あ こそ は、 今 は 

蔭間 専門 を 内職と し、 ここへ 申しつ けさえ すれば、 到 

ると ころに 渡りが ついていて、 舞台 子、 かげ 子、 野郎 

じょうぼんげ しゅ 

の 上品 下種、 お望み 次第 だとい うこと、 その 来歴、 遊 

び 方、 散財の 方法なん ぞを、 心得顔に 並べる のがうる 

さく、 神 尾 は、 ちょうど 傍へ 来合わせた 三毛の 若 猫 を 

取って、 それ を 上手に 投げる と、 得意に なって 振りた 

まげ 

てて いた 金 公 自慢の 鬍 つぶしに、 その 猫が 取りつ く。 

「あいつ、 あいつ …… これ はまた 恐れ入り やした、 悪 

しゃれ 

い 洒落で ございます。 猫 を 背負う とてお 背中 を かっか 

じられ やせぬ もの を …… これこれ、 わり や、 身共が つ 


むり を 嚙んで 何と 致す」 

金 公 は、 頭への せられた 猫 を 取 下ろそう としたが、 

猫が 髭に 爪 を からんで 離れない。 金 助が いよいよ 騒げ 

ば、 猫が いよいよ うろたえる。 その 結果 はさん ざん に、 

鬍と額 を か つ かじる。 

「こ りやこれ、 男の 面体へ」 

とかなん とか 言った が追附 かない。 

それ を 見て 神 尾 は、 面白がって 笑う。 

結局、 金 公 は、 自力で はこの 猫 を 自分の 頭から 取 外 

す ことができない ことになる。 取 外して 外せない こと 

はない が、 強いてそう すれば、 自分の 髭 を 全部 犠牲に 


しなければ ならぬ、 その上、 この 頭の 部分に 負傷す る 

虞れ も あるから、 今のところで なし 得る こと は、 じつ 

と 動かない よう、 猫 を 頭の 上に 載せた ままで、 両手 を 

あげて 抑えて いる だけの ものです。 

抑えられた 猫 は、 その 窮屈に 堪えないで 動こうと す 

る。 そのために、 痛い 思い を 我慢す る 金 公の 面 を 見て 

主 膳が 大声 を あげて 喜ぶ。 

結局、 金 助 は、 この 場に いたた まらず、 猫 を 頭に 載 

せた ままで、 下の 座敷へ 向って 逃げ出し、 誰ぞ もう 少 

し 好意 を 持った 相手の 力 を 借りる ことより ほかに、 最 

上の 道 はない こと を 知った。 


そうして、 金 助 を 追 払って しまった 後の 神 尾 主 膳 は、 

脇息 を 横倒しに して、 それ を 枕に 天井に 向って、 太い 

息 を 吹き かけながら 横にな りました。 

もて あそ 

男色 を 弄 びに 来たと いう ことが、 愉快 を 買いに 来 

たので はなく、 男性と いう ものの 侮辱つ いでに、 もう 

一歩 進んで 侮辱 を 徹底 させて やれ、 というよ うな 残忍 

性が、 主 膳 を こんなと ころに 導いた ものである。 侮辱 

という けれども、 この場合、 主 膳 自身が 侮辱され た わ 

けで はない が、 侮辱され ている 男性の 端くれ を、 日本 

あきな 

橋で 見た のが、 男色 を 商う やから に似てい ると 言わ 

れ たついで に、 男性が 男性 を 侮辱す る も 一 興だろう、 


むほん しん 

とこん な 謀叛 心で —— ここへ やって来 たもの だから、 

なにも 特別に 執着 を 感じて はいない。 

横にな つて、 そうして やっぱり この 倦怠した、 この 

不安、 不快な 気分 を どうしょう という 気に も なれない 

結局、 酒に 限る —— 酒に 落ち ゆく より ほかの のがれ 

場 はない というに 帰す る。 

八十 五 

主 膳が 再び、 うたた 寝から さめ、 

「金 助 —— 金 助」 


「は— い、 殿様、 お目覚めで ござります か」 

「何 だ、 お前 は」 

「はい」 

神 尾 主 膳 は、 二度目の うたた 寝から 覚めた 朦朧たる 

眼 を 据えて、 いま、 眼前に わ だか まっている 代物 を 見 

ると、 圧倒的に 驚かされな いわけに は ゆきません。 

それ は 金 助で はない、 金 公と は 似ても 似つ かぬ 一 人 

の 女、 しかも、 小山の 揺ぎ 出で たような かっぷくの 大 

いちょう がえ  しま ぢリ めん 

女、 銀杏 返しに 髪 を 結って、 縞 縮緬 かなに か を 着て、 

あき 

前掛を かけて いる。 呆れ果てた 主 膳 は、 

「お前 はこ この 女中 か」 


「はい」 

「でかい 女 だな あ」 

「はい」 

「あのな、 こちが さい ぜ ん 呼んだ 金 助と い うが いる だ 

ろう」 

「金 助さん は、 ちょっと 急の 用事が 出来ました から、 

殿様のお よってい る 間 ゆえ、 御 挨拶 も 申し上げず、 

ちょっと 失礼いた します から、 殿様の 御機嫌に 障らな 

いように、 よろしく 申し上げて くれと いってお 出かけ 

になり ましたよ」 

「うむ、 金 公が 出て 行った のか、 では、 お前で もい い、 


酒 を 持て」 

「お 酒 は、 おやめ あそばし ませ」 

「ナ 二、 酒 を 飲むな？」 

と 主 膳 は、 大女の 面 を まじまじと見て、 

「料理屋へ 来て、 酒 を 飲むな と言われ たの は 初めて だ」 

「はい、 殿様 は 酒乱の 癖が おありになる から、 お 酒の 

お言い つけが あっても、 なるべく 差 上げない ようにと、 

お つ かさんから 言い つかつ ております え」 

「ふん、 なるほど、 貴様 は 正直者 だ、 言いつ かった 通 

リを、 客の 前で 言って しまう の は、 正直者で も あり、 

しんまい 

新 前で も あるな。 いったい、 いつ、 どっちの 方から、 


この 店へ 来た」 

「はい —— もとは 両国に もお りました が、 近頃 は 

いなか まわ 

田舎 廻り をして おりました」 

おんな かるわざ 

こう 言われて みると、 その 昔、 女 軽業 の 一 行のう ち 

の 人気者で、 甲 州 一蓮 寺の 興行から 行方不明 になった、 

力 持のお せいさん という 者が あった こと を、 知る 人 は 

知っている。 

その 時分に は、 神 尾 主 膳 も甲府 にいた。 主 膳と して 

も、 あの 女 軽業 を 見物に 行った 覚えの ある こと は 確か 

だが、 その 一座の 中の 看板に、 現在 眼の 前にい る 怪物 

が、 客 を 呼んで いたかい なかった か、 そんな ことの 記 


憶まで は 残ろう はず もない。 この 怪物の 方で も、 当時 

しのび  かのち 

の 見物の 中に、 あの 時お 微行で 通った 彼 地のお 歴々 と 

しての この お客様の 姿 形 を、 頭に 残して いよう はず は 

ない にき ま つてい る。 

主 膳 は、 この 思いがけない 大女の 出現と、 その 大女 

が、 酒 をす すめる ためで なく、 禁酒の 監視 役と して 出 

張して 来たよう な 態度に、 相当 興 を さまさな いわけに 

は ゆきません。 

「 一 杯ぐ らい はよ かろう、 ほんの 一 杯 飲ませて くれ I 

I 相手の 来る までの 退屈し のぎに な」 

「少しぐ らいなら かまいません」 


「許して もらえる かな」 

「飲み過ぎて、 酒乱 を 起し さえし なければ、 差支え は 

ございません」 

「差支えな いか」 

主 膳 は、 お 茶屋へ、 酒飲みの 請願に 来たよう な 心 持 

で、 いっそ、 多少の 愛嬌 を さえ 感じたら しく、 

「さしつかえ なくば、 ほんの 少々 のと ころ、 お下げ 渡 

しが 願いたい」 

「お待ちなさい、 わたしが、 おつか さんに 相談して、 

差 上げて いいと 言われたら、 差 上げる ことにいた しま 

す」 


「そうか、 では、 おつか さんに 相談して、 ほどよい と 

ころ を 少々、 お恵み 下し 置かれた いもの だ」 

「待って おいでなさい」 

大女 は、 のつ しのつ しと 出て 行った が、 その後で、 

あき 

神 尾 主 膳 は 呆れが とどまらない。 

それでも、 しばらくして、 酒盃を ととのえて 来て、 

主 膳 を もてなす だけの こと はしました。 

お 酌 もす る こと はする が、 どこまでも、 自分が 監視 

して 飲ませる の だ、 特に このお 客に 限って は、 本部 か 

らの 監視 命令が あって、 飲ませる に は 飲ませても、 程 

じゅん まう 

度が ある —— といった 申附け を、 露骨に 遵奉して い 


る 手つきが 腹 も 立たないで、 いよいよお 愛嬌 だ。 

八十 六 

でも、 この 監視つ きのお 酌で、 一杯、 二 杯と 傾けて 

いるう ちに、 相当に いい 心 持に なって 行く の は 奇妙 だ 

と 思います。 

これ は、 へたな 御機嫌 取りの 取 持ち や、 見え透いた 

お世辞 者よりも、 この 大女に してお 酌と 監視 役と を 兼 

ねた 山出しが、 時に とっての 愛嬌と なった ためで しょ 

う。 大女の ぎこちな いお 酌の しっぷり が、 かえって 興 


を 催した もの だから、 神 尾 主 膳 は、 いい 気になって 立 

て 続けに 二 杯 三 杯と 呷り、 女が 狼狽ぶ り を、 いよいよ 

おかしく、 まじま じと ながめて、 ようやく 悦に入り、 

「大きい な あお 前 は。 いったい、 目方 は 何 貫 あるんだ、 

カンカン は」 

「生れつき だから、 どうも 仕方が ありません、 痩せた 

いと 思っても、 痩せられ やしません、 削る わけに も ゆ 

きません からね」 

「強いて、 痩せた リ 削ったり する に は 及ぶまい ではな 

いか、 世間に は 肥りたがって 苦心して いる 者 も ある」 

「商売 をして いる 時 は、 肥って いても いいが、 こうし 


て 御 奉公 をして いる 時 は、 痩せて いた 方が、 どの くら 

い 楽 か 知れない と 思います ね」 

「商売 —— 肥 つていても いい 商売と いうの は 何 だ」 

「楽 をして いると、 かえって 肥ります ねえ」 

「うむ、 苦労 をす ると 人間 は 痩せる、 お前なん ぞは苦 

労が 足りない の だ」 

「ずいぶん、 苦労 もしました けれど、 なかなか 痩せ ま 

せんね」 

「ちっと、 親 肉 を 切って 売り出したら どう だ。 いい 肉 

だな あ、 豚 一 の 殿様へ 持って行けば、 物言わず 一 斤 二 

十 匁で お 買 上げになる ぜ」 


神 尾 は、 力 持のお せいの 肉体 を、 着物の 外れから つ 

くづ くと ながめて いるう ちに、 その 眼の 中に、 皮肉と 

険悪の 色が、 そろそろと 溢れ出して 来ました。 

通常の 人 は、 物 を 見る のに 二つの 眼 を 以てする けれ 

ども、 神 尾 主 膳 は 三つの 眼 を 以てする のです。 ことに、 

弁 信 法師から、 真中の 特別な 一 つの 眼 を 授けられて 以 

来と いう もの は、 父と 母と から 与えられ ている 二つの 

眼が、 むしろ それ を 見まい として 避ける 場合に も、 そ 

の 一 つ だけが、 バッカリと あいて、 最後まで、 それ を 

凝視して いなければ やまない ようです。 

いき ざら 

日本 橋で、 僧侶の 生 曝し を 徹底的に 見 まもって いた 


のが この 眼でした。 そして、 僧侶と いう 人間界の 特別 

ぼうとく 

階級の 為せる 汚辱と、 冒瀆 が、 白昼、 俗人 環視の 真中 

で 曝されて いる こと を 見て、 その 眼が、 痛快な 表情 を 

以て クル クルと 躍り 出した かの ように、 かわるがわる 

むさぼ 

その 曝し 物 を 貪 り 見て、 飽 くこと を 知りませんでした。 

これ は、 単に この 事に のみ 限った 例ではありません。 

すべて、 その 視力の 及ぶ 限りで は、 人間と いう ものの 

間に 行われる、 すべての 汚辱と 冒瀆、 破倫と 没徳、 醜 

悪と 低劣、 そういう ものに 向つ て は 燃えつ くような 熱 

と、 射る ような 力 を 以て、 それ を 見の がすまい と はし 

ています。 見出した が 最後、 それが 燃え 尽 すまで は、 


見捨てる と いう こと は 不可能ら しい。 

坊主 の 冒瀆 ぶり を 貪 看し て 、 飽く こと を 忘れた この 

かげま 

眼が、 その 坊主が、 蔭間と いう 人間界の 変則な サ ー ド 

種族 に似てい ると いう 偶語 を 聞いて から、 その 凝視 か 

ら 一時 解放され ると 共に、 今度 は、 その 蔭間と いう や 

つ を 見て やらねば ならぬ —— という 熱と 力と に 変化し 

てきた の は、 当然の ような 経路で ありました。 

この 眼 こそ は、 人間と いう ものが、 極度まで 汚さる 

ると ころ を 見たい のです。 それが、 底 知れずに 犯され 

て 行く 現場 を 見たい のです。 

偶然に それ を 見る ことができれば 幸い、 そうでない 


限り は、 自分から —— 自分と いっても、 眼と いう 器官 

だけの それ 自身で は、 自由 行動の 能力が 無い から、 と 

り あえず 自分 だけの 持てる 能力 を 極度に 誘導 発揚して、 

その 心 を そそのかし、 そうして この 四肢 五体の 主人公 

を 動かして、 退 引なら ぬ 現状 を 作らせ —— そうしてお 

いて 自分 は 一段 高い ところに いて、 飽くまで その 現状 

を 凝視す る こと を、 むしろ 必須の 食物で でも あるかの 

ように 心得て いるら し い。 

八十 七 


その 目的物 を 見ようと する 途中の 道草と しての、 こ 

の 女 化け物に、 神 尾が、 かりそめの 興味 を 呼び 起して 

みると、 梯子酒の ように、 その 残忍性が 募って 来る の 

は、 この 男の 持 前です。 

パック リとロ を あいた 真中の 眼が、 力 持のお せいと 

いう ものが 有する アブ ノ ー マルな 肉体に 向って、 貪 看 

を 起し はじめた のが 運の 尽きでした。 

おんなず も-つ 

「おい、 お前、 女 角力と いう もの を 見た か」 

「え、 女 角力で ございま すって」 

「見た かじゃない、 お前 も、 前生 は その 女 角力で 鳴ら 

した 仲間 じ やない か」 


「いいえ、 角力 はやりませんで したが」 

「角力 はやらなかった が …… その 身体で 何 を やつ てい 

たえ」 

「何でもい いじ や ございま せんか、 そんな こと をお つ 

しゃらずに、 もう 一 つ 召し あがれ」 

「おやおや、 御意 見 役が 今度 は、 お 取 持ちに なった の 

だな」 

主 膳 は、 おせい がテレ 隠しに すすめる 酒 を 受けて 飲 

み、 

「女 角力 を やって いたのだろう。 どこで やつたい、 神 

明かい、 両国 かい」 


「女 角力なん て、 やり やしま せんよ」 

「な あに、 やらない ことがある もの か、 たしかに お前 

せき 

が、 女 角力の 関で 鳴らして いるの を、 両国で 見た よ」 

「え！」 

「そうら 見ろ、 隠した つて 駄目 だ、 お前 は 両国で、 

あと しらなみ 

後 白浪と いって、 関 相撲 を 取って いた あれだろう、 し 

らばつ くれても、 こっちに は 種が あがって るぞ よ」 

「それ はお 人違いでしょう、 両国に もい るに はい まし 

たけれ ど、 角力なん ぞ取リ や 致しません」 

「隠すな よ、 隠す と 裸体に して、 証拠 を あげて 見せる 


「隠し やしま せんよ」 

「それじゃ、 両国に いたろう、 そうして 女 角力 をと つ 

たろう、 どう だ、 その 時の こと を 話して 聞かせな いか」 

「そんな こと、 お聞きになる ものじゃありません」 

「聞かせた つて、 いい じ やない か」 

「そんな こと、 どう だって、 いいじゃありません か、 

それより は、 もう 一 つ 召 上れ」 

「おやおや、 御意 見番 から 再度の 杯、 そろそろ 味が 出 

て 来た」 

「殿様 は、 ちょいちょい この 家へ いらっしゃいます か」 

「昔 はよ く 来た もの だが、 今日は、 思いがけない 出来 


心で な」 

「子供 衆 をお 呼びに な るんだ そうで ございま すね、 近 

ごろ 珍しい お好み だと、 おつか さんが 言って ましたよ」 

「うむう む」 

「もう 見えそう な ものです ねえ」 

「いいよい いよ、 そう 急がんでも いい。 ところで、 お 

前、 その 女 角力と してのお 前の 経歴 を、 ひとつ 話して 

くれない か」 

「いけません、 わたし は 女 角力の 仲間に は 入った こと 

は ございま せんよ」 

「ない ことがある もの か。 あの 女 角力と いう やつ、 あ 


れで なかなか 愛嬌 もので な、 今 は 差 止められて しまつ 

たが、 以前 は なかなか 流行った もの だ」 

「そうで ございま すつ てね」 

「そうで ございま すって じ やない、 お前なん ぞは、 そ 

れで 鳴らした に 相違ない が、 商売 はやめても 力 は ある 

だろう な、 力 は —— -」 

主 膳 は、 しっこく、 おせい を 追及して、 その 肥大な 

る 肉体に さわる と、 

「殿様 は、 わたし を 女 角力とば かりきめ ておし まいに 

なる が、 わたし は 一向、 女 角力の ことなん か 存じ ませ 

んょ」 


と 言って おせい が、 主 膳の 膝 をした たかつ ねりました。 

八十 八 

「あいた ッ」 

主 膳が、 つねられて 驚く と、 おせい は 平気な もので、 

「御 冗談 をなさい ますな、 角力 こそ 取りませんでした 

が、 わた しゃこれ で、 今でも 男の 二人 や 三人、 何でも 

ありま せんよ」 

おせい さんに して は 少し 舌の 足りない、 たんか を 

切った ので、 いよいよ 興に 乗った 神 尾 主 膳 は、 


「そうだろう とも、 男の 二人 や 三人、 振り 飛ばす は 何 

でも あるまい。 どう だ、 おれと 角力 をと つても 負け ま 

いな」 

「殿様 だって 誰 だって、 やわら さえお 使いに ならな け 

リゃ、 頭から 押えて しまい ますね。 ですから、 おつか 

さんが、 もしゃ 殿様が 酒で 乱暴 をな さったら、 かまわ 

ないから、 頭からお さえて しまいな さいと 言 いました」 

「なるほど  」 

神 尾 主 膳が 舌 をまい て、 なるほどそう ありそうな こ 

とだと 思いました。 同時に、 こいつ、 金 公と、 お倉 婆 

あに 頼まれて、 自分の 酒の 監視 役に 来たの みならず、 


まかり 間違えば、 この おれ を 取 押え 役まで 言い つけら 

れて 来たの だな と 思いました。 

よしよ し、 その 儀なら ば、 こっち も ひとつ その 裏 を 

行って、 この 化け物 を虜 にして やろう、 人間が 少し 馬 

あつらえ 

鹿 だから、 虜 にす るに は 訛 むきだ、 いよいよ 当座の 

よいお もちやが 出来た もの だと、 主 膳の 興が 湧き上り 

ました。 

だが、 主 膳が この 女 を、 女 角力の 後 身 だと 見誤って 

いる こと は 前と 変らない。 女 角力で も、 女 力 持で も、 

たいした 変り はない の だが、 女 角力と 圧倒的に 断定 さ 

れて しまって は、 女 力 持 はやった けれども、 女 角力の 


経歴の ない おせい が、 躍起と なって 弁明せ ずに はいら 

いちず 

れ ない らしい。 それ にもかかわらず、 主 膳 は、 一途に 

昔 見た 女 角力の ことが、 その 頭の 中に 現われて 来た も 

の だから、 

「十 年ば かり 前だった が、 女 角力が 流行った もので な 

ざとう 

あ、 その 中で も、 女と 座頭の 取組みと いうの は ヒドか つ 

たよ」 

「座頭と おっしゃ るの は 何です か」 

「お前が 知らないなら、 話して 聞かせて やろう、 座頭 

というの は、 あんまの こと だ、 あんま 上りの 目の 見え 

ない 男 を 引 張り出して 来て、 女 角力と 取組 ませる の だ」 


といって、 主 膳 は、 今 は 禁止に なって いるが、 その 頃、 

ま 

目の あたり 見た、 見世物の 一 つと しての 女 角力と、 座 

頭との 取組みの 光景 を、 話して 聞かせよう とする。 

日本の 女と して は、 恥 かしがる 裸体 を 見世物と して 

提供し、 それに 男性の 不具者と しての 座頭 を、 なぐさ 

みものと して 取組 ませ、 つま リ、 この 社会の 弱者 二つ 

を 土俵の 上に のぼせて、 大 格闘 を させ、 それ を 見せて 

金 を 儲けよう とする ものと、 それ を 見て、 やん やと 

喝 あする 社会的 残忍性 を 思い 浮べ て、 主 膳の パック リ 

らんらん 

と あいた 額の 真中の 眼が 爛々 と 輝き はじめました。 

「それ は 面白かった でしよう ね」 


「うむ」 

主 膳 は、 また その 浅ましい 見世物 を、 ひとごと とし 

て 面白く 聞こうと する、 この 大女の 馬鹿 さ 加減 を 痛快 

なりと しました。 

「ところで、 女 角力と いう やつに は、 あんまり いい 女 

き：：' ょラ 

はなかった ね、 お前 ほどの 縹緻の やつ もなかつ たよ。 

その はずさ、 いい 女 は 角力 を 取らなくても 食って 行く 

道が ある、 どれ もこれ も、 御面相 はお 話に ならな かつ 

たが、 おれの 見た うちに、 たった 一人、 美人と 言って 

いいのが あった。 何しろ、 おたふく でも、 大道 臼で も、 

はだ 力 

竹の 台の 陳列 場の ように、 裸体で ありさえ すれば 人が 


寄って 来る 女 角力の 中へ、 美人と 名のつ けられる 代物 

がー つ 舞い 下りて 来たの だから、 助平 共が 騒が あな。 

おれ は 騒がなかった けれども、 おれたちの 仲間の 不良 

共 は 騒いだ よ。 その 別嬪の 女 角力の 名 は、 この 家のお 

倉 婆あと 同じ ことに、 おくらと いう 名だった が  そ 

のお くらが 問題なん だ」 

八十 九 

こういう 話 を はじめ 出した 時に、 主 膳が いよいよ 興 

ざめ たの は、 この 女が 興に のって 膝 を 乗 出して 来る こ 


とでした。 

この おれの 監視 役 兼 取 押え 方 を 命ぜられて 出張して 

おんなず もう 

いるく せに、 こちらの 挑発に ひっかかって、 女 角力の 

昔話に うつ つ を 抜かそう とする この 女の 馬鹿 さ 加減が、 

いよいよ 浅ましくな りました。 女 角力と いう ものの 存 

在 は、 つまり 自分と いう ものの 存在の 侮辱 だと は 感じ 

ないで、 一緒にな つて、 その 侮辱 を 享楽しょう という 

気乗り 方に、 主 膳 はすつ かり 興 を さましました。 

興 を さました とか、 浅ましく 感じた という こと は、 

ほうき 

主 膳に 於て、 そこで、 うんざりして 抛棄 するとい う 意 

味に はならない。 こちらが 興が さめて、 浅ましく 感ず 


れば 感ずる ほど、 そちらが 興に 乗って、 息 を はずませ 

て 来る ことの 皮肉 を よろこんで いる。 

「ところで、 おれたちの 仲間の 不良 共が、 十 余人 連合 

して、 その 別嬪の 女 角力、 おくらと いうのに 注文 をつ 

けたの だ。 その 注文と いうの は …… つまり、 そのお く 

らに 『娘 一 人に 知 耳 八 人』 を やらせろ という ことなの だ。 

『娘 一 人に 知 耳 八 人』 —— それ はお 前 も 知ってい るだろう。 

知らない？ 知らなければ 話して 聞かせる …… 」 

と 言って、 神 尾 主 膳 は 「娘 一人に 知 耳 八 人」 の 故事 を 話 

し 出す 前に、 盃を 取って、 おせい の 眼の 前に 置く と、 

おせい は 無条件に なみなみ とついで やる。 その 無条件 


になみ なみと 注ぐ 手つき を 見て、 神 尾が 勝ち誇つ たよ 

うな 面 をして 二 タリと する。 当然、 この 女 は 監視 役と 

取 押え 方 心得 も 忘れて しまって、 神 尾 主 膳が おもしろ 

い 話 をして くれさえ すれば、 いくらでも 酒 を 注いで く 

れる ことにまで 軟化し き つ ている こと を 認めた から、 

そこで 主 膳が 二 タリと する。 さて ー盃 傾けて 話し 出し 

たの は —— 

自分 は 仲間に 加わらな か つ たが —— と 特に 念 を 押し 

ておいて —— 自分た ちの 友達の 不良が、 十 名 連合して、 

女 角力の 美人のお くら を 目 あてに 「娘 一人に 知 耳 八 人」 

のお 好み をつ けたと いうの は、 要するに、 そのお くら 


という 女 角力の 裸体 だけで は 物足りない、 どこから ど 

^ J ま で 見て やりた いとい う 悪辣な 好奇心から、 興行主 

の 座元へ いくらか 摑 ませ —— ニ両 やった とかいう 話 だ 

—— 世話人 一 一人に いくらか 鼻薬 を やって 渡り をつ けた 

ところが、 その 世話人と いう 奴の 中に、 一人、 かねが 

ねこのお くら を 口説いて いた 奴が あつたが、 おくらが 

うんと 言わない もの だから、 それ を 遺恨に 思って いた 

ところへ、 この 話だった もの だから、 こいつが 真 先に 

呑 込んで、 それからお くらにい やおうな しに 「娘 一人 

に 知 耳 八 人」 を やらせた もの だ。 

つまり、 男 座頭 を 八 人 集めて 土俵への ぼせ、 それ を 


おくら 一 人に 取組 ませる の だ、 一 方 はめ くらだ からめ 

くらさが しだが、 狭い 土俵の 上で 八 人の 男、 十六 本の 

手、 足と もで は 三十 二 本で やられる の だから、 いくら 

めくらさがし だってた まらない、 ついにお くらが つか 

まって 手取り、 足取り …… それ は 見て いられた もの 

じ やない。 

神 尾が そこまで 話す と、 大女のお せい も、 さすがに 

眉 をく もらせて、 

「かわいそうで すね」 

「そうなる と、 お前 も 同情して くるだろう。 ところで 

そういう 時、 お前なら どうだい、 座頭の 八 人ぐ らい 何 


の 苦 もな く 手玉に 取る だろう な」 

「そうは ゆきますまい、 一 人と 八 人で はいくら なんで 

もね」 

「は、 は、 は …… お前で も、 やっぱり やられる かい」 

「わたし だって、 苦しい わ」 

苦しい わ、 と 言って、 自分ながら 大きな 肉体に 圧さ 

れ るよう な 苦し さから、 息をせい せいはず ませて いる 

神 尾 主 膳 は、 苦しそう なおせい の 肉体 を 痛快ら しく 

ながめて、 飲み ほした 盃を 黙って その 前に 置く と、 お 

もろ 

せいは 脆く もこれ に また、 なみなみと 注いで やり まし 

た。 


それ を 飲みながら 神 尾 主 膳が、 ニヤ リニ ャリと 大女 

の 形 を 見て いると、 その 大女が、 

「そんなに わたしの 身体ば かり を 見て おいでにな つ て 

は、 溶けて しまい ますよ」 

「あ、 本当 だ、 そら 溶け 出した、 溶け 出した」 

九十 

神 尾 主 膳が、 またも 突然 高笑い をした 時に、 力 持の 

おせい が 飛び 上 つ て慄ぇ 出しました。 

これ は 実に、 怖るべき 酒乱が 突発して 来る 前兆で あ 


りました けれど、 はじめて この 人 を 見る おせい として 

は、 その 主 膳の 怖るべき 酒乱の 予感から、 怖れて 飛び 

上った のではありません。 「は、 は、 は、 は」 と 笑い出 

した 途端に、 主 膳の 三つの 眼が、 ギラ ギラと 光り 出し 

て、 脇息に 肱 を 持たせて いる 主 膳の 姿が、 急に 大女の 

自分 を さえ 圧迫す る ほどの 大きさに なった から、 慄ぇ 

上 つ て 飛び出した ものです。 

「あ、 三ッ目 入道 …… 」 

その 瞬間に、 そう 思った のです。 よくお 化け 話で 聞 

いてお どかされ ている 三ッ目 入道と いうの が ある、 絵 

草紙で も 見た が、 あれ だ、 この 人 は その 三ッ目 入道 だ、 


これ は 人間で はない、 怖ろ しいお 化け だと 感じました。 

そこで、 監視 役 も、 取 押え 方 心得 も、 盃も、 盤 もお つ 

ぼり 出して、 下の 座敷へ 逃げ 下りて しまいました。 

「 ま  ま  ま  ま II 

神 尾 主 膳が 三度 目に 笑った の は、 それ は 少し 凄味が 

欠けて、 和気が 加わった ようです。 

つまり、 前の 笑い 方 は、 怖るべき 酒乱の 前兆と して 

の 高笑いでした けれど、 今度の は、 滑稽 噴飯が 加わつ 

てのお かし さから 来て いる 笑いが 多分の ようです。 そ 

れは 大女の 恐怖と、 狼狽ぶ りが、 あまりに 仰山で あつ 

たからでしょう。 


これより 先、 下の 座敷で は、 いったん 出かけて 行つ 

た 金 公が、 また コソコ ソと立 戻って 来て、 お倉 婆あと 

ないしょばなし 

内密 話 を 試みて いる。 

その 内容と いうの は、 今日、 人に 誘われて、 築地の 

異人 館へ 見物に 行った が、 万事 なかなか 犬が かりな も 

ので ある こと。 ところで、 その 異人 館の 大 番頭が、 ら 

しゃめんの 口 を 一 つ 欲しがつ ている。 そいつ を ひとつ、 

けいあん  もう 

桂庵 をつ とめて 儲けようと 思 うんだ が、 なんとお つか 

さん、 お前に 一肌脱いで もらいて えとい うの は そこな 

ん だよ、 という ことに あるら しい。 

「そいつ は 耳より だね」 


慾に 目の ない お倉 婆あが、 耳 を ふくらませ ると、 金 

公が 続いて、 一 口にら しゃめん という けれど、 いかに 

西洋人の 相手になる ことが、 へたな 日本人の 相手に な 

る ことよりも、 有利な 事業で あるか を 説いて、 お倉 婆 

あの 耳 をい よいよ ふくらませる。 

だが ねえ、 話の 口 は、 そのら しゃめんに もなかな か 

先方に 好みが あって、 第一、 芸妓 や、 女郎 衆の、 金で 

自由が 利く 奴で はいけ ず、 そうかといって、 伊豆の 下 

田の 唐人お 吉 なんてい う 潮風の 染み 過ぎた ので もい け 

ず、 お 膝元の 固い ところでは、 いくら 困っても、 娘 を 

らしゃ めんに でも 仕立てて みょうと いう ほどに 開けた 


しろうと  くろうと 

奴 はいね え。 素人と もっかず、 玄人と もっかず、 娘で 

なく、 年増で なく、 下司で はいけ ない が、 そうかと い つ 

て 上品ぶ るの はなおい けない。 こいつ をう まくし おお 

せた 日に は、 身に 余る 福の 神 を 背負い こむ の だが …… 

なかなか その 人選が 容易で ない と、 一 旦は 頭を痛めた 

が、 案ずる より 生む は 易い とで も 言った もの か、 実は、 

しろもの 

ぴったり とその 注文に はまり そうな 代物が、 眼の 前に 

したじ  ぎょい 

あるから 不思議 じ やない か、 下地 は 好きな リ 御意 はよ 

し、 という 心 当りが あるから 妙な もの。 

ところで、 今晚、 ひとっこの 場で、 おつか あに 肌ぬ 

ぎが 願いたい、 といって 時節柄、 うっかり 唐人 を こん 


なと ころへ 連れ込む ところ を、 当時 流行の 浪士 マネに 

でも 見られよう ものなら、 尊王攘夷 覚えた か！ 真 向 

おすき や 

上段と 来る から、 今晚、 その 毛唐さん を 御 数寄屋さん 

かなに かの 隠れ 遊びに 仕立てて、 このところへ 連れて 

参ります から、 万事 その 辺ぬ かりなく —— その代り 話 

がまと まった と 来た 日に は、 相手が 異人 館の 大 番頭 だ、 

つけ 届け は、 毎年 毎年 船で 来ようと いう もの だ …… と 

いう こと を、 金 助が お倉 婆あに 相談して、 お倉 婆あ を 

して、 

「ああい いと も、 いいと も、 いくらでも 頼まれて あげ 

るから、 持つ といで」 


と大 呑みに 呑 込ませて いると ころへ、 ドタン バタンと 

凄まじい 音が して、 天上から 大女が 降って 来た もので 

九十 一 

力 持のお せい を 退却 させて しまつてから 神 尾 主 膳 は、 

この 時、 そんな こと はどうで もい いという 気にな リま 

した。 それ は、 むやみに 眠くな つたから です。 

きざ 

主 膳 は 酒乱の 萌す 前に、 必ず 一度 眠くなる ことがあ 

る。 その 眠り をう まく 眠らせ さえ すれば、 酒乱が、 す 


ん なりと 通過して しまう ことがある。 それが 眠り そび 

れた 時に、 何 かの 引火 薬で もあろう ものなら、 それ こ 

そ 大変で ある。 

主 膳と して は、 近頃の 酒量であった。 最初から では 

かなりに 飲んで いる。 そうして 今 眠くなる と、 本来、 

かげま  きまぐ 

蔭間 を 呼んで みるなん ぞ といった こと は、 一時の 気紛 

れ に過ぎないので、 それに 執心 を 持って来 たわけで も 

なんでも ないから、 そんな こと は、 どうで もい いよう 

に 眠くな つたので す。 そうして、 最初の 通り、 脇息 を 

横倒しに して、 ゴロ リと 横倒しに なり、 心地よ かり そ 

うな 眠り を 眠り はじめました。 


昏々 として、 どのくらいの あいだ、 眠り こけた か、 

つか ま 

それ はわから ない。 或いは、 ほんのう たた 寝の 束の間 

を 破られて しまった のか どうか、 それ も 分らない が、 

「 御前 —— お 眼 ざめ あそば せ 」 

枕に した 脇息 を 揺り動かされた ことによって、 酔眼 

を パッと 開いて、 朦朧と して 四辺 を 見廻す と、 夢から 

さめて、 また 一層の 夢心地に 誘い 入れられ たこと は 幸 

いでした。 そうでなければ、 甘睡 半ばで 揺り動かされ 

た癇癩 が、 酒乱の 持病 を 引きつれて、 ガバと 爆発した 

力ち 知， W な レ 

「何 だ、 これ はどうし たもの だ」 


あたり は、 ぼうっと 紅の ように 明るい。 それに、 こ 

の 座敷の 襖が、 すっかり 通して 取 払われ、 大きな 踊リ 

の 間にな つてい る。 踊りの 間 は 勾 欄つ きで、 提灯 や 

まん まリ  つ 

雪洞が 華やかに 点 いてい る —— 

はは あ、 いつの まに、 伊勢 古市の 大楼ぁ たりへ、 持 

ち 込まれた か 知らん —— という 気になりました。 

なお、 よく 眼 を さまして 見る と、 舞台が ある、 花道 

が ある。 舞台の 上に は 一人の 俳優が、 槍 を 持って 立つ 

ている。 

はは あ、 踊 るんだ な、 まだ 充分 さめ きらぬ 眼で、 そ 

の 俳優の 風 浴 を 見る と、 それ は 絵で 見た 水木 辰 之 助の 


槍 踊りと いうよう な ものに、 そっくりです。 

主 膳が、 眼 を、 拭って 起き直った 時に、 踊りが はじ 

まる。 

槍 を 上手に 扱って、 その 少年 俳優が 鮮 かに 踊る。 

主 膳 は、 うっとりして、 眼 をす ました その 途端に、 

三味線と、 太鼓と、 拍子木が 入る。 踊り も 古風で よく 

わからな いが、 耳 をす ましてみ ると、 

槍 師槍師 は 多 けれど 

名 古 屋山三 は 一 の 槍 

というよ うな、 古 謡が はさまれ ている。 

「殿様、 お 気に 召しました か」 


これ はしたり、 自分の 席の 後ろに は、 お倉 婆あが、 

かいどり 姿です まし 返って 坐つ ている。 

「うむ」 

「お 気に 召しましたら、 お 手拍子 を あそばし ませ」 

お倉 婆あ も、 手拍子 を 打つ から、 主 膳 も それに つれ 

て、 

槍 師槍師 は 多 けれど 

名 古 屋山三 は 一 の 槍 

とうたいながら、 主 膳 も 思わず 手拍子 を 打つ と、 美少 

年 は 喜んで 踊りながら、 

トコ 卜 ンャレ 


トコ ャ レナ 

という。 お倉 婆あが、 

女 かと 見れば 男の 万 之 助 

とうたう と、 俳優が、 

ゥン トコ トツ チヤ ァ 

ャッ トコ ナァ 

と 合わせて 槍 を 振る。 

槍の 権 三 は 美い 男 

どうで も 権 三 は 美い 男 

お倉 婆あが 年に 似合わない 美声 を あげる。 

しんしん とろり と美い 男 


踊り子 は 踊りながら 手招き をす る。 

九十 二 

それから 主 膳 は、 夢 だか、 うつつ だか 見当の わから 

ない 境へ 誘い込まれて、 そこらで 再度の 眠リ 慾が 勃発 

して、 いい 心 持で、 むやみに 眠って しまいました。 今 

つか ま 

度 こそ は、 束の間の うたた 寝 を 揺り動かされる 心配 は 

むさぼ 

なく、 思うよう に 眠リを 貪 る ことができ るの を 喜んで 

眠り こくって いる。 

ほとんど、 どのくらいの あいだ 眠った もの か、 自分 


にも 分らない が、 醒めた 時 は、 寝不足と、 酔いと は、 

二つながら、 すっかり さめ 切って しまって いました。 

だが、 時間の 方 は 醒めて はいない。 眠りと、 酔いと 

が 醒めた 時 は、 たしかに 夜中で ある ことに 気の ついた 

の は、 長い 思案の 後で はなく、 寝間の 状態 も はっきり 

眼に うつる と共に、 近くに 誰も いないの も、 いない 奴 

が 悪い ので はなく、 程よ い 時間で、 お 暇乞い をして 行つ 

てし まった ものである こと は ハツ キリと する。 酔って 

いない 主 膳 は、 それ も 無理で はない と 思う。 

枕許の 酔 ざめ の 水 を 飲んで、 うまい と 思い、 それ か 

ら 手水に 行こうと して、 ひとり 立ち上った 足 どり も、 


あんまり 危なげ はない。 

勝手 知った 廊下 を 歩んで 行く。 

なんど. 5 

なるほど、 夜 は 更けて いる、 何時か —— おやおや 鶏 

が啼 いている わい。 

夜明けの 近い こと を 知った 主 膳 は、 なんだか 一種 異 

様の 里心と いったよ うな ものに 動かされて、 本当に 

はっきりした 気持で、 また 廊下 を 歩いて 帰りました。 

たまに、 こんな 気紛れ 遊び をす る こと も、 頭が 冴え 

ていい もの だ、 幸いに して 乱に 落ちなかった の は、 我 

ながら 上出来と いう もの だ。 いや、 我ながら ではない、 

ここのお 倉 婆あの 趣向が 上出来と いう ものだろう。 あ 


の 婆あ、 煮ても 焼いても 食えない 奴 だが、 それでも、 

人の ふところ を 見て取 扱う 呼吸 は、 手に入つ たもの だ。 

酒に 酔わせる より は、 踊りに 酔わせて、 夢心地のう 

ちに 人 を 抱き込む ところなん ぞは、 伊勢 古市で やって 

いるよう な 仕組み だが、 あんなに される と、 ァラが 知 

ォな レ 

がてん 

主 膳 は、 こんな こと を 考えて、 二 タリ 二 タリと 合点 

しながら、 廊下 を 帰って、 自分の 座敷へ 戻った の だが 

—— 戻った つもりな の だが、 それ は 三つば かり 行き 過 

ぎた 隅の、 間取りが よく 似た ほかの 座敷であった こと 

は、 障子 を 開いて、 足 を 踏み入れた 途端に、 それと さ 


ろうば い 

とった ので 狼狽し ました。 

何が 頭が 冴えた の だ、 何が 上出来な の だ、 危ない！ 

危ない！ 

と 気がつい たの は、 たしかに 遅かった のです。 

「だ あれ？」 

中から、 なまめかしい 女の 声が しました。 

「しま つた！」 

主 膳 は、 我ながら、 しくじつ たことの 念入りな のに、 

あき  ぬし 

呆れた のが、 いよいよ 一方の 主 をお さまらない ものに 

してし まいました。 

「お倉 婆さん？」 


なまめかしい 女の 声が、 追い かける ように 続いた も 

の だから、 

「いや、 なに！」 

主 膳 は、 逃げる ように この 場 を 立 去る より ほかに、 

手段の ない こと を 知りました。 

「まあ、 お倉 婆さん じ やない の？」 

中の 主 は、 さすがに、 そのまま では 済まされない 気 

になった らしく、 そわそわと 着物 を 引 寄せて 起き 出よ 

うとす る 

「失礼、 失礼、 座敷 を 間違えました」 

主 膳 は、 これ だけの 詫び言 を 捨ぜり ふに して、 まつ 


し ぐらに 自分の 座敷に 来て、 夜具 を あたまから かぶつ 

きづか 

てし まった が、 先方 も、 ここまで 追つ かけて 来る 気遣 

いはない。 さりと てまた、 けたたましく 人 を 呼び 起し 

て、 たった今、 この 座敷へ 怪しい 者が 入りました よと、 

騒ぎ立てる 気& もない らしい。 多分、 先方 は、 戸惑い 

をした そそっかしい 客人の 仕事 だろうと、 苦笑い をし 

ている ことだろう。 こっち も ホッと 息をついて、 我な 

がらの 失敗に、 苦笑いが 出 きらないで いたが、 その 苦 

笑いの 底から、 不意に、 

「今の あの 声 は、 あれ はお 絹で はない か」 

勃然と してこう いう 偶 想が 起る と、 けったいな 雲が、 


むらむらと 目 口 を 覆う の を 感じました。 

九十 三 

ああ、 思い返して みると、 今の あの、 なまめかしい 

声の 主 は、 お 絹ではなかった か。 

どうも、 お 絹の 声ら しい。 娘の 声で もな く、 芸妓 あ 

たりの 調子で もない。 甘ったるくて、 妙に かさに かか 

るよう な 言いぶ り、 こちらが あわてて いたから、 その 

場で 声の 吟味まで は 届かなかった が、 今、 耳の 底から 

取り出して みると、 お 絹で なければ、 あの 声 は 出ない 


ように 思われて 仕方がない。 

だが、 いくらなん だって、 そんな 事 は 有り得る こと 

ではない。 あの 女 は あの 女 だけの もの だが、 いくら あ 

の 女 だって、 自分が 今晚、 ここに 遊んで いると いう こ 

と を 知りながら、 ここに 泊り に 来る はず も あるまい で 

はない か。 

もしゃ、 自分の 行動 をよ そながら 監視に 来て、 泊り 

込んだ もので も あるか。 それ も 馬鹿正直な 見方 だ。 第 

一、 あの 女が、 こちらから 監視 をつ ける 必要 こそ あれ 

おれの 遊びに いちいち、 眼 を はなさない ほど、 こっち 

を 重んじて いるか、 いない か。 


偶然 —— おれが ここへ 泊った のが 偶然なら、 あの 女 

が ここへ 泊り込ん だの も 偶然 だ、 偶然の 鉢 合せと した 

ら、 議論に はならない が、 事柄 はいよ いよ 妙 じ やない 

か。 第一、 おれの 偶然の 方に は、 偶然た るべき 理由が 

あるが、 あいつに は 何の 理由が ある。 

あいつ は、 今日、 異人 館 を 見に 行った の だ。 朝から 

出かけた から、 晚 までに は 当然、 根 岸へ 帰って いなけ 

れ ばなら ない の だ。 おれの 方 は、 なるほど、 あとから 

行く といって おいた ことに 相違ない が、 そういう 約束 

が、 今まで 完全に 守られて いるか、 いない か は、 あい 

つがよ く 知っている はず だ。 約束 はした けれど、 途中 


から 気が 変って、 ここへ しけ こんだ のに、 何の 不足が 

ある。 それ だのに、 晚 までに は 根 岸の 屋敷へ 帰って い 

なければ ならない はずの あいつが、 ここへ 泊り込んで 

いると したら、 全然、 理由が なりたた ないじ やない か。 

主 膳 は、 ここで、 むらむらと 自分勝手の 邪推の 雲が 

渦に なって、 胸から 湧き上りました。 

「よし、 見届けて やる、 今の あの 声の 主が、 お 絹で あ 

ろう はず はない けれども、 もし、 あいつで あったら ど 

うする。 いずれにしても、 こうな つた 上 は、 この 眼で、 

篤と 見定めて やる、 この 眼が 承知し ない」 

というの は、 今の はた だ 耳 だけの 判断に 過ぎない。 


一 方 口 を 信ずる は、 男子の 為さざる ところ だから、 こ 

の 上 は 眼に 訴えて、 のつ ぴ きさせず —— という 気に 

なった 時に、 その 二つの 眼の 上に、 意地悪く 控えて い 

ぼたもち だい  らんらん 

る 牡丹餅 大のー つの 眼が、 爛々 とかが やきました。 

もう 眠れない、 また 眠る 必要 もない の だが、 この 上 

は、 眠らない 以上に 働かせねば、 この 眼が 承知し ない。 

こう 思う と、 三つの 眼が、 ハジけ る ほどに 冴え返つ 

て、 胸の 炎が、 むらむらと 燃え 返って 来たよう です。 

といって、 主 膳に は 主 膳 だけの 自重 もなければ なら 

ない。 このまま 取って返して、 あの 寝間へ 踏み こんで、 

か お 

得心の ゆく まで 面 を あらためて やる  にしても、 万 


一、 あいつで なかったら どう だ。 

あいつであった としても、 あいつが 果して、 どうい 

ねぞう 

う 寝相 をして いる。 そんな こと を 思う と、 胸が むかむ 

かする。 酔うて いる 時の 主 膳なら 知らぬ こと、 とに か 

く、 こう 頭が はっきりした 時であって は、 自分と いう 

もの を、 自分で 考えてみれば、 みすみす それと 分って 

も、 このまま 他の 室へ 乱入 するとい うこと は、 紳士  (？) 

として 許されな いこと だ、 できない こと だ。 

「ちえ ッ」 

夜の 明ける まで 待つ より ほか はない。 夜が 明けたら、 

あいつ もそう 朝寝 もして おられ まいから、 なるべく 早 


すきみ 

く 身 じまい をして、 出かける だろう。 その 時に 透 見 を 

して、 有無 を 言わさぬ こと だ。 

「うむ、 ここで は 朝風呂 をた てる、 おれ は 寝 過した ふ 

り をして、 あいつが 風呂場へ 行く 頃 を 見計らって、 篤 

と 実否 をた しかめる に、 何の 仔細 はない」 

なんにしても 早く 夜が 明けろ —— 主 膳 は 蒲団の 中で、 

も だ 

途方 もな く 悶えて いる。 

九十 四 

夜が 明けて、 その 正体 を 見届ける こと は、 極めて 簡 


単な 仕事で ありました。 

風呂場に 近い 洗面所の 鏡の 前で、 その 女 をつ かまえ 

る ことの 無雑 作であった ように、 その 正体 を 見 現わす 

の も、 極めて 無雑 作な もので、 

「お 絹 じ やない か」 

「まあ、 あなた」 

どちらも、 その 意外であった という 心 持 は 同じ こと 

なんきつ てい 

で、 ただ 一 方が 怒気 を ふくんで 難詰の 体な のと、 一 方 

が 体裁 をと りつく ろうこと に、 あわてまい としてい る 

心組み だけが 違う らしい。 

「どうして こんなと ころへ 来た」 


「それ は、 あなた こそじゃありません か」 

き 

お 絹 は、 やり 返した つもりで あるが、 主 膳は肯 かな 

ヽ o 

レ 

「おれの 来る の は 勝手 だが、 こんなと ころ は、 お前の 

来る ところ じ やない」 

「ずいぶん 手前勝手 ねえ、 わたしが 来て 悪い ところな 

ら、 あなた だって、 立 寄れない はずじゃありません か」 

「理窟 を 言うな、 いったい、 何し に 来たの だ」 

「何し に 来たって いいじゃありません か、 あなた こそ 

何し においで になり ました」 

「おれ は、 気が 向いた から 来たの だ、 お前 はこん なと 


ころへ 来る はずではなかった」 

「わたし だ つ て、 気が向かない 限り は ございません… 

…第一、 あなた こそ、 あれほど 約束 をな さって おきな 

がら、 どうして、 異人 館へ おいでにならなかった ので 

す 力」 

「うむ、 それ はな、 都合に よって 途中、 気が 変った ま 

で だ」 

「途中、 気が 変った 方 は、 それでよ ろしう ございましよ 

うが、 変ら れた方 は、 みじめじゃありません か」 

「それ は 男の こと だ、 門 を 出れば、 時と 場合で、 思つ 

たように ばかり はいかぬ」 


「時と 場合 もよりけ りです ね、 わたし は 異人 館で、 ど 

のく らい、 あなた をお 待ちした か 知れません」 

「おれ は 都合あって、 築地へ 行く の は 取 止めた が、 お 

前に、 こんなと ころへ 立 寄れと は 言わない」 

「わたし は、 お 義理で まいりました」 

「誰への 義理 だ」 

「異人 館の 異人さん が、 ぜひ、 日本の 踊り を 見たい と 

ないしょ 

おっしゃ るから、 わたしが、 内密で 御 案内して 来 まし 

た」 

「異人 を 連れて来た のか」 

「はい」 


「お前と、 異人と、 二人で ここへ 来たの か」 

「金 公 も 一 緒に まいりました」 

「金 助が …… そうして、 その 異人と 一緒に、 ここへ 泊 

りこんだ のか」 

「御 冗談でしょう  異人さん は 踊り を 見る と、 その 

まま 帰つ てし まいました」 

「お前 は、 なぜ その 足で 根 岸へ 帰ろうと はしなかった」 

「もう、 遅くな りました からね」 

「うむ、 金 助 はどうした」 

「金 公 も、 異人さん を 取 持って、 昨夜のう ちに 帰って 

しまい ましたよ」 


「う ー ん」 

主 膳 は、 ここで 行 詰まった ような うめき を 立て まし 

た。 その 頭 は、 やっぱり つむじ 風の ように 捲いて いる。 

一通りの 詰問に は、 一通りに 答えての けた この 女の 

言い分 を、 そつく リ そのままに 承認で きる か。 このう 

え 是非 を 言わさぬ こと は、 泊った 座敷と いうのへ 踏み 

込んで 見る ばかり だ。 

ようじ 

主 膳 はこう 考えて しまう と、 あちら を 向いて 楊子 を 

使って いるお 絹 を、 肩 越しに 睨まえ ながら、 

「では、 お前の 座敷へ 行って、 おれ は 一 服して いるよ」 

「いけません」 


「どうして」 

「わたしが 面 を 洗う までお 待ち 下さい、 一緒に 参リま 

す 力ら」 

九十 五 

神 尾 主 膳 は、 その 日、 根 岸へ 帰る とて、 山 下まで 来 

ると、 上野の 山 内 を 歩いて みる 気になって、 そこで 乗 

物 を 捨てました。 

すきん 

乗物 を 捨て、 頭巾 を かぶって、 山 内へ さまよい 込ん 

だの は、 何 か 鬱屈して 堪え難い ものが あるから です。 


そ の息づ まるよう な 胸苦し さ を 晴らそう として、 そう 

して ヮ ザと、 上野の 山の ひと リ 歩きで も 試みる という 

気になつ たもの かも 知れません。 

かくて、 知らず 識らず 東照宮の 鳥居 をく ぐって し 

まった 時に 気がつく と、 かぶって いた 頭巾に、 知らず 

識らず 手が かかりました。 

それ は、 殊勝な 信仰心が そうさせ たので はない、 習 

慣が、 本能に 近くな つたよう なわけ でしよう。 苟 も 

祖先 以来、 徳川家の 禄を 食んで、 その 旗下の 一 人と し 

て 加えられて 来た 身であって みれば、 忠義 だの、 崇拝 

だのと いう 心が 有っても 無くても、 はは あ、 ここ は 「東 


照宫」 であった な、 と 感じない わけに は ゆかなかった 

のでしょう。 

家康 という 不世出の 英雄が あって、 三百 年の 泰平が 

あり、 そのお かげで 日本 国の —— 少なく ともこの 江戸 

きょ うまん 

の 繁昌が あり、 我々 旗本の 安泰と、 驕慢と が 許された 

の だ、 その 本尊 様の 霊を祀 ると ころが ここ だ —— 

主 膳の 頭巾に、 知らず 識らず 手が かかった の は、 う 

つらう つらで もこ こまで 来て みれば、 さすがに 素通り 

はでき ない —— という 習慣 性に 駆られた ような もので 

しょう。 それとも、 敵に 後ろ を 見せる のが 癩だ、 とい 

う 反抗 気分 かも 知れません。 


「よしよ し、 鬼の 念仏 だ、 久しぶりで 東 照 権現に 参詣 

して 行っても、 罰 は 当るまい」 

こう 思 つ て、 頭巾 を 外しながら 東照宮の 神前まで、 

神 尾 主 膳が 進んで 行きました。 

しさ い し 

この 舗石の 上で、 主 膳 はふと、 さんざんに 引裂かれ 

た 一 つの 御幣の 落ちて いるの を 認めました。 

その 御幣 も 容易な もので はない、 重い 由緒 ある 神前 

でなければ 見られない 御幣で ある。 それが 無残に 引裂 

かれ、 打 砕かれて、 あまつさえ、 土足で 蹂躪して ある 

痕跡が 充分です。 

がてん 

合点 ゆかず と、 なお も 歩んで 行く うちに、 今度 は、 


さんざんに 砕かれた、 光る ものの 破片 を 認め、 それが 

鏡で ある こと を 知り、 その 鏡 も 尋常の 品で はなく、 や 

はり 由緒 深い 神社の 神前で なければ 見られない 性質の 

ものである こと を、 直ちに 認めました。 

なお、 行く ことしば らくに して、 あろう ことか、 コ 

テコテ と 人間の 尾籠な 排泄物が、 煙 を 立てて いる。 

主 膳 はムッ として、 面 を そむけて 通り過ぎ ましたが、 

宫の 前に 来る と、 そこに また 異様な もの を 認めない わ 

けに は ゆきません。 

なまくび 

人間の 生首 —— といっても、 幸いに 肉 身の 生首で は 

きた 

なく、 どこから 何者が 取り 来った のか、 相当の 木像の 


首が、 三尺ば かり 高い 台の 上に、 厳然と 置き 据えられ 

て、 その 傍らに 捨 札が ある。 

逆賊 足 利 尊 氏の 首 

同  弟 直 義の首 

主 膳はム カム 力と しました。 

かんだか 

その 途端、 後ろの 方、 社 司の 住居 あたりで、 甲高い 

人声が する、 

「申し分が あらば、 三 田の 四国 町の 薩摩 邸まで 参れ、 

それが 面倒なら ば、 手近い ところの 酒 井の 巡邏 隊に訴 

えて 出ろ、 逃げ も 隠れ も 致さぬ。 我々 は 当時、 芝 三 田 

まかり あ 

の 四国 町の 薩摩 邸に 罷 在る、 但し、 薩 州の 藩士で はな 


ぃぞ、 当分、 あれに 居候 をして いる 身分の、 天下の 浪 

士じ や。 薩州 では 西 郷吉之 助と、 益 満休之 助と、 それ 

から 土 佐の，. 乾 退 助 にかけ 合え」 

ののし 

こういう ふうな こと を、 声高で 罵って いるの を 聞 

いた 神 尾 主 膳が、 ブル ブルと 身体 を慄 わして、 東照宮 

の 神前に 立ち、 そうして 我知らず 刀の 柄 を 握りし めて 

いる こと を さとりました。 神 尾 主 膳 は、 この 時 勃然と 

して 怒った のです —— 何 を 怒った のか、 何 か 義憤 を感 

じで もした のか。 

刀の 柄 を 握り締めて 立った 神 尾 主 膳の 心身が、 酒乱 

以外の ことで、 こう も 激動した の は、 従来 あまり 見な 


いこと でした。 

九十 六 

久しく 打 絶えて いた、 信 濃の 国の 白骨の 温泉へ 行つ 

て 見る と、 そこの 大 浴槽の 一 つに、 たった 一人で、 湯 

あみ をして いる 一 個の 小坊主 を 見る ことができました _ 

「皆さん、 どうして、 わたしが 白骨の 温泉に 来て、 温 

かなお 湯の 中に、 のんびりと こうまで 安らかに、 湯 あ 

み をして いるよう になり ました か、 それ を 御 不審のお 

方に お話し 申せば、 長い ことで ございま すが …… 」 


果然！ これ はお 喋り 坊主の 弁 信で ありました。 

弁 信 は 今し、 人 無き 浴槽の 中 —— この 浴槽 は、 お雪 

ちゃん を はじめ、 北 原 君 も、 池 田 良 斎 も、 その 以前に 

は、 ィャ なおば さん も、 浅 公 も、 その他、 すべての 冬 籠 

りの 客 を 温めた ことの 経歴 を 持つ。 無論、 宇津木 兵馬 

も、 仏 頂 寺、 丸 山 もこれ で 身 を 温めました。 

ある 時 は、 この 浴槽の 中から、 天下の 風雲が 捲き 起 

るよう な 談論 も 飛び出したり、 鬱屈た る 気分で 詩吟が 

出たり、 いい 心 持で 鼻唄が 出た リし たもので すが、 ひ 

とりで、 特別の 時間に、 この 浴槽 を ひとり 占めに して、 

しんみりと 浸って いた 者 は、 お腹に 異状が あると 指摘 


されてから 後のお 雪ち やん —— それと、 深夜 全く 人定 

まった 時分に、 ひとり 身 を 浸して いる 盲目の 剣 人  

それらの 人に 限った もので したが、 今日は 全くの 新顔 

で、 そうして、 従来と は 全く 異例な 弁 信 法師が、 一 人 

しゃれ 

で この 大 浴槽 を 占領し、 抜からぬ顔で、 温泉 浴と 洒落 

こんでいる。 

そうでなくて さえた まらない、 このお 喋り 坊主の 長 

広 舌が、 湯の 温か さに つれて、 とめど もな く 溶けて 流 

れ出 すの は、 ぜひない ことです。 

「皆 さま、 わたくしが ああして、 大野 ケ 原の 雪に 迷う 

て、 立ち 尽 していた ことまで は、 皆様 も 御存じの こと 


と 思います が、 あれからの わたくし は、 自分の ことな 

がら、 よく 自分の ことが わかりませんで ございました 

わたくしの 頭の 上で、 鳩の 啼く 音が 致します から、 は 

て、 不思議な 啼き声 だと、 それ を 聴いて おります るう 

ちに、 気が 遠くな つてし まいました。 つま リ、 わたく 

し は、 雪の 大野 ケ 原に 行 倒れに なって しまい ましたの 

です。 それが、 幾 時 かの 後に、 また この 世に 呼び戻さ 

れて しまいました。 と 申します の は、 無論、 わたくし 

は、 わたくし 自身の 力で 蘇 つたわけ では ございませ 

ん、 雪に 埋れた わたくし という もの を、 凍え死なない 

以前に 助け 起して 下された 方が あれば こそ、 わたくし 


の 命が 助かりました。 命が 助かり ましたれば こそ、 わ 

たくし はこうして 安全に、 温泉で 湯 あみ を 致して おる 

ので ございます …… それ なれば、 誰が、 雪に うず もれ 

て —— 当然 あそこで 凍え死なねば ならぬ、 わたくしと 

いう もの を 助けて 下さいました か。 それ をまず 申し 上 

げ なければ、 皆様 は、 わたくしが ここへ 来て いると い 

うこと を すら、 お信じに ならない かと 存じます。 大 

野ケ 原の 雪に うず もれた、 わたくし という もの を、 偶 

然の 縁で、 再び この 世の中に つれ 戻しな された の は、 

くろべ だいら 

皆様 も 御存じ か 知れません が、 それ は 黒 部 平の 品右衛 

門 爺 さ んで ございました」 


弁 信 は、 ここまで は 一 気に 喋って、 それから 手拭で 

ッ ルリと 一 つ 面 を 撫でお ろして、 そうして お喋り を 続 

けました、 

「 黒 部 平 の 品 右衛門 爺 さ ん というの は、 黒 部 平 の 駕籠 

の 渡しの 下に 小屋 を 作って、 その 中で 三十 七 年の 間、 

岩魚 を 釣つ て 暮らして いたお 爺さんで ございます。 そ 

の 品 右衛門 爺さんが、 鉄砲 を 担いで、 大野 ケ原を 通り 

かかった 時分に、 雪の 中に 埋もれて おりました わたく 

しのから だの 一部分 を 発見して、 そうして 掘り出して、 

用意の 火 打で 岩 蔭に 火 を 焚いて、 わたくし を煖 めて 呼 

び 生かして 下さいました。 わたくし は 気がついて、 目 


を あいて、 獵師 さんに 助けられ たと 見た ものです から、 

その 時に 申しました、 どちらのお 方 か は 存じ ませぬ が、 

せっしょう 

殺生 をな さる 獵師の 御身 分で、 人助け をな さる 果報 を、 

あなたの ために 嬉しく 存じます と、 わたくしが 申し ま 

した —— 」 

してみ ると、 このお 喋リ 坊主 は、 我に かえると、 ま 

ず 自分の 助けられ たことの 感謝よりも、 助けた 人の 果 

報 を 祝福す る ことが、 先に 出た ものの ようです。 

九十 七 


「黒 部 平の 品 右衛門 爺さん は、 そうして、 わたくし を 

背中に しょって、 雪 を かきわけて、 こちらへ 連れて来 

て 下さいました。 品 右衛門 爺さんの 背中で、 わたくし 

は、 眼に 見えない 母の 背に 負われて、 故郷へ 帰る よう 

な 気持が 致しました。 よくお 助け 下さいました とも、 

ナゼ 助けて 下さいました とも、 わたくし は、 一 言 も、 

品 右衛門 爺さんに 挨拶 をし なかった 儀で ございま すか 

ら、 ドコへ この 爺さんが わたくし を 連れて行って 下さ 

るつ もり か、 そんな こと は 一向にお 尋ね をいた しませ 

んで、 母の 背中に ス ヤス ャと 眠る ような 安らか さで、 

品 右衛門 爺 さ ん の 行く ところへ 行く こと を 甘んじて お 


りました。 もとより、 その 時 は、 この 人が 黒 部 平の 品 

右衛門 爺さんで ある こと だの、 駕籠の 渡しで 三十 七 年 

間、 岩魚 を 釣って いた こと だの、 そんな こと を 知って 

おります はず もな し、 どちらの どなたで ございま すか、 

とお 尋ねいた した こと も ございません。 ただ、 わたく 

し を 雪の 中から 掘り出して、 背に 負って おいでになる、 

そのお 方が 獵師 でお いでな さる こと、 獵師と 申します 

と、 失礼ながら 殺生 を 業と なさる、 仏果の 上から 申し 

は か  ごかぎ よう 

ますと、 あわれ 果敢ない 御 稼業と 申す より ほか は ござ 

り ませぬ。 しかし、 この場合に、 この 爺さんが、 わた 

くしに 対してな さる こと は、 殺生で はない と 信じて お 


ります る 故に、 わたくし は 安んじて、 お爺さんの 背中 

に 一 切 を 任せて まいりました。 そう 致します ると、 か 

なりの 時間の 後に、 この 品 右衛門 爺さんが、 ある 所 ま 

で わたくし を 連れてまい りまして、 その あると ころで 

お 手 やわらかに、 わたくし を 背中から 卸して 下さい ま 

して、 そうして 温かい 炉辺の 熊の 皮の 上に 坐ら せて 下 

さいました。 わたくし は そのして 下さる 通りに なって 

ぉリ ましたが、 そこ はこの 白骨で は ございません、 最 

初 は 獵師さ んの 住居 かと 思いましたら、 そうで も ござ 

いません でした。 獵師 さんの ほかに、 わたくし を 労つ 

て 下さる 方が ある こと を 知って、 これ は その 方のお 住 


居 だな とさと りました。 そのお 方 は、 やはり 温かい 心 

と、 物と を 以て、 わたくし をいた わり 下さる 上に、 温 

かいお 粥 を 煮て、 疲労した 身に、 過分に ならない ほど 

に心づ かい をして、 その 温かい お 粥 を、 わたくしに 食 

ベ させて 下さいました。 あとで 承る と、 ここ は 乗 鞍 岳 

の 麓で、 鎧 小屋と いう 小屋の 中で ございました。 わた 

くしに 温かい 心と、 温かい お 粥 を 下された の は、 この 

鎧 小屋の 中で 行 をして おいでになる 神主さん だと 承り 

ました。 獵師 さんと 言い、 神主さん と 言い、 まことに 

親切 極まる お 方で ございました けれど、 わたくし は、 

このお 二方に 向っても、 強いて 再生の 恩 を 謝する とい 


うような こと を 申しませんでした。 申しませんでも、 

おわか リ になる ことで ございま すが、 わたくし といた 

しまして は、 今更 それ を 繰 返す 心に はなれな いのが 不 

思議で > J ざ い ます。 口 幅 つたい 申し分で は > J ざ います 

いきしに 

けれども、 生死と いう こと は、 旅路の 一 夜泊り のよう 

な もので ございま すから、 生きて いる ことが 必ずしも 

歓喜で はなく、 死に ゆく ことが 必ずしも 絶望な ので は 

ございません。 いつも 申し上げる ことです が、 いかに 

生きよう としても がいても、 生き 得られない 時には 生 

あせ 

きられません、 いかに 死のうと して 焦っても、 死 を 与 

えられる 時まで は、 人間と いう もの は 決して 死ねる も 


ので は ございません。 わたくし は、 このごろ になって、 

ようやく この 悟りが わかりました。 その 事の 最初 は、 

皆様のう ちに は、 御存じのお 方 も ございま しょうが、 

江戸の 外れの 染 井の 伝 中と いうと ころの、 ある 屋敷の 

中で、 神 尾 主 膳 殿と いうお 方の ために、 わたくし は 生 

きながら 深い 井戸の 底へ 投げ込まれて しまいました。 

その 時に、 わたくし は 懸命に なって、 まだ 死ぬまい、 

ここで は 死ねない、 死にたくない ともがき ましたが、 

その 甲斐 もな く、 井戸の 底へ 投げ込まれて しまい まし 

た。 その 時に、 死なねば ならぬ こと は 当然す ぎる ほど 

当然でした けれど、 不思議に わたくし は 死にませんで 


した。 井戸へ 落される まで は、 死ぬ こと を いやがって、 

車井戸に しがみついて、 力 限りに 泣き叫び ましたが、 

いよいよ 井戸の 中へ 落された 時に、 私 は 泣かないで、 

かえ つ て歓 びました」 

九十 八 

「その後 とても、 現在、 わたくし ほどの 者が こうして、 

ここまで 生きて こられた という ことが、 物の 不思議で 

ございます。 わたくしの ような もので も、 この 世に 生 

かして 置いて やろうとの、 お 力が あれば こそ、 こうし 


て 生きて おられる ので ございます。 よし、 わたくし 自 

身と いたしまして は、 こんな 無智 薄 信の 不自由な 身が 

この 娑婆の 中に、 足 あと ほどの 地 をで も 占めさせて 置 

いていた だく ことが、 この 世に とって は、 いかに 御 迷 

惑な 儀で あり、 わたくしに とりまして は、 軽から ぬ 苦 

痛の 生涯でありましょう とも、 生かし 置き 下さる 間 は 

死ね ませぬ。 死ねない 間 は、 わたくし は、 わたくしと 

して、 与えられ たこの 世の中の 一部分の 仕事が、 まだ 

尽きな い 証拠 で は ござ います ま い か。 言葉 を 換え て 申 

します と、 わたくしの 身が、 前世に 於て 犯した 罪悪の 

いま 

未だ 消えざる が 故に こそ、 わたくし はこの 世に 置かれ 


て、 その 罪業 を つぐなう のっとめ を 致さねば なり ませ 

ぬ。 ああ、 昨日 は 雪の 中で 凍えて 死なん とし、 今日は 

こうして、 のんびりと 温泉に つかって 骨身 を あたため 

る、 あれ も 不幸で はなし、 これ も 幸福と して 狎 るる 由 

なき ことで ございます。 きのうの 不幸 は、 わが 過去の 

しゅじょう 

業報で あり、 きょうの 幸福 は、 衆生の 作り 置かる る 善 

根の 果報で ある こと を 思います ると、 一 切が みんな ひ 

と ごとで は ございません。 さあ、 もうこの くらいに し 

て 上りましょう。 お湯から 出たら、 この 炉辺へ 来て お 

茶 を あがれ、 と 北 原さん というお 方が おっしゃって 下 

さいました から、 これから、 わたくし は あの 炉辺へ 行つ 


て、 お茶 を 招 ばれる つもりで ございます。 この 温泉 場 

に は、 今年 は 珍しく、 多数の 冬籠りのお 客が あるそう 

にぎ 

で ございまして、 あの 炉辺が ことのほか 賑わう、 弁 信、 

お前 も 珍しい 新顔 だから、 ここへ 来て 旅路の 面白い 話 

をし ろと、 皆様から も すすめられました から、 わたく 

しも これから お茶に 招 ばれながら、 皆様のお 話 も 承つ 

たり、 それから わたくしの 話 も 申し上げ たいと 思い ま 

すが、 わたくし は、 どうも 御存じの 通りの 癖で ござい 

まして、 話 を はじめる と 長う ございま すから、 時と 場 

合 を おもんぱかりまして、 皆様の 御迷惑になる ような 

場合に は、 瘼 んで 控えて いようと は ひがけて いるので 


ございま すが、 本来、 わたくしの こちらへ 志して 参り 

ましたの は、 どうも、 あのお 雪 ちゃんの 声で、 しきり 

にわた くしに 向って 呼びかける 声が、 わたくしの 耳に 

響いて なり ませぬ から、 その 声に 引かされて、 こちら 

へ 参った ような 次第で ございま すが、 参つ て 見ます る 

と、 ここにお 雪 ちゃんが いないと いう こと は —— それ 

は、 大野 ケ 原へ 来る 前から、 ふっと 勘で わかりました、 

お雪 ちゃんが いない 以上 は、 わたくし のこの 地に 来る 

べき 理由 も、 とどまるべき 因縁 も、 ないような もので 

ございま すが、 ここへ 導かれた という こと、 そのこと 

に また 因縁が 無ければ ならない と 存じました。 これ は 


わたくしの 力で は ござり ませぬ、 そうかといって、 わ 

たくし を 助けてお 連れ 下さった 獵師 さんや、 鎧 小屋の 

神主 様のお 力と いう わけで も ござり ませぬ、 全く 目に 

見えぬ 広大な 御 力の 引合せで ございまして、 この 広大 

な 御 力が 何故に、 わたくし をたず ねる 人の、 すでに 行 

おぼしめ 

き 去った あとの ここまで 導いて 下さった か、 その 思 召 

し は 今の わたくしで はわ かりませ ぬ。 わからな いのが 

道理で ございます、 分ろうと いたし ますの も 僭越で ご 

ざいます から、 導かれた 時 は 導かれた ままに、 そこに 

おの 

己れ の 全力 を尽 して 善 縁 を 結ぼうと いう 心が、 すな わ 

ちわた くし どもの 為し 得る すべ てで なければ なり ませ 


ぬ。 古人 は 随所に 主と なれと 教えて 下さい ましたが、 

どうして、 どうして  わたくしなん ぞは 随所に 奴 

かたわ もの 

となれ でございます。 どうぞ 皆様、 この 不具者の わた 

くしで よろしかった ならば、 何な とお 命じ 下さい ませ 

琵琶 は少々 心得て おります る、 何卒、 この 不具者に で 

きる だけの 仕事 を さ せ て 、 可愛が つて やって いただき 

とうご ざいます。 ああ、 いい 心 持に なりました、 白骨 

のお 湯 は、 わたくしの 骨まで 温めて くれました。 わた 

くし はこれ から、 皆様の 炉辺 閑話の 席へ お 邪魔 をいた 

して、 また 温かい お 心に 接し、 あたたかい 焚火に あた 

ら せて いただき、 皆様のお 話 をお ききしつつ —— わた 


くし も 心静かに、 お雪 ちゃんの 行方 を 尋ねたい と 存じ 

ます」 

九十 九 

弁 信 法師が 浴槽から 上って、 例の 炉辺 閑話の 席を訪 

れた 時に、 炉辺に は、 また 例によっての 御定 連が 詰め 

かけて おりました。 

御定 連と いうう ちに も、 お雪ち やん もい ないし、 久 

助さん もい ない こと は 勿論 だが、 池 田 良 斎 を 中心に し 

て、 北 原 賢 次 も いれば、 いつもの 甲乙丙丁 おおよそ 面 


を 揃えて いる。 ただ 見慣れない 獵師 体の 人が 一 人、 推 

察すれば 多分、 いま、 浴槽の 中で、 しばしば 弁 信 法師 

の 口に 上った 黒 部 平 の 品 右衛門 爺 さ ん であろうと 思わ 

れる 顔が、 新しい。 

炉の 中心に は、 例の 大鍋が ぶらさが つていて、 それ 

に は 大粒の 栗が ゆだりつつ ある。 炉 中の 火 は、 木の 根 

が 赤々 と 燃えて、 煙 は 極めて 少なく、 火力が 強いから、 

煙の 立たない 石炭 を 焚いて いるよう で、 一方に は大鉄 

瓶が チン チンと 湯気 を 吐いて いる。 なおまた 炉 中には、 

薔麦 餅ら しいの が 幾つ も、 地 焼きに ころがして ある。 

外気が 寒くなる につれ て、 炉辺の 人間味が、 いよいよ 


増して 来る の を 常と する。 

「皆様、 おかげさまで、 ゆっくりと お湯に つからせて 

いただきまして、 ほんとうに 骨まで が あたたまつ てま 

いりました。 火で 焚きました お湯と 違いまして、 天然 

に 涌き 出で まする お湯 は、 肌 ざ わりが また 天然に 軟ら 

かで ございます ものです から、 ほんとうに 久しぶりで 

わたくし は、 我 を 忘れて お湯の 中へ 魂まで つけこんで 

しまいました。 これ も、 身心 悦可 柔軟と いう 気持の 一 

つ で ございましよう」 

普通、 今晩は …… だけの 挨拶で 済むべき ところ を、 

一口に これ だけのお 喋り をしながら、 一座に 向って、 


ていねいに お礼 を 申しました から、 まだ 弁 信 をよ く 知 

ら ない 一座 は、 なんとなく 異様に 感ぜ しめられました。 

「弁 信さん、 まあ、 こっちへ おいでなさい、 さあ、 こ 

こで おあたりなさい」 

と 弁 信 を 導いた もの は、 北 原 賢 次です。 

「はい、 有難う 存じます、 いえ、 もう、 こちらで 結構 

でございます」 

「遠慮な さらずに、 こっちへ いらっしゃい、 さあ、 手 

をと つ てあげましょう」 

「いいえ、 それに は 及び ませぬ でございます。 では、 

せっかくのお すすめで ございま すから、 それに 従：； ま 


まか 

して、 遠慮なく 罷り出ます でございます」 

「あぶないで すよ」 

「いいえ、 大丈夫で ございます、 眼 は ごらんの 通り 不 

自由で ございま すが、 御 方便に、 勘の 方が 働きます も 

ので ございま すから」 

「いや、 何しても、 無事で お前さんが ここへ 来られた 

こと は、 奇蹟と いうても いい」 

「はい、 わたくしと 致しましても、 不思議の 感 がいた 

すので ございます」 

こう 言って、 弁 信 法師 は 炉辺に 近いと ころへ、 にじ 

り 出で て、 ちょこなん とかし こまり こんで しまい まし 


た。 

「だが、 弁 信さん、 お前さん も 了見違いな ところが あ 

ります よ」 

「あります とも、 あります とも」 

北 原に 言われて、 弁 信が、 ちょこなん とかし こまり 

ながら、 身体 を 軽く ゆすぶって、 

「あります 段で は ございません、 もともと 一切が、 わ 

たくしの 了見違いから 起った ことなんで ございます」 

「そう 言われて しまって は、 恐縮で 二の句が つげない 

という もの だが、 いったい、 お前さん という 人が、 そ 

の 身体で、 見れば 眼 も 不自由で ありながら、 今時、 こ 


の 白骨の 谷へ、 たった 一人で、 出向いて 来よう なんと 

いうの が、 そもそも 了見違いの 骨頂なん です よ」 

「その 通りで ございま したが、 どうも、 わたくしの 身 

を、 こちらへ、 こちらへ と、 引きつけ てまい る 力が あ 

る もので ございま すから …… と 申します の は、 かねて 

わたくしの 知合いの 一 人のお 友達が ございまして、 そ 

の 方が、 わたくしに 向って、 絶えず 呼びかけ ておいで 

になります、 弁 信さん、 一刻も早く この 白骨 谷へ 来て 

下さい  と 言つ て、 絶えず 呼びかけて 下さる その 力 

が、 わたくし をとうと うこ こまで 引き寄せて しま いま 

した」 


百 

「その 力に 引き寄せられて、 わたくし は、 知らず 識ら 

ず この 山の 中に 分け入りまして、 ついに 大野 ケ 原の 雪 

に 立 迷うて しま つたと いう 次第で ございます。 それ は、 

向う 見ず とお 叱り を 受ける かも 知れません が、 いずれ、 

旅と いう 旅で、 向う 見ず の 旅で ない ものが 一 つと して 

ございま しょうか。 人間の 一生 そのもの を 旅と いたし 

まする と、 出ず る 息 は 入る 息 を 待たぬ、 とか 申します、 

今日の ことがあって、 明日の こと を 誰が 知りましょう。 


な あに、 あなた、 わたくしの 心得違い は 心得ち がいに 

げんじょう さんぞう とてん 

相違) J ざいません けれども、 玄奘 三蔵 渡 天の 苦しみに 

比 ぶれば、 これ は 日本 国のう ちの、 僅かに 信 濃の 国の 

こと  」 

この辺に 来る と 一 座が、 ようやく このお 喋り 坊主が、 

容易なら ぬお 喋り 坊主で ある ことに、 ややお それ をな 

した 様子で ありました。 これにの べつ 喋らせたら、 た 

まらない ので はない のかと さえ、 おそれ 出した もの も 

あつたよ うです が、 さりと て、 それ を 抑止すべき きつ 

かけ もない ままで いると、 弁 信 はいつ こう 透さず、 

「なんに 致しましても、 わたくしが あの 雪の 大野 ケ原 


の 中に 立ちす くんで おりました 時に、 ふと、 わたくし 

みみもと  ささや 

の 耳許で 私語く 声が いたしました。 それ は 人間の 声で 

あ ろ うはず が ございま せんが、 人間 同様の なつかし さ 

を 伝えて くれる、 小鳥の 声で ありました …… 」 

と 言って、 弁 信が 小首 を 傾けた の は、 その 話題に のぼつ 

た 場合の 小鳥の 声 を、 再び 耳に したから では ありませ 

ん —— そこで 暫くお 喋りの 糸 を たるめて いたが、 全く 

調子 を かえて、 

「外へ、 どなた かおいで になって います」 

「何です か」 

「今、 あちらの 方の 山 を 越えて、 この 宿へ 参った 方が 


ございます、 その 方が、 戸外で 御 案内 を 乞うて おり ま 

すよ」 

「そんな はず はない よ」 

と 言って いる 途端に、 表の戸 を ドン ドンと 叩く 音が し 

ました。 

がてん 

音が して、 はじめて 炉辺の 一 同が それ を 合点した の 

で、 弁 信の は、 それより 以前、 話 半ばで、 そのこと を 

言 つてし まった のです。 そこで 一 同が、 なんとなく 

ぞ つ としました。 

「誰 だい」 

「ええ、 わたくしで ございます、 夜分お そくな つて 相 


済みませんが」 

「わたくし …… と 言った つ て 誰 だね」 

一同 は 不審です。 この 夜中に、 このところへ、 外 か 

ら 来るべき 者の 予想 は 全くなかった ことで、 内から 出 

て 行って、 戻って 来たと いう 面 ぶれの 欠員 もなかった 

からです。 そこで、 さすがに 一同 は、 ゾッ としてい る 

と、 弁 信が 抜からぬ 面で 言いました、 

「あ、 あれ は久 助さん です よ」 

「ええ」 

「久 助さん が 来たので す」 

「久 助さん が？」 


一 同 は、 外の 久 助なる 者の ために 戸 を あけて やる よ 

リは、 内なる 弁 信の 面 を、 見直さな いわけに は ゆき ま 

せん。 

その わけ は、 久助 はたと え 夜中に、 不意に やって来 

たと はいえ、 この 連中に とって、 充分に 予備知識の あ 

る 名前です けれども、 ここへ、 風 来に 飛び込んで 来た 

この 小坊主が、 どうして 久 助の 名 を 知っている？ 

名 を 知る こと はとに かく、 まだお となわない 先から 

人の 来る こと を 予期し、 面 を 見ない うちから、 その 人 

の 名 を 呼び、 しかも、 その 人の 名の 呼びつ ぶりが、 自 

分た ちよりも、 一層 も 二 層 も 昔な じみで あるら しい 呼 


び 方 をす るた めに、 この 小坊主が 一時 は、 妖怪変化の 

身で も あり はしない かとさえ、 物 すさまじく 感じた か 

ら です。 

それ にもかかわらず 弁 信 は、 いよいよ 心得た もので、 

「間違いありません、 久 助さん に 間違いありません か 

ら、 どうぞ、 どなた か 戸 を あけて あげてく ださい ませ。 

何 か、 やむ にや まれぬ 用事が あれば こそ、 夜分、 こう 

して 出て 参った ので ございましよう …… わたくし も、 

久しぶりで 久 助さん に 逢って、 積る お 話 をお 聴き 申さ 

なければ なりません …… 」 
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